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研究要旨 

【目的】本研究では、ゆっくりよく噛んで食べることを推奨するために必要となる

エビデンスを①よく噛めること、②よく噛んで食べることの二つの視点から収集し

エビデンステーブルを作成した。さらに、口腔保健と食育を連携した好事例を収集

するため、実践事例を整理した。 

【方法】Pubmedと医中誌 webを用いて、2022年 9月から 11月に検索した。2012年

1月～2022年 11月までの論文を検索した。ハンドサーチによる論文収集も行った。

検索式は、リサーチクエスチョン「口腔機能が悪いと食生活や栄養状態、健康状態

は悪くなるか？」については、ライフステージ別に口腔機能とバランスのよい食事、

栄養バランス、健康状態のキーワードを組み合わせた。「よく噛むための食べ方

は？」については、一口量・早食いと噛める・味わうと肥満のキーワードを組み合

わせた。「よく噛んで食べると、口腔機能、栄養状態・健康状態はよくなるか？」

については、噛んで食べることと口腔機能/栄養状態（体格）・健康状態(認知症、

生活習慣病）、運動機能のキーワードを組み合わせた。さらに、口腔保健と食育を

連携した好事例の収集するため、日本歯科医師会「地域保健・産業保健・介護保険

アンケート」、8020推進財団「歯科保健活動助成交付事業報告書抄録」、日本栄養士

会会員ページの「行政栄養士による実践事例」から好事例を抽出した。 

【結果】最終的に採択した論文は 211 論文であった。口腔機能と食生活や栄養状

態、健康状態の論文は、小児期 5論文、成人期 30論文、高齢期 103 論文であった。

食具の種類と咀嚼回数や食物摂取量との関連の論文は 3論文、食品の大きさや硬さ

と咀嚼回数や食物摂取量との関連は 3論文、一口量と咀嚼回数や体格との関連の論

文は 6 論文、速食いと咀嚼回数、食事量、体格との関連の論文は 22 論文、ガムを

噛むことと口腔機能、食事、健康状態との関連の論文は 21 論文、よく噛んで食べ

ることと口腔機能、食事、健康状態との関連の論文は 19 論文であった。口腔保健

と食育を連携した好事例の収集は、多くはないが抽出できた。 

【結論】 ゆっくりよく噛んで食べることを推奨するためのエビデンスをレビュー

できた。実践事例からも好事例を収集できた。食育における歯科口腔保健を推進し

ていくために集積したエビデンスと好事例から何をすべきかを検討していく。 
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A．研究目的 

農林水産省では、第３次食育推進基本計画の目標のうち、「朝食を欠食する国民を

減らす」、「栄養バランスに配慮した食生活を実践する国民を増やす」、「農林漁業

体験をした国民を増やす」「朝食又は夕食を家族と一緒に食べる共食の回数を増や

す」について、それぞれの取り組みがなぜ大切なのか、取り組むことでどのようなメ

リットがあるのか、エビデンスにまとめている1)。これらはエビデンスに基づいた食育

を実施していくための貴重な資料となることを期待され作成されたものである。 

これらの資料のうち、口腔保健と関連した論文は、「栄養バランスに配慮した食生

活を実践する国民を増やす」に1論文2)示されているのみであった。食育推進基本計画

の目標には、「ゆっくりよく噛んで食べる国民の増加」が目標に掲げられているが、

ゆっくりよく噛んで食べることに関するエビデンスはまとめられていない。 

歯・口腔の健康と栄養・食生活の関連に関するエビデンスは、「健康長寿社会に寄

与する歯科医療・口腔保健のエビデンス2015」3)や「健康長寿のための口腔保健と栄養

をむすぶエビデンスブック」4)に報告されている。さらに、「咀嚼支援マニュアル」5)

には、ゆっくりよく噛んで食べるためのモニタリング・評価項目が示されている。今

後、ゆっくりよく噛んで食べることに焦点を当てたエビデンスを整理することは、歯

科と栄養の専門家が連携した食育を実施する際の資料となる。 

 本研究では、ゆっくりよく噛んで食べることを推奨するために必要となるエビデン

スを①よく噛めること、②よく噛んで食べることの二つの視点から収集しエビデンス

テーブルを作成することとした。さらに、口腔保健と食育を連携した好事例を収集す

るため、実践事例を整理することとした。 

 

B．研究方法 

1.リサーチクエスチョンの作成 

 まず、「よく噛めること」と「よく噛んで食べること」の視点から、リサーチクエ

スチョンを作成した。よく噛めることについては、「口腔機能が悪いと食生活や栄養

状態、健康状態は悪くなるか？」、よく噛んで食べることについては、「よく噛むた

めの食べ方は？」、「よく噛んで食べると、口腔機能、栄養状態、健康状態はよくな

るか？」のリサーチクエスチョンを作成した。 

 

2.対象と手続き 

 NCBI（国立生物科学情報センター）が作成しているデータベースであるPubmedと医

学中央雑誌刊行会が運営するデータベースである「医中誌web」を用いて論文を検索し
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た。検索は2022年9月から11月に実施した。2012年1月～2022年11月までの論文を対象

に検索した。研究の種類は、横断研究、縦断研究、介入研究とし、レビュー文献は除

いて検索した。なお、今回は、エビデンスを幅広く集めるため、ハンドサーチによる

論文収集も行った。 

 検索式と検索条件は、表１に示した通りである。リサーチクエスチョン「口腔機能

が悪いと食生活や栄養状態、健康状態は悪くなるか？」については、予測因子を「口

腔機能」、アウトカムを「バランスのよい食生活・栄養状態、健康状態」とした。検

索は、小児期、成人期、高齢期別に検索を行い、検索語は、ライフステージの口腔機

能や食生活・栄養状態の特徴に合わせて選択した。次に、リサーチクエスチョン「よ

く噛むための食べ方は？」については、予測因子を「食べ方」、アウトカムを「噛め

る・味わう、早食い」とした。ライフステージにより検索語は変わらないため、全ラ

イフステージで検索した。3つ目のリサーチクエスチョンよく噛んで食べると、口腔機

能、栄養状態・健康状態はよくなるか？」については、予測因子を「咀嚼（噛んで食

べること）」、アウトカムを「口腔機能、栄養状態（体格）、健康状態(認知症、生活

習慣病）、運動機能」とした。ライフステージにより検索語は変わらないため、全ラ

イフステージで検索した。 

. 

3.口腔保健と食育を連携した好事例の収集 

1)日本歯科医師会 「地域保健・産業保健・介護保険アンケート」 

日本歯科医師会が都道府県歯科医師会を対象に毎年実施している「地域保健アンケー

ト」の集計結果を基に都道府県歯科医師会が行っている食育関連事業の実態を分析した。

従来から成人、高齢者、障がい児（者）を対象とした事業は、食育の取組みとは別に咀

嚼指導、摂食嚥下指導、口腔機能向上事業として行っている場合がある。このうち本稿

では、日本歯科医師会「地域保健・産業保健・介護保険アンケート」の 2016 年度から

2020 年度の 5か年で行われた集計結果のうち、(1)食育推進に関する具体的事業（歯科

医師会単独、都道府県や市町村が企画、他職種（栄養士会等）との連携事業、（2）厚生

労働省補助事業として都道府県から歯科医師会に委託された食育推進等口腔機能維持

向上事業、（3）障がい児（者）の摂食嚥下機能の維持向上に関する事業の 3項目の集計

結果を基に分析した。 

2)8020 推進財団「歯科保健活動助成交付事業報告書抄録」 

8020 推進財団「歯科保健活動助成交付事業報告書抄録」の 2016 年から 2020 年 5 か

年の結果のうち、口腔保健と食育を連携して取り組んでいる事例を抽出した。抽出した

事例は、報告年、ライフステージ（小児/成人/高齢者）、対象者特徴（障がい者/要介護、
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虚弱高齢者等）、個人/集団（施設）、対象人数、対象年齢、地域、事業実施主体、連携

状況、事業名、事業の目的、介入内容（事業内容）、主要な結果、成果、課題について

まとめた。事例により該当しない項目は空欄とした。 

3)日本栄養士会会員ページ「行政栄養士による実践事例」 

日本栄養士会会員ページの「行政栄養士による実践事例」の 2017年から 2022年（2020

年を除く）5か年の結果のうち、口腔保健と食育を連携して取り組んでいる事例を抽出

した。抽出した事例は、報告年、ライフステージ（小児/成人/高齢者）、対象者特徴（障

がい者/要介護、虚弱高齢者等）、個人/集団（施設）、対象人数、対象年齢、地域、事業

実施主体、連携状況、事業名、事業の目的、介入内容（事業内容）、主要な結果につい

てまとめた。事例により該当しない項目は空欄とした。 

日本栄養士会ホームページの会員限定ページであったため、実践事例を実施した自治

体に、報告書に記載する同意を得た。同意は、電話により連絡後、掲載内容をメールで

連絡して、確認後同意の有無をメールにより回答を得た。同意の得られた事例のみ結果

にまとめた。 

 

C．研究結果 

1.採択した論文（表1） 

 データベースから検索された論文は全てで2202論文であった。これらの論文の精査

を行い、ハンドサーチによる論文を加えて311論文を抽出した。さらに、本文を抄読し

て、目的に合わない論文や重複論文を削除した結果、最終的に採択した論文数の合計

は、211論文（1論文重複）であった。表1に、それぞれのリサーチクエスチョンごとに

採用した論文数を示した。「口腔機能が悪いと食生活や栄養状態、健康状態は悪くな

るか？」については、小児期は5論文、成人期は30論文、高齢期は103論文であった。

「よく噛むための食べ方は？」については、全ライフステージで34論文であった。

「よく噛んで食べると、口腔機能、栄養状態・健康状態はよくなるか？」について

は、全ライフステージで40論文であった。 

2.エビデンステーブルの分類方法（表2） 

 表 2に、エビデンステーブルの分類方法を示した。よく噛めることについては、「口

腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の関連」の予測因子/介入方法は、歯牙喪失・疾

患・補綴、咀嚼能力、経口摂取、口腔機能低下（咀嚼除く）に分類された。アウトカ

ムは、食事、栄養状態、健康状態、身体・運動に分類された。 

 よく噛むための食べ方については、予測因子/介入方法別にエビデンステーブルを作

成した。それぞれの予測因子/介入方法は、「食具の種類と咀嚼回数や食物摂取量との
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関連」は、食具と食器、「食品の大きさや硬さと咀嚼回数や食物摂取量との関連」は、

食品、「一口量と咀嚼回数や体格との関連」は、一口量、「速食いと咀嚼回数、食事

量、体格との関連」は、速食いであった。アウトカムの分類は、噛む、食事、健康状

態、体格であり共通していた。 

 よく噛んで食べることについても、予測因子/介入方法別にエビデンステーブルを作

成した。それぞれの予測因子/介入方法は、「ガムを噛むことと口腔機能、食事、健康

状態との関連」は、ガムを噛むこと、「よく噛んで食べることと口腔機能、食事、健

康状態との関連」は、噛んで食べることであった。アウトカムの分類は、口腔機能、

食事、健康状態、身体・運動、体格、成績であり共通していた。 

 

3.【小児期】口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態（横断研究）（表3-1） 

小児期の口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の論文は、全て横断研究であり、5

論文 6)-10)が抽出された。歯牙喪失・疾患・補綴を予測因子とするのは 3論文 6)-8)であ

り、うち、歯肉の炎症が小児の栄養状態である BMIに関連する論文 6)、MetSへ関連す

る論文 7)がみられた。う蝕を予測因子とする論文 8)は、15歳において平均 DMFT と BMI

等級との間に有意な関連が認められた。咀嚼能力を予測因子とする 2論文 9) 10)であ

り、太りぎみの児は有意に咀嚼判定用ガムにより咀嚼能力が低いこと 9)、咬合力測定

システムによる測定で咬合力の高い群は、緑黄色野菜、海藻類の摂取量が有意に多

く、摂取食品群と咬合力に関連 10)がみられた。 

4.【成人期】口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態（横断研究）（表3-2） 

 成人期の口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の横断研究は、26論文 11)-36)が抽出

された。歯牙喪失・疾患・補綴を予測因子とするのは 22論文であり、このうち、現在

歯数に関するのは、残存歯数と骨密度に正の相関関係があったこと 11)、男性で歯数 20

歯以下の者は 21歯以上の者よりも BMI（肥満度）、腹囲、内臓脂肪指数が有意に高か

ったこと 12)等が報告されていた。最も多かった予測因子は、歯肉（歯肉炎・歯周病）

であり、歯周炎、歯周病状態は、BMI と有意に関連していたこと 21)、プロービングデ

プスが深い群（PD群）は非 PD群に比べ、ビタミン Eと緑黄色野菜の摂取量が有意に

少なかったこと、さらに、硬い食品の摂取量が有意に少なかった 32)。咀嚼能力を予測

因子とするのは 5論文であり、このうち、総機能歯単位（t-FTU）により測定した咀嚼

能力が不良者では完全な者と比較して、MetS 陽性、腹部肥満（AO）と有意な関連がみ

られ、陽性者が多かった 16)。咀嚼判定用ガムにより測定した咀嚼能力は、評価が高い

群と低い群，普通群ではキャベツ、白菜、大根・かぶ、にんじん、かぼちゃ、魚の干
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物・塩蔵魚・魚介練り製品・煮魚等の摂取量が有意に多かったが、栄養素等摂取量で

は 3 群間に有意な差は認められなかった 34)。 

重症児（者）を対象とした研究では、経口摂取を予測因子とし論文がみられ、非経

口群は経口群や健常者に比べ非経口摂取群で誤嚥性肺炎の既往のある患者が最も多か

った 36)。 

5.【成人期】口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態（縦断研究）（表3-3） 

 成人期の口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の縦断研究は、4論文37)-40)が抽出さ

れた。予測因子は全て歯牙喪失・疾患・補綴であり4論文であった。このうち、アウト

カムをMetS発症とした研究では、Mets発症群，非発症群ともに、3年間の追跡後に現在

歯数、DMFT、歯肉の状態に有意な差はみられなかった38)。追跡期間15.8年の研究で

は、無歯顎状態を基準とした多変量解析モデルにおいて、Teethgrpの1レベル上昇は、

心血管疾患（CVD）死亡率からの生存率を有意に増加させた37)。アウトカムを食事摂取

量とした論文では、上顎総義歯と下顎インプラント支持人工歯で再建された無歯顎患

者において、野菜摂取量は、ベースライン時に平均2.6皿±1.2皿、1年後に3.5皿±1.6

皿（1皿＝野菜1/2カップ）に増加し、5年後には3.0皿±1.1皿に増加した39)。 

6.【高齢期】口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態（横断研究）（表3-4） 

 高齢期の口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の横断研究は、73論文 41)-113)が抽

出された。歯牙喪失・疾患・補綴を予測因子とするのは 44論文であり最も多かった。

このうち、現在歯数や義歯の使用と健康状態に関する研究では、現在歯数が増えるこ

とはフレイルのリスクが下がることに関連することや、現在歯数 20本未満の者につい

て、義歯不使用者は義歯使用者と比べフレイルのリスクが有意に高かった 53)。アウト

カムを要介護度とした研究では、咬合が保持されている者と咬合が保持されていない

者で要介護度と有意差は認められなかった 50)。さらに、アウトカムを脳活動とした研

究では、拮抗歯のペア数（FMU）の数が多いほど、接触の性質や場所に関係なく、認知

障害の確率が低いことが示された 64)。咀嚼能力を予測因子とする研究では、変色性チ

ューインガムにより咀嚼能力が悪い者は、サルコペニアの維持群が低下群になるリス

クが有意に高くなった 86)。咀嚼能力を咬合力の測定により把握した研究では、咬合力

の低い者の方が野菜類、ビタミン A、ビタミン C、ビタミン B6 、葉酸、食物繊維の摂

取量が有意に低かった 92)。また咀嚼能力の予測因子を複合的な指標として脳活動との

関連を検討した研究では、主観；噛める＆客観；噛めない）は（主観；噛める＆客

観；噛める）に比べて 6.65倍，（主観；噛める＆現在歯数；噛めない）は（主観；噛

める＆現在歯数；噛める）に比べて 10.29倍認知機能低下が疑われる者が多かった

90)。口腔機能低下（咀嚼除く）を予測因子とする研究は、21 論文抽出された。予測因
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子は、嚥下機能、口腔機能低下全般、口腔不潔・乾燥、口唇・舌の機能、口腔保健関

連 QOL、滑舌があげられ多岐にわたった。このうち、嚥下機能を予測因子とする研究

は 7論文あった。EAT-10スコアが嚥下障害リスクなしの人に比べ、リスクありの人で

Barthel Indexスコアと MNA-SFスコアは、有意に低かった 99)。口腔機能低下全般を予

測因子とする研究は、4論文あった。オーラルフレイル（OF）に対する早期スクリー

ニングを指標とした研究では、サルコペニア該当数は OF群の方が有意に多かった

102)。改定ロ腔アセスメントガイド（ROAG）を指標とする研究では、食品群別摂取量

は，良好群は低下群に比べ豆腐類、根菜類，脂ののった魚類の摂取量が有意に多く、

いも類、柑橘類、洋菓子類の摂取量が有意に少なかった 100)。口腔不潔・乾燥を予測因

子とする研究では、唾液分泌低下群で野菜類、魚類、貝類の摂取量が有意に少なかっ

た 104)。口唇・舌の機能を予測因子とする研究では、栄養リスク中等度・高度群の最大

舌圧は、栄養リスクなし・軽度群と比べて有意に低かった 109)が、舌圧と血液検査値

Alb、身体計測値とは有意な関連はみられなかった 108)。 

7.【高齢期】口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態（縦断研究）（表3-5） 

 高齢期の口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の縦断研究は、14論文 114)-127)が抽

出された。歯牙喪失・疾患・補綴を予測因子とするのは 4論文であり全て歯列（喪

失・義歯含む）に関する論文 114)-116)119)であった。このうち、現在歯数に関するのは、

残存歯数と全死亡と血清アルブミン値の関連を検討したもので、5年後の血清アルブ

ミン 3.8g／dl未満の割合と 5年間の累積死亡割合は、歯の減少に伴い有意な増加がみ

られた 114)。咀嚼能力を予測因子とする研究は、機能的歯列に障害のある人は、歯列に

障害のない人に比べて、タンパク質、ナトリウム、カリウム、カルシウム、ビタミン

A、ビタミン E、食物繊維等の栄養素摂取量および野菜類や肉類等の食品群別摂取量が

有意に大きく減少していた 117)。このほか、機能的歯列がある参加者は 5年後のフレイ

ル発生のリスクが有意に高かった 104)。口腔機能低下（咀嚼除く）を予測因子とするの

は 7論文であり、このうち、嚥下機能に関する研究は、嚥下障害の人は通常の人に比

べ、1年後の栄養不良の発生率のリスクが有意に高かった 120)。この他、嚥下機能が悪

いと約 2年後の死亡リスクが高くなっていた研究もみられた 121)。口腔機能低下全般に

関する研究は、口腔虚弱（尺度）により測定した口腔虚弱を有していた参加者は、1

年後のフレイルのリスク、サルコペニアのリスク、身体障害のリスク、死亡のリスク

の上昇と有意に関連した 126)。口腔不潔・乾燥を予測因子とし研究では、唾液中の細菌

数は半年後の肺炎発症と有意な関連がみられた 127)。 

8.【高齢期】口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態（介入研究）（表3-6） 

 高齢期の口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の介入研究は、16論文128)-143)が抽
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出された。歯牙喪失・疾患・補綴に関するのは14論文であった。このうち、義歯装着

と栄養状態に関する研究は7論文128) 130) 131) 133)-135) 140)であり、対称的な天然歯機能ユ

ニットの患者は、天然歯機能ユニットのない患者や非対称的な天然歯機能ユニットの

患者と比較して、1年後のMNAは有意に高い値であった135)。また、義歯の手入れに関す

るアドバイスのみの群より標準化された患者情報リーフレットを通じて簡単な食事の

アドバイスのあった群の方が、6ヶ月後のMNA-SFスコアは有意に高かった140)。口腔機

能低下全般を予測因子とする研究では、口腔群（口腔機能向上サービスを月2回実

施）、栄養群（栄養改善サービスを月2回実施）、複合群（両サービスを月1回ずつ実

施）の結果、複合群は、18か月間の介入前後の変化率の状況は、精神的健康状態と

BMI、栄養状態は悪化し、水飲みテストは維持、日常生活動作、日常生活動作に関する

「意欲」の評価項目は改善していた142)。“CAMCAM食感ランチ”を食べながら、口腔保

健、口腔機能、栄養、全身虚弱や口腔虚弱を防ぐための食事摂取について学ぶプログ

ラムを実施した研究では、フレイル群において、フレイルチェックリスト（KCL）は、

プログラム終了後で有意に改善した143)。 

9.食具の種類と咀嚼回数や食物摂取量との関連（表3-7） 

食具の種類と咀嚼回数や食物摂取量との関連を検討した介入研究は、3論文144)-146)が

抽出された。丸かじりに比べてナイフとフォークを用いたほうが総咀囑回数と摂取回

数は有意に増加した144)。箸よりもスプーンを使用した場合の方が、平均咀嚼回数が有

意に多かった145)。スプーンの大きさによる検討では、小さいスプーンで食事をした場

合、被験者は8％少ない食事量であった146)。 

10.食品の大きさや硬さと咀嚼回数や食物摂取量との関連（表3-8） 

食品の大きさや硬さと咀嚼回数や食物摂取量との関連を検討した介入研究は、3論文

147)-149)が抽出された。被験者は試験食である直径3.0、3.5、4.0、8.0mmの4種類のステ

ィック型ビスケットをそれぞれ一口で噛み、通常通り咀嚼してから飲み込んだ。その

結果、ビスケット直径の増加に伴い、咀嚼回数が徐々に増加し、噛む重量あたりの咀

嚼回数は徐々に減少した149)。 

11.一口量と咀嚼回数や体格との関連（表3-9） 

 一口量と咀嚼回数や体格との関連を検討した介入研究は、6論文150)-155)が抽出され

た。試験食を予測因子とする論文では、個々の一口量と咀嚼回数の間には負の相関が

認められた。一口サイズが大きくなるにつれて、一口サイズあたりの咀嚼回数は減少

した。一口サイズが小さいほど、食物の体積あたりの咀嚼回数が多くなった153)。大学

のカフェテリアで自由に食事できる介入研究では、肥満の参加者は、普通および過体

重の参加者より一口が大きかった150)。 
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12.速食いと咀嚼回数、食事量、体格との関連（表3-10） 

 速食いと咀嚼回数、食事量、体格との関連を検討した研究は、22論文 38) 156)-176)が抽

出された。横断研究は 13論文であった。このうち、質問紙調査により食べる速度を把

握する研究は 11論文であった。早食い群では、噛む速さ以外の総摂食時間、総咀嚼時

間、総咀嚼回数、一口口中時間、一口咀嚼回数の項目において、普通群、非早食い群

よりも値が小さかった 165)。BMIとの関連を検討した論文では、食べる速度が遅い者の

肥満の発生抑制のオッズ比 0.58、普通速度のオッズ比 0.71であった 161)。さらに健康

状態との関連では、食べる速度と積極的支援該当者の中で中性脂肪（TG）基準該当者

は、男性で有意な関連がみられたが、女性は有意な関連はみられなかった 164)。 

縦断研究は 2論文であった。横断研究同様に、食べる速度を質問紙調査により把握

されていた。男女全体で、人と比べて食べる速度が速いことは、平均 2年後に非肥満

者の代謝異常となるリスクが有意に高かった 169)。さらに、3年後に MetSを発症した

者は、全員早食いの自覚があり、MetS発症において、早食いと腹囲異常による相加効

果がみられた 38)。 

介入研究は7論文であった。咀嚼速度測定値により咀嚼速度を把握した実験では、食

事摂取量は咀嚼率、食事時間、BMIと有意に正の相関があったが、一口あたりの咀嚼回

数とは逆の相関があった170)。早食いに関する指導を行った研究では、早食い指導群

は、通常の保健指導を行った他群に比べて、1年後の体重・BMIの減少量が有意に大き

かった176)。 

13.ガムを噛むことと口腔機能、食事、健康状態との関連（表3-11） 

 ガムを噛むことと口腔機能、食事、健康状態との関連を検討した研究は21論文177)-

197)であった。実験室おけるガム咀嚼に関する研究は9論文あり、試験日（GC）には無

糖ガムを合計1時間噛み、対照日（NG）にはガムを噛まなかった。1時間のガム噛み

は、空腹時の20分と朝食と昼食の間の20分×2回とした研究では、空腹感の評価は、試

験日の方が対照日よりも低かった。さらにガム噛み後、パスタの摂取量は、試験日で

は対象日に比べ有意に少なかった179)。日常におけるガムの咀嚼に関する研究は、12論

文であり、14日間、朝食後と昼食後の1日2回、20分間噛む介入研究では、試験群（キ

シリトール群、ソルビトール群）では、対照群に比べ、歯垢、歯肉、出血のスコアが

有意に減少した191)。参加者全員に1日7回、1回10分間、ガムベース1枚を噛むことを義

務付けた研究では、介入期間後に咀嚼回数と精神的健康の指標は負の関連を示した

193)。 

14.よく噛んで食べることと口腔機能、食事、健康状態との関連（表3-12） 

 よく噛んで食べることと口腔機能、食事、健康状態との関連を検討した研究は、19
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論文198)-216)であった。横断研究は3論文であり、いずれも予測因子は咀嚼習慣であっ

た。普段の食事を、よくかんで食べているかという質問により、噛む群、噛まない群

に群分けをして、肥満度との関連を検討したところ、噛まない子どもは、噛む子ども

に比べ、痩身傾向・標準体重より肥満傾向である可能性が示された200)。成人を対象と

した研究では、40～50 歳代男性は、よく噛んで味わって食べるように「気をつけてい

る」人は、普通体重群より肥満群で有意に低かった．しかし、60 歳以上男女では、よ

く噛んで味わって食べるように「気をつけている」人の割合は、普通体重群と肥満群

で同程度であった199)。 

縦断研究は1件であり、小中学生の頃、咀嚼回数が自然と増えるような噛みごたえの

ある食物を頻繁に食べていたか否かで検討した研究であった。結果は、小中学生の頃

に、自然と咀嚼回数が増えるような食材を咀嚼すること、「しっかり噛んで食べなさ

い」などという声掛けをされるような「緩やかに」咀嚼行動に介入した家庭環境で育

った場合、歯列幅径が1.5～1.7 mm 程度大きくなり、歯列の長径が短縮するという歯

列形態の成長パターンの変化に有意差がみとめられた202)。 

 介入研究は、15論文であった。高校生を対象に、試験食である噛み応えのある豆

乳・おからドーナツを1日1個7日間食べるという研究の結果、実施群のプログラム前後

の女子の溶出糖量、男女ともに咬合力表示面積と咬合力が有意に向上した211)。各試験

では、ピザロールを100％、150％、200％咀嚼し、飲み込むことで、心地よく満腹にな

るまで食べるという実験では、ベースラインの150％および200％の咀嚼回数のセッシ

ョンにおける食物摂取量は、100％のセッションと比較して、それぞれ9.5％および

14.8％、有意に減少した。さらに、咀嚼回数の増加は、食事時間の延長と摂食速度の

低下ももたらしたが、食事終了時および食後直後の主観的な食欲に差はなかった。認

知症との関連を検討した研究では、一般高齢者が毎食一口30回以上咀嚼して食事を摂

取することで、咀嚼力と短期記憶が1週間後には改善され、6ヵ月間咀嚼運動を継続す

ることで短期記憶が維持される傾向が認められた216)。 

15. 口腔保健と食育を連携した好事例の収集 

1)日本歯科医師会 「地域保健・産業保健・介護保険アンケート」（表4-1～表4-3） 

（１）食育推進に関する具体的事業については、講演会および研修会の実施、住民を

対象とした地域の食育フェスタ等での啓発・相談事業等、多職種ネットワーク構築事

業が多い一方で、食育啓発普及キャラバンの実施（岩手県）、噛むかむレシピ・クッ

キングコンテスト（茨木県、三重県）、学校参加型食育体験プログラム（千葉県）、

食育功労者に対する表彰事業（広島県）等独自の取組がみられた。 

（２）厚生労働省補助事業として都道府県から歯科医師会に委託された食育推進等口
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腔機能維持向上事業については、食育教材の作成および活用法等に関する研修・講

習、小児（特別支援学校含む）、成人、高齢者を対象とした口腔機能育成・維持向上

に関する関係者を対象とした研修事業、歯科医師を対象とした口腔機能・摂食機能の

評価に関する研修事業、フッ化物洗口をはじめとする歯科疾患の予防事業および肺炎

予防、オーラルフレイル予防事業がみられた。 

（３）障がい児（者）の摂食嚥下機能の維持向上に関する事業では、評価および対応

に関するマニュアルの作成、実習事業、地域におけるリーダー養成および協力制度の

構築等の事業があった。 

2）8020推進財団「歯科保健活動助成交付事業報告書抄録」（表4-4） 

 収集した好事例は14事例であった。このうち、高齢者対象12事例、小児対象2事例で

あった（重複あり）。高齢者対象の事例のうち、個人対象は10事例であった。歯科医

療機関における栄養指導の事例や多職種連携医療（NST）における栄養と歯科の連携し

た取り組み事例等がみられた。成人と高齢者を対象とした事例では、オーラルフレイ

ルとフレイル、食行動を同時に調査されたものだった。 

3)日本栄養士会「行政栄養士による実践事例」（表4-5） 

 収集した好事例は16事例であった。このうち、高齢者対象9事例、成人対象4事例、

小児対象2事例、全ライフステージ対象1事例であった（重複あり）。高齢者対象の事

業は、介護予防、フレイル予防、低栄養予防の事業として実施されていた。成人と高

齢者対象の事業は、高齢者のフレイル予防や低栄養予防を目的にその家族や一般住民

も対象とした事業がみられた。小児を対象とした事例では、手づかみ食べを進めるに

口腔機能を確認しながら実施する例がみられた。 

 

D.考察 

 論文のレビューによるエビデンステーブル作成については、①よく噛めること、②よ

く噛んで食べることの二つの視点から整理することができた。①よく噛めることについ

ては、口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態との関連に関する論文を小児期、成人期、

高齢期別に収集整理できた。②よく噛んで食べることについては、「よく噛むための食

べ方」と「よく噛んで食べること」に分けてエビデンスを収集できた。「よく噛むため

の食べ方」については、食具、食品の大きさ、一口量、食べる速さの 4点に着目し論文

を整理した。「よく噛んで食べること」については、ガムを噛むこと、食品をよく噛ん

で食べることに分けて論文を整理した。さらに、今回のエビデンス収集では、論文から

のエビデンス収集だけなく、実践事例から好事例の収集を行うことができた。これらの

好事例は、論文から得られたエビデンスと合わせて整理していくことで、食育における
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歯科口腔保健の推進のための有効な資料となると考える。 

 口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態の関連についてエビデンスについては、ライ

フステージにより論文数に差がみられ、小児期は極端に論文数が少なかった。小児が将

来、成人期、高齢期になった時に健康な口腔機能を保つために、必要となるエビデンス

が不足していた。小児期の健全な口腔機能の発達にはどのような要因があるのか、歯列

の形成と食事や健康状態との関連に関するエビデンスを蓄積していく必要がある。成人

期においては、現在歯数や歯肉（歯周炎や歯周病）と生活習慣病や食事との関連を検討

したエビデンスが多数みられた。しかし、実践事例は成人期を対象としたものは少なか

った。続く高齢期に口腔機能を保ち、健全な食生活を送るには、成人期で必要な取り組

みは何かを検討していく必要がある。高齢期においては、口腔機能低下とフレイルの関

連も多くのエビデンスが蓄積されていた。健康寿命が尽きた要支援、要介護者における

エビデンスも多数収集することができた。今後、高齢者が QOL を下げることなく生活し

ていくためには、食育における歯科口腔保健では、集積されたエビデンスと好事例から

して何をすべきかを検討していく必要がある。 

 今後、食育における歯科口腔保健を推進するために、以下の課題が考えられる。 

口腔機能と食生活、栄養状態に関する論文において、摂取する栄養素量や食品群別の摂

取量は検討されているが、料理レベルでの検討されたエビデンスは限られていた。今後、

行動変容を目指すうえで、料理レベルや食行動のレベルを指標としたエビデンスの蓄積

が求められる。 

 咀嚼に関するエビデンスは、咀嚼能力と食事、食具・食品・一口量と咀嚼回数や咀嚼

時間等の論文がみられたが、必ずしも十分なエビデンスではなかった。よく噛むことを

推奨する食育に 1 口 30 回噛むことが推奨されているが、今回、そういったエビデンス

は見られなかった。しっかり噛むことにつながる食育とはどういったものなのか、エビ

デンスを基に再度検討する必要がある。 

 人材育成からの視点では、管理栄養士•栄養士は、何をどう食べたらよいかという食

育を実施するためには、口腔状態をアセスメントできるスキルを持ち、他職種と連携し

ていく必要がある。 

E.結論 

 ゆっくりよく噛んで食べることを推奨するために必要となるエビデンスを先行研究

からレビューできた。実践事例からも好事例を収集できた。食育における歯科口腔保健

を推進していくために集積したエビデンスと好事例から何をすべきかを検討していく。 
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表1　文献収集のための検索式と採用数

データ
ベース

ライフステージ 予測因子 アウトカム 検索式 検索条件 ヒット数
抄録

採用数

エビデンス
テーブル採

用数

pubmed 小児 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

(oral health[MH] OR tooth loss[MH] OR Tooth Diseases[MH] OR functional
dentition OR  "dental prosthesis"[MH] OR Mastication[MH] OR Deglutition[MH] OR
"Deglutition Disorders"[MH] OR dysphagia OR  "cough refle" OR "occlusal force"
OR "Mouth Diseases"[MH] ) AND (Nutritional Status[MH] OR Diet Surveys[MH]
OR Eating[MH] OR dietary intake OR nutrient intake OR  Thinness[MH] OR
Obesity[MH] OR "Body Weight"[MH] OR "Body Mass Index"[MH] OR Growth[MH]
OR  "Activities of Daily Living"[MH] OR "Social participation"[MH]) NOT
(hospitalized OR inpatient) NOT animal AND english[Language] NOT ("Meta-
Analysis"[PT] OR "Review"[PT］）

 Filters: Full text, Comparative Study,
Observational Study, Randomized
Controlled Trial, in the last 10 years,
Humans, English, Japanese, Child: birth-18
years

225 6

医中誌 小児 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

(((口腔保健/TH) or (歯牙喪失/TH) or (歯牙疾患/TH) or (機能的な歯列/AL) or
(歯科補綴物/TH) or (咀嚼/TH) or or/AL and (嚥下/TH) or (嚥下障害/TH) or (む
せ/AL) or ((咬合力/TH or 咬合力/AL)) or (口腔疾患/TH)) and ((栄養状態/TH) or
(食事調査/TH) or (摂食/TH) or ((摂食/TH or 食物摂取/AL)) or (栄養摂取/AL) or
(やせ/TH) or (肥満/TH) or (体重/TH) or (BMI/TH) or (成長/TH) or (日常生活活
動/TH) or (社会参加/TH)))

 ((FT=Y) DT=2012:2022 LA=日本語,英語
PT=原著論文,会議録除く SB=看護,歯学
RD=ランダム化比較試験,準ランダム化比較
試験,比較研究 (CK=ヒト) AND (CK=新生児,
乳児(1～23ヶ月),幼児(2～5),小児(6～12),青
年期(13～18)))

41 3

その他 小児 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

3

pubmed 成人 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

(oral health[MH] OR tooth loss[MH] OR Tooth Diseases[MH] OR functional
dentition OR Mouth, Edentulous[MH] OR "dental prosthesis"[MH] OR
Mastication[MH] OR "occlusal force" OR "Mouth Diseases"[MH] OR "oral pain"
OR "mouth pain" ) AND (Nutritional Status[MH] OR Diet Surveys[MH] OR
Eating[MH] OR dietary intake OR nutrient intake OR Thinness[MH] OR
Obesity[MH] OR "Body Weight"[MH] OR "Body Mass Index"[MH] OR
Noncommunicable Diseases[MH] OR "Activities of Daily Living"[MH] OR "Social
participation"[MH]) NOT (hospitalized OR inpatient) NOT animal AND
english[Language] NOT ("Meta-Analysis"[PT] OR "Review"[PT］）

 Full text, Comparative Study, Observational
Study, Randomized Controlled Trial, in the
last 10 years, Humans, English, Japanese,
Adult: 19-44 years, Middle Aged: 45-64
years

351 24

医中誌 成人 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

(((口腔保健/TH) or (歯牙喪失/TH) or (歯牙疾患/TH) or (機能的な歯列/AL) or
(無歯口腔/TH) or (歯科補綴物/TH) or (咀嚼/TH) or ((咬合力/TH or 咬合力/AL))
or (口腔疾患/TH) or (口腔痛/AL) or (口腔内の疼痛/AL)) and ((栄養状態/TH) or
(食事調査/TH) or (摂食/TH) or ((摂食/TH or 食物摂取/AL)) or (栄養摂取/AL) or
(やせ/TH) or (肥満/TH) or (体重/TH) or (BMI/TH) or (非感染性疾患/TH) or (日
常生活活動/TH) or (社会参加/TH)))

 DT=2012:2022 LA=日本語,英語 (PT=症例
報告・事例除く) AND (PT=原著論文,会議録
除く) SB=看護,歯学 RD=ランダム化比較試
験,準ランダム化比較試験,比較研究 (CK=ヒ
ト) AND (CK=成人(19～44),中年(45～64))) 219 26

その他 成人 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

1

pubmed 高齢者 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

(oral health[MH] OR tooth loss[MH] OR Tooth Diseases[MH] OR functional
dentition OR Mouth, Edentulous[MH] OR "dental prosthesis"[MH] OR
Mastication[MH] OR Deglutition[MH] OR "Deglutition Disorders"[MH] OR
dysphagia OR Pneumonia, Aspiration[MH] OR "cough refle" OR "occlusal force"
OR "Mouth Diseases"[MH] OR Saliva[MH] OR "oral frailty" OR "oral pain" OR
"mouth pain" OR "tongue pressure" OR "tongue-lip motor function" OR "oral-
facial muscles") AND (Nutritional Status[MH] OR Diet Surveys[MH] OR Eating[MH]
OR dietary intake OR nutrient intake OR Malnutrition[MH] OR Thinness[MH] OR
Obesity[MH] OR "Body Weight"[MH] OR "Body Mass Index"[MH] OR Frailty[MH]
OR systemic diseases OR undernutrition OR "Activities of Daily Living"[MH] OR
"Social participation"[MH]) NOT (hospitalized OR inpatient) NOT animal AND
english[Language] NOT ("Meta-Analysis"[PT] OR "Review"[PT］）

Filters applied: Full text, Comparative Study,
Observational Study, Randomized
Controlled Trial, 10 years, Humans, English,
Japanese, Aged: 65+ years.

366 34

医中誌 高齢者 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

(((((口腔保健/TH) or (歯牙喪失/TH) or (歯牙疾患/TH) or (機能的な歯列/AL) or
(無歯口腔/TH) or (歯科補綴物/TH) or (咀嚼/TH) or (嚥下/TH) or (嚥下障害/TH)
or (肺炎-誤嚥性/TH) or (むせ/AL) or ((咬合力/TH or 咬合力/AL)) or (口腔疾患
/TH) or (唾液/TH) or (オーラルフレイル/TH) or (口腔痛/AL) or (口腔内の疼痛
/AL) or ((舌圧/TH or 舌圧/AL)) or (舌唇運動機能/AL) or (口腔顔面筋/AL)) and
((栄養状態/TH) or (食事調査/TH) or (摂食/TH) or ((摂食/TH or 食物摂取/AL))
or (栄養摂取/AL) or (栄養失調/TH) or (やせ/TH) or (肥満/TH) or (体重/TH) or
(BMI/TH) or (フレイル/TH) or (全身疾患/AL) or ((栄養失調/TH or 低栄養/AL)) or
(日常生活活動/TH) or (社会参加/TH))))

DT=2012:2022 and LA=日本語,英語 and
(PT=症例報告・事例除く) and (PT=原著論
文,会議録除く) and SB=看護,歯学 and RD=
ランダム化比較試験,準ランダム化比較試
験,比較研究 and CK=ヒト)

270 90

その他 高齢者 口腔機能 バランスの良い食事
栄養状態
健康状態

43

pubmed 全ライフステー
ジ

食べ方（一口量・早
食い）

噛める・味わう/ 肥満

("mouthful volume" OR "bite size" OR mouthful OR ”Eating Fast” OR ”eating
speed”) AND (Mastication[MH] OR Chewing  OR Taste[MH] OR Obesity[MH] OR
"Body Weight"[MH] OR "Body Mass Index"[MH]) NOT (hospitalized OR inpatient)
NOT animal AND english[Language] NOT ("Meta-Analysis"[PT] OR "Review"[PT])

 Filters: Full text, Comparative Study,
Observational Study, Randomized
Controlled Trial, in the last 10 years,
Humans, English, Japanese, 312 10

医中誌 全ライフステー
ジ

食べ方（一口量・早
食い）

噛める・味わう/ 肥満 (((((一口量/TA) or (早食い/TA) or (食べる速さ/TH)) and ((咀嚼/TH) or (味覚/TH)
or (BMI/TH) or (肥満/TH) or (体重/TH))))

 and ((FT=Y) and DT=2012:2022 and LA=日
本語 and PT=原著論文,会議録除く and RD=
ランダム化比較試験,準ランダム化比較試
験,比較研究 and CK=ヒト))

20 16

その他 全ライフステー
ジ

食べ方（一口量・早
食い）

噛める・味わう/ 肥満
13

pubmed 全ライフステー
ジ

咀嚼(噛んで食べるこ
と）

口腔機能/栄養状態（体
格）・健康状態(認知症、
生活習慣病）、運動機能

(Mastication[MH] OR Chewing) AND ("Masticatory Ability"[TIAB]  OR ”masticatory
disorder”[TIAB] OR "masticatory disturbance"[TIAB] OR Dentition[MH] OR
"Periodontal Diseases"[MH] OR "occlusal force" OR "Tooth Diseases"[MH] OR
Saliva[MH] OR "Nutritional Status"[MH] OR Thinness[MH] OR Obesity[MH] OR
"Body Weight"[MH] OR "Body Mass Index"[MH] OR "Noncommunicable
Diseases"[MH] OR Dementia[MH]) NOT (hospitalized OR inpatient) NOT animal
AND english[Language] NOT ("Meta-Analysis"[PT] OR "Review"[PT])

 Filters: Full text, Comparative Study,
Observational Study, Randomized
Controlled Trial, in the last 10 years,
Humans, English, Japanese,

243 22

医中誌 全ライフステー
ジ

咀嚼(噛んで食べるこ
と）

口腔機能/栄養状態（体
格）・健康状態(認知症、
生活習慣病）、運動機能

(((((咀嚼/TH) or (咀嚼回数/TA)) and ((咀嚼能力/TA) or (咀嚼障害/TA) or (歯列
/TH) or (歯周疾患/TH) or (咬合力/TH) or (歯牙疾患/TH) or (唾液/TH) or (栄養
状態/TH) or (やせ/TH) or (肥満/TH) or (体重/TH) or (BMI/TH) or (非感染性疾患
/TH) or (認知症/TH)))) and ((FT=Y) and DT=2012:2022 and LA=日本語,英語 and
PT=原著論文,会議録除く and RD=ランダム化比較試験,準ランダム化比較試験,比較
研究 and CK=ヒト))

((FT=Y) and DT=2012:2022 and LA=日本語,
英語 and PT=原著論文,会議録除く and RD=
ランダム化比較試験,準ランダム化比較試
験,比較研究 and CK=ヒト))

155 13

その他 全ライフステー
ジ

咀嚼(噛んで食べるこ
と）

口腔機能/栄養状態（体
格）・健康状態(認知症、
生活習慣病）、運動機能

7

総計 2202 311 211

40

1.口腔機能が悪いと食生活や栄養状態、健康状態は悪くなるか？

2.よく噛むための食べ方は？

3.よく噛んで食べると、口腔機能、栄養状態・健康状態はよくなるか？

5

30

103

34
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表２　エビデンステーブルの分類方法

１．よく噛めること

口腔機能と食生活や栄養状態、健康状態との関連(131論文）

分類 細分類 分類 細分類

小児 横断 歯牙喪失・疾患・
補綴

歯肉 栄養状態 BMI

健康状態 MetS
う蝕 栄養状態 BMI

咀嚼能力 咀嚼判定用ガム 栄養状態 カウプ指数
咬合力 食事 食物摂取量

成人 横断 歯牙喪失・疾患・
補綴

歯列
（喪失・義歯含む）

健康状態 身体的健康：BMI、日本動脈
硬化学会によるAO（JAS）、
国際糖尿病連合によるAO
（IDF）、MetS、
骨密度、日常生活動作

う蝕 健康状態 身体的健康：
MetS陽性成分の数、肥満(腹
囲)、高血圧、脂質異常、高脂
血症および腎機能

歯肉
（歯周炎・歯周病）

健康状態 身体的健康：
MetS、喘息、血管疾患、妊
娠糖尿病、主観的健康

食事 食行動：規則正しい食事、自
己記入式の食事歴質問票
（DHQ）

身体・運動 体力テスト、心肺機能
（CRF）

咀嚼能力 客観的評価
（咀嚼判定用ガム・ゼリー）

食事 食品摂取状況

健康状態 身体的健康：
MetS

咬合状況 栄養状態 BMI
健康状態 身体的健康：

MetS
咬合力 食事 食行動

経口摂取 健康状態 身体的健康：誤嚥性肺炎
縦断 食事 食物摂取量

歯肉

予測因子/介入方法 アウトカム

歯列
（喪失・義歯含む） 健康状態 身体的健康：BMI,肝機能及び

脂質代謝、心血管死亡率およ
び全死因死亡率、MetS陽性
成分の数、肥満(腹囲)、高血
圧、脂質異常、高脂血症およ
び腎機能

歯牙喪失・疾患・
補綴

ライフステージ
研究

デザイン
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分類 細分類 分類 細分類

高齢者 横断 歯牙喪失・疾患・
補綴

歯列
（喪失・義歯含む）

食事 食事調査、食事形態

栄養状態 BMI、MNA,Alb、GOHAI
健康状態 身体的健康：ADL、フレイ

ル、要介護度、誤嚥性肺炎、
（SF－36）（PCS）（BI）
脳活動、サルコペニア

身体・運動 運動機能、握力、筋骨格系の
虚弱

う蝕 栄養状態 ミニ栄養評価（MNA）
歯肉
（歯周炎・歯周病）

健康状態 身体的健康：高血圧、フレイ
ル、動脈硬化進展指標

口腔衛生 栄養状態 BMI
咀嚼能力 客観的評価

（咀嚼判定用ガム・ゼリー、歯
数）

栄養状態 ミニ栄養評価（MNA）

健康状態 身体的健康：サルコペニア、
フレイル、ADL
脳活動：MMSE

主観的評価
噛めるか（質問紙調査）

健康状態 脳活動：認知機能低下スク
リーニングツールCADi、単語
想起能力、言語流暢性、計算
能力

咬合力 食事 簡易型の自記式食事歴質問票
口腔機能低下（咀
嚼除く）

嚥下機能 2栄養状態 MNA－SF（簡易栄養状態評
価法）とBMI

3健康状態 身体的健康：ADL、フレイル
口腔機能低下全般 栄養状態 MNA－SF（簡易栄養状態評

価法）とBMI
健康状態 身体的健康：フレイル

口腔不潔・乾燥 栄養状態 ミニ栄養評価（MNA）
食事 栄養素摂取量

口唇・舌の機能 栄養状態 MNA－SF（簡易栄養状態評
価法）とBMI、Alb

口腔保健関連QOL 栄養状態 ミニ栄養評価（MNA）
滑舌（ODK:オーラルディアドコ
キネシス）

健康状態 身体的健康：フレイル

予測因子/介入方法 アウトカムライフステージ 研究
デザイン
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分類 細分類 分類 細分類

高齢者 縦断 歯牙喪失・疾患・
補綴

歯列 栄養状態 MNA-SF

健康状態 脳活動：認知機能（MMSE）
身体的健康：フレイル、死亡
率

食事 食事摂取量（BDHQ）
咀嚼能力 主観的評価

噛めるか（質問紙調査）
健康状態 身体的健康：生存、死亡

咬合状況 栄養状態 MNA-SF
食事 食事摂取量（BDHQ）

口腔機能低下（咀
嚼除く）

嚥下機能 栄養状態 MNA－SF（簡易栄養状態評
価法）とBMI

健康状態 身体的健康：誤嚥性肺炎
栄養状態 MNA-SF

介入 歯牙喪失・疾患・
補綴

歯列 栄養状態 BMIとMNA

食事 食事調査
口腔衛生 健康状態 身体的健康：呼気ピーク流量

脳活動：認知機能
栄養状態 MNA-SF
食事 食事摂取量（BDHQ）

口腔機能低下（咀
嚼除く）

口腔機能低下全般 栄養状態 MNA-SF

健康状態 身体的健康：フレイル
食事 食行動

予測因子/介入方法 アウトカムライフステージ 研究
デザイン
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２．よく噛むための食べ方

食具の種類と咀嚼回数や食物摂取量との関連（4論文）

分類 細分類 分類 細分類

箸とスプーン 噛む 咀嚼回数と咀嚼時間
丸かじりとナイフ 噛む 総咀囑回数，摂取回数（口に

運ぶ回数），平均一口量
スプーンの大きさ 食事 食物摂取量

食品の大きさや硬さと咀嚼回数や食物摂取量との関連（3論文）

分類 細分類 分類 細分類

噛む 咀嚼回数
食事 エネルギー摂取量

一口量と咀嚼回数や体格との関連（6論文）

分類 細分類 分類 細分類

横断 一口量 カフェテリア 体格 BMI
噛む 咀嚼能力（グミゼリーからの

ブドウ糖抽出量で測定）、咀
嚼回数，咀噌時間，咀囎時の
筋活動量

食事 食行動（抑制、抑制解除、空
腹感

体格 BMI

速食いと咀嚼回数、食事量、体格との関連（22論文）

分類 細分類 分類 細分類

噛む 咀嚼回数

健康状態 身体的健康
体格 BMI,腹囲,過体重

ビデオ観察法 健康状態 身体的健康：血液生化学検査
値

食事時間調査 健康状態 身体的健康：心代謝系疾患
健康状態 身体的健康：MetS
体格 BMI
熱生産 食事による熱生産

噛む 咀嚼回数
食事 エネルギー摂取量

咀嚼速度測定値 食事 食事摂取量
体格 BMI

速食いの自覚（質問紙調査） 食事 食行動：ゆっくり食べる
速食いに関する指導 体格 BMI

ライフステージ
研究

デザイン

予測因子/介入方法 アウトカム

予測因子/介入方法 アウトカム

全ライフステー
ジ

ライフステージ

アウトカム

研究
デザイン

介入

研究
デザイン

予測因子/介入方法 アウトカム

全ライフステー
ジ

横断 速食い 食べる速度（質問紙調査）

縦断 速食い 食べる速度（質問紙調査）

介入 速食い 速食い条件、遅食い条件で摂食

ライフステージ

一口量 試験食

全ライフステージ介入 食品 試験食

全ライフステー
ジ 介入

ライフステージ

研究
デザイン

予測因子/介入方法

食具
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３．よく噛んで食べること

ガムを噛むことと口腔機能、食事、健康状態との関連（21論文）

分類 細分類 分類 細分類

口腔機能 唾液中の免疫物質

食事 食事摂取量と食欲、スナック
の摂取量と空腹感

健康状態 身体的健康、精神的健康（ス
トレス）、脳活動（自律神
経）

身体・運動 エネルギー代謝
口腔機能 唾液量と咀嚼効率、咬合力、

齲蝕と歯垢、歯垢中の細菌、
歯垢と歯肉、唾液中の細菌、
唾液中の細菌とVASスコア

健康状態 脳活動、精神的健康
体格 腹囲、BMI
成績 試験成績

よく噛んで食べることと口腔機能、食事、健康状態との関連（19論文）

分類 細分類 分類 細分類

体格 痩身傾向・標準・肥満傾向、
口腔機能 齲蝕

縦断 噛んで食べること 咀嚼習慣
口腔機能 歯列の形態形成

口腔機能  咬合力、舌圧、舌・唇の運動
機能、咀嚼機能（グミゼ
リー）、口臭、歯垢中の細菌
と唾液中の細菌、咀嚼力

食事 食事の摂取量、満腹反応、主
観的食欲

身体・運動 運動能力、手の握力
体格 肥満度、BMI
健康状態 糖代謝ホルモン

検査用グミゼリー 体格 肥満度
咀嚼指導 健康状態 認知症

ライフステージ
研究

デザイン

予測因子/介入方法 アウトカム

ライフステージ
研究

デザイン

予測因子/介入方法 アウトカム

全ライフ
ステージ

実験室におけるガムの咀嚼

日常におけるガムの咀嚼

介入 ガムを噛むこと

全ライフ
ステージ

横断 噛んで食べること 咀嚼習慣

介入 噛んで食べること 試験食
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ト
オ

フ
値

健
康

状
態

身
体

的
健

康
M

et
S

・
歯

の
喪

失
は

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

と
有

意
に

関
連

し
て

い
た

。
・

総
歯

列
の

参
加

者
と

比
較

し
て

、
オ

ッ
ズ

は
21

-2
7本

で
32

％
、

1-
20

本
で

55
％

、
無

歯
列

の
参

加
者

で
79

％
高

か
っ

た
。

・
天

然
歯

の
数

は
、

肥
満

度
、

ウ
エ

ス
ト

周
囲

径
、

血
圧

、
空

腹
時

血
糖

値
、

イ
ン

ス
リ

ン
濃

度
と

逆
相

関
し

（
す

べ
て

p＜
0.

01
）

、
血

清
HD

Lコ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
濃

度
と

正
の

相
関

が
あ

っ
た

。

14
米

澤
大

輔
　

ほ
か

20
17

施
設

85 男
性

54
女

性
31

平
均

47
.8

±
15

.2
日

本
横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
義

歯
使

用
健

康
状

態
身

体
的

健
康

日
常

生
活

動
作

（
AD

L）
・

義
歯

使
用

状
況

で
は

、
障

害
支

援
区

分
が

重
度

な
者

ほ
ど

使
用

が
難

し
く

、
義

歯
の

使
用

の
有

無
に

お
い

て
、

障
害

支
援

区
分

で
は

有
意

な
差

が
み

ら
れ

た
。

・
AD

Lに
お

け
る

義
歯

の
使

用
の

有
無

と
の

関
係

に
つ

い
て

は
、

AD
Lの

「
衣

服
の

着
脱

・
食

事
・

入
浴

・
歯

磨
き

支
援

」
の

各
項

目
で

義
歯

の
使

用
に

よ
る

関
連

が
認

め
ら

れ
、

新
た

な
判

定
基

準
で

あ
る

障
害

支
援

区
分

と
知

的
障

害
者

の
義

歯
使

用
状

況
と

は
関

連
の

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

15
I. 

H.
 T

ak
 e

t a
l.

20
14

地
域

53
83

50
～

韓
国

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
歯

肉

 現
在

歯
数

cl
in

ic
al

 a
tta

ch
m

en
t l

os
s（

CA
L）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
骨

密
度

（
BM

D
）

・
腰

椎
・

大
腿

骨
頚

部

男
性

・
存

在
す

る
歯

の
数

と
 B

M
D 

（
腰

椎
,大

腿
骨

頚
部

）
と

の
間

に
有

意
な

関
連

が
認

め
ら

れ
た

。
22

本
以

上
の

歯
を

持
つ

男
性

に
比

べ
、

10
本

以
下

の
歯

を
持

つ
男

性
で

は
BM

Dが
低

か
っ

た
。

女
性

・
CA

Lと
腰

椎
の

BM
Dと

の
間

に
有

意
な

関
連

が
認

め
ら

れ
た

。
CA

Lが
4㎜

以
上

の
部

位
の

割
合

が
高

い
女

性
の

方
が

腰
椎

の
BM

D
が

低
か

っ
た

。

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

16
古

田
美

智
子

　
ほ

か
20

16
地

域
25

23
40

～
79

日
本

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
歯

肉
う

蝕

現
在

歯
数

歯
周

ポ
ケ

ッ
ト

の
深

さ
う

蝕
経

験

健
康

状
態

身
体

的
健

康
糖

尿
病

，
高

血
圧

，
脂

質
異

常
症

の
有

病
状

況
生

活
習

慣
病

が
な

い
者

（
糖

尿
病

，
高

血
圧

，
脂

質
異

常
症

の
す

べ
て

の
疾

患
な

し
）

と
生

活
習

慣
病

が
あ

る
者

の
2群

（
40

～
59

歳
）

・
19

歯
以

下
で

PD
4m

m
以

上
の

歯
が

あ
る

者
に

比
べ

，
20

歯
以

上
で

PD
4　

m
m

以
上

の
歯

が
な

い
者

は
生

活
習

慣
病

を
有

す
る

も
の

が
少

な
か

っ
た

（
オ

ッ
ズ

比
2．

17
，

95
％

信
頼

区
間

1．
13

－
4．

17
）

（
60

～
79

歳
）

・
現

在
歯

数
と

PD
4m

m
以

上
の

歯
の

保
有

は
生

活
習

慣
病

と
関

連
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

17
M

ik
i O

jim
a 

et
 a

l.
20

15
職

域
47

16
42

,4
6

日
本

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

う
蝕

虫
歯

（
D

T）
・

あ
り

・
な

し

健
康

状
態

身
体

的
健

康
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
（

M
et

S）
M

et
S陽

性
成

分
の

数
肥

満
(腹

囲
)

高
血

圧
脂

質
異

常
高

脂
血

症
腎

機
能

・
DT

の
有

無
に

よ
る

M
et

Sの
有

病
率

、
肥

満
度

、
M

et
Sの

構
成

要
素

に
有

意
差

が
認

め
ら

れ
た

（
す

べ
て

P 
< 

0.
01

）
。

・
M

et
Sの

調
整

済
み

OR
は

、
DT

が
1ま

た
は

2の
人

で
1.

41
（

95
％

CI
、

1.
14

-1
.7

4）
、

3以
上

の
人

で
1.

66
（

95
％

CI
、

1.
28

-2
.1

6）
で

あ
り

（
P 

fo
r t

re
nd

 =
 0

.0
1）

、
こ

の
有

意
な

関
係

は
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
形

成
（

P 
fo

r t
re

nd
 =

 0
.0

3）
や

歯
の

欠
損

（
P 

fo
r t

re
nd

 =
 0

.0
2）

が
な

く
て

も
観

察
さ

れ
た

。
・

DT
は

、
過

体
重

/肥
満

お
よ

び
M

et
S構

成
要

素
で

あ
る

高
血

圧
、

脂
質

異
常

症
、

高
血

糖
と

有
意

に
関

連
し

て
お

り
、

調
整

後
の

OR
は

1.
35

（
95

％
CI

、
1.

19
-1

.5
3）

、
1.

22
（

95
％

CI
、

1.
07

-
1.

39
）

、
1.

18
（

95
％

CI
、

1.
03

-1
.3

4）
お

よ
び

1.
33

（
95

％
CI

、
1.

13
-1

.5
6）

で
あ

っ
た

。

18
R.

 P
. E

st
ev

es
 L

im
a 

et
al

.
20

13
病

院
36

0
GD

M
 患

者
 9

0
対

照
者

 2
70

18
～

ブ
ラ

ジ
ル

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
〔

歯
周

炎
〕

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

出
血

（
BO

P）
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
デ

プ
ス

（
PD

）
ク

リ
ニ

カ
ル

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
ロ

ス
（

CA
L）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
妊

娠
糖

尿
病

（
GD

M
）

・
歯

周
炎

と
妊

娠
糖

尿
病

（
GD

M
）

と
は

有
意

な
関

連
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

19
H.

 J.
 L

ee
 e

t a
l.

20
14

病
院

31
5

26
～

47
韓

国
横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
〔

歯
周

病
〕

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
ロ

ス
（

AL
）

歯
周

病
の

状
態

（
歯

周
病

菌
を

測
定

）
歯

周
炎

(２
本

以
上

を
有

）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
BM

I
・

低
体

重
・

標
準

体
重

・
過

体
重

・
歯

周
炎

、
歯

周
病

状
態

は
，

BM
I（

bo
dy

 m
as

s 
in

de
x）

と
有

意
に

関
連

し
て

い
た

（
P 

< 
0.

05
）

．
・

標
準

体
重

に
比

べ
、

過
体

重
お

よ
び

肥
満

女
性

の
歯

周
炎

の
オ

ッ
ズ

比
は

4.
57

（
95

％
Cl

 2
.3

0－
 9

.0
7 

）
で

あ
っ

た
。

20
J. 

Eb
er

ha
rd

 e
t a

l.
20

14
職

場
72 男

性
72 男

性
ド

イ
ツ

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
〔

歯
周

炎
〕

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

デ
プ

ス
（

PD
）

ク
リ

ニ
カ

ル
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

ロ
ス

（
CA

L）

身
体

・
運

動
心

肺
機

能
（

CR
F）

心
肺

機
能

（
CR

F）
サ

イ
ク

ル
エ

ル
ゴ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
運

動
負

荷
試

験
中

の
ピ

ー
ク

酸
素

摂
取

量
（

VO
2p

ea
k 

）
に

よ
り

測
定

・
歯

周
炎

が
な

い
被

験
者

と
軽

度
、

中
等

度
、

重
度

の
被

験
者

に
お

け
る

 V
O2

pe
ak

 値
の

差
は

、
統

計
的

に
有

意
で

あ
っ

た
（

p 
=

0.
02

6）
。

・
VO

2p
ea

k 
値

が
低

い
人

は
、

VO
2p

ea
k 

値
が

高
い

人
に

比
べ

て
、

BM
I ス

コ
ア

が
高

く
、

高
感

度
 C

 反
応

性
蛋

白
の

濃
度

が
高

く
、

高
密

度
リ

ポ
蛋

白
-コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
濃

度
が

低
く

、
グ

ル
コ

コ
ル

チ
コ

イ
ド

を
よ

り
多

く
使

用
し

て
い

た
。

・
中

程
度

の
歯

周
炎

（
p 

= 
0.

08
7）

、
重

度
の

歯
周

炎
（

p 
=

0.
03

3）
は

、
VO

2p
ea

kと
有

意
に

関
連

し
て

い
た

。

21
J. 

E.
 H

a  
et

 a
l.

20
14

病
院

28
3

25
～

40
韓

国
横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
ク

リ
ニ

カ
ル

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
レ

ベ
ル

（
CA

L）
異

な
る

歯
の

2つ
以

上
の

部
位

で
4.

0m
m

以
上

健
康

状
態

身
体

的
健

康
子

宮
前

症
の

発
症

歯
周

炎
は

子
宮

前
症

の
発

生
と

有
意

に
関

連
し

て
お

り
、

歯
周

炎
を

有
し

て
い

る
者

は
、

そ
う

で
な

い
者

に
比

べ
、

子
宮

前
症

発
症

の
リ

ス
ク

の
オ

ッ
ズ

比
は

4.
51

（
95

％
Cl

　
1.

13
-1

7.
96

）
で

あ
っ

た
。

210



分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

22
I. 

S.
 G

om
es

-F
ilh

o 
et

 a
l.

20
14

地
域

22
0

18
～

78
ブ

ラ
ジ

ル
横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
出

血
（

BO
P）

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

デ
プ

ス
（

PD
）

ク
リ

ニ
カ

ル
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

レ
ベ

ル
（

CA
L）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
喘

息
重

症
喘

息
：

Gl
ob

al
In

iti
at

ive
 o

f A
st

hm
a

(2
01

2)
が

推
奨

す
る

基
準

・
歯

周
病

菌
に

感
染

し
て

い
る

人
は

、
そ

う
で

な
い

人
に

比
べ

て
気

管
支

炎
に

な
る

リ
ス

ク
は

オ
ッ

ズ
比

 4
.8

2（
95

%
 C

I 2
.6

6～
8.

76
）

で
あ

っ
た

．

23
J. 

A.
 O

liv
ei

ra
 e

t a
l.

20
15

地
域

男
性

11
1

平
均

34
.8

ブ
ラ

ジ
ル

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
デ

プ
ス

（
PD

）
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

ロ
ス

（
AL

）
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
出

血
（

BO
P）

身
体

・
運

動
体

力
テ

ス
ト

4つ
の

運
動

か
ら

な
る

体
力

テ
ス

ト
（

PF
T）

ス
コ

ア
の

最
高

値
が

「
達

成
」

、
「

未
達

成
」

・
少

な
く

と
も

1本
の

歯
に

4 
m

m
の

AL
が

あ
る

人
は

な
い

人
に

比
べ

、
体

力
テ

ス
ト

（
PF

T）
ス

コ
ア

が
有

意
に

低
か

っ
た

。
・

PD
ま

た
は

AL
が

1m
m

増
加

す
る

と
，

体
力

テ
ス

ト
（

PF
T）

ス
コ

ア
が

最
高

値
に

達
す

る
確

率
は

そ
れ

ぞ
れ

69
％

，
75

％
有

意
に

減
少

し
た

。

24
C.

 B
. M

ag
ra

w
 e

t a
l.

20
15

病
院

11
3

18
～

35
ア

メ
リ

カ
横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
歯

冠
周

囲
炎

に
よ

る
疼

痛
症

状
「

痛
み

な
し

」
（

ス
コ

ア
1）

か
ら

「
想

像
し

う
る

最
悪

の
痛

み
」

（
ス

コ
ア

7）
ま

で
の

7段
階

食
事

食
行

動
生

活
習

慣
「

問
題

な
し

」
（

ス
コ

ア
1）

か
ら

「
問

題
が

多
い

」
（

ス
コ

ア
5）

ま
で

の
5段

階

歯
冠

周
囲

炎
に

よ
る

疼
痛

症
状

と
日

常
生

活
，

社
会

生
活

，
規

則
正

し
い

食
事

，
食

べ
物

を
噛

む
こ

と
，

会
話

と
の

間
に

は
，

臨
床

的
に

重
要

な
相

関
が

認
め

ら
れ

た
．

25
青

山
典

生
　

ほ
か

20
17

病
院

91
7

男
性

30
7

女
性

61
0

20
～

平
均

58
.5

±
0.

4

日
本

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
地

域
歯

周
病

指
数

（
CP

I）
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
出

血
（

BO
P）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
全

身
疾

患
の

22
項

目
狭

心
症

ま
た

は
心

筋
梗

塞
，

不
整

脈
，

等

・
糖

尿
病

患
者

で
は

6m
m

以
上

の
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
を

有
す

る
歯

の
割

合
が

高
か

っ
た

。
・

高
血

圧
症

，
脳

梗
塞

・
脳

出
血

の
罹

患
者

で
は

，
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
時

に
出

血
を

認
め

る
歯

の
割

合
が

高
か

っ
た

。

26
E.

 C
ul

eb
ra

s-
At

ie
nz

a 
et

al
.

20
18

病
院

90
18

～
54

ス
ペ

イ
ン

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
〔

歯
周

病
〕

プ
ラ

ー
ク

指
数

（
PI

）
ポ

ケ
ッ

ト
深

さ
（

PD
）

ク
リ

ニ
カ

ル
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

レ
ベ

ル
（

CA
L）

歯
肉

指
数

（
GI

)

健
康

状
態

身
体

的
健

康
BM

I
・

＜
25

（
普

通
体

重
）

，
・

25
-2

9.
9（

過
体

重
）

・
>3

0.
0 

（
肥

満
）

・
ウ

エ
ス

ト
／

ヒ
ッ

プ
比

（
W

HR
）

・
ウ

ェ
ス

ト
/身

長
比

（
W

HI
）

歯
周

病
関

連
項

目
と

体
格

と
の

間
に

は
，

W
HR

 の
み

が
正

の
相

関
を

示
し

た
．

女
性

で
は

，
W

HR
 と

歯
周

病
の

相
関

は
有

意
で

な
い

レ
ベ

ル
ま

で
低

下
し

て
い

た
．

男
性

で
は

，
W

HR
 と

歯
周

病
の

相
関

は
有

意
な

ま
ま

で
あ

り
，

相
関

は
増

加
し

た
．

27
J. 

S.
 K

im
 e

t a
l.

20
19

地
域

83
14

35
～

79
韓

国
横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
地

域
歯

周
病

指
数

（
CP

I）
健

康
状

態
身

体
的

健
康

M
et

S
腹

囲
・

M
et

Sの
有

病
率

は
、

歯
周

炎
が

な
い

人
で

26
.6

％
、

歯
周

炎
が

あ
る

人
で

41
.6

％
で

あ
っ

た
。

・
非

歯
周

炎
と

比
較

し
て

、
歯

周
炎

の
者

は
、

M
et

Sと
な

る
オ

ッ
ズ

比
 1

.4
22

（
 9

5%
 C

I 1
.2

6-
1.

61
）

で
あ

っ
た

。

28
Im

ah
ito

 K
ar

as
aw

a 
et

al
.

20
19

特
定

健
診

と
歯

科
検

診
98

5
男

性
46

1
女

性
52

4

30
歳

～
平

均
59

.4
±

0.
5

日
本

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
地

域
歯

周
病

指
数

（
CP

I）
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
デ

プ
ス

（
PD

）
健

康
状

態
身

体
的

健
康

M
et

S評
価

項
目

の
陽

性
数

肥
満

(腹
囲

)
高

血
圧

脂
質

異
常

高
脂

血
症

腎
機

能

・
M

et
Sの

評
価

項
目

の
陽

性
数

と
歯

周
病

の
状

態
に

は
関

連
が

み
ら

な
か

っ
た

。
・

歯
周

炎
は

M
et

S評
価

の
項

目
で

あ
る

肥
満

、
高

血
圧

お
よ

び
高

脂
血

症
と

関
連

が
み

ら
れ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

29
Ak

em
i H

os
od

a 
et

 a
l.

20
21

大
学

12
0

平
均

20
.4

日
本

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
地

域
歯

周
病

指
数

（
CP

I）
に

よ
る

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

デ
プ

ス
（

PD
）

・
PD

群
・

非
PD

群

食
事

栄
養

素
摂

取
量

食
品

群
別

摂
取

量

自
記

式
食

事
歴

法
質

問
票

（
D

H
Q）

・
PD

群
で

は
、

ミ
ネ

ラ
ル

、
脂

溶
性

ビ
タ

ミ
ン

、
水

溶
性

ビ
タ

ミ
ン

、
食

物
繊

維
の

栄
養

素
摂

取
量

が
非

PD
群

に
比

べ
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

・
PD

群
は

非
PD

群
に

比
べ

、
ビ

タ
ミ

ン
Eと

緑
黄

色
野

菜
の

摂
取

量
が

有
意

に
少

な
か

っ
た

。
・

PD
群

は
非

PD
群

に
比

べ
、

硬
い

食
品

の
摂

取
量

が
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

30
G.

 A
. F

or
at

or
i-J

un
io

r  e
t

al
.

20
20

病
院

10
0

妊
婦

28
～

 3
3

ブ
ラ

ジ
ル

横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
肉

（
歯

肉
炎

・
歯

周
病

）
〔

歯
周

炎
〕

ポ
ケ

ッ
ト

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

デ
プ

ス
（

PP
D

）
ク

リ
ニ

カ
ル

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
レ

ベ
ル

（
CA

L）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
乳

児
の

出
生

時
体

重
・

低
体

重
（

2.
5 

kg
未

満
）

・
不

足
（

2.
5～

2.
99

9
kg

）
・

正
常

（
3～

3.
99

9 
kg

）
・

過
剰

（
4 

kg
以

上
）

・
母

親
の

過
体

重
/肥

満
は

、
低

/不
十

分
な

出
生

時
体

重
と

関
連

し
て

い
た

。
・

母
親

の
歯

周
炎

は
、

低
/不

十
分

な
出

生
時

体
重

と
関

連
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

31
Ta

ka
hi

ro
 Iw

as
ak

i e
t a

l.
20

19
地

域
28

07
25

～
74

日
本

横
断

咀
嚼

能
力

咬
合

状
況

総
機

能
歯

単
位

（
t-

FT
U）

（
人

工
歯

を
含

む
対

向
す

る
臼

歯
の

ペ
ア

）
に

基
づ

く
咀

嚼
能

力
・

不
良

（
ス

コ
ア

9以
下

）
・

良
好

（
ス

コ
ア

10
～

11
）

・
完

全
（

ス
コ

ア
12

）

栄
養

状
態

健
康

状
態

BM
I

身
体

的
健

康
BM

I
日

本
動

脈
硬

化
学

会
に

よ
る

AO
（

JA
S）

国
際

糖
尿

病
連

合
に

よ
る

AO
（

ID
F）

M
et

S

・
咀

嚼
能

力
は

M
et

S、
AO

、
肥

満
と

有
意

に
関

連
し

て
い

た
。

・
咀

嚼
能

力
が

「
完

全
」

に
対

す
る

「
不

良
」

の
オ

ッ
ズ

比
は

、
BM

I≥
25

で
1.

51
（

95
％

CI
1.

24
-1

.8
4）

、
BM

I≧
30

で
、

2.
10

（
95

％
CI

 1
.4

0-
3.

14
）

で
あ

っ
た

。
・

咀
嚼

能
力

が
「

完
全

」
に

対
す

る
「

不
良

」
の

オ
ッ

ズ
比

は
、

腹
部

肥
満

AO
で

は
、

AO
（

JA
S）

で
1.

31
（

95
％

CI
 1

.0
7-

1.
61

）
、

AO
（

ID
F）

で
1.

40
（

95
％

CI
 1

.1
5-

1.
70

）
で

あ
っ

た
。

32
M

ar
io

 P
er

ez
-S

ay
an

s
et

 a
l.

20
21

地
域

54
4

50
～

ス
ペ

イ
ン

横
断

咀
嚼

能
力

咬
合

状
況

総
機

能
歯

単
位

（
t-

FT
U）

に
基

づ
く

咀
嚼

能
力

（
M

C）
・

不
良

（
9点

以
下

）
・

良
好

（
10

点
ま

た
は

11
点

）
・

完
全

（
12

点
）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
腹

部
肥

満
（

AO
）

ウ
エ

ス
ト

身
長

比
（

W
H

tR
）

M
et

S

・
咀

嚼
能

力
（

M
C）

が
不

良
者

で
は

完
全

な
者

と
比

較
し

て
、

M
et

S陽
性

の
オ

ッ
ズ

比
は

、
2.

58
（

CI
 9

5%
 1

.5
5-

4.
29

）
、

腹
部

肥
満

（
AO

）
の

オ
ッ

ズ
比

（
OR

）
は

3.
66

（
CI

 9
5%

 2
.1

4-
6.

27
）

で
あ

っ
た

。
・

咀
嚼

能
力

（
M

C）
が

不
良

者
で

は
完

全
な

者
と

比
較

し
て

、
W

Ht
R-

a3
（

ウ
エ

ス
ト

身
長

比
を

3つ
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

分
類

し
た

も
の

）
に

よ
る

肥
満

と
な

る
オ

ッ
ズ

比
は

、
11

.3
8（

CI
 9

5%
4.

98
-2

6.
00

）
 で

あ
っ

た
。

33
富

永
一

道
　

ほ
か

20
16

地
域

86
9

男
性

35
6

女
性

51
3

40
－

74
平

均
66

.5
±

7.
8

日
本

横
断

咀
嚼

能
力

客
観

的
評

価
（

咀
嚼

判
定

用
ガ

ム
・

ゼ
リ

ー
）

主
観

的
評

価

グ
ミ

ゼ
リ

ー
な

ん
で

も
噛

め
る

か
（

質
問

紙
調

査
）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
M

et
S

男
性

・
調

理
の

工
夫

を
し

な
い

人
、

咀
囎

の
客

観
的

評
価

が
低

い
人

、
現

在
歯

数
の

少
な

い
人

で
M

et
S該

当
者

が
有

意
に

多
か

っ
た

。
女

性
・

自
ら

調
理

を
し

な
い

人
で

M
et

S該
当

者
が

有
意

に
多

か
っ

た
。

34
栗

岡
優

希
　

ほ
か

20
19

学
校

91 男
性

21
女

性
70

平
均

21
.4

日
本

横
断

咀
嚼

能
力

客
観

的
評

価
（

咀
嚼

判
定

用
ガ

ム
・

ゼ
リ

ー
）

咀
嚼

判
定

用
ガ

ム
ガ

ム
重

量
法

に
よ

る
咀

嚼
能

力
、

咀
嚼

能
力

評
価

に
よ

っ
て

分
け

た
3 

群
間

の
比

較

食
事

食
品

摂
取

状
況

BD
H

Q
食

品
群

別
摂

取
量

栄
養

素
摂

取
量

・
咀

嚼
能

力
評

価
が

高
い

群
と

低
い

群
，

普
通

群
で

は
キ

ャ
ベ

ツ
、

白
菜

、
大

根
・

か
ぶ

、
に

ん
じ

ん
、

か
ぼ

ち
ゃ

、
魚

の
干

物
・

塩
蔵

魚
・

魚
介

練
り

製
品

，
煮

魚
，

し
ょ

う
ゆ

、
マ

ヨ
ネ

ー
ズ

・
ド

レ
ッ

シ
ン

グ
，

砂
糖

で
有

意
差

が
認

め
ら

れ
た

。
栄

養
素

等
摂

取
量

で
は

3 
群

間
に

有
意

な
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

35
竹

村
佳

代
子

　
ほ

か
20

13
地

域
17

60
男

性
78

7
女

性
97

3

50
～

70
代

平
均

66
.9

±
7.

9

日
本

横
断

咀
嚼

能
力

咬
合

力
咀

囎
能

力
関

連
因

子
・

歯
周

病
，

歯
数

，
咬

合
支

持
，

最
大

咬
合

力
，

咀
噛

能
率

食
事

食
行

動
肥

満
の

原
因

と
な

る
7種

類
の

食
行

動
食

行
動

の
各

項
目

に
つ

い
て

は
，

そ
の

有
無

で
2群

に
分

け
た

．

・
最

も
多

く
の

食
行

動
と

の
関

連
を

認
め

た
の

は
咬

合
支

持
の

喪
失

で
あ

り
，

5種
類

の
食

行
動

（
朝

食
を

抜
く

，
就

寝
前

2時
間

以
内

に
夕

食
を

と
る

，
夕

食
後

に
間

食
を

と
る

，
頻

繁
に

間
食

を
と

る
，

甘
い

飲
料

を
日

に
3回

以
上

と
る

）
を

有
す

る
割

合
が

有
意

に
高

か
っ

た
．

36
加

藤
篤

20
18

施
設

重
症

児
（

者
）

47
健

常
者

30
NO

I 群
44

.8
±

13
.3

OI
 群

52
.1

±
7.

6
C 

群
45

.0
±

12
.0

日
本

横
断

経
口

摂
取

経
口

摂
取

の
有

無
・

非
経

口
群

（
no

n-
or

al
 in

ta
ke

:N
OI

群
）

・
経

口
群

（
or

al
 in

ta
ke

：
OI

 群
）

・
健

常
者

（
co

nt
ro

l：
C 

群
）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
誤

嚥
性

肺
炎

の
既

往
の

有
無

・
非

経
口

群
（

no
n-

or
al

 in
ta

ke
:N

OI
 群

）
は

経
口

群
（

or
al

in
ta

ke
：

OI
 群

）
、

健
常

者
（

co
nt

ro
l：

C 
群

）
に

比
べ

細
菌

数
が

有
意

に
多

く
、

NO
I 群

で
誤

嚥
性

肺
炎

の
既

往
の

あ
る

患
者

が
最

も
多

か
っ

た
。

・
NO

I 群
で

は
摂

食
嚥

下
障

害
重

症
度

分
類

（
DS

S）
 で

65
％

に
唾

液
誤

嚥
を

認
め

、
重

度
の

摂
食

嚥
下

障
害

を
有

し
て

い
た

。
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表
3-

3　
【

成
人

期
】

口
腔

機
能

と
食

生
活

や
栄

養
状

態
、

健
康

状
態

（
縦

断
研

究
）

分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

37
S.

 J.
 Ja

nk
et

 e
t a

l.
20

14
病

院
同

じ
集

落
の

住
民

冠
動

脈
疾

患
患

者
25

6
年

齢
・

性
別

を
マ

ッ
チ

さ
せ

た
対

照
者

 2
50

平
均

60
（

19
95

-
19

66
）

米
国

縦
断

追
跡

期
間

中
央

値
15

.8
年

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
残

存
歯

数
口

腔
感

染
症

複
合

ス
コ

ア
の

逆
代

用
指

標
で

あ
る

歯
牙

数
10

本
の

歯
か

ら
な

る
歯

群
（

Te
et

hg
rp

）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
心

血
管

死
亡

率
全

死
因

死
亡

率
・

無
歯

顎
状

態
を

基
準

と
し

た
多

変
量

解
析

モ
デ

ル
に

お
い

て
、

Te
et

hg
rp

の
1レ

ベ
ル

上
昇

は
、

心
血

管
疾

患
（

CV
D）

死
亡

率
か

ら
の

生
存

率
を

有
意

に
増

加
さ

せ
た

。
ハ

ザ
ー

ド
比

0.
73

(9
5％

Cl
0.

58
－

0.
93

）
で

あ
っ

た
。

・
全

死
亡

と
は

関
連

が
な

か
っ

た
（

ハ
ザ

ー
ド

比
 0

.8
7、

(9
5％

Cl
0.

73
-1

.0
4）

。
こ

の
所

見
は

、
C反

応
性

蛋
白

（
CR

P）
値

≧
3

m
g/

L、
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン

値
中

央
値

で
は

媒
介

さ
れ

ず
、

CR
P値

＞
5 

m
g/

Lで
媒

介
さ

れ
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

38
横

井
彩

　
ほ

か
20

18
職

域
男

性
11

4
36

～
63

日
本

縦
断

3年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
歯

肉
（

歯
周

炎
・

歯
周

病
）

早
食

い

〔
口

腔
内

状
態

〕
現

在
歯

数
D

M
FT

D歯
、

F歯
、

M
歯

歯
肉

の
状

態
正

常
、

G、
P1

、
P2

、
P3

健
康

状
態

身
体

的
健

康
M

et
S陽

性
成

分
の

数
肥

満
(腹

囲
)

高
血

圧
脂

質
異

常
高

脂
血

症
腎

機
能

・
M

et
S発

症
群

，
非

発
症

群
と

も
に

口
腔

内
状

態
に

有
意

な
差

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

39
S.

 T
aj

ba
kh

sh
 e

t a
l.

20
13

病
院

32 女
性

23
男

性
9

38
～

79
平

均
58

ア
メ

リ
カ

縦
断

5年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
上

顎
総

義
歯

下
顎

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

支
持

人
工

歯
食

事
食

物
摂

取
量

標
準

化
さ

れ
た

4日
間

の
食

事
日

記
用

紙
食

習
慣

ア
ン

ケ
ー

ト

・
参

加
者

の
野

菜
摂

取
量

は
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

時
に

平
均

2.
6皿

±
1.

2皿
、

1年
後

に
3.

5皿
±

1.
6皿

（
1皿

＝
野

菜
1/

2カ
ッ

プ
）

に
増

加
し

（
P=

.0
12

）
、

5年
後

に
は

3.
0皿

±
1.

1皿
に

増
加

し
た

。
・

乳
製

品
、

果
物

、
脂

肪
、

肉
、

パ
ン

の
摂

取
量

の
変

化
は

、
5年

間
の

追
跡

期
間

中
、

統
計

的
に

有
意

な
変

化
を

示
さ

な
か

っ
た

。
・

硬
い

も
の

、
生

も
の

、
繊

維
質

の
も

の
を

咀
嚼

す
る

こ
と

の
困

難
さ

が
減

少
し

た
。

・
参

加
者

の
公

共
の

場
で

の
食

事
の

快
適

性
や

食
事

の
楽

し
み

は
、

総
義

歯
治

療
で

は
50

％
が

不
快

で
あ

っ
た

の
が

、
5年

後
に

は
わ

ず
か

4％
に

な
り

、
有

意
に

改
善

さ
れ

た
。

40
土

田
幸

介
20

14
地

域
51

8
男

性
17

3
女

性
34

5

40
～

日
本

縦
断

２
年

間
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
義

歯
自

歯
群

と
義

歯
群

口
腔

内
状

態
嚙

み
心

地
、

噛
む

こ
と

へ
の

欲
求

、
義

歯
の

あ
り

な
し

、
義

歯
の

具
合

、
構

音

健
康

状
態

身
体

的
健

康
BM

I
肝

機
能

脂
質

代
謝

検
診

結
果

を
も

と
に

そ
れ

ぞ
れ

2値
の

変
数

・
義

歯
群

の
「

よ
く

噛
め

る
」

に
対

す
る

「
噛

め
な

い
」

の
2年

後
の

BM
I高

値
の

オ
ッ

ズ
比

が
低

か
っ

た
。

・
「

義
歯

の
具

合
は

よ
い

」
に

対
す

る
「

義
歯

の
具

合
は

ま
あ

ま
あ

」
の

1年
後

の
TG

値
高

値
の

オ
ッ

ズ
比

が
高

か
っ

た
。

・
「

構
音

に
不

自
由

な
し

」
に

対
す

る
「

構
音

に
不

自
由

あ
り

」
の

2年
後

の
BM

I高
値

の
オ

ッ
ズ

比
が

高
か

っ
た

。
・

「
よ

く
噛

め
る

」
に

対
す

る
「

噛
め

な
い

」
の

2年
後

の
TG

値
高

値
の

オ
ッ

ズ
比

が
低

か
っ

た
こ

と
。

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

主
要
な
結
果

研
究
期

間
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表
3-

4　
【

高
齢

期
】

口
腔

機
能

と
食

生
活

や
栄

養
状

態
、

健
康

状
態

（
横

断
研

究
）

分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

41
岡

田
和

隆
　

ほ
か

20
12

地
域

62 男
性

27
女

性
35

69
〜

92
平

均
76

.3
±

 5
.1

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
〔

口
腔

健
康

状
態

〕
現

在
歯

数
現

在
歯

咬
合

支
持

数
〔

口
腔

機
能

評
価

項
目

〕
口

唇
閉

鎖
力

RS
ST

OD
K

口
腔

粘
膜

保
湿

度
唾

液
湿

潤
度

栄
養

状
態

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
値

(A
lb

)
血

清
ア

ル
ブ

ミ
ン

値
(A

lb
)・

残
根

を
除

く
現

在
歯

数
，

現
在

歯
に

よ
る

咬
合

支
持

数
お

よ
び

オ
ー

ラ
ル

デ
ィ

ア
ド

コ
キ

ネ
シ

ス
(O

DK
)の

/k
a/

の
音

節
交

互
反

復
運

動
に

お
い

て
，

Al
b 

と
有

意
な

関
連

が
認

め
ら

れ
た

が
弱

い
相

関
関

係
で

あ
っ

た
。

・
義

歯
満

足
度

，
口

腔
清

掃
状

態
，

上
顎

義
歯

使
用

の
有

無
，

口
唇

閉
鎖

力
，

RS
ST

，
OD

K 
の

/p
a/

お
よ

び
/t

a/
，

口
腔

粘
膜

保
湿

度
，

唾
液

湿
潤

度
と

Al
b 

で
は

関
連

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

42
P.

 Y
. C

ou
ss

on
 e

t a
l.

20
12

地
域

97
無

歯
顎

対
照

者
70

.1
±

6.
1

総
義

歯
群

 7
0.

1±
8.

1

フ
ラ

ン
ス

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
義

歯
の

有
無

・
総

義
歯

群
・

対
照

群
　

M
od

ifi
ed

 E
ic

hn
er

 分
類

で
A型

で
部

分
義

歯
や

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

装
着

無

栄
養

状
態

食
事

M
NA

食
事

調
査

M
N

A
・

連
続

変
数

3日
間

の
食

事
記

録
・

栄
養

素
摂

取
量

・
対

照
群

は
，

総
義

歯
の

被
験

者
（

研
究

群
）

よ
り

も
脂

質
、

炭
水

化
物

、
食

物
繊

維
、

暗
愚

根
氏

有
無

、
リ

ン
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

鉄
、

ビ
タ

ミ
ン

B１
，

B2
を

有
意

に
多

く
摂

取
し

て
い

た
。

・
M

NA
ス

コ
ア

は
、

対
照

群
の

方
が

総
義

歯
群

よ
り

も
ス

コ
ア

が
有

意
に

高
か

っ
た

。

43
R.

 J.
 D

e 
M

ar
ch

i e
t a

l.
20

12
地

域
47

1
60

～
89

ブ
ラ

ジ
ル

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
歯

数
・

8本
超

え
・

8本
以

下

健
康

状
態

身
体

的
健

康
ウ

エ
ス

ト
周

囲
径

（
W

C）
ウ

エ
ス

ト
・

ヒ
ッ

プ
比

（
W

H
R）

・
8本

以
上

の
歯

が
あ

る
参

加
者

は
、

ウ
エ

ス
ト

・
ヒ

ッ
プ

比
（

W
HR

）
で

評
価

し
た

場
合

、
中

心
性

肥
満

の
可

能
性

が
低

か
っ

た
[O

R=
0.

49
 (0

.3
2 

to
 0

.8
7)

]。
・

1-
8本

の
天

然
歯

し
か

な
い

参
加

者
は

、
ウ

エ
ス

ト
周

囲
径

（
W

C）
で

評
価

し
た

場
合

、
中

心
性

肥
満

の
可

能
性

が
高

か
っ

た
[O

R=
3.

28
 (C

I 1
.4

3 
to

 7
.5

2)
]．

44
R.

 P
er

er
a 

et
 a

l.
20

12
地

域
43

7
60

～
ス

リ
ラ

ン
カ

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
歯

の
欠

損
数

・
0-

19
・

20
-3

2
義

歯
の

有
無

・
義

歯
装

着
者

・
義

歯
非

装
着

者

栄
養

状
態

BM
I

BM
I

・
正

常
・

低
体

重
・

過
体

重

・
を

基
準

カ
テ

ゴ
リ

ー
と

し
た

多
項

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
分

析
の

結
果

，
欠

損
歯

が
あ

る
こ

と
は

、
正

常
体

重
に

対
し

低
体

重
で

あ
る

オ
ッ

ズ
比

は
、

1.
08

（
95

％
Cl

1.
03

-1
.1

2）
、

義
歯

の
有

無
に

つ
い

て
は

、
義

歯
装

着
者

に
比

べ
て

義
歯

非
装

着
者

で
正

常
体

重
に

対
し

低
体

重
で

あ
る

オ
ッ

ズ
比

5.
62

（
95

％
Cl

1.
96

-1
6.

14
）

の
関

連
が

み
ら

れ
た

。
・

過
体

重
で

あ
る

こ
と

と
は

関
連

し
な

か
っ

た
．

45
R.

 B
. E

rv
in

 e
t a

l.
20

12
地

域
49

84
60

～
ア

メ
リ

カ
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
歯

の
本

数
（

連
続

変
数

）
歯

列
状

態
4群 ・

完
全

自
然

歯
（

基
準

群
）

・
不

完
全

自
然

歯
・

完
全

混
合

歯
（

自
然

歯
と

修
復

歯
）

・
不

完
全

混
合

歯
2群 ・

完
全

歯
列

・
不

完
全

歯
列

食
事

食
事

調
査

栄
養

素
摂

取
量

・
完

全
混

合
群

、
不

完
全

自
然

群
、

混
合

群
の

栄
養

摂
取

量
の

b係
数

を
参

照
群

（
完

全
自

然
群

）
と

比
較

す
る

と
、

男
性

で
は

、
不

完
全

混
合

歯
群

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

β
カ

ロ
テ

ン
、

ビ
タ

ミ
ン

C,
葉

酸
の

摂
取

量
が

す
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

女
性

で
は

、
α

カ
ロ

テ
ン

、
β

カ
ロ

テ
ン

、
葉

酸
の

摂
取

量
が

少
な

か
っ

た
。

さ
ら

に
女

性
は

、
不

完
全

自
然

歯
群

と
完

全
混

合
歯

群
と

の
β

カ
ロ

テ
ン

も
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

・
歯

の
種

類
に

関
係

な
く

、
完

全
歯

列
の

人
の

方
が

不
完

全
歯

列
の

人
よ

り
も

、
男

性
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

、
女

性
の

β
カ

ロ
テ

ン
の

摂
取

量
が

多
か

っ
た

。

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

46
Pi

a 
Lo

pe
z-

Jo
rn

et
 e

t a
l.

20
13

施
設

、
非

施
設

46
5

男
性

21
3

女
性

25
2

65
～

ス
ペ

イ
ン

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
口

腔
内

の
歯

数
取

り
外

し
可

能
な

入
れ

歯
の

使
用

栄
養

状
態

M
NA

M
N

A
23

.5
~：

良
好

な
栄

養
状

態 17
〜

23
.5

：
栄

養
不

良
~1

7：
栄

養
状

態
が

悪
い

BM
I

～
25

：
正

常
体

重
25

〜
29

.9
：

肥
満

33
～

：
肥

満

・
義

歯
の

使
用

の
有

無
や

有
歯

・
無

歯
の

間
で

、
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
に

つ
い

て
は

、
有

意
差

は
な

か
っ

た
。

47
F.

 B
. d

e 
An

dr
ad

e 
et

 a
l.

20
13

地
域

1,
37

4
60

~
ブ

ラ
ジ

ル
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
〔

口
腔

衛
生

指
標

〕
歯

数
0本  1

-1
0本

 1
1-

20
本

 2
1-

21
本

歯
根

膜
の

付
着

力
の

低
下

人
工

歯
根

の
必

要
性

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
体

重
減

少
、

脱
力

感
、

緩
慢

さ
、

疲
労

感
、

身
体

活
動

レ
ベ

ル
の

低
さ

と
い

う
5つ

の
特

徴
の

該
当

数
・

フ
レ

イ
ル

(3
つ

以
上

）
・

プ
レ

フ
レ

イ
ル

（
１

～
２

つ
以

上
）

・
ノ

ン
フ

レ
イ

ル
（

０
つ

）

・
虚

弱
は

，
5つ

の
口

腔
健

康
指

標
の

う
ち

3つ
（

歯
の

数
，

臨
床

付
着

力
の

喪
失

，
人

工
歯

の
必

要
性

）
と

有
意

な
関

連
が

あ
っ

た
。

・
歯

科
補

綴
を

必
要

と
す

る
高

齢
者

は
、

プ
レ

フ
レ

イ
ル

お
よ

び
フ

レ
イ

ル
で

あ
る

可
能

性
が

有
意

に
高

か
っ

た
。

・
20

本
以

上
の

歯
が

あ
る

人
は

、
無

歯
顎

の
人

よ
り

も
フ

レ
イ

ル
に

な
る

確
率

が
低

か
っ

た
。

48
鱒

見
進

一
 　

ほ
か

20
15

病
院

12 男
性

5
女

性
7

平
均

75
.3

±
4.

27

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
〔

口
腔

内
状

態
〕

残
存

歯
の

有
無

お
よ

び
数

咬
合

支
持

Ei
ch

ne
rの

分
類

欠
損

状
態

Ke
nn

ed
yの

分
類

上
下

顎
い

ず
れ

も
残

存
歯

が
あ

る
群

（
A

群
）

，
上

下
顎

い
ず

れ
か

に
残

存
歯

が
あ

る
群

（
B群

）
，

上
下

と
も

残
存

歯
な

し
群

（
C群

）
の

3群
に

分
類

健
康

状
態

栄
養

状
態

身
体

的
評

価
精

神
的

評
価

BM
I

M
NA

・
健

康
状

態
SF

－
36

・
身

体
的

評
価

Ph
ys

ic
al

Co
m

po
ne

nt
 S

co
re

（
PC

S）
・

精
神

的
評

価
M

en
ta

l
Co

m
po

ne
nt

 S
co

re
（

M
CS

）
・

気
分

や
感

情
の

評
価

Pr
of

ile
 o

f M
oo

d
St

at
es

（
PO

M
S）

，
・

栄
養

状
態

BM
I

M
N

A

・
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
が

，
無

歯
顎

よ
り

も
残

存
歯

が
あ

る
方

が
PC

Sお
よ

び
PO

M
Sは

高
く

な
る

傾
向

に
あ

っ
た

．
す

な
わ

ち
，

無
歯

顎
よ

り
も

残
存

歯
が

あ
る

方
が

身
体

的
健

康
状

態
，

気
分

や
感

情
は

良
好

で
あ

る
傾

向
が

認
め

ら
れ

た
．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

49
C.

 T
. P

er
uc

hi
 e

t a
l.

20
16

地
域

48
9

60
～

ブ
ラ

ジ
ル

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
義

歯
残

存
歯

数
・

上
下

総
義

歯
の

無
歯

顎
者

(2
CD

）
・

上
顎

総
義

歯
の

無
歯

顎
者

（
1C

D）
・

歯
が

1～
9本

の
有

歯
者

・
10

～
19

本
の

有
歯

者
・

20
本

以
上

の
有

歯
者

健
康

状
態

身
体

的
健

康
腹

囲
中

心
性

肥
満

（
CO

）
・

ウ
エ

ス
ト

周
囲

径
（

W
C）

・
ウ

エ
ス

ト
・

ヒ
ッ

プ
比

（
W

HR
）

･ウ
エ

ス
ト

周
囲

径
（

W
C）

に
よ

る
中

心
性

肥
満

（
CO

）
は

、
口

腔
内

の
状

態
と

は
関

連
が

な
か

っ
た

。
・

W
HR

指
標

を
考

慮
す

る
と

、
以

下
の

口
腔

状
態

が
CO

と
関

連
し

て
い

た
：

天
然

歯
の

数
が

少
な

い
（

OR
 =

 2
.6

1;
 9

5%
CI

 =
 1

.1
7-

5.
80

）
, 上

下
の

総
入

れ
歯

を
装

着
し

て
い

る
無

歯
顎

（
OR

 =
2.

34
; 9

5%
CI

 =
 1

.1
1-

4.
93

）
, 上

の
総

入
れ

歯
の

み
を

装
着

し
た

無
歯

顎
（

OR
 =

 2
.6

4;
 9

5%
CI

 =
 1

.0
1-

6.
95

).
・

性
別

，
脂

質
異

常
症

，
高

血
圧

，
糖

尿
病

と
い

っ
た

従
来

の
CO

の
危

険
因

子
は

，
両

方
の

指
標

と
関

連
し

て
い

た
．

・
部

分
的

で
あ

れ
全

体
的

で
あ

れ
，

た
と

え
可

撤
式

補
綴

物
に

よ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

受
け

た
と

し
て

も
，

広
範

囲
な

歯
の

喪
失

に
よ

る
口

腔
内

の
健

康
不

良
は

，
ブ

ラ
ジ

ル
人

自
立

生
活

高
齢

者
の

CO
の

予
測

因
子

で
あ

っ
た

。

50
五

十
嵐

三
彦

　
ほ

か
20

16
施

設
74 男

性
12

女
性

62

平
均

87
.0

±
7.

9
20

14
 年

8
月

時
点

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
歯

お
よ

び
咬

合
の

状
態

①
義

歯
装

着
（

全
部

床
義

歯
お

よ
び

部
分

床
義

歯
に

て
咬

合
高

径
を

保
持

さ
れ

て
い

る
）

②
残

存
歯

で
咀

嚼
（

ブ
リ

ッ
ジ

も
含

む
残

存
歯

で
咬

合
高

径
が

保
持

さ
れ

て
い

る
）

③
咬

合
支

持
が

な
い

か
も

し
く

は
上

下
顎

と
も

に
顎

堤
で

咀
嚼

（
咬

合
高

径
が

保
持

さ
れ

て
い

な
い

）
残

存
歯

の
有

無

健
康

状
態

身
体

的
健

康
要

介
護

度
誤

嚥
性

肺
炎

・
咬

合
が

保
持

さ
れ

て
い

る
者

と
咬

合
が

保
持

さ
れ

て
い

な
い

者
で

要
介

護
度

と
の

関
係

に
お

い
て

有
意

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

誤
嚥

性
肺

炎
の

既
往

の
あ

る
者

と
既

往
の

な
い

者
で

咬
合

高
径

の
保

持
の

有
無

に
つ

い
て

の
関

係
で

は
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
有

歯
顎

者
と

無
歯

顎
者

に
お

い
て

誤
嚥

性
肺

炎
の

既
往

の
有

無
と

の
関

係
で

は
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

51
A.

 R
. H

oe
ks

em
a 

et
 a

l.
20

17
地

域
10

26
中

央
値

80
オ

ラ
ン

ダ
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
口

腔
状

態
・

残
存

歯
あ

り
・

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

・
無

歯
顎

健
康

状
態

QO
L

身
体

的
健

康
健

康
関

連
Qo

L
日

常
生

活
動

作
AD

L
虚

弱
Gr

on
in

ge
n 

Fr
ai

lty
In

di
ca

to
r（

GF
I）

健
康

関
連

Qo
L

Eu
ro

Qo
l-5

D 
(E

Q-
5D

)

・
残

存
歯

の
あ

る
高

齢
者

は
，

無
歯

顎
の

高
齢

者
よ

り
も

虚
弱

で
な

く
，

Qo
Lや

AD
Lが

良
好

で
あ

り
，

使
用

す
る

薬
剤

も
少

な
か

っ
た

．
・

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

支
持

の
オ

ー
バ

ー
デ

ン
チ

ャ
ー

を
装

着
し

た
高

齢
者

は
、

従
来

の
義

歯
を

装
着

し
た

無
歯

顎
の

高
齢

者
よ

り
も

虚
弱

性
と

Qo
Lに

お
い

て
良

好
で

あ
っ

た
。

52
Hi

ro
ko

 H
as

hi
m

ot
o 

et
al

.
20

17
地

域
、

施
設

施
設

女
性

87
自

立
女

性
52

骨
密

度
高

群 77
.0

(7
0.

0,
88

.0
)

骨
密

度
低

群 85
.5

(7
9.

0,
91

.0
)

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
残

存
歯

数
・

9 
本

以
下

・
10

〜
19

本
・

20
本

以
上

健
康

状
態

栄
養

状
態

身
体

的
健

康
M

NA
-S

F
骨

密
度

超
音

波
骨

密
度

計
（

定
量

超
音

波
）

、
踵

骨
を

通
過

す
る

超
音

波
の

伝
搬

速
度

を
表

す
音

速
（

SO
S）

は
30

パ
ー

セ
ン

タ
イ

ル
で

二
分

・
低

BM
D：

<1
,5

50
m

is
・

高
BM

D：
  1

,5
50

rn
/s

AD
L

M
N

A-
SF

・
骨

密
度

BM
D 

が
低

い
被

験
者

は
、

自
立

度
（

AD
L）

が
低

く
、

栄
養

状
態

（
M

NA
-S

F）
が

悪
く

、
歯

の
本

数
が

少
な

く
、

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
た

。
・

歯
が

10
本

未
満

の
被

験
者

は
、

歯
が

20
本

あ
る

被
験

者
と

比
較

し
て

、
骨

密
度

SO
Sが

低
い

オ
ッ

ズ
比

は
 3

.5
7で

、
95

％
Cl

 1
.3

2-
9.

63
　

で
あ

っ
た

。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

53
佐

藤
美

寿
々

　
ほ

か
20

18
地

域
34

4
79

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
現

在
歯

数
・

２
０

本
以

上
群

・
２

０
本

未
満

群
義

歯
の

使
用

状
況

使
用

の
有

無
義

歯
の

主
観

的
評

価

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
St

ud
y　

of
Os

te
op

or
ot

ic
Fr

ac
tu

re
　

Cr
ite

ria
fo

r　
Fr

ai
lty

を
一

部
改

変
し

た
も

の
を

用
い

て
定

義

・
現

在
歯

数
（

1本
増

加
ご

と
の

オ
ッ

ズ
比

0.
94

，
95

％
CI

　
0.

90
－

0.
99

）
は

フ
レ

イ
ル

と
有

意
に

関
連

し
て

い
た

。
・

現
在

歯
数

20
本

以
上

有
す

る
も

の
は

、
20

本
未

満
も

の
と

比
べ

、
フ

レ
イ

ル
と

な
る

オ
ッ

ズ
比

0.
39

，
95

％
CI

＝
0.

15
－

09
7）

で
あ

っ
た

。
・

現
在

歯
数

20
本

未
満

の
者

に
つ

い
て

、
義

歯
不

使
用

の
者

は
、

義
歯

使
用

者
と

比
べ

、
フ

レ
イ

ル
と

な
る

オ
ッ

ズ
比

17
．

89
，

95
％

CI
＝

5.
00

－
64

.3
2）

で
あ

っ
た

。
・

主
観

的
に

義
歯

不
具

合
の

訴
え

が
あ

る
こ

と
は

、
訴

え
な

し
の

者
と

比
べ

て
、

オ
ッ

ズ
比

は
、

3.
38

，
95

％
CI

　
1.

01
－

11
.2

7）
は

フ
レ

イ
ル

と
有

意
に

関
連

し
て

い
た

。

54
鎌

田
由

香
20

18
地

域
28 男

性
6

女
性

22

65
～

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
現

在
歯

数
・

２
０

本
以

上
群

・
２

０
本

未
満

群

食
事

食
事

調
査

写
真

法
ま

た
は

秤
量

法
に

よ
り

3日
間

の
食

事
調

査
栄

養
素

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
食

品
群

別
摂

取
量

栄
養

素
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
に

は
20

本
未

満
群

と
20

本
以

上
群

で
有

意
な

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

た
ん

ぱ
く

質
、

脂
質

、
カ

ル
シ

ウ
ム

、
リ

ン
、

鉄
、

亜
鉛

、
銅

、
ビ

タ
ミ

ン
B2

 は
20

本
以

上
群

が
20

本
未

満
群

よ
り

有
意

に
多

か
っ

た
．

食
品

群
別

摂
取

量
・

主
食

（
穀

類
）

、
菓

子
類

は
20

本
以

上
群

が
20

本
未

満
群

よ
り

有
意

に
少

な
か

っ
た

．
・

卵
類

、
い

も
類

は
20

本
以

上
群

が
20

本
未

満
群

よ
り

有
意

に
多

か
っ

た
．

55
Se

oy
ou

ng
 L

ee
 e

t a
l.

20
18

地
域

18
52

男
性

92
4

女
性

92
8

平
均

62
.9

ア
メ

リ
カ

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
現

在
歯

数
義

歯
の

使
用

・
20

本
以

上
の

歯
・

20
本

未
満

で
義

歯
を

使
用

・
20

本
未

満
で

義
歯

な
し

身
体

・
運

動
食

事
筋

骨
格

系
の

虚
弱 食

事
調

査

握
力

カ
ッ

ト
オ

フ
ポ

イ
ン

ト
は

、
女

性
で

20
kg

、
男

性
で

30
kg

栄
養

素
摂

取
量

24
時

間
思

い
出

し
面

接
の

デ
ー

タ

・
義

歯
使

用
者

で
歯

が
20

本
未

満
と

20
本

以
上

で
は

、
筋

骨
格

系
の

脆
弱

性
に

統
計

的
に

有
意

な
差

は
な

か
っ

た
。

・
20

本
未

満
の

義
歯

使
用

者
は

虚
弱

の
オ

ッ
ズ

が
高

か
っ

た
（

OR
1.

32
、

95
％

CI
 1

.0
4-

1.
68

）
。

・
栄

養
摂

取
量

と
歯

数
・

義
歯

の
使

用
の

関
係

は
、

歯
数

20
本

未
満

で
義

歯
を

使
用

し
て

い
な

い
人

，
お

よ
び

義
歯

を
使

用
し

て
い

る
人

は
，

20
本

以
上

の
人

に
比

べ
て

栄
養

不
足

の
割

合
が

高
く

，
有

病
率

は
1.

20
（

95
%

 C
I 1

.1
3，

1.
28

）
，

1.
15

（
95

%
 C

I 1
.2

8）
で

あ
っ

た
．

56
M

. N
ak

am
ur

a 
et

 a
l.

20
19

平
成

22
年

度
全

国
高

齢
者

非
感

染
性

疾
患

・
動

向
調

査
統

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

20
49

50
~

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
残

存
歯

数
年

齢
別

の
四

分
位

値
（

Q1
～

Q4
）

に
分

類

栄
養

状
態

食
事

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
値

(A
lb

)
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
値 食

事
摂

取
量

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
お

よ
び

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

値

食
事

摂
取

量
NH

NS
 2

01
0の

近
似

割
合

に
よ

る
1日

世
帯

ベ
ー

ス
の

食
品

計
量

法
％

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

栄
養

素
摂

取
量

、
食

品
群

別
摂

取
量

・
Q1

（
歯

が
少

な
い

）
と

Q4
（

歯
が

多
い

）
で

は
，

穀
物

製
品

の
摂

取
量

が
31

g多
く

，
野

菜
と

肉
の

摂
取

量
は

そ
れ

ぞ
れ

30
gと

8g
少

な
か

っ
た

．
・

炭
水

化
物

摂
取

量
は

歯
の

数
が

少
な

い
人

ほ
ど

多
く

、
タ

ン
パ

ク
質

、
ミ

ネ
ラ

ル
（

カ
リ

ウ
ム

、
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
、

亜
鉛

）
、

ビ
タ

ミ
ン

（
ビ

タ
ミ

ン
A、

E、
B1

 、
B6

 、
-カ

ロ
チ

ン
、

葉
酸

）
、

食
物

繊
維

の
摂

取
量

は
少

な
か

っ
た

。
・

調
整

後
の

平
均

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
値

は
Q1

で
は

低
か

っ
た

。
・

歯
の

本
数

と
食

事
摂

取
量

の
関

連
は

、
SE

Sの
低

い
人

ほ
ど

顕
著

で
あ

っ
た

。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

57
西

條
光

雅
　

ほ
か

20
21

施
設

80
平

均
86

.3
±

7.
8

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
義

歯
装

着
状

況
食

事
介

護
度

食
事

形
態

介
護

度
・

1-
3

・
4-

5
食

事
形

態
・

普
通

食
・

刻
み

食
極

刻
み

食
・

ミ
キ

サ
ー

食
・

静
脈

栄
養

法

・
義

歯
装

着
状

況
は

，
介

護
度

，
食

事
形

態
と

有
意

な
関

連
が

認
め

ら
れ

た
．

義
歯

を
使

用
し

て
い

る
被

験
者

は
，

口
腔

内
の

状
態

や
日

常
生

活
動

作
の

項
目

に
関

し
て

自
立

し
て

い
た

．

58
M

. A
di

at
m

an
 e

t a
l.

20
13

施
設

10
0

平
均

 7
2.

4
±

 8
.2

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
機

能
的

歯
単

位
（

Fu
nc

tio
na

l T
oo

th
Un

its
（

FT
U）

）
・

天
然

歯
対

天
然

歯
（

NN
-F

TU
）

・
天

然
歯

対
義

歯
（

ND
-F

TU
）

・
義

歯
対

義
歯

（
DD

-F
TU

）
・

総
FT

U

栄
養

状
態

BM
I

M
NA

BM
I

低
体

重
（

<1
8.

5）
普

通
（

18
.5

-<
25

）
体

重
超

過
（

25
％

）
M

N
A質

問
票

24
点

以
上

：
栄

養
状

態
が

正
常

、
17

点
か

ら
24

点
：

栄
養

失
調

の
危

険
、

17
点

未
満

：
栄

養
失

調

・
BM

Iが
正

常
な

被
験

者
で

は
、

FT
Uの

総
数

が
3.

6±
4.

6と
、

低
体

重
の

被
験

者
（

0.
1±

0.
3）

に
比

べ
有

意
に

多
か

っ
た

。
・

M
NA

が
正

常
な

被
験

者
で

は
、

NN
-F

TU
の

数
が

（
2.

6±
3.

7）
、

リ
ス

ク
ま

た
は

低
栄

養
状

態
の

被
験

者
（

1.
2±

2.
4）

と
比

較
し

て
有

意
に

多
か

っ
た

。

59
M

ot
os

hi
 K

im
ur

a 
et

 a
l.

20
13

地
域

28
6

男
性

14
5

女
性

14
1

65
〜

79
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
咬

合
支

持
義

歯
を

含
む

修
正

Ei
ch

ne
r指

数
(E

I)、
既

存
歯

だ
け

で
な

く
、

人
工

歯
列

も
評

価 ・
損

失
な

し
・

部
分

損
失

・
損

失

健
康

状
態

身
体

・
運

動
心

理
状

態
身

体
状

態
歩

行
と

バ
ラ

ン
ス

の
指

標

心
理

状
態

生
活

の
満

足
度

自
己

評
価

の
健

康
転

倒
に

つ
い

て
の

不
安

身
体

状
態

高
次

機
能

障
害

（
HL

FC
）

15
分

以
上

の
連

続
歩

行
外

出
の

頻
度

・
男

性
で

は
、

咬
合

支
持

は
、

生
活

の
満

足
度

、
TU

G検
査

、
片

脚
立

ち
バ

ラ
ン

ス
、

全
HL

FC
、

HL
FC

-IA
DL

と
有

意
な

関
連

が
見

ら
れ

た
。

・
女

性
で

は
咬

合
支

持
は

、
TU

G検
査

、
片

脚
立

ち
バ

ラ
ン

ス
、

HL
FC

-知
的

活
動

と
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
。

60
Ta

ke
sh

i K
ik

ut
an

i e
t a

l.
20

13
地

域
71

6
男

性
 2

40
女

性
 4

76

平
均

 8
3.

2
±

8.
6

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
残

存
歯

咬
合

と
義

歯
咬

合
・

十
分

な
機

能
を

有
す

る
天

然
歯

列
・

一
部

ま
た

は
全

部
が

無
歯

で
あ

る
が

，
い

ず
れ

か
ま

た
は

両
顎

の
義

歯
に

よ
り

機
能

的
咬

合
を

維
持

し
て

い
る

・
機

能
的

に
不

十
分

な
咬

合
で

義
歯

が
な

い

栄
養

状
態

M
NA

M
N

A
・

栄
養

状
態

の
良

い
群

・
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
の

あ
る

群
・

栄
養

不
良

の
群

の
 3

 群

・
「

十
分

な
機

能
を

有
す

る
天

然
歯

列
を

も
つ

者
」

は
、

「
一

部
ま

た
は

全
部

が
無

歯
で

あ
る

が
，

い
ず

れ
か

ま
た

は
両

顎
の

義
歯

に
よ

り
機

能
的

咬
合

を
維

持
し

て
い

る
者

」
よ

り
、

栄
養

状
態

が
よ

い
オ

ッ
ズ

比
が

、
1.

70
4（

95
%

 C
I 1

.0
13

,2
.8

64
）

で
あ

っ
た

。
・

「
十

分
な

機
能

を
有

す
る

天
然

歯
列

を
も

つ
者

」
は

、
「

・
機

能
的

に
不

十
分

な
咬

合
で

義
歯

が
な

い
者

」
よ

り
、

栄
養

状
態

が
よ

い
オ

ッ
ズ

比
が

、
3.

18
9（

95
%

 C
I 1

.4
37

,7
.0

80
）

で
あ

っ
た

。

61
Ke

nj
i T

ak
eu

ch
i e

t a
l.

20
17

施
設

23
4

60
～

日
本

1横
断

咀
嚼

能
力

咬
合

状
況

機
能

的
歯

単
位

の
総

数
（

FT
U)

完
全

歯
列

の
人

は
12

点
満

点
健

康
状

態
身

体
的

健
康

身
の

回
り

の
世

話
の

自
立

度 Ba
rth

el
 In

de
x 

60
 点

・
総

FT
U（

機
能

的
歯

単
位

）
は

、
重

要
な

パ
ー

ソ
ナ

ル
ケ

ア
の

自
立

の
オ

ッ
ズ

と
有

意
に

関
連

し
て

い
た

（
OR

 1
.1

4;
 9

5%
CI

(1
.0

1-
1.

29
)。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

62
M

. I
w

as
ak

i e
t a

l.
20

17
地

域
27

2
75

～
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
天

然
歯

と
天

然
歯

の
咬

合
対

の
数

・
咬

合
歯

≧
10

ペ
ア

・
咬

合
歯

1-
9ペ

ア
・

咬
合

歯
0ペ

ア
義

歯
の

装
着

率
・

高
い

・
低

い

健
康

状
態

身
体

的
健

康
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
の

定
義

に
は

、
As

ia
n 

W
or

ki
ng

Gr
ou

p 
fo

r S
ar

co
pe

ni
a

が
提

唱
す

る
基

準
に

よ
り

、
あ

り
、

な
し

・
咬

合
歯

が
10

本
以

上
あ

る
人

と
、

咬
合

歯
が

な
い

人
で

は
、

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

に
な

る
リ

ス
ク

が
有

意
に

高
か

っ
た

（
調

整
オ

ッ
ズ

比
、

3-
37

；
95

％
、

Cl
：

1-
07

-1
0-

61
）

。
・

入
れ

歯
の

装
着

率
が

高
い

人
は

、
入

れ
歯

の
装

着
率

が
低

い
人

と
比

較
し

て
、

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

に
な

る
リ

ス
ク

が
有

意
に

高
か

っ
た

（
調

整
オ

ッ
ズ

比
、

5-
07

、
95

％
Cl

：
1-

59
-1

6-
19

）
。

63
山

崎
明

香
　

ほ
か

20
18

病
院

15
5

男
性

98
女

性
57

64
.9

±
10

.6
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
現

在
歯

数
〔

咬
合

支
持

状
態

〕
Ei

ch
ne

r分
類

・
A群

・
B／

C群
咬

合
支

持
能

力
指

数
：

no
rm

al
pe

rio
do

nt
al

lig
am

en
t　

In
de

x：
NP

LI
）

栄
養

状
態

標
準

化
蛋

白
異

化
率

％
ク

レ
ァ

チ
ニ

ン
産

生
速

度
GN

RI
BM

I
Al

b

標
準

化
蛋

白
異

化
率

（
nP

CR
）

：
透

析
患

者
に

お
い

て
タ

ン
パ

ク
摂

取
量

の
目

安
と

し
て

用
い

ら
れ

る
指

標
％

ク
レ

ァ
チ

ニ
ン

産
生

速
度

（
％

CG
R）

GN
RI

（
Ge

ria
tri

c
Nu

tri
tio

na
l　

Ri
sk

In
de

x）
BM

I
Al

b

・
現

在
歯

数
お

よ
び

健
全

歯
根

膜
表

面
積

よ
り

算
出

さ
れ

る
咬

合
支

持
能

力
指

数
（

NP
LI

）
と

標
準

化
蛋

白
異

化
率

（
nP

CR
）

の
間

に
有

意
な

正
の

相
関

を
認

め
た

。
・

nP
CR

は
、

Ei
ch

ne
r分

類
の

2群
間

で
有

意
な

差
を

認
め

た
。

・
nP

CR
が

0.
8未

満
で

あ
る

こ
と

に
現

在
歯

数
や

Ei
ch

ne
r分

類
B

／
C群

が
関

連
す

る
こ

と
が

示
さ

れ
た

（
そ

れ
ぞ

れ
オ

ッ
ズ

比
（

95
％

Cl
）

，
09

45
（

0.
90

7－
0.

98
5）

，
2.

46
4（

1.
07

9－
5.

62
6）

。

64
M

. G
. C

ar
do

so
 e

t a
l.

20
19

施
設

54
2

男
性

13
0

女
性

41
2

65
~

ス
ペ

イ
ン

ポ
ル

ト
ガ

ル

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
拮

抗
歯

の
ペ

ア
数

（
Fu

nc
tio

na
l M

as
-

tic
at

or
y 

un
its

 [F
M

Us
]）

FM
Uの

位
置

　
咬

合
パ

タ
ー

ン

健
康

状
態

脳
活

動
認

知
機

能
障

害
M

in
i-C

og
ni

tiv
e

Ex
am

in
at

io
n（

M
CE

）
M

in
i-M

en
ta

l S
ta

te
Ex

am
in

at
io

nか
ら

派
生

し
た

テ
ス

ト
カ

ッ
ト

オ
フ

を
22

/2
3

・
拮

抗
歯

の
ペ

ア
数

（
FM

U）
の

数
が

多
い

ほ
ど

、
接

触
の

性
質

や
場

所
に

関
係

な
く

、
認

知
障

害
の

確
率

が
低

い
こ

と
が

示
さ

れ
た

。
・

M
CE

ス
コ

ア
（

23
点

未
満

）
の

患
者

は
認

知
機

能
障

害
と

診
断

さ
れ

、
平

均
FM

U数
は

3.
7±

5.
3で

あ
っ

た
。

M
CE

ス
コ

ア
が

23
点

を
超

え
た

23
1人

の
FM

Uの
平

均
値

は
9.

4 
±

 5
.5

.で
あ

っ
た

。

65
田

村
好

拡
　

ほ
か

20
20

地
域

19
6

65
-

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
機

能
歯

数
・

0-
9歯

・
10

-1
9歯

・
20

歯
以

上
咬

合
支

持
ア

イ
ヒ

ナ
ー

分
類

身
体

・
運

動
運

動
機

能
運

動
機

能
開

眼
片

足
立

ち
時

間
、

Ti
m

ed
 u

p-
an

d-
go

(T
UG

)テ
ス

ト

・
男

女
と

も
機

能
歯

数
・

咬
合

支
持

が
多

い
群

は
TU

Gテ
ス

ト
・

開
眼

片
足

立
ち

時
間

も
有

意
に

優
れ

て
い

た
。

・
多

変
量

解
析

に
お

い
て

も
男

性
は

機
能

歯
数

が
多

い
ほ

ど
TU

G
テ

ス
ト

ス
コ

ア
が

有
意

に
優

れ
て

い
た

。

66
佐

藤
夏

奈
　

ほ
か

20
20

施
設

60
2

平
均

86
.7

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
咬

合
支

持
(天

然
歯

ま
た

は
義

歯
を

含
め

た
補

綴
物

に
よ

る
両

側
咬

合
支

持
ア

イ
ヒ

ナ
ー

指
数

A群
、

B群
、

C群

健
康

状
態

身
体

的
健

康
日

常
生

活
自

立
度

：
寝

た
き

り
度

・
ほ

ぼ
自

立
・

要
介

護
日

常
生

活
自

立
度

：
認

知
症

度
・

ほ
ぼ

自
立

・
要

介
護

・
寝

た
き

り
度

は
、

咬
合

支
持

(天
然

歯
ま

た
は

義
歯

を
含

め
た

補
綴

物
に

よ
る

両
側

咬
合

支
持

)(
オ

ッ
ズ

比
(O

R)
=1

.8
8;

1.
21

-
2.

90
)、

嚥
下

(O
R=

3.
47

;2
.0

6-
5.

85
)と

有
意

に
関

連
し

て
い

た
。

・
認

知
症

度
は

、
咬

合
支

持
(O

R=
3.

21
;2

.1
7-

4.
77

)と
有

意
に

関
連

し
て

い
た

。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

67
鳥

巣
哲

朗
20

17
施

設
37

8
A群

71
.3

±
7.

2
B群

72
.7

±
5.

6
C群

75
.4

±
6.

9

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
咬

合
支

持
数

Ei
ch

ne
rの

分
類

A群
咬

合
支

持
域

が
4か

所
す

べ
て

存
在

す
る

も
の

B群
咬

合
支

持
域

が
部

分
的

に
失

わ
れ

て
い

る
も

の
C群

支
持

域
が

ま
っ

た
く

な
い

も
の

健
康

状
態

栄
養

状
態

包
括

的
QO

L尺
度 M

NA
BM

I

包
括

的
QO

L尺
度

　
SF

-3
6 

PC
S（

身
体

的
側

面
）

　
SF

-3
6 

M
CS

（
精

神
的

側
面

）
精

神
機

能
（

PO
M

S
TM

D
）

M
N

A
BM

I

・
咬

合
支

持
数

3群
と

包
括

的
QO

L尺
度

、
精

神
機

能
（

PO
M

S
TM

D）
、

M
NA

、
BM

Iと
は

有
意

な
関

連
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

（
考

察
）

歯
の

喪
失

や
咬

合
支

持
の

減
少

に
よ

り
絶

対
的

な
咀

嚼
能

力
は

低
下

す
る

が
、

義
歯

を
使

用
し

食
形

態
等

を
適

応
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
全

身
的

な
健

康
状

態
の

一
部

の
指

標
に

関
し

て
、

維
持

・
改

善
に

対
応

で
き

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

68
三

谷
章

雄
　

ほ
か

20
12

地
域

61
.7

±
 1

3.
6

54
9

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

歯
肉

現
在

歯
数

地
域

歯
周

病
指

数
（

CP
I）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
心

臓
血

管
疾

患
罹

患
状

況
・

女
性

で
は

冠
動

脈
疾

患
（

CH
D）

群
の

現
在

歯
数

が
有

意
に

少
な

か
っ

た
.

・
男

性
で

は
,冠

動
脈

疾
患

（
CH

D）
既

往
の

あ
る

オ
ッ

ズ
比

は
,地

域
歯

周
病

指
数

（
CP

I）
コ

ー
ド

最
大

値
2以

下
の

者
に

比
べ

,C
PI

コ
ー

ド
最

大
値

3以
上

の
者

が
3.

1倍
(9

5%
Cl

　
1.

2〜
7 .

7)
高

か
っ

た

69
A.

 R
. H

oe
ks

em
a 

et
 a

l.
20

18
地

域
10

3
65

~
オ

ラ
ン

ダ
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

歯
肉

う
蝕

口
腔

衛
生

残
存

歯
数

・
あ

り
・

な
し

健
康

状
態

脳
活

動
一

般
的

な
健

康
関

連
の

QO
L

認
知

機
能

：
M

in
im

al
M

en
ta

l S
ta

te
Ex

am
in

at
io

n
25

点
以

下
は

中
等

度
か

ら
重

度
の

認
知

機
能

障
害

一
般

的
な

健
康

関
連

の
QO

L：
RA

N
D

-3
6

Gr
on

in
ge

n 
Fr

ai
lty

In
di

ca
to

r（
GF

I）

・
無

歯
顎

の
高

齢
者

と
比

較
し

て
、

残
存

歯
の

あ
る

高
齢

者
は

、
虚

弱
（

GF
I）

、
RA

ND
-3

6の
う

ち
の

身
体

機
能

と
一

般
的

健
康

に
つ

い
て

有
意

に
良

好
な

ス
コ

ア
を

示
し

た
。

・
無

歯
顎

の
高

齢
者

と
残

存
歯

の
あ

る
高

齢
者

に
お

い
て

、
M

M
SE

（
認

知
）

に
つ

い
て

は
、

有
意

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

70
M

izu
ki

 S
ai

to
 e

t a
l.

20
19

地
域

23
79

男
性

96
0

女
性

14
19

75
、

80
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

歯
肉

残
存

歯
数

・
20

-2
8歯

・
10

-1
9歯

・
0-

9歯
地

域
歯

周
病

指
数

CP
I

・
コ

ー
ド

0-
2、

3、
4、

X

健
康

状
態

身
体

的
健

康
M

et
S 

お
よ

び
 M

et
S 

の
各

要
素

・
中

心
性

肥
満

・
高

ト
リ

グ
リ

セ
リ

ド
血

症 ・
低

 H
DL

・
 コ

 レ
ス

テ
ロ

ー
ル

値
・

高
血

圧
・

高
血

糖

・
残

存
歯

数
0〜

9の
場

合
に

残
存

歯
数

20
〜

28
に

比
べ

て
M

et
Sリ

ス
ク

は
オ

ッ
ズ

比
1.

54
 (1

.1
0-

2.
17

)で
あ

っ
た

。
・

地
域

歯
周

病
指

数
の

状
況

と
M

et
Sリ

ス
ク

は
有

意
な

関
連

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

0-
9本

で
早

食
い

2.
48

 (1
.0

6-
5.

78
)、

10
-1

9本
で

早
食

い
2.

83
(1

.4
6-

5.
50

)、
0-

9本
で

普
通

の
速

さ
で

食
べ

る
1.

85
 (1

.0
1-

3.
38

)
と

い
う

カ
テ

ゴ
リ

ー
は

、
20

-2
8本

で
ゆ

っ
く

り
食

べ
る

と
い

う
カ

テ
ゴ

リ
ー

と
比

較
し

て
、

M
et

Sの
OR

が
有

意
に

高
か

っ
た

。

71
佐

藤
公

子
　

ほ
か

20
19

地
域

75
歯

数
20

本
以

上
77

.1
土

4.
6

歯
数

20
本

未
満

72
.5

土
8.

6

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

咬
合

力
現

在
歯

数
・

20
本

未
満

・
20

本
以

上
〔

義
歯

も
含

め
た

咬
合

状
態

評
価

〕
最

大
圧

咬
合

力
複

合
音

節
パ

タ
カ

栄
養

状
態

BM
I

ミ
ニ

栄
養

評
価

（
M

NA
）

BM
I

M
N

A
・

24
点

以
上

：
栄

養
障

害
な

し
・

17
一

23
点

：
低

栄
養

の
お

そ
れ

あ
り

・
現

在
歯

数
20

本
以

上
と

20
本

未
満

で
差

が
あ

っ
た

項
目

は
，

咀
噌

能
力

検
査

，
咬

合
状

態
評

価
（

最
大

圧
，

咬
合

力
）

，
複

合
音

節
バ

タ
カ

，
主

観
的

口
腔

の
健

康
状

態
評

価
値

の
5項

目
で

現
在

歯
数

20
本

以
上

群
の

方
が

良
好

な
結

果
を

示
し

た
．

・
栄

養
状

態
の

指
標

で
は

M
NA

（
簡

易
栄

養
状

態
総

合
評

価
値

）
で

現
在

歯
数

20
本

以
上

群
の

方
が

有
意

に
高

値
を

示
し

た
．

・
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

結
果

で
は

，
栄

養
状

態
と

有
意

に
関

連
し

て
い

た
特

性
は

歯
数

1.
69

1（
1.

00
0－

1.
12

5）
，

最
大

圧
1.

02
4（

1.
00

2－
1.

04
5）

で
あ

っ
た

．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

72
No

rio
 A

oy
am

a 
et

 a
l.

20
18

病
院

61
1

平
均

68
.7

±
5.

2
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

3 
種

類
の

歯
周

病
菌

・
Po

rp
hy

-r
om

on
as

 g
in

gi
va

lis
・

Ag
gr

eg
at

ib
ac

te
r

ac
tin

om
yc

et
em

i-t
an

s
・

Pr
ev

ot
el

la
 in

te
rm

ed
ia

健
康

状
態

身
体

的
健

康
高

血
圧

・
高

血
圧

症
群

・
非

高
血

圧
症

群

・
高

血
圧

症
群

に
お

け
る

男
性

患
者

で
は

非
高

血
圧

症
群

の
男

性
患

者
に

比
べ

て
Ag

gr
eg

at
ib

ac
te

r a
ct

in
om

yc
et

em
co

m
ita

ns
と

Pr
ev

ot
el

la
 in

te
rm

ed
ia

の
陽

性
率

が
高

か
っ

た
。

・
女

性
患

者
で

は
高

血
圧

症
の

有
無

に
よ

る
有

意
差

は
な

か
っ

た
。

・
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
の

深
さ

は
高

血
圧

症
群

の
男

性
患

者
の

方
が

非
高

血
圧

症
群

の
男

性
患

者
よ

り
深

か
っ

た
。

73
寺

田
裕

　
ほ

か
20

18
病

院
52

平
均

67
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

歯
周

病
等

口
腔

内
環

境
残

存
歯

数
PP

D
BO

P
PE

SA
PI

SA
Ei

ch
ne

rの
分

類

健
康

状
態

身
体

的
健

康
動

脈
硬

化
進

展
指

標
で

あ
る

頸
動

脈
の

最
大

内
中

膜
厚

（
m

ax
－

IM
T）

・
異

常
肥

厚
値

の
1.

1m
m

以
上

・
正

常
値

で
あ

る
1.

1m
m

未
満

・
頸

動
脈

の
最

大
内

中
膜

厚
（

m
ax

－
IM

T）
と

有
意

な
関

連
が

あ
っ

た
の

は
、

PP
D≧

6　
m

m
で

あ
っ

た
。

・
重

回
帰

分
析

の
結

果
m

ax
－

IM
T値

の
肥

厚
に

対
し

て
残

存
歯

数
の

偏
回

帰
係

数
（

β
）

－
0.

01
4，

95
％

Cl
－

0.
02

4～
－

0.
00

3）
で

あ
り

、
有

意
に

関
連

し
て

い
た

．
・

PP
D6

m
m

以
上

の
群

は
，

m
ax

－
IM

T≧
1.

lm
m

群
と

な
る

オ
ッ

ズ
比

（
OR

）
＝

8.
27

5，
95

％
CI

＝
1.

46
2～

46
.8

44
で

あ
り

、
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
。

74
杉

江
美

穂
　

ほ
か

20
19

病
院

72 男
性

39
女

性
33

平
均

65
.9

±
1.

4
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
肉

口
の

主
観

的
健

康
状

態
（

質
問

紙
）

お
口

（
歯

や
歯

ぐ
き

，
入

れ
歯

）
の

健
康

状
態

は
い

か
が

で
す

か
」

1．
と

て
も

よ
い

2．
ま

あ
よ

い
，

3．
あ

ま
り

よ
く

な
い

4．
よ

く
な

い
現

在
歯

数

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
・

非
フ

レ
イ

ル
群

・
プ

レ
フ

レ
イ

ル
群

・
フ

レ
イ

ル
群

・
現

在
歯

数
が

1歯
増

加
す

る
こ

と
に

よ
り

プ
レ

フ
レ

イ
ル

と
な

る
オ

ッ
ズ

比
は

、
1.

13
0（

Cl
1.

01
0～

1.
26

5）
で

あ
っ

た
。

・
「

口
腔

の
健

康
」

が
「

よ
く

な
い

」
と

感
じ

た
場

合
、

プ
レ

フ
レ

イ
ル

と
な

る
オ

ッ
ズ

比
は

、
9.

58
で

あ
っ

た
が

有
意

で
は

な
か

っ
た

。

75
D.

 Z
ie

bo
lz 

et
 a

l.
20

17
施

設
87

平
均

年
齢

84
.1

ド
イ

ツ
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

う
蝕

歯
肉

〔
歯

の
状

態
〕

残
存

歯
数

D
M

F-
T

む
し

歯
、

欠
損

歯
、

充
填

歯
の

数
を

数
値

化
し

た
も

の
で

、
親

知
ら

ず
を

除
い

て
 0

 か
ら

 2
8 

ま
で

の
値

〔
歯

周
病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
〕

 P
SR

® 
/P

SI
 0

: ポ
ケ

ッ
ト

深
さ

 <
 3

.5
m

m
 P

SR
® 

/P
SI

 1
: ポ

ケ
ッ

ト
深

さ
 <

 3
.5

m
m

,
 P

SR
® 

/P
SI

 2
: ポ

ケ
ッ

ト
深

さ
 <

 3
.5

m
m

 P
SR

® 
/P

SI
 3

：
ポ

ケ
ッ

ト
の

深
さ

が
3.

5～
5.

5m
m

PS
R®

 /
PS

I 4
：

ポ
ケ

ッ
ト

の
深

さ
が

5.
5m

m
を

超
え

る

栄
養

状
態

ミ
ニ

栄
養

評
価

（
M

NA
）

ミ
ニ

栄
養

評
価

（
M

N
A）

・
24

点
以

上
は

十
分

な
栄

養
状

態
・

17
～

23
.5

点
は

栄
養

不
良

の
危

険
性

・
17

点
未

満
は

栄
養

不
良

・
認

知
症

（
OR

 2
.5

 C
I9

5 
1.

1-
 5

.6
）

と
無

歯
顎

（
OR

 2
.0

 C
I9

5
0.

8-
5.

8）
 は

栄
養

不
良

の
リ

ス
ク

と
関

連
し

て
い

た
。

・
年

齢
と

性
別

を
調

整
し

た
多

変
量

解
析

で
も

、
認

知
症

（
OR

3.
1 

CI
95

 1
.2

-8
.2

）
、

無
歯

顎
（

OR
 2

.8
 C

I9
5 

1.
1-

7.
3）

は
栄

養
失

調
の

リ
ス

ク
と

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
た

。
・

DM
F-

Tや
 P

SR
® 

/P
SI

 は
、

栄
養

失
調

の
リ

ス
ク

と
は

有
意

な
関

連
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

76
H.

 S
at

o 
et

 a
l.

20
21

施
設

41
平

均
年

齢
84

.6
±

8.
3

歳 （
男

性
8

名
、

女
性

33
名

）

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

口
腔

衛
生

口
腔

内
の

細
菌

・
真

菌
有

病
率

栄
養

状
態

BM
I

BM
I

20
未

満
（

栄
養

不
足

）
20

以
上

（
栄

養
不

足
で

な
い

）

・
BM

Iと
連

鎖
球

菌
量

に
は

有
意

な
相

関
が

あ
っ

た
（

r=
0.

42
0，

p=
0.

00
6）

．
・

低
栄

養
群

（
BM

I＜
20

）
で

は
，

口
腔

内
溶

血
性

連
鎖

球
菌

の
平

均
数

が
有

意
に

少
な

か
っ

た
．

・
低

栄
養

の
参

加
者

は
、

有
意

に
高

い
レ

ベ
ル

の
溶

連
菌

を
保

有
し

て
い

た
［

オ
ッ

ズ
比

6.
32

，
95

％
CI

　
1.

71
-2

3.
3］

。

77
M

. S
. K

im
 e

t a
l.

20
20

コ
ホ

ー
ト

研
究

70
29

男
性

29
87

女
性

40
42

45
~

韓
国

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

咀
嚼

能
力

歯
列

主
観

的
評

価
口

腔
衛

生

義
歯

装
着

・
義

歯
装

着
群

・
非

装
着

噛
め

る
か

（
質

問
紙

調
査

）
リ

ン
ゴ

や
肉

な
ど

の
硬

い
食

べ
物

を
噛

む
こ

と
が

で
き

る
か

・
非

常
に

悪
い

・
悪

い
・

中
程

度
・

良
い

・
非

常
に

良
い

健
康

状
態

脳
活

動
認

知
機

能
障

害
評

価
M

in
i M

en
ta

l S
ta

te
Ex

am
in

at
io

n,
(M

M
SE

)
カ

ッ
ト

オ
フ

値
は

、
23

/2
4

・
咀

嚼
機

能
の

低
下

は
、

交
絡

変
数

を
制

御
し

た
後

、
軽

度
認

知
障

害
と

関
連

す
る

（
オ

ッ
ズ

比
[O

R]
=3

.2
4、

95
%

CI
2.

67
-

3.
93

）
．

・
入

れ
歯

を
装

着
し

て
い

な
い

参
加

者
で

は
、

咀
嚼

機
能

の
低

下
は

軽
度

認
知

障
害

と
強

い
相

関
が

あ
っ

た
（

OR
 =

 3
.9

7,
 9

5%
 C

I =
3.

11
-5

.0
8）

．

78
S.

 L
is

tl
20

14
コ

ホ
ー

ト
研

究
28

,6
93

50
~

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
14

カ
国

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

咀
嚼

能
力

咬
合

力

歯
列

主
観

的
評

価
口

腔
衛

生

〔
SH

AR
Eの

口
腔

衛
生

指
標

〕
義

歯
装

着
度

・
装

着
の

有
無

噛
め

る
か

（
質

問
紙

調
査

）
・

硬
い

も
の

を
噛

め
る

か

健
康

状
態

脳
活

動
単

語
想

起
能

力
言

語
流

暢
性

計
算

能
力

・
咀

嚼
能

力
の

あ
る

人
、

入
れ

歯
の

な
い

人
は

、
咀

嚼
障

害
の

な
人

あ
る

、
入

れ
歯

の
あ

る
人

に
比

べ
て

、
単

語
想

起
能

力
、

言
語

流
暢

性
、

計
算

能
力

が
有

意
に

優
れ

て
い

た
。

79
P.

 M
ar

ito
 e

t a
l.

20
22

地
域

89
4

男
性

28
2

女
性

61
2

74
.3

±
5.

8
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴
咀

嚼
能

力
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

歯
列

咬
合

力
咀

嚼
能

力

〔
口

腔
内

の
状

態
〕

残
存

歯
数

最
大

咬
合

力
後

咬
合

接
触

・
後

方
咬

合
あ

り
：

w
/P

O群
・

後
方

咬
合

な
し

：
w

/o
 P

O群
・

無
歯

部
群

咀
嚼

能
力

口
腔

水
分

量
口

腔
細

菌
数

・
レ

ベ
ル

1か
ら

7

健
康

状
態

食
事

身
体

的
健

康
食

物
摂

取
量

血
圧

・
正

常
血

圧
・

高
血

圧
・

高
血

圧
歴

あ
り

SB
Pと

D
BP

の
差

脈
圧

（
PP

）
食

事
摂

取
量

BD
HQ

・
高

血
圧

と
有

意
に

関
連

す
る

因
子

は
，

肥
満

度
，

後
方

咬
合

支
持

の
状

態
，

食
塩

摂
取

量
お

よ
び

野
菜

摂
取

量
に

関
連

す
る

ナ
ト

リ
ウ

ム
・

カ
リ

ウ
ム

比
で

あ
っ

た
。

・
後

方
咬

合
の

な
い

参
加

者
は

後
方

咬
合

の
あ

る
参

加
者

に
比

べ
、

高
血

圧
の

リ
ス

ク
が

有
意

に
高

か
っ

た
（

オ
ッ

ズ
比

1.
73

、
95

％
Cl

1.
11

-2
.6

9）

80
Y.

 W
at

an
ab

e 
et

 a
l.

20
17

地
域

4,
72

0
65

~
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

歯
列

咬
合

力
残

存
歯

数
咬

合
力

咬
筋

の
厚

さ
OD

K率

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
可

動
性

、
筋

力
、

持
久

力
、

身
体

活
動

、
栄

養
の

5領
域

う
ち

3領
域

以
上

の
制

限
の

有
無

・
健

常
群

・
プ

レ
フ

レ
イ

ル
群

・
フ

レ
イ

ル
群

・
 7

0 
歳

以
上

の
女

性
の

フ
レ

イ
ル

群
で

は
，

残
存

歯
数

が
有

意
に

少
な

く
，

咬
合

力
も

低
か

っ
た

．
・

フ
レ

イ
ル

群
は

健
常

群
よ

り
、

咬
筋

の
厚

さ
、

OD
K率

が
、

有
意

に
低

か
っ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

81
M

. F
ur

ut
a 

et
 a

l.
20

13
地

域
28

6
84

.5
±

7.
9

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

歯
列

嚥
下

機
能

〔
口

腔
内

の
健

康
状

態
〕

歯
の

本
数

義
歯

の
装

着
状

況
頸

部
聴

診
法

を
用

い
た

嚥
下

機
能

健
康

状
態

栄
養

状
態

身
体

的
健

康
：

AD
L

脳
活

動

AD
L

Ba
rth

el
 In

de
x

認
知

能
力

Cl
in

ic
al

 D
em

en
tia

Ra
tin

g 
Sc

al
e

栄
養

状
態

M
NA

-S
F

・
パ

ス
解

析
の

結
果

、
口

腔
内

の
健

康
状

態
の

悪
化

と
認

知
障

害
は

義
歯

装
着

に
直

接
影

響
し

，
認

知
障

害
に

加
え

，
嚥

下
障

害
は

栄
養

不
良

と
正

の
相

関
が

あ
っ

た
．

栄
養

不
良

だ
け

で
な

く
，

嚥
下

障
害

や
認

知
障

害
も

AD
Lを

直
接

的
に

制
限

し
て

い
た

．

82
久

保
田

チ
エ

コ
20

14
病

院
97

65
－

84
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴
咀

嚼
能

力
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

歯
列

主
観

的
評

価
（

噛
め

る
か

）
口

腔
不

潔
・

乾
燥

味
覚

異
常

現
在

歯
数

主
観

的
咀

噌
能

力
・

何
で

も
噛

め
る

、
少

し
硬

い
も

の
な

ら
噛

め
る

、
軟

ら
か

い
も

の
し

か
噛

め
な

い
口

腔
乾

燥
口

の
中

が
乾

く
と

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

か 味
覚

異
常

味
の

感
じ

方
に

気
に

な
る

変
化

や
異

常
を

感
じ

る
こ

と
は

あ
る

か
義

歯
の

装
着

状
態

・
良

好
、

不
良

、
不

使
用

栄
養

状
態

M
NA

－
SF

BM
I

M
N

A－
SF

栄
養

状
態

良
好

≧
12

危
険

性
有

≦
11

BM
I

・
M

NA
－

SF
と

有
意

な
関

連
の

あ
る

口
腔

状
況

は
味

覚
異

常
で

あ
っ

た
。

・
BM

Iに
よ

る
評

価
に

お
い

て
痩

せ
群

は
，

標
準

体
重

群
や

肥
満

群
と

比
べ

，
現

在
歯

数
が

有
意

に
少

な
か

っ
た

．

83
中

島
千

穂
　

ほ
か

20
20

施
設

61
87

.4
±

6.
6

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
唇

・
舌

の
機

能
滑

舌
口

腔
機

能
現

在
歯

数
義

歯
の

使
用

の
有

無
舌

圧
OD

K
パ

、
タ

、
カ

そ
れ

ぞ
れ

・
4.

0回
／

秒
未

満
・

4.
0回

／
秒

以
上

健
康

状
態

身
体

的
健

康
要

介
護

度
，

基
礎

疾
患

，
AD

L
・

ラ
ン

ク
Jを

「
生

活
自

立
群

」
・

ラ
ン

ク
Aを

「
準

寝
た

き
り

群
」

・
ラ

ン
ク

Bお
よ

び
Cを

「
寝

た
き

り
群

」
食

事
形

態
・

常
食

・
常

食
以

外

・
OD

K「
／

pa
／

」
「

／
ka

／
」

と
AD

Lの
重

症
度

の
問

に
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
．

・
OD

Kす
べ

て
の

音
節

と
食

形
態

と
の

間
に

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
た

．

84
西

本
美

紗
　

ほ
か

20
20

地
域

94
0

76
.3

±
5.

1
日

本
1横

断
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

歯
列

口
腔

機
能

低
下

全
般

残
存

歯
数

20
 本

以
上

/未
満

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

該
当

者
/非

該
当

者

食
事

食
事

の
満

足
感

（
質

問
紙

）
食

事
の

お
い

し
さ

食
事

の
楽

し
さ

食
事

量

・
残

存
歯

数
20

 本
以

上
/未

満
の

間
で

食
事

の
満

足
感

に
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
．

・
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
該

当
者

は
，

非
該

当
者

に
比

べ
て

食
事

を
「

と
て

も
お

い
し

い
，

お
い

し
い

」
と

回
答

し
た

者
（

OR
 0

.4
9，

95
％

CI
0.

29
～

0.
83

）
，

食
事

量
を

「
多

い
，

や
や

多
い

」
「

ふ
つ

う
」

と
回

答
し

た
者

（
OR

 0
.3

6，
95

％
CI

 0
.1

5～
0.

84
；

OR
0.

44
，

95
％

CI
0.

22
～

0.
85

）
が

有
意

に
少

な
か

っ
た

．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

85
乾

　
明

成
　

ほ
か

20
15

地
域

11
05

男
性

41
9

女
性

68
6

60
～

日
本

1横
断

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

歯
列

口
唇

・
舌

の
機

能
口

腔
不

潔
・

乾
燥

現
在

歯
数

食
事

食
物

摂
取

量
栄

養
素

摂
取

量
・

残
存

歯
数

と
栄

養
摂

取
量

の
間

に
お

い
て

、
60

歳
以

上
の

男
性

で
、

脂
質

、
動

物
性

脂
質

で
有

意
差

を
認

め
、

植
物

性
脂

質
、

蛋
白

質
、

動
物

性
蛋

白
質

、
魚

介
類

で
傾

向
が

あ
っ

た
。

40
〜

59
歳

の
女

性
で

動
物

性
脂

質
、

蛋
白

質
、

動
物

性
蛋

白
質

、
魚

介
類

で
有

意
差

を
認

め
、

脂
質

で
傾

向
が

あ
っ

た
。

・
肉

類
・

魚
介

類
を

従
属

変
数

、
咬

合
支

持
域

を
説

明
変

数
と

し
、

魚
介

類
は

60
歳

以
上

の
男

性
で

傾
向

が
あ

り
、

40
〜

59
歳

の
女

性
で

有
意

差
を

認
め

た
。

86
M

. M
ur

ak
am

i e
t a

l.
20

15
地

域
76

1
男

性
31

4
女

性
44

7

平
均

年
齢

73
.0

±
5.

1
日

本
1横

断
咀

嚼
能

力
客

観
的

評
価

（
咀

嚼
判

定
用

ガ
ム

・
ゼ

リ
ー

、
歯

列
）

〔
咀

嚼
能

力
〕

変
色

性
チ

ュ
ー

イ
ン

ガ
ム

テ
ス

タ
ー

は
ガ

ム
を

色
見

本
で

5段
階

に
分

析
・

最
も

低
い

レ
ベ

ル
 1

 と
 2

 を
「

悪
い

」
・

レ
ベ

ル
 3

、
4、

5 
を

「
良

い
」

健
康

状
態

身
体

的
健

康
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
の

重
症

度
（

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

期
［

SS
p］

）
筋

量
、

筋
力

（
握

力
）

、
身

体
能

力
（

通
常

歩
行

速
度

）
か

ら
SS

pを
算

出
・

健
常

・
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
前

群
（

維
持

群
［

M
G］

）
・

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

・
高

度
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
群

（
低

下
群

［
DG

］
）

・
咀

嚼
能

力
が

よ
い

も
の

に
比

べ
悪

い
も

の
は

、
維

持
群

［
M

G］
が

低
下

群
［

DG
］

に
な

る
オ

ッ
ズ

比
は

2.
18

、
95

％
Cl

1.
21

-
3.

93
）

で
あ

り
、

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
た

。

87
M

as
an

or
i I

w
as

ak
i e

t
al

.
20

18
地

域
14

1
中

央
値

72
タ

イ
1横

断
咀

嚼
能

力
客

観
的

評
価

（
咀

嚼
判

定
用

ガ
ム

・
ゼ

リ
ー

）

〔
咀

嚼
能

力
〕

変
色

性
チ

ュ
ー

イ
ン

ガ
ム

噛
む

前
と

後
の

ガ
ム

の
色

の
差

低
い

ほ
ど

咀
嚼

能
力

が
低

い
と

判
定

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
（

虚
弱

）
脱

力
、

緩
慢

、
体

重
減

少
、

身
体

活
動

レ
ベ

ル
の

低
下

、
疲

労
困

憊
の

う
ち

・
3つ

以
上

：
フ

レ
イ

ル
・

1つ
か

2つ
：

プ
レ

フ
レ

イ
ル

・
０

：
フ

レ
イ

ル
な

し
［

基
準

カ
テ

ゴ
リ

ー
］

・
咀

嚼
能

力
の

低
い

参
加

者
は

、
高

い
参

加
者

に
比

べ
、

フ
レ

イ
ル

と
な

る
オ

ッ
ズ

比
1.

05
、

95
％

Cl
1.

01
-1

.1
0で

あ
り

、
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

88
Yu

m
i K

im
ur

a 
et

 a
l.

20
13

地
域

26
9

75
～

日
本

1横
断

咀
嚼

能
力

客
観

的
評

価
（

咀
嚼

判
定

用
ガ

ム
・

ゼ
リ

ー
）

〔
咀

嚼
能

力
〕

変
色

性
チ

ュ
ー

イ
ン

ガ
ム

・
低

い
（

ス
コ

ア
1〜

3）
・

高
い

（
ス

コ
ア

4、
5）

健
康

状
態

QO
L

身
体

的
健

康
脳

活
動

主
観

的
な

生
活

の
質

（
QO

L）

〔
質

問
紙

〕
日

常
生

活
動

作
（

AD
L）

抑
う

つ
状

態
主

観
的

な
生

活
の

質
（

QO
L）

〔
認

知
機

能
〕

M
M

SE
H

as
eg

aw
a 

D
em

en
tia

Sc
al

e-
Re

vi
se

d
（

H
D

S-
R）

Fr
on

ta
l A

ss
es

sm
en

t
Ba

tte
ry

（
FA

B）
食

の
多

様
性

ス
コ

ア
京

都
（

FD
SK

-1
1）

・
咀

嚼
能

力
の

低
い

参
加

者
は

，
自

己
維

持
お

よ
び

知
的

活
動

の
項

目
で

AD
L得

点
が

有
意

に
低

か
っ

た
．

・
咀

嚼
能

力
の

低
さ

と
う

つ
病

の
間

に
は

有
意

な
関

連
が

あ
っ

た
。

・
低

咀
嚼

能
力

の
低

い
者

の
方

が
認

知
機

能
の

点
数

が
有

意
に

低
か

っ
た

；
M

M
SE

（
P 

= 
0.

02
2）

，
HD

SR
（

P 
= 

0.
01

7）
，

FA
B（

P 
= 

0.
00

2）
．

・
咀

嚼
能

力
の

低
い

参
加

者
は

、
咀

嚼
能

力
の

高
い

参
加

者
に

比
べ

、
食

品
の

種
類

が
少

な
く

、
豆

類
、

野
菜

、
海

藻
、

ナ
ッ

ツ
類

の
摂

取
頻

度
も

少
な

か
っ

た
。

89
高

橋
純

子
　

ほ
か

20
12

地
域

79
8

60
歳

代
65

.1
±

2.
7

1横
断

咀
嚼

能
力

客
観

的
評

価
（

咀
嚼

判
定

用
ガ

ム
・

ゼ
リ

ー
）

〔
咀

嚼
能

力
〕

変
色

性
チ

ュ
ー

イ
ン

ガ
ム

カ
ラ

ー
チ

ャ
ー

ト
1～

3：
低

い
4，

5：
高

い

健
康

状
態

身
体

的
健

康
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
判

定
項

目
腹

囲
，

収
縮

期
血

圧
，

拡
張

期
血

圧
，

血
清

中
HD

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

レ
ベ

ル
，

血
清

中
Hb

A1
C

・
咀

嚼
能

力
と

有
意

だ
っ

た
の

は
腹

囲
(標

準
偏

回
帰

係
数

(β
)=

-
0.

09
、

p=
0.

01
1)

、
収

縮
期

血
圧

(β
=0

.0
7、

p=
0.

04
7)

、
お

よ
び

HD
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

(β
=0

.0
8、

p=
0.

01
9)

で
あ

っ
た

。

90
富

永
一

道
　

ほ
か

20
17

地
域

37
1

男
性

14
2

女
性

22
9

平
均

年
齢

71
.2

±
2.

9
日

本
1横

断
咀

嚼
能

力
客

観
的

評
価

（
咀

嚼
判

定
用

ガ
ム

・
ゼ

リ
ー

）
主

観
的

評
価

（
噛

め
る

か
）

咀
嚼

の
複

合
指

標
（

4カ
テ

ゴ
リ

）
（

CM
)

主
観

；
噛

め
る

＆
客

観
；

噛
め

る
主

観
；

噛
め

る
＆

客
観

；
噛

め
な

い
主

観
；

噛
め

な
い

＆
客

観
；

噛
め

る
主

観
；

噛
め

な
い

＆
客

観
；

噛
め

な
い

客
観

的
評

価
・

グ
ミ

15
秒

値
12

以
上

「
噛

め
る

」
群

・
グ

ミ
15

秒
値

12
未

満
「

噛
め

な
い

」
群 ・

現
在

歯
数

20
歯

以
上

「
噛

め
る

」
群

・
現

在
歯

数
20

歯
未

満
「

噛
め

な
い

」
群 主

観
的

評
価

・
何

で
も

噛
む

こ
と

が
で

き
る

「
噛

め
る

」
群

・
噛

め
な

い
物

が
あ

る
「

噛
め

な
い

」
群

健
康

状
態

脳
活

動
：

認
知

機
能

低
下

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
ツ

ー
ル

CA
Di

認
知

機
能

低
下

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
ツ

ー
ル

CA
Di

（
Co

gn
iti

ve
As

se
ss

m
en

t f
or

De
m

en
tia

，
iP

ad
ve

rs
io

n）
得

点
5以

下
，

ま
た

は
，

作
業

時
間

30
0秒

以
上

を
認

知
機

能
低

下
の

疑
い

・
（

主
観

；
噛

め
る

＆
客

観
；

噛
め

な
い

）
は

（
主

観
；

噛
め

る
＆

客
観

；
噛

め
る

）
に

比
べ

て
6.

65
倍

，
（

主
観

；
噛

め
る

＆
現

在
歯

数
；

噛
め

な
い

）
は

（
主

観
；

噛
め

る
＆

現
在

歯
数

；
噛

め
る

）
に

比
べ

て
10

.2
9

倍
認

知
機

能
低

下
が

疑
わ

れ
る

者
が

多
か

っ
た

．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

91
豊

下
祥

史
　

ほ
か

20
20

地
域

30
3

65
～

日
本

1横
断

咀
嚼

能
力

客
観

的
評

価
（

咀
嚼

判
定

用
ガ

ム
・

ゼ
リ

ー
）

主
観

的
評

価
噛

め
る

か
（

質
問

紙
調

査
）

咬
合

力

・
残

存
歯

数
・

グ
ミ

ゼ
リ

ー
に

よ
る

咀
嚼

機
能

検
査

・
25

 品
目

の
摂

取
可

能
食

品
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
主

観
的

咀
嚼

機
能

評
価

・
最

大
咬

合
力

・
オ

ー
ラ

ル
デ

ィ
ア

ド
コ

キ
ネ

シ
ス

・
欠

損
形

態
の

分
類

（
Ei

ch
ne

r の
分

類
，

宮
地

の
咬

合
三

角
，

上
下

顎
の

Ke
nn

ed
y 

の
分

類
）

健
康

状
態

脳
活

動
〔

認
知

機
能

〕
M

M
SE

・
26

点
以

上
：

No
rm

al
群 ・

25
点

以
下

：
Al

er
t群

・
認

知
機

能
の

No
rm

al
 群

，
Al

er
t 群

に
お

い
て

、
残

存
歯

数
、

咀
嚼

機
能

検
査

、
最

大
咬

合
力

お
よ

び
オ

ー
ラ

ル
デ

ィ
ア

ド
コ

キ
ネ

シ
ス

に
有

意
な

差
を

認
め

た
。

・
年

齢
を

65
〜

74
歳

、
75

〜
84

歳
お

よ
び

85
〜

94
歳

別
で

は
、

65
〜

74
歳

で
残

存
歯

数
、

咀
嚼

機
能

検
査

お
よ

び
最

大
咬

合
力

に
有

意
な

差
を

認
め

た
。

・
口

腔
機

能
の

測
定

項
目

と
M

M
SE

 の
検

査
結

果
と

の
相

関
係

数
は

咀
嚼

機
能

検
査

で
最

も
高

い
値

を
示

し
た

。

92
C.

 In
om

at
a 

et
 a

l.
20

14
地

域
75

7
69

～
71

歳
日

本
1横

断
咀

嚼
能

力
咬

合
力

感
圧

シ
ー

ト
歯

間
部

位
に

お
け

る
両

側
最

大
咬

合
力

食
事

簡
易

型
の

自
記

式
食

事
歴

質
問

票

簡
易

型
の

自
記

式
食

事
歴

質
問

票
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
栄

養
素

摂
取

量
食

品
群

別
摂

取
量

・
咬

合
力

の
低

い
者

の
方

が
野

菜
類

、
ビ

タ
ミ

ン
A、

ビ
タ

ミ
ン

C、
ビ

タ
ミ

ン
B6

 、
葉

酸
、

食
物

繊
維

の
摂

取
量

が
有

意
に

低
か

っ
た

（
P 

fo
r t

re
nd

 <
 0

.0
5 

）
。

93
秋

山
理

加
　

ほ
か

20
18

施
設

90 男
性

21
女

性
69

86
.0

±
7.

2
日

本
横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

嚥
下

機
能

簡
易

嚥
下

状
態

評
価

票
（

EA
T－

10
）

3点
以

上
を

「
リ

ス
ク

あ
り

」
・

嚥
下

機
能

リ
ス

ク
群

・
良

好
群

反
復

唾
液

嚥
下

テ
ス

ト
（

RS
ST

）
空

嚥
下

3回
未

満
を

「
嚥

下
障

害
リ

ス
ク

あ
り

」
・

嚥
下

機
能

リ
ス

ク
群

・
良

好
群

栄
養

状
態

M
NA

－
SF

（
簡

易
栄

養
状

態
評

価
法

）
BM

I

簡
易

栄
養

状
態

評
価

（
M

N
A－

SF
）

12
～

14
点

:栄
養

状
態

良
好 8～

11
点

:低
栄

養
の

お
そ

れ
あ

り
0～

7点
:低

栄
養

・
RS

ST
に

よ
る

嚥
下

機
能

リ
ス

ク
群

で
は

，
M

NA
－

SF
と

の
間

に
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
．

・
パ

ス
解

析
の

結
果

，
EA

T－
10

と
RS

ST
と

の
間

に
弱

い
相

関
を

認
め

，
EA

T－
10

か
ら

は
歯

面
清

掃
度

舌
の

汚
れ

，
飲

み
込

み
に

く
さ

お
よ

び
む

せ
の

自
覚

症
状

へ
の

パ
ス

が
示

さ
れ

，
RS

ST
か

ら
は

舌
運

動
と

噛
め

る
食

品
数

M
NA

－
SF

へ
の

パ
ス

が
示

さ
れ

た
．

94
元

川
賢

一
朗

20
18

地
域

28
3

男
性

12
1

女
性

16
2

平
均

69
.6

前
期

高
齢

者

日
本

横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

嚥
下

機
能

〔
摂

食
嚥

下
機

能
〕

聖
隷

式
嚥

下
質

問
紙

嚥
下

障
害

の
有

無
・

障
害

群
：

１
項

目
で

も
 「

し
ば

し
ば

」
，

「
た

い
へ

ん
」

等
の

重
い

症
状

と
答

え
た

者
を

嚥
下

障
害

疑
い

あ
り

群
・

健
常

群
：

そ
の

他
を

嚥
下

障
害

疑
い

な
し

群

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
（

Sh
im

ad
aら

の
基

準
）

①
体

重
減

少
②

疲
労

度
③

歩
行

速
度

④
握

力
⑤

生
活

活
動

度
を

評
価

・
０

項
目

：
健

康
・

１
～

２
項

目
：

プ
レ

フ
レ

イ
ル

・
３

項
目

以
上

：
フ

レ
イ

ル

・
嚥

下
障

害
に

つ
い

て
、

健
常

群
と

比
較

し
障

害
群

で
は

有
意

に
フ

レ
イ

ル
の

割
合

が
高

か
っ

た
（

健
常

群
4.

6%
，

障
害

群
30

.4
%

）
．

95
秋

山
理

加
　

ほ
か

20
18

地
域

12
9

85
日

本
横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

嚥
下

機
能

簡
易

嚥
下

状
態

評
価

票
（

EA
T－

10
）

3点
以

上
を

嚥
下

機
能

低
下

の
リ

ス
ク

有
り

群

栄
養

状
態

M
NA

－
SF

（
簡

易
栄

養
状

態
評

価
法

）
BM

I

簡
易

栄
養

状
態

評
価

（
M

N
A－

SF
）

12
～

14
点

を
「

栄
養

状
態

良
好

」
8～

11
点

を
「

低
栄

養
の

リ
ス

ク
有

り
」

，
0～

7点
を

「
低

栄
養

」
・

良
好

群
・

低
栄

養
の

リ
ス

ク
有

り
，

ま
た

は
低

栄
養

群

・
嚥

下
機

能
低

下
の

リ
ス

ク
有

り
群

で
は

、
噛

め
る

食
品

数
低

値
と

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
，

主
観

的
健

康
観

で
“あ

ま
り

健
康

で
は

な
い

者
の

割
合

が
有

意
に

高
く

，
M

NA
－

SF
で

“低
栄

養
”の

割
合

が
有

意
に

高
か

っ
た

．
・

M
NA

－
SF

の
評

価
項

日
の

な
か

で
EA

T－
10

と
有

意
な

関
連

が
認

め
ら

れ
た

項
目

は
，

食
事

量
の

減
少

お
よ

び
病

歴
で

あ
っ

た
．

・
EA

T－
10

の
点

数
が

高
く

な
る

ほ
ど

、
M

NA
－

SF
で

、
低

栄
養

の
リ

ス
ク

有
り

ま
た

は
低

栄
養

”と
な

る
オ

ッ
ズ

比
1.

08
6(

95
％

Cl
1.

00
3－

1.
17

5）
で

有
意

な
関

連
が

見
ら

れ
た

．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

96
I. 

Ch
at

in
di

ar
a 

et
 a

l.
20

19
地

域
25

7
中

央
値

79
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド

横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

嚥
下

機
能

〔
嚥

下
障

害
リ

ス
ク

〕
簡

易
嚥

下
状

態
評

価
票

（
EA

T－
10

）
・

ス
コ

ア
3未

満
：

正
常

な
嚥

下
・

ス
コ

ア
3以

上
：

嚥
下

障
害

リ
ス

ク

栄
養

状
態

M
NA

－
SF

（
簡

易
栄

養
状

態
評

価
法

）

簡
易

栄
養

状
態

評
価

（
M

N
A－

SF
）

ス
コ

ア
12

以
上

：
栄

養
状

態
良

好
ス

コ
ア

8～
11

：
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
あ

り
ス

コ
ア

0～
7：

栄
養

不
良

・
正

常
な

嚥
下

の
も

の
に

比
べ

嚥
下

障
害

が
あ

る
者

は
、

栄
養

リ
ス

ク
の

オ
ッ

ズ
比

は
、

0.
29

（
95

％
Cl

0.
09

-0
.9

7）
で

あ
り

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
た

。

97
K.

 T
ak

eu
ch

i e
t a

l.
20

14
地

域
87

4
男

性
34

5
女

性
52

9

65
-

日
本

横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

嚥
下

機
能

〔
嚥

下
障

害
リ

ス
ク

〕
dy

sp
ha

gi
a 

ris
k 

as
se

ss
m

en
t f

or
th

e 
co

m
m

un
ity

-d
w

el
lin

g 
el

de
rly

・
ス

コ
ア

5以
上

：
リ

ス
ク

有
・

ス
コ

ア
5未

満
リ

ス
ク

無

栄
養

状
態

M
NA

－
SF

（
簡

易
栄

養
状

態
評

価
法

）

簡
易

栄
養

状
態

評
価

（
M

N
A－

SF
）

ス
コ

ア
12

以
上

：
栄

養
状

態
良

好
ス

コ
ア

8～
11

：
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
あ

り
ス

コ
ア

0～
7：

栄
養

不
良

・
嚥

下
障

害
リ

ス
ク

は
、

共
変

数
を

調
整

し
て

も
、

高
齢

期
の

栄
養

不
良

の
可

能
性

の
上

昇
と

関
連

し
て

い
た

（
有

病
比

（
Pr

）
 1

.3
0,

95
%

 C
l =

 1
.0

1-
1.

67
）

。

98
V.

 A
. L

. H
up

pe
rtz

 e
t a

l.
20

18
施

設
63

49
84

.5
±

7.
5

オ
ラ

ン
ダ

横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

嚥
下

機
能

中
咽

頭
嚥

下
障

害
（

OD
）

嚥
下

障
害

：
0＝

な
し

、
1＝

あ
り

嚥
下

時
の

く
し

ゃ
み

・
咳

：
0＝

な
し

、
1＝

あ
り

栄
養

状
態

BM
I

BM
I

以
下

を
組

み
合

わ
せ

て
栄

養
不

良
と

判
断

18
.5

ま
た

は
BM

Iが
低

下
（

65
～

70
歳

は
20

  、
70

歳
以

上
22

 ）
最

近
の

意
図

し
な

い
体

重
減

少
（

過
去

3ヶ
月

で
5％

以
上

、
ま

た
は

時
期

特
定

で
き

な
い

10
％

以
上

）

・
嚥

下
障

害
者

の
約

17
％

が
栄

養
失

調
を

併
発

し
て

い
た

。
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
は

、
嚥

下
障

害
に

悩
む

入
居

者
（

有
病

比
（

PR
）

1.
5、

95
％

CI
 1

.2
-1

.9
）

、
お

よ
び

嚥
下

中
に

く
し

ゃ
み

/咳
を

す
る

入
居

者
（

有
病

比
（

PR
）

 1
.3

、
95

％
CI

 1
.0

-1
.7

）
で

増
加

す
る

こ
と

が
明

ら
か

に
さ

れ
た

。

99
H.

 W
ak

ab
ay

as
hi

 e
t a

l.
20

16
老

人
保

健
施

設
、

急
性

期
病

院
、

地
域

居
住

者

23
7

男
性

90
女

性
14

7

65
～

82
±

8
日

本
横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

嚥
下

機
能

簡
易

嚥
下

状
態

評
価

票
（

EA
T－

10
）

3点
以

上
を

「
リ

ス
ク

あ
り

」
・

嚥
下

機
能

リ
ス

ク
群

・
良

好
群

健
康

状
態

栄
養

状
態

身
体

的
健

康
M

NA
-S

F
M

N
A-

SF
AD

L
Ba

rth
el

 In
de

x

・
Ba

rth
el

 In
de

xス
コ

ア
と

M
NA

-S
Fス

コ
ア

は
、

EA
T-

10
ス

コ
ア

が
嚥

下
障

害
リ

ス
ク

な
し

（
0〜

2）
の

人
に

比
べ

、
リ

ス
ク

あ
り

（
3〜

40
）

の
人

で
有

意
に

低
か

っ
た

。
・

重
回

帰
分

析
で

年
齢

、
性

別
、

環
境

な
ど

の
共

変
数

を
調

整
す

る
と

、
EA

T-
10

は
Ba

rth
el

 In
de

xと
M

NA
-S

Fに
独

立
し

た
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

10
0

酒
井

理
恵

　
ほ

か
20

18
地

域
63

65
-

日
本

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
腔

機
能

低
下

全
般

〔
口

腔
機

能
状

態
〕

改
定

ロ
腔

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ガ
イ

ド
（

RO
AG

）
・

8点
：

良
好

群
・

9～
12

点
（

軽
度

低
下

）
、

13
点

以
上

（
重

度
低

下
）

：
低

下
群

健
康

状
態

栄
養

状
態

食
事

身
体

的
健

康
M

NA
－

SF
（

簡
易

栄
養

状
態

評
価

法
）

BM
I

食
事

調
査

骨
格

筋
指

数
（

SM
I）

握
力

Al
b

認
知

自
立

度
M

N
A-

SF
0～

7点
「

低
栄

養
]

8～
11

点
「

低
栄

養
の

リ
ス

ク
あ

り
⊥

12
点

以
上

「
栄

養
状

態
良

好
」

BM
I

〔
栄

養
素

摂
取

量
〕

簡
易

型
自

記
式

食
事

歴
法

質
問

票
（

BD
H

Q）
密

度
法

に
よ

り
摂

取
エ

ネ
ル

ギ
ー

た
ん

ぱ
く

質
：

推
奨

量
以

上
，

推
奨

量
未

満

・
口

腔
機

能
状

態
2群

問
で

，
BM

I，
骨

格
筋

指
数

（
SM

I）
，

握
力

，
M

NA
-S

Fに
有

意
差

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

．
・

口
腔

機
能

状
態

良
好

群
は

低
下

群
に

比
べ

て
，

Al
b4

0g
／

dl
以

上
者

が
多

い
傾

向
に

あ
り

，
認

知
自

立
度

で
要

介
護

者
が

有
意

に
少

な
か

っ
た

．
・

栄
養

素
摂

取
量

は
，

良
好

群
は

低
下

群
に

比
べ

て
，

た
ん

ぱ
く

質
摂

取
量

が
70

歳
以

上
の

推
奨

量
以

上
摂

取
し

て
い

る
者

が
有

意
に

多
く

，
ビ

タ
ミ

ン
Cの

摂
取

量
が

有
意

に
少

な
か

っ
た

．
・

食
品

群
別

摂
取

量
は

，
良

好
群

は
低

下
群

に
比

べ
豆

腐
類

、
根

菜
類

，
脂

の
の

っ
た

魚
類

の
摂

取
量

が
有

意
に

多
く

，
い

も
類

、
柑

橘
類

，
洋

菓
子

類
の

摂
取

量
が

有
意

に
少

な
か

っ
た

．

10
1

三
好

早
苗

　
ほ

か
20

21
地

域
15

2
80

.7
±

4.
0

日
本

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
腔

機
能

低
下

全
般

〔
口

腔
機

能
〕

・
現

在
歯

数
・

口
腔

粘
膜

湿
潤

度
・

舌
圧

・
オ

ー
ラ

ル
デ

ィ
ア

ド
コ

キ
ネ

シ
ス

・
地

域
高

齢
者

誤
嚥

リ
ス

ク
評

価
指

標
(D

RA
CE

)

食
事

食
事

の
多

様
性

食
品

摂
取

の
多

様
性

得
点

（
DV

S）
0－

6点
：

低
得

点
群

7－
10

点
：

高
得

点
群

・
75

-7
9歳

で
は

、
食

品
摂

取
の

多
様

性
得

点
（

DV
S）

と
地

域
高

齢
者

誤
嚥

リ
ス

ク
評

価
指

標
（

DR
AC

E）
と

の
間

に
有

意
な

負
の

相
関

を
認

め
た

(r
=-

0.
38

、
p=

0.
00

2)
、

こ
の

他
の

項
目

は
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

10
2

安
倍

嘉
彦

　
ほ

か
20

18
地

域
11

1
65

～
日

本
1横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
腔

機
能

低
下

全
般

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

（
OF

）
に

対
す

る
早

期
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

・
OF

群
Ei

ch
ne

r分
類

B4
以

上
，

RS
ST

３
回

未
満

か
つ

口
腔

湿
潤

度
29

.0
未

満
の

者
・

非
OF

群
上

記
以

外

健
康

状
態

身
体

的
健

康
：

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

、
M

et
S

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

M
et

S
・

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

（
OF

）
群

と
非

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

（
No

n-
OF

）
群

と
の

身
体

組
成

（
BI

A法
）

の
比

較
で

は
，

除
脂

肪
量

に
差

は
な

か
っ

た
が

，
体

脂
肪

量
を

は
じ

め
，

肥
満

指
標

と
し

て
の

BM
I，

腹
部

周
囲

径
，

内
臓

脂
肪

面
積

，
ウ

エ
ス

ト
ヒ

ッ
プ

比
が

OF
群

で
有

意
に

高
か

っ
た

．
・

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

（
OF

）
群

は
、

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

・
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

特
徴

的
な

代
謝

病
態

で
あ

る
ト

リ
グ

リ
セ

リ
ド

高
値

，
HD

L-
C低

値
の

脂
質

異
常

を
示

し
，

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

の
指

標
と

し
て

の
HO

M
A-

Rが
有

意
に

高
か

っ
た

．
・

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

の
指

標
で

あ
る

四
肢

骨
格

筋
量

指
標

，
握

力
，

歩
行

速
度

は
両

群
で

は
有

意
な

差
は

な
か

っ
た

。
・

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

該
当

数
は

OF
群

に
有

意
に

多
か

っ
た

．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

10
3

Yo
sh

ih
iro

 S
hi

m
az

ak
i

et
 a

l.
20

20
地

域
97

8
 6

5～
85

日
本

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
腔

機
能

低
下

全
般

〔
口

腔
機

能
低

下
〕

口
腔

衛
生

、
口

腔
乾

燥
、

咬
合

力
、

舌
唇

運
動

機
能

、
舌

圧
、

咀
嚼

機
能

、
嚥

下
機

能
3項

目
以

上
に

異
常

が
あ

る
場

合
を

口
腔

機
能

低
下

健
康

状
態

身
体

的
健

康
：

フ
レ

イ
ル

フ
レ

イ
ル

（
Ki

ho
n

Ch
ec

kl
is

t の
総

得
点

）
健

常
（

ス
コ

ア
 0

-3
）

プ
レ

フ
レ

イ
ル

（
4-

7）
フ

レ
イ

ル
（

8 
以

上
）

・
プ

レ
フ

レ
イ

ル
ま

た
は

フ
レ

イ
ル

状
態

の
多

変
量

オ
ッ

ズ
比

（
OR

）
は

、
咬

合
力

低
下

、
舌

唇
運

動
機

能
低

下
、

嚥
下

機
能

低
下

の
あ

る
高

齢
者

は
、

こ
れ

ら
の

項
目

の
低

下
が

な
い

高
齢

者
に

比
べ

て
有

意
に

高
値

で
あ

っ
た

。
・

口
腔

機
能

項
目

の
う

ち
，

嚥
下

機
能

は
フ

レ
イ

ル
と

最
も

強
く

関
連

し
て

お
り

，
プ

レ
フ

レ
イ

ル
群

と
フ

レ
イ

ル
群

の
嚥

下
機

能
悪

化
の

OR
（

95
％

 ［
CI

］
）

は
そ

れ
ぞ

れ
6.

4（
3.

9-
10

.8
）

，
10

.2
（

5.
4-

19
.1

）
で

あ
っ

た
．

・
口

腔
機

能
低

下
者

は
、

プ
レ

フ
レ

イ
ル

群
（

OR
 1

.4
, 9

5%
 C

I
1.

1-
2.

0）
お

よ
び

フ
レ

イ
ル

群
（

OR
 2

.1
, 9

5%
 C

I 1
-2

.5
）

の
状

態
に

お
い

て
有

意
に

高
い

調
整

後
OR

を
有

し
て

い
た

。

10
4

M
as

an
or

i I
w

as
ak

i e
t

al
.

20
16

地
域

35
2

８
０

代
日

本
1横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
腔

不
潔

・
乾

燥
唾

液
流

量
の

低
下

<0
.5

 m
L/

m
in

 未
満

：
唾

液
分

泌
低

下
・

唾
液

分
泌

低
下

群
・

唾
液

分
泌

低
下

な
し

群
刺

激
性

唾
液

分
泌

量

食
事

栄
養

素
摂

取
量

食
物

摂
取

量
（

食
品

摂
取

頻
度

調
査

票
）

栄
養

素
摂

取
量

食
品

群
別

摂
取

量

・
唾

液
分

泌
低

下
群

は
、

n-
3系

多
価

不
飽

和
脂

肪
酸

、
カ

リ
ウ

ム
、

ビ
タ

ミ
ン

D、
ビ

タ
ミ

ン
E、

ビ
タ

ミ
ン

B6
、

葉
酸

の
摂

取
量

が
少

な
か

っ
た

。
・

野
菜

類
、

魚
類

、
貝

類
の

摂
取

量
は

、
唾

液
分

泌
低

下
群

で
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

10
5

U.
 L

in
dm

ar
k  

et
 a

l.
20

18
施

設
1,

15
6

平
均

年
齢

82
.8

±
7.

9
歳

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
腔

不
潔

・
乾

燥
日

常
的

な
ケ

ア
に

お
け

る
口

腔
衛

生
th

e 
Re

vi
se

d 
Or

al
As

se
ss

m
en

t
Gu

id
e（

RO
AG

-J
）

0：
評

価
す

る
必

要
が

な
い

1：
健

康
ま

た
は

正
常

な
状

態
2：

看
護

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
治

療
が

可
能

ま
た

は
必

要
な

中
程

度
の

変
化

ま
た

は
逸

脱
3：

歯
科

ま
た

は
医

療
専

門
家

と
の

協
議

を
必

要
と

す
る

重
度

の
変

化
ま

た
は

逸
脱

栄
養

状
態

ミ
ニ

栄
養

評
価

M
NA

-S
F

簡
易

栄
養

状
態

評
価

（
M

N
A－

SF
）

ス
コ

ア
12

以
上

：
栄

養
状

態
良

好
ス

コ
ア

8～
11

：
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
あ

り
ス

コ
ア

0～
7：

栄
養

不
良

・
栄

養
状

態
3群

と
RO

AG
総

ス
コ

ア
は

、
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
。

栄
養

不
良

リ
ス

ク
者

ま
た

は
栄

養
不

良
者

の
約

 3
 分

の
 1

 が
同

時
に

口
腔

内
の

問
題

を
有

し
て

い
た

．
・

音
声

に
問

題
が

あ
る

と
さ

れ
た

人
は

，
栄

養
不

良
と

判
定

さ
れ

る
オ

ッ
ズ

比
っ

は
3.

5，
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
が

あ
る

と
判

定
さ

れ
る

オ
ッ

ズ
比

は
2.

5で
あ

っ
た

．
嚥

下
に

関
す

る
オ

ッ
ズ

比
は

3.
7（

栄
養

不
良

）
お

よ
び

1.
9（

栄
養

不
良

の
リ

ス
ク

あ
り

）
で

あ
っ

た
。

10
6

陣
内

暁
夫

　
ほ

か
20

19
病

院
27 男

性
7

女
性

20

85
.2

 ±
10

.1
日

本
1横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
唇

・
舌

の
機

能
舌

圧
・

20
kP

a 
未

満
：

低
舌

圧
群

・
20

kP
a 

以
上

：
高

舌
圧

群
現

在
歯

数

栄
養

状
態

血
液

検
査

値
BM

I
喫

食
率

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
値

BM
I

喫
食

率

舌
圧

と
喫

食
率

お
よ

び
年

齢
に

相
関

を
認

め
た

．
現

在
歯

数
と

BM
I に

相
関

を
認

め
た

．
高

舌
圧

群
の

喫
食

率
は

74
.0

 ±
25

.3
％

で
，

低
舌

圧
群

の
喫

食
率

50
.9

 ±
 2

3.
9％

に
比

し
，

有
意

に
高

か
っ

た
．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

10
7

濱
嵜

朋
子

　
ほ

か
20

14
地

域
82 男

性
29

女
性

53

81
.5

±
7.

2
日

本
1横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
唇

・
舌

の
機

能
〔

口
腔

内
因

子
〕

プ
ラ

ー
ク

量
舌

の
色

舌
乳

頭
の

萎
縮

舌
面

乾
燥

舌
苔

ス
コ

ア
舌

苔
の

厚
み

口
腔

乾
燥

感
舌

を
前

に
出

す
両

頬
ふ

く
ら

ま
す

む
せ

食
べ

こ
ぼ

し
噛

め
る

食
品

数
現

在
歯

数
（

本
）

栄
養

状
態

M
NA

－
SF

（
簡

易
栄

養
状

態
評

価
法

）
BM

I

簡
易

栄
養

状
態

評
価

（
M

N
A-

SF
）

・
栄

養
状

態
良

好
（

12
～

14
点

）
・

低
栄

養
の

お
そ

れ
あ

り
（

 8
 ～

11
点

）
・

低
栄

養
（

 0
 ～

 7
 点

）
食

習
慣

PF
Cエ

ネ
ル

ギ
ー

比
率

・
栄

養
状

態
と

関
連

の
あ

っ
た

口
腔

内
因

子
は

，
“食

事
中

の
食

べ
こ

ぼ
し

”と
“舌

苔
の

厚
み

”で
あ

っ
た

。
・

食
習

慣
で

は
，

“間
食

と
し

て
パ

ン
を

摂
取

す
る

”，
“加

工
食

品
を

使
用

す
る

”，
“大

豆
製

品
摂

取
頻

度
が

少
な

い
”お

よ
び

“漬
け

物
摂

取
頻

度
が

少
な

い
”も

の
で

，
い

く
つ

か
の

口
腔

内
因

子
と

の
関

連
が

み
ら

れ
た

。
・

“食
べ

こ
ぼ

し
有

り
”の

者
は

，
“た

ん
ぱ

く
質

エ
ネ

ル
ギ

ー
比

率
”

が
低

い
と

い
う

特
徴

が
み

ら
れ

た
。

10
8

竹
山

ゆ
み

子
　

ほ
か

20
22

施
設

42
86

.6
±

15
.5

日
本

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
唇

・
舌

の
機

能
舌

圧
（

測
定

値
）

栄
養

状
態

健
康

状
態

血
液

検
査

値
身

体
計

測
値

日
常

生
活

自
立

度 要
介

護
度

日
常

生
活

自
立

度
A1

、
A2

、
B1

、
B2

、
C1

要
介

護
度

１
～

５
 血

液
検

査
値

Al
b

OD
Aの

検
査

項
目

（
総

た
ん

ぱ
く

、
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
、

総
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

）
、

ト
ラ

ン
ス

サ
イ

レ
チ

ン
身

体
計

測
値

上
腕

筋
囲

長
(A

M
C)

上
腕

筋
面

積
(A

M
A)

上
腕

周
囲

長
(A

C)
上

腕
三

頭
筋

皮
下

脂
肪

厚
(T

SF
)

下
腿

周
囲

長
(C

C)

・
舌

圧
と

日
常

生
活

自
立

度
、

要
介

護
度

と
は

有
意

な
関

連
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
舌

圧
と

血
液

検
査

値
、

身
体

計
測

値
と

は
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

10
9

重
本

心
平

　
ほ

か
20

21
病

院
16

5
男

性
96

女
性

69

65
-　

平
均

年
齢

83
.5

±
8.

2

日
本

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
唇

・
舌

の
機

能
最

大
舌

圧
栄

養
状

態
栄

養
リ

ス
ク

状
態

Ge
ria

tri
c 

N
ut

rit
io

na
l

Ri
sk

 In
de

x
・

中
等

度
・

高
度

群
・

な
し

・
軽

度
群

食
形

態
・

常
食

・
刻

み
食

群
・

ソ
フ

ト
食

・
ペ

ー
ス

ト
食

群
 の

2 
群

・
栄

養
リ

ス
ク

中
等

度
・

高
度

群
（

14
8 

名
）

の
最

大
舌

圧
（

14
.1

±
9.

6 
kP

a）
は

，
栄

養
リ

ス
ク

な
し

・
軽

度
群

（
19

.8
±

10
.8

kP
a）

と
比

べ
て

有
意

に
低

か
っ

た
。

・
ソ

フ
ト

食
・

ペ
ー

ス
ト

食
群

の
最

大
舌

圧
（

12
.4

±
9.

6 
kP

a）
は

，
常

食
・

刻
み

食
群

（
16

.9
±

9.
6 

kP
a）

と
比

べ
て

有
意

に
低

か
っ

た
。

・
RO

C 
曲

線
に

よ
り

得
ら

れ
た

栄
養

リ
ス

ク
中

等
度

・
高

度
な

ら
び

に
ソ

フ
ト

食
・

ペ
ー

ス
ト

食
を

予
測

す
る

カ
ッ

ト
オ

フ
値

は
，

そ
れ

ぞ
れ

18
.6

 k
Pa

 と
16

.5
 k

Pa
 で

あ
っ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム

11
0

佐
竹

杏
奈

　
ほ

か
20

17
地

域
47

4
男

性
17

3
女

性
30

1

平
均

年
齢

69
日

本
1横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
唇

・
舌

の
機

能
滑

舌
最

大
舌

圧
オ

ー
ラ

ル
デ

ィ
ア

ド
コ

キ
ネ

シ
ス

(O
D

K)

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
M

or
le

yの
簡

易
FR

AI
L質

問
表

・
1つ

ま
た

は
2つ

に
該

当
：

健
常

群
・

3つ
以

上
に

該
当

：
フ

レ
イ

ル
群

・
フ

レ
イ

ル
の

有
無

と
最

大
舌

圧
は

、
女

性
に

お
い

て
健

常
群

と
比

較
し

て
フ

レ
イ

ル
群

の
方

が
有

意
に

低
い

値
を

示
し

た
。

男
性

は
有

意
な

関
連

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

フ
レ

イ
ル

の
有

無
と

OD
Kの

関
係

で
は

、
女

性
に

お
い

て
健

常
群

に
比

べ
フ

レ
イ

ル
群

の
ほ

う
が

、
す

べ
て

の
発

音
の

で
有

意
に

回
数

/秒
が

高
い

値
だ

っ
た

。
男

性
は

有
意

差
を

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

11
1

島
田

美
恵

子
　

ほ
か

20
14

地
域

40
74

.1
±

5.
2

日
本

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
唇

・
舌

の
機

能
滑

舌
口

腔
不

潔
・

乾
燥

〔
口

腔
機

能
〕

最
大

口
唇

圧
最

大
舌

圧
口

腔
水

分
量

オ
ー

ラ
ル

デ
ィ

ア
ド

コ
キ

ネ
シ

ス

身
体

・
運

動
心

理
的

因
子

(生
活

の
満

足
度

、
自

己
評

価
の

健
康

、
転

倒
に

つ
い

て
の

不
安

)

体
力

測
定

握
力

，
開

眼
片

脚
立

ち
，

タ
イ

ム
ド

ア
ッ

プ
ア

ン
ド

ゴ
ー

テ
ス

ト
，

歩
行

速
度

・
高

齢
者

に
お

け
る

体
力

は
年

齢
と

の
相

関
関

係
が

あ
り

，
年

齢
が

高
い

ほ
ど

体
力

は
低

下
し

て
い

た
．

し
か

し
，

最
大

舌
圧

な
ら

び
に

最
大

口
唇

圧
と

年
齢

と
の

有
意

な
関

連
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
最

大
舌

圧
と

タ
イ

ム
ド

ア
ッ

プ
ア

ン
ド

ゴ
ー

テ
ス

ト
は

有
意

な
相

関
関

係
が

認
め

ら
れ

た
。

・
最

大
口

唇
圧

と
握

力
な

ら
び

に
タ

イ
ム

ド
ア

ッ
プ

ア
ン

ド
ゴ

ー
テ

ス
ト

と
の

間
に

有
意

な
相

関
関

係
が

認
め

ら
れ

た
．

・
オ

ー
ラ

ル
デ

ィ
ア

ド
コ

ネ
キ

シ
ス

と
握

力
な

ら
び

に
握

力
な

ら
び

に
開

眼
片

足
立

ち
の

間
に

有
意

な
相

関
関

係
が

認
め

ら
れ

た
．

11
2

A.
 M

. N
am

as
iva

ya
m

-
M

ac
Do

na
ld

 e
t a

l.
20

17
施

設
63

9
62

～
10

2
カ

ナ
ダ

1横
断

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
唇

・
舌

の
機

能
嚥

下
機

能
最

大
等

尺
性

舌
圧

（
M

IP
s）

唾
液

嚥
下

圧
（

M
SP

s）
急

性
神

経
性

嚥
下

障
害

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
ツ

ー
ル

栄
養

状
態

Pa
tie

nt
-

Ge
ne

ra
te

d
Su

bj
ec

tiv
e

Gl
ob

al
As

se
ss

m
en

t

Pa
tie

nt
-G

en
er

at
ed

Su
bj

ec
tiv

e 
Gl

ob
al

As
se

ss
m

en
t

食
事

時
間

（
M

TD
）

摂
取

カ
ロ

リ
ー

・
嚥

下
圧

が
低

く
嚥

下
障

害
が

疑
わ

れ
る

人
は

、
摂

取
カ

ロ
リ

ー
も

少
な

く
、

食
事

時
間

（
M

TD
）

も
有

意
に

長
か

っ
た

。
・

嚥
下

圧
の

状
態

（
低

い
；

高
い

）
を

栄
養

状
態

と
ク

ロ
ス

集
計

し
た

と
こ

ろ
、

栄
養

失
調

の
頻

度
に

群
間

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

嚥
下

圧
グ

ル
ー

プ
と

カ
ロ

リ
ー

摂
取

量
と

の
間

に
も

有
意

な
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
嚥

下
圧

が
平

均
値

以
上

の
方

が
平

均
値

以
下

の
入

居
者

に
比

べ
、

食
事

時
間

が
有

意
に

短
か

っ
た

。

11
3

L.
 L

. W
u 

et
 a

l.
20

18
地

域
19

5
65

～
日

本
1横

断
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
腔

保
健

関
連

QO
L

〔
口

腔
保

健
の

主
観

的
指

標
〕

口
腔

保
健

関
連

QO
L評

価
指

標
Ge

ne
ra

l O
ra

l H
ea

lth
 A

ss
es

sm
en

t
In

de
x（

GO
HA

I）

栄
養

状
態

ミ
ニ

栄
養

評
価

（
M

NA
）

栄
養

状
態

ミ
ニ

栄
養

評
価

法
（

M
N

A）
・

ス
コ

ア
24

～
30

「
正

常
な

栄
養

状
態

」
・

ス
コ

ア
17

～
23

.5
「

栄
養

不
良

の
リ

ス
ク

あ
り

」
・

ス
コ

ア
17

よ
り

低
い

「
栄

養
不

良
」

・
臨

床
指

標
（

う
蝕

、
歯

周
状

態
、

歯
数

、
咬

合
歯

数
）

は
い

ず
れ

も
栄

養
不

良
の

リ
ス

ク
と

関
連

し
て

い
な

か
っ

た
。

・
OH

Qo
Lが

低
い

ほ
ど

、
栄

養
不

良
の

可
能

性
が

高
か

っ
た

（
OR

0.
91

5、
95

％
CI

 0
.8

52
-0

.9
84

、
p＝

0.
01

7）
。

・
歯

の
喪

失
と

未
治

療
の

む
し

歯
（

DT
）

は
、

OH
Qo

L悪
化

の
有

意
/僅

か
に

有
意

な
決

定
因

子
で

あ
っ

た

232



表
3-

5　
【

高
齢

期
】

口
腔

機
能

と
食

生
活

や
栄

養
状

態
、

健
康

状
態

（
縦

断
研

究
）

分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

11
4

岡
本

希
　

ほ
か

20
16

地
域

21
58

20
本

以
上

群
，

中
央

値
70

.0
10

－
19

本
群

：
中

央
値

72
.0

0－
9本

群
：

中
央

値
74

.0

日
本

縦
断

5年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
残

存
歯

数
・

20
本

以
上

・
10

－
19

本
・

0－
9本

健
康

状
態

栄
養

状
態

身
体

的
健

康
Al

b
全

死
亡

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
3.

8g
／

dl
未

満
の

新
規

発
生

・
5年

後
の

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
3.

8g
／

dl
未

満
の

割
合

と
5年

間
の

累
積

死
亡

割
合

も
，

歯
の

減
少

に
伴

い
有

意
な

増
加

が
み

ら
れ

た
．

・
血

清
ア

ル
ブ

ミ
ン

3.
8g

／
dl

未
満

に
対

す
る

歯
0－

9本
の

多
変

量
調

整
済

み
オ

ッ
ズ

比
は

1.
96

（
1.

01
－

3.
80

）
で

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
た

．
・

全
死

亡
に

対
す

る
歯

1本
減

少
の

多
変

量
調

整
済

み
オ

ッ
ズ

比
は

1.
02

（
1.

00
－

1.
04

）
で

有
意

な
関

連
が

み
ら

れ
た

．

12
1

M
ic

hi
ko

 F
ur

ut
a 

et
 a

l.
20

18
在

宅
介

護
25

9
65

～
85

.0
±

7.
7

日
本

2縦
断

26
.2

ヶ
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

3口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

歯
列

嚥
下

機
能

歯
数

と
嚥

下
機

能
障

害
の

程
度

に
よ

り
4

群
に

分
類

・
10

歯
以

上
で

正
常

嚥
下

機
能

・
10

歯
以

上
で

嚥
下

障
害

・
9歯

以
下

で
正

常
嚥

下
機

能
・

9歯
以

下
で

嚥
下

障
害

健
康

状
態

身
体

的
健

康
死

亡
率

・
Co

x比
例

ハ
ザ

ー
ド

回
帰

モ
デ

ル
で

は
，

歯
が

9本
以

下
で

嚥
下

機
能

障
害

が
あ

る
参

加
者

は
，

歯
が

10
本

以
上

で
嚥

下
機

能
が

正
常

な
参

加
者

と
比

較
し

て
死

亡
リ

ス
ク

が
高

か
っ

た
（

ハ
ザ

ー
ド

比
 2

.8
9，

95
%

 -6
.8

3 
）

．

11
5

J. 
Li

 e
t a

l.
20

17
地

域
81

53
60

～
中

国
縦

断
13

年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
残

存
歯

数
・

0～
32

本
健

康
状

態
脳

活
動

認
知

機
能

M
in

i-M
en

ta
l S

ta
tu

s
Ex

am
in

at
io

n 
(M

M
SE

)

・
認

知
機

能
は

時
間

の
経

過
と

と
も

に
低

下
し

た
。

し
か

し
、

時
間

に
関

係
な

く
、

歯
の

数
が

多
い

ほ
ど

認
知

機
能

は
良

好
で

あ
っ

た
。

・
歯

の
喪

失
本

数
が

多
い

参
加

者
は

、
歯

の
喪

失
本

数
が

少
な

い
人

よ
り

も
よ

り
遅

い
速

度
で

、
経

時
的

な
認

知
機

能
の

低
下

の
ペ

ー
ス

が
速

か
っ

た
。

11
6

K.
 T

ak
eu

ch
i  e

t a
l.

20
17

地
域

15
66

60
～

日
本

縦
断

5年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
残

存
歯

数
・

20
本

以
上

・
10

-1
9本

・
1-

9本
・

0本

健
康

状
態

脳
活

動
認

知
症

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

（
AD

）
と

血
管

性
認

知
症

（
Va

D
）

の
発

症

・
追

跡
期

間
中

、
18

0人
（

11
.5

％
）

が
認

知
症

を
発

症
し

、
12

7
人

（
8.

1％
）

が
AD

、
42

人
（

2.
7％

）
が

Va
D

と
診

断
さ

れ
た

。
・

認
知

症
の

多
変

量
調

整
ハ

ザ
ー

ド
比

は
残

存
歯

数
の

減
少

と
と

も
に

増
加

す
る

傾
向

が
見

ら
れ

た
（

P 
fo

r t
re

nd
 =

 0
.0

4）
。

・
認

知
症

の
リ

ス
ク

は
、

歯
が

20
本

以
上

の
人

と
比

べ
て

、
歯

が
10

本
か

ら
19

本
の

人
は

1.
62

倍
、

1本
か

ら
9本

の
人

は
1.

81
倍

、
1本

の
人

は
1.

63
倍

で
あ

る
こ

と
が

示
さ

れ
た

。
・

残
存

歯
数

と
AD

リ
ス

ク
と

の
間

に
逆

相
関

が
観

察
さ

れ
た

が
（

P 
fo

r t
re

nd
 =

 0
.0

8）
、

Va
D

リ
ス

ク
と

の
間

に
は

そ
の

よ
う

な
関

連
は

観
察

さ
れ

な
か

っ
た

（
P 

fo
r t

re
nd

 =
 0

.2
0）

。

11
9

Ko
da

i H
at

ta
 e

t a
l.

20
18

地
域

51
5

80
日

本
縦

断
３

年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

（
喪

失
・

義
歯

含
む

）
後

方
咬

合
支

持
・

あ
る

群
・

な
い

群
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

の
残

存
歯

数
・

0～
19

本
・

20
～

32
本

さ
ら

に
、

小
臼

歯
と

大
臼

歯
の

4領
域

の
う

ち
，

残
存

天
然

歯
の

咬
合

支
持

の
有

無
に

よ
り

群
分

け

健
康

状
態

身
体

的
健

康
認

知
機

能
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

認
知

機
能

評
価

（
日

本
語

版
）

の
ス

コ
ア

3点
以

上
低

下
：

低
下

群
2点

未
満

：
維

持
群

・
後

方
咬

合
支

持
の

な
い

参
加

者
は

、
認

知
機

能
維

持
群

よ
り

も
認

知
機

能
低

下
群

に
有

意
に

多
か

っ
た

．
・

後
方

咬
合

支
持

の
欠

如
は

、
認

知
機

能
低

下
の

有
意

な
変

数
（

オ
ッ

ズ
比

1.
55

）
で

あ
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

・
歯

の
本

数
や

歯
周

ポ
ケ

ッ
ト

の
深

さ
は

、
認

知
機

能
の

低
下

と
有

意
な

関
連

は
示

さ
な

か
っ

た
。

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム
文 献 番 号

233



分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム
文 献 番 号 12

0
Y.

 O
ka

be
 e

t a
l.

20
16

地
域

19
7

60
歳

以
上

日
本

2縦
断

1年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

3口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

歯
列

嚥
下

機
能

歯
の

本
数

と
義

歯
の

装
着

・
20

本
以

上
・

19
本

以
下

（
義

歯
あ

り
）

・
19

本
以

下
（

義
歯

な
し

）
咬

合
状

態
・

片
側

咬
合

支
持

・
両

側
咬

合
支

持
嚥

下
機

能
Ze

nn
er

ら
の

方
法

に
若

干
の

修
正

・
嚥

下
障

害
群

・
通

常
群

栄
養

状
態

M
N

A-
SF

M
N

A-
SF

0〜
7点

:栄
養

不
良

8〜
11

点
:栄

養
不

良
の

危
険

あ
り

12
〜

14
点

：
栄

養
良

好

・
1年

後
に

生
存

し
て

い
た

高
齢

者
の

う
ち

、
嚥

下
障

害
の

人
は

通
常

の
人

に
比

べ
、

栄
養

不
良

の
発

生
率

の
リ

ス
ク

比
（

RR
）

5.
21

，
95

％
CI

1.
65

～
16

.4
3で

有
意

に
関

連
し

て
い

た
．

口
腔

内
の

健
康

状
態

は
栄

養
不

良
と

関
連

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
．

・
1年

後
に

、
嚥

下
障

害
の

人
は

通
常

の
人

に
比

べ
、

死
亡

の
リ

ス
ク

比
（

RR
）

3.
82

，
95

％
CI

1.
35

-1
0.

86
で

有
意

に
関

連
し

て
い

た
．

口
腔

内
の

健
康

状
態

は
死

亡
の

リ
ス

ク
と

関
連

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
．

11
7

M
. I

w
as

ak
i e

t a
l.

20
16

地
域

28
6

75
日

本
縦

断
５

年
間

咀
嚼

能
力

咬
合

状
況

機
能

的
歯

列
に

障
害

の
有

無
機

能
的

歯
牙

単
位

（
FT

U
）

第
3大

臼
歯

を
除

く
天

然
歯

ま
た

は
人

工
歯

の
対

合
歯

（
範

囲
：

0-
14

）
・

5本
以

下
は

歯
列

障
害

と
定

義

食
事

食
事

摂
取

量
（

BD
H

Q）
食

事
摂

取
量

（
BD

H
Q）

栄
養

素
摂

取
量

（
栄

養
補

助
食

品
か

ら
の

栄
養

摂
取

は
含

め
な

い
）

・
歯

列
に

障
害

の
あ

る
人

は
、

歯
列

に
障

害
の

な
い

人
に

比
べ

て
、

複
数

の
栄

養
素

（
タ

ン
パ

ク
質

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

、
カ

リ
ウ

ム
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

ビ
タ

ミ
ン

A、
ビ

タ
ミ

ン
E、

食
物

繊
維

）
お

よ
び

食
品

群
（

野
菜

、
肉

）
の

摂
取

量
が

有
意

に
大

き
く

減
少

し
た

。

11
8

M
as

an
or

i I
w

as
ak

i  e
t

al
.

20
18

地
域

32
2

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

時
に

75
歳

日
本

縦
断

5年
間

咀
嚼

能
力

咬
合

状
況

機
能

的
歯

列
9対

以
上

の
咬

合
歯

が
20

本
以

上
あ

る
こ

と
と

定
義

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
の

発
生

虚
弱

の
発

生
率

：
CH

S指
標

・
機

能
的

歯
列

が
あ

る
参

加
者

の
フ

レ
イ

ル
発

生
は

、
機

能
的

歯
列

の
な

い
参

加
者

と
比

較
し

て
オ

ッ
ズ

比
0.

50
（

95
％

Cl
0.

25
-

0.
98

）
で

あ
っ

た
。

12
2

高
田

豊
　

ほ
か

20
12

地
域

10
名

80
日

本
縦

断
12

年
間

咀
嚼

能
力

主
観

的
評

価
噛

め
る

か
（

質
問

紙
調

査
）

80
歳

時
の

咀
嚼

機
能

15
 個

の
食

品
を

い
く

つ
咀

嚼
可

能
か

・
0～

4 
個

・
5～

9 
個

・
10

～
14

 個
・

15
 個

80
 歳

時
の

現
在

歯
数

・
0 

本
・

1～
9 

本
・

10
～

19
 本

・
20

 本
以

上

健
康

状
態

身
体

的
健

康
生

存
、

死
亡

・
咀

嚼
不

良
群

は
咀

嚼
軽

度
不

良
群

，
咀

嚼
軽

度
良

好
群

，
咀

嚼
良

好
群

よ
り

も
有

意
に

生
存

率
が

低
か

っ
た

．
・

性
別

を
補

正
し

た
Co

x 
比

例
ハ

ザ
ー

ド
回

帰
分

析
で

咀
嚼

良
好

群
の

死
亡

率
を

1 
と

す
る

と
咀

嚼
不

良
群

2.
1 

倍
，

咀
嚼

軽
度

不
良

群
1.

4 
倍

，
咀

嚼
軽

度
良

好
群

1.
3 

倍
と

そ
れ

ぞ
れ

有
意

に
死

亡
率

が
高

か
っ

た
．

・
現

在
歯

数
4 

群
と

累
積

生
存

率
の

関
係

に
は

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

．
・

現
在

歯
数

4 
群

で
も

性
別

を
補

正
す

る
と

，
20

 本
群

に
比

べ
て

0 
本

群
は

死
亡

率
が

1.
5 

倍
，

1～
9 

本
群

は
1.

4 
倍

有
意

に
高

値
だ

っ
た

．
・

咀
嚼

で
き

る
食

品
数

が
1 

品
増

え
る

と
死

亡
率

が
4.

4%
 減

少
し

，
現

在
歯

数
が

1 
本

増
え

る
と

死
亡

率
が

1.
5%

 減
少

し
た

．
・

さ
ら

に
，

性
別

の
ほ

か
の

交
絡

因
子

で
も

補
正

し
た

．
咀

嚼
4

群
と

死
亡

率
の

関
係

は
交

絡
因

子
に

日
常

生
活

活
動

度
（

AD
L）

と
肥

満
度

（
BM

I）
を

加
え

る
と

有
意

度
が

低
下

し
た

．
ま

た
，

現
在

歯
数

4 
群

と
死

亡
率

の
関

係
は

AD
L 

と
喫

煙
を

交
絡

因
子

に
加

え
る

と
有

意
度

が
低

下
し

た
．
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム
文 献 番 号 12

3
M

. S
er

ra
-P

ra
t  e

t a
l.

20
12

地
域

24
70

～
平

均
78

日
本

2縦
断

1年
間

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

嚥
下

機
能

中
咽

頭
嚥

下
障

害
（

OD
）

体
積

粘
性

嚥
下

試
験

（
V-

VS
T）

嚥
下

障
害

の
臨

床
評

価

身
体

・
運

動
握

力
、

機
能

的
能

力
（

バ
ー

テ
ル

ス
コ

ア
）

握
力

機
能

的
能

力
（

バ
ー

テ
ル

ス
コ

ア
）

ミ
ニ

栄
養

評
価

M
N

A
＜

23
.5

:栄
養

失
調

、
栄

養
失

調
の

危
険

〔
呼

吸
器

系
合

併
症

〕
下

気
道

感
染

（
LR

TI
）

の
年

間
発

生
率

市
中

肺
炎

（
CA

P）
の

年
間

発
生

率

・
「

栄
養

失
調

ま
た

は
栄

養
失

調
の

危
険

が
あ

る
」

の
年

間
発

生
率

は
、

OD
の

基
礎

徴
候

が
あ

る
人

で
18

.6
％

、
OD

の
基

礎
徴

候
が

な
い

人
で

12
.3

％
だ

っ
た

。
有

意
な

関
連

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

追
跡

調
査

時
に

「
栄

養
失

調
ま

た
は

栄
養

失
調

の
リ

ス
ク

が
あ

る
」

は
、

嚥
下

機
能

障
害

（
IE

S）
の

年
間

発
生

率
（

OR
 =

2.
72

）
お

よ
び

中
咽

頭
嚥

下
障

害
（

OD
）

の
年

間
発

生
率

（
OR

= 
2.

73
）

と
関

連
が

あ
っ

た
。

・
下

気
道

感
染

（
LR

TI
）

の
年

間
発

生
率

は
、

嚥
下

の
安

全
性

障
害

の
基

礎
症

状
が

あ
る

被
験

者
で

は
、

そ
の

よ
う

な
症

状
が

な
い

被
験

者
と

比
較

し
て

高
か

っ
た

（
40

.0
 v

s 
21

.8
%

; P
 =

 0
.0

30
;

OR
 =

 2
.3

9）
．

12
4

斎
藤

徹
　

ほ
か

20
13

病
院

23
2

男
性

12
6

女
性

10
6

70
.1

±
11

.8
日

本
2縦

断
過

去
3

カ
月

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

嚥
下

機
能

〔
嚥

下
機

能
〕

Fu
nc

tio
na

l O
ra

l I
nt

ak
e 

Sc
al

e
（

FO
IS

）
le

ve
l1

：
経

口
摂

取
不

可
能

le
ve

l2
～

3：
経

管
栄

養
に

依
存

し
て

い
る

が
少

量
の

経
口

摂
取

は
可

能
le

ve
l 4

～
7：

全
量

の
経

口
摂

取
が

可
能

健
康

状
態

身
体

的
健

康
：

誤
嚥

性
肺

炎
誤

嚥
性

肺
炎

・
発

症
・

非
発

症

・
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
症

例
で

は
，

非
発

症
症

例
と

比
較

し
て

Fu
nc

tio
na

l O
ra

l I
nt

ak
e 

Sc
al

e（
FO

IS
）

の
レ

ベ
ル

が
有

意
に

高
く

良
好

な
状

態
で

あ
っ

た
。

12
5

G.
 D

el
l'A

qu
ila

 e
t a

l.
20

22
施

設
34

51
65

~
欧

州
７

ヵ
国

,イ
ス

ラ
エ

ル

2縦
断

1年
間

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

嚥
下

機
能

嚥
下

障
害

訓
練

を
受

け
た

ス
タ

ッ
フ

に
よ

り
臨

床
観

察
に

よ
り

評
価

健
康

状
態

身
体

的
健

康
：

死
亡

率
全

死
因

死
亡

率
・

1年
間

の
追

跡
調

査
に

お
い

て
，

嚥
下

障
害

者
の

死
亡

率
は

非
嚥

下
障

害
者

に
比

べ
て

有
意

に
高

か
っ

た
．

・
多

変
量

解
析

で
は

，
嚥

下
困

難
の

あ
る

入
所

者
は

，
嚥

下
困

難
の

な
い

被
験

者
と

比
較

し
て

1年
以

内
の

死
亡

リ
ス

ク
が

58
.0

％
高

か
っ

た
（

OR
 1

.5
8，

95
％

 C
I，

1.
31

-1
.9

1 
）

．
・

嚥
下

障
害

の
あ

る
入

所
者

の
大

多
数

は
嚥

下
食

を
処

方
さ

れ
（

90
.6

％
）

、
人

工
栄

養
は

10
％

未
満

の
被

験
者

に
使

用
さ

れ
た

。
2つ

の
異

な
る

栄
養

治
療

後
の

12
ヶ

月
後

の
体

重
減

少
お

よ
び

死
亡

率
に

関
し

て
は

、
統

計
的

に
有

意
な

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

12
6

T.
 T

an
ak

a 
et

 a
l.

20
18

地
域

20
11

男
性

10
13

女
性

10
31

 7
3.

0 
±

5.
5

日
本

2縦
断

1年
間

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
腔

機
能

低
下

全
般

口
腔

虚
弱

（
尺

度
）

(i)
天

然
歯

の
数

、
(ii

)咀
嚼

能
力

、
(ii

i)
「

た
」

の
調

音
口

腔
運

動
技

能
、

(iv
)舌

圧
、

(v
)主

観
的

困
難

度
、

(v
i)飲

み
込

み
に

く
さ

の
6項

目
・

非
口

腔
虚

弱
（

0/
6）

・
 プ

レ
口

腔
虚

弱
（

1～
2/

6）
・

 口
腔

虚
弱

（
3/

6以
上

）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
フ

レ
イ

ル
CH

S指
標

の
基

準
「

縮
み

」
「

疲
れ

」
「

活
動

低
下

」
「

衰
弱

」
「

緩
慢

」
・

0：
ノ

ン
フ

レ
イ

ル
群

・
1〜

2つ
：

プ
レ

フ
レ

イ
ル ・

3つ
以

上
：

フ
レ

イ
ル

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

As
ia

n 
W

or
ki

ng
 G

ro
up

fo
rS

ar
co

pe
ni

aの
基

準
お

よ
び

カ
ッ

ト
オ

フ
値

・
口

腔
虚

弱
群

は
、

食
事

量
の

減
少

、
咀

嚼
困

難
に

よ
る

肉
の

摂
取

量
の

減
少

、
食

べ
る

ス
ピ

ー
ド

の
低

下
、

食
欲

不
振

、
食

事
中

の
退

屈
感

、
一

人
で

の
食

事
な

ど
が

有
意

に
多

か
っ

た
。

・
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

に
口

腔
虚

弱
を

有
し

て
い

た
参

加
者

は
、

フ
レ

イ
ル

の
リ

ス
ク

2.
4倍

、
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
の

リ
ス

ク
2.

1倍
、

身
体

障
害

の
リ

ス
ク

2.
4、

死
亡

の
リ

ス
ク

2.
1倍

に
上

昇
す

る
こ

と
と

有
意

に
関

連
し

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
分

類
細

分
類

内
容

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間

予
測

因
子

ア
ウ

ト
カ

ム
文 献 番 号 12

7
Ta

ke
sh

i K
ik

ut
an

i  e
t a

l.
20

15
施

設
 6

91
男

性
 1

37
女

性
 5

54

男
性

82
.6

±
8.

3
女

性
88

.0
±

7.
1

日
本

2縦
断

６
か

月
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
腔

不
潔

・
乾

燥
口

腔
内

細
菌

・
<1

06
.5

・
 ≥

10
6.

5 
to

 <
10

7
・

 ≥
10

7 
to

 <
10

7.
5

・
 ≥

10
7.

5 
to

 <
10

8
・

 ≥
10

8t
o 

<1
08

.5
・

 ≥
10

8.
5 

to
 <

10
9

・
 ≥

10
9.

コ
ロ

ニ
ー

形
成

単
位

[C
FU

]/
m

L

健
康

状
態

身
体

的
健

康
誤

嚥
性

肺
炎

発
症

・
発

症
・

非
発

症

・
唾

液
中

の
細

菌
数

10
8.

5コ
ロ

ニ
ー

形
成

単
位

/m
Lが

肺
炎

発
症

の
独

立
し

た
説

明
因

子
で

あ
っ

た
（

リ
ス

ク
比

 3
.7

59
,9

5％
Cl

1.
32

2-
10

.6
11

 ）
．

236



表
3-

6　
【

高
齢

期
】

口
腔

機
能

と
食

生
活

や
栄

養
状

態
、

健
康

状
態

（
介

入
研

究
）

分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

12
8

N.
 P

ra
ka

sh
 e

t a
l.

20
12

病
院

94
50

～
80

イ
ン

ド
介

入
16

か
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

【
介

入
群

】
総

義
歯

装
着

、
食

事
指

導
【

対
照

群
】

無
歯

顎
の

ま
ま

栄
養

状
態

M
NA

M
N

A
合

計
得

点
・

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

時
と

6ヶ
月

後
，

9ヶ
月

後
で

は
，

M
NA

の
合

計
得

点
に

統
計

的
に

有
意

な
差

が
認

め
ら

れ
た

．
総

義
歯

を
装

着
し

て
い

な
い

無
歯

顎
患

者
に

お
い

て
は

，
M

NA
ス

コ
ア

が
有

意
に

低
い

こ
と

が
示

さ
れ

た
．

12
9

P.
 J.

 M
oy

ni
ha

n 
et

 a
l.

20
12

病
院

54
CD

群
72

.5
IO

D群
66

.3
イ

ギ
リ

ス
介

入
6か

月
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

支
持

下
顎

オ
ー

バ
ー

デ
ン

チ
ャ

ー
（

IO
D）

群
通

常
の

義
歯

（
CD

）
群

と
も

に
食

事
ア

ド
バ

イ
ス

食
事

食
物

摂
取

量
PF

C比
率

、
食

物
繊

維
、

果
物

、
野

菜
、

抗
酸

化
物

質
の

摂
取

量
血

漿
中

の
抗

酸
化

物
質

・
両

群
と

も
食

事
介

入
後

3カ
月

お
よ

び
6カ

月
で

果
物

お
よ

び
野

菜
の

摂
取

量
が

増
加

し
た

が
、

群
間

の
摂

取
量

に
差

は
な

か
っ

た
。

・
IO

D群
で

は
、

3ヵ
月

と
6ヵ

月
で

総
脂

肪
か

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
比

率
が

減
少

し
、

3ヵ
月

で
飽

和
脂

肪
か

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
比

率
が

減
少

し
た

。
・

CD
群

で
は

、
6ヵ

月
目

ま
で

に
飽

和
脂

肪
か

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
比

率
が

減
少

し
た

。
・

IO
D群

は
、

CD
群

と
比

較
し

て
、

3ヶ
月

の
飽

和
脂

肪
か

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
率

が
有

意
に

低
く

、
非

デ
ン

プ
ン

性
多

糖
類

（
NS

P）
の

摂
取

量
が

多
か

っ
た

。
・

両
群

と
も

血
清

中
の

 抗
酸

化
状

態
の

改
善

を
示

し
た

が
、

IO
D群

は
CD

群
と

比
較

し
て

介
入

後
の

血
漿

抗
酸

化
能

が
有

意
に

高
か

っ
た

。

13
0

K.
 S

hi
gl

i e
t a

l.
20

12
病

院
35

67
.6

5±
6.

83
イ

ン
ド

介
入

1か
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

総
義

歯
装

着
※

前
後

比
較

栄
養

状
態

栄
養

リ
ス

ク
栄

養
状

態
低

栄
養

リ
ス

ク
（

0～
2）

中
等

度
（

3～
5）

高
栄

養
リ

ス
ク

（
6以

上
）

・
総

義
歯

挿
入

前
後

で
、

「
私

は
、

病
気

や
体

調
不

良
で

食
を

変
え

る
」

、
「

果
物

や
野

菜
、

乳
製

品
を

あ
ま

り
食

べ
な

い
」

、
「

食
事

が
困

難
な

口
腔

障
害

が
あ

る
」

で
統

計
的

に
有

意
差

が
み

ら
れ

ま
し

た
。

13
1

G.
 M

cK
en

na
 e

t a
l.

20
12

病
院

44
従

来
の

治
療

法
67

.3
 機

能
志

向
の

治
療

法
68

.8

日
本

介
入

治
療

後
1

か
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

【
従

来
の

治
療

法
】

【
機

能
志

向
の

治
療

法
】

栄
養

状
態

ミ
ニ

栄
養

評
価

（
M

NA
）

と
さ

ま
ざ

ま
な

血
液

学
的

マ
ー

カ
ー

ミ
ニ

栄
養

評
価

（
M

N
A）

血
液

学
的

マ
ー

カ
ー

全
血

球
数

、
血

清
葉

酸
、

ビ
タ

ミ
ン

B1
2、

フ
ェ

リ
チ

ン
、

ア
ル

ブ
ミ

ン
、

ビ
タ

ミ
ン

D等

・
咬

合
歯

数
の

増
加

に
伴

い
，

M
NA

ス
コ

ア
に

加
え

，
ビ

タ
ミ

ン
B1

2，
血

清
葉

酸
お

よ
び

総
リ

ン
パ

球
数

も
増

加
し

た
．

・
治

療
介

入
後

、
両

治
療

群
で

統
計

的
に

有
意

な
改

善
を

示
し

た
栄

養
状

態
の

指
標

は
、

M
NA

ス
コ

ア
（

p 
= 

0.
03

）
の

み
で

あ
っ

た
。

血
液

学
的

デ
ー

タ
の

分
析

か
ら

は
、

有
意

な
群

間
差

は
観

察
さ

れ
な

か
っ

た
。

13
2

N.
 M

. H
am

da
n 

et
 a

l.
20

13
地

域
21

7
65

~
カ

ナ
ダ

介
入

1年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

【
対

照
群

】
コ

ン
プ

リ
ー

ト
デ

ン
チ

ャ
ー

装
着

す
る

こ
と 【

介
入

群
】

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

オ
ー

バ
ー

デ
ン

チ
ャ

ー
を

装
着

す
る

こ
と

食
事

食
事

摂
取

量
（

24
時

間
思

い
出

し
法

）

食
事

摂
取

量
（

24
時

間
思

い
出

し
法

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

及
び

栄
養

素
摂

取
量

・
両

群
の

総
食

物
繊

維
、

マ
ク

ロ
お

よ
び

ミ
ク

ロ
栄

養
素

、
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
平

均
値

お
よ

び
中

央
値

は
、

両
群

間
に

有
意

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

オ
ー

バ
ー

デ
ン

チ
ャ

ー
に

よ
る

QO
Lの

向
上

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

2つ
の

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

を
装

着
し

た
健

常
高

齢
者

の
栄

養
面

で
の

利
点

を
示

さ
れ

な
か

っ
た

。

13
3

F.
 M

ül
le

r e
t a

l.
20

13
施

設
44

介
入

群
85

.0
±

19
対

照
群

84
.1

±
55

日
本

介
入

1年
間

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

【
介

入
群

】
下

顎
IO

Dを
保

持
す

る
た

め
に

孔
間

シ
ョ

ー
ト

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

2本
を

埋
入

【
対

照
群

】
従

来
の

リ
ラ

イ
ン

を
埋

入

栄
養

状
態

BM
I

M
NA

BM
I

M
N

A
血

液
マ

ー
カ

ー

・
1年

間
、

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

の
喪

失
は

な
か

っ
た

が
、

2人
の

患
者

が
死

亡
し

た
。

IO
Dは

よ
り

安
定

し
、

介
入

群
の

参
加

者
は

有
意

に
高

い
義

歯
満

足
度

を
示

し
た

。
・

体
格

指
数

は
両

群
で

減
少

し
た

。
し

か
し

、
介

入
群

で
は

そ
の

減
少

幅
が

小
さ

い
傾

向
に

あ
っ

た
。

血
液

マ
ー

カ
ー

と
ミ

ニ
栄

養
評

価
で

は
こ

の
傾

向
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文
献

番
号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム
主
要
な
結
果

研
究
期

間

237



分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文
献

番
号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム
主
要
な
結
果

研
究
期

間

13
4

I. 
Ta

na
si

ć 
et

 a
l.

20
16

病
院

15
0

65
～

74
セ

ル
ビ

ア
介

入
1年

間
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

【
群

分
け

①
】

天
然

歯
対

天
然

歯
（

NN
-F

TU
）

対
称

、
非

対
称

、
な

し
【

群
分

け
②

】
義

歯
対

義
歯

（
DD

-F
TU

）
対

称
、

非
対

称
【

群
分

け
③

】
天

然
歯

対
義

歯
（

ND
-F

TU
）

対
称

、
非

対
称

、
な

し
上

顎
と

下
顎

の
可

撤
式

部
分

床
義

歯
（

RP
D）

の
装

着
FT

Uの
分

類
：

天
然

歯
対

天
然

歯
（

NN
-F

TU
）

，
天

然
歯

対
義

歯
（

ND
-F

TU
）

，
義

歯
対

義
歯

（
DD

-
FT

U）

栄
養

状
態

BM
I

 M
NA

BM
I

M
N

A
・

M
NA

 の
変

化
に

関
す

る
結

果
は

，
対

称
的

な
天

然
歯

機
能

ユ
ニ

ッ
ト

の
患

者
は

，
天

然
歯

機
能

ユ
ニ

ッ
ト

の
な

い
患

者
 や

非
対

称
的

な
天

然
歯

機
能

ユ
ニ

ッ
ト

の
患

者
 と

比
較

し
て

，
有

意
に

高
い

値
で

あ
っ

た
．

・
非

対
称

型
人

工
機

能
ユ

ニ
ッ

ト
を

有
す

る
患

者
で

は
，

左
右

対
称

の
人

工
機

能
ユ

ニ
ッ

ト
を

装
着

し
た

人
に

比
べ

、
M

NA
の

変
化

量
は

有
意

に
低

か
っ

た
。

13
5

N.
 E

l O
st

a  
et

 a
l.

20
17

病
院

51
（

平
均

年
齢

：
69

.3
9

±
7.

16
4

歳
）

レ
バ

ノ
ン

介
入

6か
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

歯
列

総
義

歯
群

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

支
持

型
総

義
歯

群
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
支

持
の

固
定

式
補

綴
物

（
ま

た
は

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

補
綴

物
）

群

栄
養

状
態

M
NA

OH
RQ

oL
栄

養
状

態
M

NA
OH

RQ
oL

Ge
ria

tri
c 

Or
al

 H
ea

lth
As

se
ss

m
en

t I
nd

ex
（

GO
HA

I）
口

腔
衛

生
関

連
QO

L
（

OH
RQ

oL
）

・
す

べ
て

の
治

療
群

に
お

い
て

、
栄

養
状

態
お

よ
び

OH
RQ

oL
の

経
時

的
な

改
善

が
認

め
ら

れ
た

。
・

治
療

後
2～

3週
目

に
は

，
栄

養
失

調
の

リ
ス

ク
が

あ
る

被
験

者
の

数
は

，
取

り
外

し
可

能
な

総
義

歯
で

高
く

，
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
支

持
の

総
義

歯
で

中
程

度
，

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

支
持

の
総

義
歯

で
低

く
な

っ
た

．
・

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

支
持

の
人

工
歯

と
比

較
し

て
、

完
全

可
撤

式
義

歯
を

使
用

し
た

場
合

GO
HA

Iス
コ

ア
の

平
均

値
は

、
臼

歯
部

、
臼

蓋
部

と
も

に
有

意
に

低
く

な
っ

て
い

た
。

13
6

C.
 F

. D
. A

m
ar

al
 e

t a
l.

20
19

病
院

12
60

-
ブ

ラ
ジ

ル
介

入
2か

月
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

歯
列

【
従

来
の

総
義

歯
（

CD
）

】
【

シ
ン

グ
ル

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

オ
ー

バ
ー

デ
ン

チ
ャ

ー
（

SI
O）

】

食
事

3日
間

の
食

事
調

査
3日

間
の

食
事

日
記

に
よ

る
栄

養
素

摂
取

量
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
脂

肪
、

炭
水

化
物

、
タ

ン
パ

ク
質

、
カ

ル
シ

ウ
ム

、
繊

維
、

ナ
ト

リ
ウ

ム
、

鉄
の

摂
取

量
咀

嚼
能

力
（

M
P）

ふ
る

い
分

け
法

で
測

定
口

腔
知

覚
運

動
能

力
（

OS
A）

・
咀

嚼
時

の
開

閉
速

度
と

M
P速

度
は

シ
ン

グ
ル

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

オ
ー

バ
ー

デ
ン

チ
ャ

ー
（

SI
O）

挿
入

後
に

増
加

し
た

。
・

ほ
と

ん
ど

の
栄

養
素

の
摂

取
量

に
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

の
摂

取
量

は
SI

O挿
入

後
に

減
少

し
た

。
・

SI
Oの

使
用

は
OS

Aに
影

響
を

及
ぼ

さ
な

か
っ

た
が

、
残

存
隆

起
の

高
さ

が
減

少
し

た
高

齢
者

の
咀

嚼
と

ナ
ト

リ
ウ

ム
摂

取
を

有
意

に
改

善
し

た

13
7

M
. I

zu
m

i e
t a

l.
20

16
施

設
96

介
入

群
：

86
.8

±
7.

9
対

照
群

：
85

.7
±

8.
3

日
本

介
入

１
か

月
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

口
腔

衛
生

【
介

入
群

】
舌

の
清

掃
を

伴
う

口
腔

ケ
ア

を
行

っ
た

群
【

対
象

群
】

口
腔

ケ
ア

の
み

を
行

っ
た

群
健

康
状

態
身

体
的

健
康

〔
咳

の
程

度
〕

舌
清

掃
前

と
舌

清
掃

後
の

呼
気

ピ
ー

ク
流

量
（

PE
F）

・
介

入
前

、
呼

気
ピ

ー
ク

流
量

（
PE

F）
は

介
入

群
間

で
有

意
差

は
な

か
っ

た
（

1.
65

 ±
 1

.1
1 

L 
s-

1 
）

と
対

照
群

（
1.

59
 ±

 1
.0

5 
L

s-
1 

）
で

あ
っ

た
。

・
介

入
終

了
時

の
呼

気
ピ

ー
ク

流
量

（
PE

F）
は

，
介

入
群

（
2.

54
±

 1
.4

2 
L 

s-
1 

）
で

対
照

群
（

1.
90

 ±
 1

-2
0 

L 
s-

1 
; P

 =
 0

-
01

4）
よ

り
有

意
に

高
か

っ
た

．
・

介
入

後
、

PE
Fは

両
群

で
有

意
に

増
加

し
た

。
こ

の
増

加
は

，
介

入
群

で
は

対
照

群
よ

り
も

有
意

に
大

き
か

っ
た

．

13
8

N.
 A

m
ag

ai
 e

t a
l.

20
17

病
院

62
77

.0
 ±

7.
6

介
入

3ヵ
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

口
腔

衛
生

【
介

入
群

】
統

一
さ

れ
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
用

い
た

簡
単

な
食

事
指

導
【

対
照

群
】

義
歯

の
手

入
れ

に
関

す
る

指
導

食
事

食
事

歴
調

査
票

簡
易

型
自

記
式

食
事

歴
調

査
票

（
BD

H
Q）

食
品

群
別

摂
取

量

・
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

、
両

群
の

食
事

摂
取

量
に

有
意

な
差

は
な

か
っ

た
。

・
3ヵ

月
後

の
評

価
で

は
、

介
入

群
は

対
照

群
と

比
較

し
て

、
鶏

肉
（

P 
= 

0.
01

3）
、

骨
付

き
魚

（
P 

= 
0.

01
2）

、
ニ

ン
ジ

ン
と

カ
ボ

チ
ャ

（
P 

= 
0.

02
5）

を
有

意
に

多
く

摂
取

し
て

い
た

。

13
9

H.
 S

uz
uk

i e
t a

l.
20

18
患

者
62

77
.0

 ±
7.

6
日

本
介

入
3ヵ

月
歯

牙
喪

失
・

疾
患

・
補

綴

口
腔

衛
生

【
介

入
群

】
統

一
さ

れ
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
用

い
た

簡
単

な
食

事
指

導
【

対
照

群
】

義
歯

の
手

入
れ

に
関

す
る

指
導

食
事

食
事

摂
取

量
（

BD
HQ

）
簡

易
型

自
記

式
食

事
歴

調
査

票
（

BD
H

Q）
タ

ン
パ

ク
質

摂
取

量

介
入

群
で

は
対

照
群

に
比

べ
、

タ
ン

パ
ク

質
摂

取
量

が
有

意
に

増
加

し
た

。
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分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文
献

番
号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム
主
要
な
結
果

研
究
期

間

14
0

Hi
ro

yu
ki

 S
uz

uk
i e

t a
l.

20
19

病
院

59
76

.7
±

7.
6

日
本

介
入

6か
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

口
腔

衛
生

【
介

入
群

】
標

準
化

さ
れ

た
患

者
情

報
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

通
じ

て
簡

単
な

食
事

の
ア

ド
バ

イ
ス

【
対

照
群

】
義

歯
の

手
入

れ
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

の
み

栄
養

状
態

M
NA

-S
F

M
N

A-
SF

の
ス

コ
ア

・
治

療
後

6ヶ
月

の
時

点
で

、
介

入
群

の
M

NA
-S

Fス
コ

ア
は

対
照

群
に

比
べ

有
意

に
高

か
っ

た
。

・
M

NA
-S

Fス
コ

ア
の

グ
ル

ー
プ

内
変

化
を

比
較

す
る

と
、

介
入

群
で

は
3ヶ

月
か

ら
6ヶ

月
の

間
に

ス
コ

ア
が

有
意

に
上

昇
し

た
。

14
1

C.
 M

at
su

ba
ra

 e
t a

l.
20

21
地

域
50

介
入

群
：

平
均

77
.0

対
照

群
：

平
均

72
.8

日
本

介
入

8か
月

歯
牙

喪
失

・
疾

患
・

補
綴

口
腔

衛
生

【
介

入
群

】
・

1ヶ
月

あ
た

り
60

分
の

マ
ン

ツ
ー

マ
ン

の
個

別
介

入
と

い
う

形
で

OH
Iを

実
施

し
た

．
OH

Iプ
ロ

グ
ラ

ム
に

は
，

社
会

的
背

景
，

生
活

習
慣

，
食

習
慣

に
合

わ
せ

た
口

腔
衛

生
指

導
と

口
腔

機
能

訓
練

・
集

団
介

入
に

月
2回

参
加

【
対

照
群

】
・

月
2回

、
60

分
間

の
集

団
介

入
（

G-
I）

を
行

っ
た

。
GI

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
臨

床
心

理
士

、
登

録
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

に
よ

る
身

体
活

動
、

認
知

機
能

、
栄

養
（

口
腔

衛
生

は
除

く
）

に
関

す
る

グ
ル

ー
プ

健
康

増
進

講
義

で
構

成
さ

れ
て

い
た

。

健
康

状
態

脳
活

動
：

認
知

機
能

（
M

M
SE

J）

〔
認

知
機

能
〕

M
M

SE
J

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

認
知

症
評

価
シ

ー
ト

（
DA

SC
-2

1）
、

TM
T-

A、
TM

T-
B

〔
食

習
慣

〕
自

記
式

DV
S（

Di
et

ar
y

Va
rie

ty
　

Sc
or

e）
Co

un
ci

l o
n 

Nu
tri

tio
n

Ap
pe

tit
e

Qu
es

tio
nn

ai
re

の
日

本
語

版
（

CN
AQ

-J
）

・
介

入
群

で
は

，
Tr

ai
l M

ak
in

g 
Te

st
 (T

M
T)

-A
，

TM
T-

B，
Bl

oo
d 

on
 p

ro
bi

ng
 ra

te
，

Or
al

 d
ia

do
ch

ok
in

es
is

，
舌

圧
，

咀
嚼

能
力

に
有

意
な

改
善

が
認

め
ら

れ
た

．

14
2

森
下

志
穂

　
ほ

か
20

17
施

設
95 男

性
35

女
性

60

82
.7

±
6.

9
日

本
介

入
18

ヵ
月

口
腔

機
能

低
下

（
咀

嚼
除

く
）

口
腔

機
能

低
下

全
般

【
口

腔
群

】
口

腔
機

能
向

上
サ

ー
ビ

ス
を

月
2回

実
施

【
栄

養
群

】
栄

養
改

善
サ

ー
ビ

ス
を

月
2回

実
施

【
複

合
群

】
両

サ
ー

ビ
ス

を
月

1回
ず

つ
実

施

栄
養

状
態

M
NA

-S
F

M
NA

-S
F

生
活

機
能

・
複

合
群

に
お

い
て

事
前

，
中

間
，

事
後

の
各

評
価

で
の

群
内

比
較

で
有

意
差

が
認

め
ら

れ
た

項
目

は
日

常
生

活
動

作
に

関
す

る
「

意
欲

」
（

VI
）

，
オ

ー
ラ

ル
デ

ィ
ア

ド
コ

キ
ネ

シ
ス

／
Pa

／
で

あ
っ

た
。

・
複

合
群

は
、

介
入

前
後

の
変

化
率

の
状

況
で

は
精

神
的

健
康

状
態

（
W

HO
－

5）
と

BM
I，

栄
養

状
態

（
M

NA
－

SF
）

は
悪

化
し

，
水

飲
み

テ
ス

ト
（

M
W

ST
）

は
維

持
，

日
常

生
活

動
作

（
BI

）
、

日
常

生
活

動
作

に
関

す
る

「
意

欲
」

（
VI

）
等

の
他

の
評

価
項

目
は

改
善

し
て

い
た

。

14
3

R.
 H

id
ak

a 
et

 a
l.

20
23

地
域

24
9

72
.3

±
5.

7
日

本
介

入
6か

月
口

腔
機

能
低

下
（

咀
嚼

除
く

）

口
腔

機
能

低
下

全
般

Or
al

 F
ra

ilt
y 

In
de

x-
8 

（
OF

I-8
 ）

に
よ

り
【

Or
al

 fr
ai

lty
（

OF
）

群
】

、
【

Ro
bu

st
群

】
に

群
分

け CA
M

CA
M

プ
ロ

グ
ラ

ム
CA

M
CA

M
食

感
ラ

ン
チ

 "を
食

べ
な

が
ら

、
口

腔
保

健
、

口
腔

機
能

、
栄

養
、

全
身

虚
弱

や
口

腔
虚

弱
を

防
ぐ

た
め

の
食

事
摂

取
に

つ
い

て
学

ん
だ

。

健
康

状
態

食
事

身
体

的
健

康
食

行
動

フ
レ

イ
ル

Ki
ho

n 
ch

ec
kl

is
t

（
KC

L 
）

CA
M

CA
M

 チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

・
KC

Lは
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
後

、
OF

群
で

有
意

に
改

善
し

た
。

・
CA

M
CA

M
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

咀
嚼

の
意

識
は

Ro
bu

st
群

で
有

意
に

改
善

し
、

OF
群

で
も

同
様

の
傾

向
が

見
ら

れ
た

。
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表
3-

7　
食

具
の

種
類

と
咀

嚼
回

数
や

食
物

摂
取

量
と

の
関

連

分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

14
4

塩
澤

光
一

　
ほ

か
20

12
不

明
12

32
日

本
介

入
実

験
食

具
丸

か
じ

り
と

ナ
イ

フ
【

丸
か

じ
り

】
【

ナ
イ

フ
と

フ
ォ

ー
ク

】
市

販
の

チ
キ

ン
ハ

ン
バ

ー
グ

（
重

量
60

g）
を

そ
れ

ぞ
れ

“丸
か

じ
り

”と
“ナ

イ
フ

と
フ

ォ
ー

ク
”を

用
い

た
2つ

の
食

べ
方

で
最

後
ま

で
咀

囎
す

る

噛
む

・
味

合
う

総
咀

囑
回

数
摂

取
回

数
一

口
量

総
咀

囑
回

数
摂

取
回

数
口

に
運

ぶ
回

数
平

均
一

口
量

・
総

咀
囑

回
数

と
摂

取
回

数
は

丸
か

じ
り

に
比

べ
て

ナ
イ

フ
と

フ
ォ

ー
ク

を
用

い
た

ほ
う

が
有

意
に

増
加

し
た

．
・

総
咀

囎
回

数
の

平
均

値
は

ナ
イ

フ
と

フ
ォ

ー
ク

を
用

い
た

場
合

の
ほ

う
（

21
1．

9±
77

．
6回

）
が

丸
か

じ
り

（
12

6.
8±

40
.3

回
）

に
比

べ
て

有
意

に
大

き
な

値
を

示
し

，
ま

た
摂

取
回

数
も

ナ
イ

フ
と

フ
ォ

ー
ク

を
用

い
た

場
合

の
ほ

う
（

8.
5±

1.
5回

）
が

丸
か

じ
り

（
5.

3±
Ll

回
）

に
比

べ
て

有
意

に
大

き
な

値
を

示
し

た
．

・
一

口
量

の
平

均
値

は
ナ

イ
フ

と
フ

ォ
ー

ク
を

用
い

た
場

合
の

ほ
う

（
7.

29
±

1.
44

g）
が

丸
か

じ
り

（
11

.8
8±

2.
39

g）
に

比
べ

て
有

意
に

小
さ

な
値

を
示

し
た

。

14
5

佐
々

木
紗

羅
　

ほ
か

20
16

大
学

12
21

.9
2±

2.
57

日
本

介
入

実
験

食
具

箸
と

ス
プ

ー
ン

食
具

の
種

類
・

箸
で

食
べ

る
・

ス
プ

ー
ン

で
食

べ
る

噛
む

・
味

合
う

咀
嚼

回
数

と
咀

嚼
時

間
咀

嚼
回

数
咀

嚼
時

間
・

平
均

咀
嚼

回
数

で
は

、
箸

を
使

用
し

た
場

合
の

94
.5

8±
33

.2
5回

よ
り

も
、

ス
プ

ー
ン

を
使

用
し

た
場

合
の

10
9.

08
±

59
.8

1回
の

方
が

多
か

っ
た

。
・

平
均

咀
嚼

時
間

で
も

、
箸

を
使

用
し

た
場

合
の

2分
0秒

±
1分

6秒
よ

り
も

、
ス

プ
ー

ン
を

使
用

し
た

場
合

の
2分

14
秒

±
1分

31
秒

の
方

が
長

か
っ

た
。

・
平

均
摂

取
回

数
で

は
、

箸
を

使
用

し
た

場
合

の
6±

2.
09

回
よ

り
も

、
ス

プ
ー

ン
を

使
用

し
た

場
合

の
4.

92
±

1.
44

回
の

方
が

少
な

か
っ

た
。

14
6

L.
 J.

 Ja
m

es
 e

t a
l.

20
18

大
学

29
24

イ
ギ

リ
ス

介
入

実
験

食
具

ス
プ

ー
ン

の
大

き
さ

無
作

為
の

順
序

で
テ

ィ
ー

ス
プ

ー
ン

（
小

）
ま

た
は

デ
ザ

ー
ト

ス
プ

ー
ン

（
大

）
を

使
っ

て
食

事
を

し
た

。
研

究
1

被
験

者
は

半
固

形
粥

の
朝

食
を

満
腹

に
な

る
ま

で
自

由
食

と
し

た
。

研
究

2
標

準
化

さ
れ

た
量

の
お

粥
を

食
べ

、
平

均
一

口
サ

イ
ズ

と
平

均
摂

食
速

度
を

一
方

向
鏡

を
通

し
て

の
観

察
に

よ
り

密
か

に
測

定
し

た
。

食
事

食
物

摂
取

量
食

物
摂

取
量

・
研

究
1で

は
，

小
さ

い
ス

プ
ー

ン
で

食
事

を
し

た
場

合
，

被
験

者
は

8％
少

な
い

食
事

量
で

あ
っ

た
。

・
研

究
2で

は
，

平
均

一
口

サ
イ

ズ
（

小
 1

0-
5 

(S
D 

1-
3)

 g
; 大

 1
3-

7
(S

D 
2-

6)
 g

) と
摂

食
速

度
（

小
 9

2 
(S

D 
25

) g
/m

in
; 大

 1
08

 (S
D

29
) g

/m
in

）
が

小
ス

プ
ー

ン
を

使
う

被
験

者
で

減
少

し
た

．

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文
献

番
号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム

主
要
な
結
果

研
究
期

間
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表
3-

8　
食

品
の

大
き

さ
や

硬
さ

と
咀

嚼
回

数
や

食
物

摂
取

量
と

の
関

連

分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

14
7

D.
 P

. B
ol

hu
is

 e
t a

l.
20

14
研

究
参

加
者

50
24

.2
オ

ラ
ン

ダ
介

入
実

験
食

品
試

験
食

2 
日

間
に

わ
た

っ
て

軟
質

食
品

ま
た

は
硬

質
食

品
を

含
む

昼
食

を
ア

ド
リ

ビ
タ

ブ
ル

に
摂

取
し

た
。

昼
食

時
の

口
腔

内
処

理
特

性
は

、
ビ

デ
オ

記
録

を
用

い
て

評
価

し
た

。
同

じ
日

に
、

被
験

者
は

夕
食

を
自

由
に

摂
取

し
た

食
事

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

食
事

摂
取

量
・

硬
い

食
品

は
、

軟
ら

か
い

食
品

と
比

較
し

て
、

昼
食

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

を
13

％
減

少
さ

せ
た

（
P=

0.
00

1）
。

・
硬

い
食

品
は

柔
ら

か
い

食
品

と
比

較
し

て
、

一
口

量
が

少
な

く
、

食
品

1g
あ

た
り

の
口

腔
内

持
続

時
間

が
長

く
、

食
品

1g
あ

た
り

の
咀

嚼
回

数
が

多
か

っ
た

。
・

夕
食

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

は
、

両
ラ

ン
チ

と
も

差
が

な
か

っ
た

。

14
8

J. 
Ta

ng
 e

t a
l.

20
16

研
究

参
加

者
38 女

性
16

男
性

22

20
～

32
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド

介
入

実
験

食
品

試
験

食
第

一
コ

ー
ス

の
食

事
3段

階
の

食
感

の
複

雑
さ

（
低

、
中

、
高

）
を

持
つ

モ
デ

ル
食

品
を

前
処

理
食

品
と

し
て

摂
取

2コ
ー

ス
食

事
第

一
コ

ー
ス

の
食

事
後

に
、

自
由

食
（

パ
ス

タ
+チ

ョ
コ

レ
ー

ト
ケ

ー
キ

）
を

摂
取

す
る

前
処

理
-試

験
食

デ
ザ

イ
ン

を
使

用
し

た
。

食
事

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

満
腹

感
食

物
摂

取
量

、
HC

前
荷

重
条

件
で

は
、

LC
前

荷
重

条
件

お
よ

び
M

C前
荷

重
条

件
に

比
べ

て
、

パ
ス

タ
摂

取
量

が
そ

れ
ぞ

れ
41

.8
 g

 (p
 b

 0
.0

1)
 お

よ
び

29
.4

 g
 (p

 b
 0

.0
5)

 少
な

く
な

っ
た

 (F
ig

. 3
).し

か
し

、
ケ

ー
キ

の
消

費
量

は
、

前
負

荷
条

件
に

か
か

わ
ら

ず
同

程
度

で
あ

っ
た

・
総

摂
取

量
が

異
な

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
被

験
者

全
員

が
試

験
後

3時
間

後
に

同
じ

満
腹

感
を

得
た

と
評

価
し

、
次

の
食

事
に

か
か

る
時

間
は

、
異

な
る

前
荷

重
条

件
間

で
差

が
な

か
っ

た
。

14
9

Ko
ui

ch
i S

hi
oz

aw
a 

et
al

.
20

16
研

究
参

加
者

12
32

.4
±

7.
4

日
本

介
入

実
験

食
品

試
験

食
直

径
が

3.
0，

3.
5，

4.
0，

8.
0m

m
の

4種
類

の
ス

テ
ィ

ッ
ク

型
ビ

ス
ケ

ッ
ト

を
用

い
た

．
ビ

ス
ケ

ッ
ト

の
長

さ
は

す
べ

て
10

cm
で

、
材

料
は

同
じ

で
あ

る
。

被
験

者
は

各
試

料
を

一
口

で
咬

み
、

通
常

通
り

咀
嚼

し
て

か
ら

飲
み

込
ん

だ
。

こ
の

作
業

は
3回

以
上

繰
り

返
し

た
。

噛
む

・
味

合
う

咀
嚼

回
数

咬
合

量
お

よ
び

咀
嚼

行
動

・
3.

0m
m

、
3.

5m
m

、
4.

0m
m

で
は

、
一

口
あ

た
り

の
長

さ
、

一
口

あ
た

り
の

重
さ

が
ほ

ぼ
同

じ
で

あ
っ

た
。

・
8.

0m
m

群
で

は
3.

0/
3.

5m
m

群
に

比
べ

，
噛

む
長

さ
が

有
意

に
短

く
，

噛
む

重
量

は
有

意
に

重
か

っ
た

．
さ

ら
に

，
ビ

ス
ケ

ッ
ト

直
径

の
増

加
に

伴
い

，
咀

嚼
回

数
が

徐
々

に
増

加
し

，
一

口
重

量
あ

た
り

の
咀

嚼
回

数
は

徐
々

に
減

少
し

た
．

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号
調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム

主
要
な
結
果

研
究
期

間
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表
3-

9　
一

口
量

と
咀

嚼
回

数
や

体
格

と
の

関
連

分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

15
0

R.
 S

. M
at

tfe
ld

 e
t a

l.
20

17
大

学
27

1
18

～
75

ア
メ

リ
カ

横
断

-
一

口
量

カ
フ

ェ
テ

リ
ア

自
由

食
体

格
BM

I
BM

I
・

肥
満

の
参

加
者

は
、

普
通

お
よ

び
過

体
重

の
参

加
者

よ
り

一
口

が
大

き
い

こ
と

が
判

明
し

た
。

・
平

均
一

口
量

は
、

BM
Iが

1ポ
イ

ン
ト

上
昇

す
る

ご
と

に
0.

20
g増

加
し

た
。

食
べ

物
の

一
口

と
飲

み
物

の
一

口
を

個
別

に
分

析
し

た
と

こ
ろ

、
そ

れ
ぞ

れ
0.

11
g/

BM
Iと

0.
23

g/
BM

Iの
傾

き
が

見
ら

れ
た

。
・

一
口

サ
イ

ズ
の

四
分

位
を

分
析

し
た

と
こ

ろ
、

健
常

者
と

肥
満

者
の

間
で

、
下

位
2四

分
位

は
同

等
で

あ
る

が
、

上
位

2四
分

位
は

肥
満

者
で

一
口

サ
イ

ズ
が

増
加

す
る

よ
う

な
有

意
な

相
互

作
用

が
認

め
ら

れ
た

。

15
1

Ko
ui

ch
i S

hi
oz

aw
a 

et
al

.
20

19
大

学
61 男

性
39

女
性

22

平
均

23
.3

日
本

介
入

実
験

一
口

量
試

験
食

数
種

類
の

催
事

の
魚

肉
ソ

ー
セ

ー
ジ

と
パ

ン
を

一
口

で
咬

み
、

通
常

通
り

咀
嚼

し
て

か
ら

飲
み

込
む

。

噛
む

・
味

合
う

体
格

咀
嚼

能
力

歯
列

サ
イ

ズ
BM

I

グ
ミ

ゼ
リ

ー
か

ら
の

ブ
ド

ウ
糖

抽
出

量
歯

列
弓

下
端

サ
イ

ズ
（

舌
の

大
き

さ
の

指
標

）
BM

I

・
両

食
品

の
一

口
サ

イ
ズ

は
歯

列
弓

下
部

の
大

き
さ

と
有

意
な

正
の

相
関

を
示

し
た

が
、

咀
嚼

能
力

（
グ

ミ
ゼ

リ
ー

か
ら

の
ブ

ド
ウ

糖
抽

出
量

で
測

定
）

に
は

一
口

サ
イ

ズ
へ

の
依

存
性

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

一
口

サ
イ

ズ
は

肥
満

度
指

数
と

有
意

な
正

の
相

関
を

示
し

た
。

15
2

Ko
ui

ch
i S

hi
oz

aw
a 

et
al

.
20

20
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
56 男

性
33

女
性

23
男

性
21

.9
±

2.
8

女
性

21
.7

±
2.

2

日
本

介
入

実
験

一
口

量
速

食
い

試
験

食
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）

咀
嚼

能
力

・
一

口
サ

イ
ズ

：
参

加
者

は
、

各
試

料
を

一
口

で
咬

み
、

通
常

通
り

咀
嚼

し
て

か
ら

飲
み

込
む

・
摂

食
速

度
:5

段
階

評
価

尺
度

、
非

常
に

遅
い

（
1）

、
遅

い
（

2）
、

普
通

（
3）

、
速

い
（

4）
、

非
常

に
速

い
（

5）
か

ら
構

成

食
事

食
行

動
（

抑
制

、
抑

制
解

除
、

空
腹

感

食
行

動
の

心
理

分
析

（
TF

EQ
）

「
抑

制
」

「
抑

制
解

除
」

「
空

腹
」

・
「

抑
制

」
と

BM
Iは

女
性

の
み

、
「

空
腹

」
と

BM
Iは

男
性

の
み

、
そ

れ
ぞ

れ
有

意
な

相
関

が
認

め
ら

れ
た

。
「

抑
制

解
除

」
と

BM
Iは

男
女

と
も

に
有

意
な

相
関

が
あ

っ
た

。
・

一
口

サ
イ

ズ
と

「
空

腹
感

」
の

間
に

は
男

性
の

み
、

食
べ

る
速

度
と

「
抑

制
」

の
間

に
は

男
女

と
も

に
有

意
な

相
関

が
み

ら
れ

た
。

15
3

A.
 N

ak
am

ic
hi

 e
t a

l.
20

14
大

学
50

19
.5

日
本

介
入

実
験

一
口

量
試

験
食

実
験

1：
健

常
成

人
47

名
〔

男
性

19
名

，
女

性
28

名
，

平
均

年
齢

24
．

3±
1．

9
歳

，
平

均
肥

満
指

数
（

BM
I）

22
．

1±
3．

7k
g／

m
2〕

の
米

飯
一

回
摂

取
量

（
一

口
量

）
を

調
査

し
た

．
実

験
2：

一
口

量
の

増
加

が
咀

噌
に

及
ぼ

す
影

響
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

に
，

一
口

量
と

そ
の

2倍
量

の
米

飯
（

倍
量

）
の

咀
噌

を
行

わ
せ

た

噛
む

・
味

わ
う

体
格

咀
嚼

回
数

BM
I

咀
嚼

回
数

BM
I

・
両

食
材

と
も

、
個

々
の

一
口

量
と

咀
嚼

回
数

の
間

に
は

負
の

相
関

が
認

め
ら

れ
た

。
一

口
サ

イ
ズ

が
大

き
く

な
る

に
つ

れ
て

、
一

口
サ

イ
ズ

あ
た

り
の

咀
嚼

回
数

は
減

少
し

た
。

一
口

サ
イ

ズ
が

小
さ

い
ほ

ど
，

食
物

の
体

積
あ

た
り

の
咀

嚼
回

数
が

多
く

な
っ

た
。

15
4

村
山

直
子

　
ほ

か
20

14
研

究
参

加
者

13
21

～
27

日
本

介
入

実
験

一
口

量
試

験
食

肉
ソ

ー
セ

ー
ジ

を
か

じ
り

と
り

，
自

由
に

咀
嚼

・
嚥

下
を

行
う

よ
う

指
示

し
た

．
一

口
量

と
咀

嚼
回

数
を

計
測

後
，

各
被

験
者

の
一

口
量

の
1／

2量
，

2倍
量

の
咀

噛
回

数
を

計
測

各
被

験
者

の
1／

2量
，

一
口

量
，

2倍
量

を
，

そ
れ

ぞ
れ

の
回

数
で

咀
嚼

噛
む

・
味

合
う

咀
噛

回
数

咀
嚼

回
数

・
被

験
食

品
の

量
が

多
く

な
る

と
一

口
当

た
り

の
咀

爵
回

数
は

増
加

し
，

1／
2量

と
一

口
量

間
，

1／
2量

と
2倍

量
間

で
有

意
差

が
認

め
ら

れ
た

．
・

被
験

食
品

の
量

が
多

く
な

る
と

lg
当

た
り

の
咀

嚼
回

数
は

減
少

し
，

1
／

2量
と

2倍
量

問
，

一
口

量
と

2倍
量

問
で

有
意

差
が

認
め

ら
れ

た
．

・
嚥

下
直

前
の

食
塊

粒
子

分
布

は
，

1／
2量

，
一

口
量

で
は

，
3.

35
～

4.
75

m
m

の
粒

子
の

占
め

る
割

合
が

最
も

多
く

，
2倍

量
で

は
5.

60
m

m
以

上
の

粒
子

が
最

も
多

か
っ

た
．

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文
献

番
号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム

主
要
な
結
果

研
究
期

間

242



分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文
献

番
号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム

主
要
な
結
果

研
究
期

間

15
5

猪
子

芳
美

　
ほ

か
20

13
研

究
参

加
者

47
男

性
24

.3
±

1.
9

女
性

24
.2

±
2.

3

日
本

介
入

実
験

一
口

量
試

験
食

実
験

１
：

普
段

の
食

事
時

と
同

様
に

一
口

量
を

箸
で

採
る

実
験

２
：

一
口

量
と

そ
の

2倍
量

の
米

飯
(倍

量
)の

咀
嚼

噛
む

・
味

合
う

体
格

咀
嚼

回
数

，
咀

噌
時

間
，

咀
囎

時
の

筋
活

動
量

BM
I

BM
I

筋
電

図
（

EM
G）

：
咬

筋
，

側
頭

筋
，

顎
二

腹
筋

前
腹

，
胸

鎖
乳

突
筋

・
一

口
量

と
BM

Iと
の

間
に

正
の

相
関

（
r＝

0.
39

3）
を

認
め

た
．

・
咀

嚼
回

数
，

咀
噌

時
間

，
咀

囎
時

の
筋

活
動

量
は

，
一

口
量

に
比

べ
て

倍
量

の
ほ

う
が

有
意

に
高

値
を

示
し

た
．

・
倍

量
の

咀
囑

速
度

と
BM

Iと
の

間
に

正
の

相
関

（
r＝

0.
49

0）
を

認
め

た
．

243



表
3-

10
　

速
食

い
と

咀
嚼

回
数

、
食

事
量

、
体

格
と

の
関

連

分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

15
6

H.
 O

ch
ia

i e
t a

l.
20

13
学

校
男

子
15

86
女

子
15

42
中

1（
12

-
13

）
日

本
横

断
-

速
食

い
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）
人

と
比

較
し

て
食

べ
る

速
度

が
速

い
か

・
速

い
・

普
通

・
遅

い

体
格

BM
I

BM
I

・
男

子
で

は
、

満
腹

ま
で

食
べ

る
か

ど
う

か
に

か
か

わ
ら

ず
、

食
べ

る
速

度
が

速
い

と
中

程
度

の
速

さ
と

比
較

し
て

体
重

過
多

の
オ

ッ
ズ

比
（

OR
）

が
有

意
に

増
加

し
、

さ
ら

に
、

満
腹

ま
で

食
べ

る
男

子
（

OR
：

2.
78

、
95

％
Cl

：
1.

76
-4

.3
8）

で
は

満
腹

ま
で

食
べ

な
い

男
子

（
2.

43
、

1.
41

-4
.2

0）
に

比
べ

よ
り

著
し

い
増

加
も

観
察

さ
れ

た
。

・
女

子
で

は
、

食
べ

る
速

度
が

速
い

と
、

満
腹

ま
で

食
べ

る
人

の
OR

が
有

意
に

増
加

し
た

が
、

満
腹

ま
で

食
べ

ず
に

早
く

食
べ

る
人

の
OR

に
は

有
意

な
増

加
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

15
7

佐
藤

眞
一

　
ほ

か
20

13
地

域
28

3,
42

7
40

－
74

日
本

横
断

-
速

食
い

食
べ

る
速

度
（

質
問

紙
調

査
）

人
と

比
較

し
て

食
べ

る
速

度
が

速
い

体
格

BM
I

腹
囲

BM
I

肥
満

25
以

上
腹

囲
男

性
85

cm
 以

上
、

女
性

90
cm

以
上

を
「

腹
囲

該
当

」
保

健
指

導
判

定
・

情
報

提
供

レ
ベ

ル
・

動
機

付
け

支
援

レ
ベ

ル
、

積
極

的
支

援
レ

ベ
ル

・
男

女
と

も
全

て
の

年
齢

階
級

に
お

い
て

BM
I が

大
き

い
群

ほ
ど

、
早

食
い

の
割

合
が

高
か

っ
た

・
男

女
と

も
、

非
該

当
の

群
と

比
べ

て
、

該
当

群
は

早
食

い
の

割
合

が
高

か
っ

た
。

・
男

女
と

も
、

情
報

提
供

レ
ベ

ル
と

比
較

す
る

と
、

動
機

付
け

支
援

レ
ベ

ル
、

積
極

的
支

援
レ

ベ
ル

は
早

食
い

の
割

合
が

高
か

っ
た

。
動

機
付

け
支

援
レ

ベ
ル

と
積

極
的

支
援

レ
ベ

ル
の

差
は

小
さ

く
、

情
報

提
供

レ
ベ

ル
か

ど
う

か
の

違
い

が
大

き
か

っ
た

。

15
8

中
道

敦
子

　
ほ

か
20

15
病

院
、

介
護

施
設

一
般

青
年

12
5、

壮
年

84
5

20
〜

29
歳

、
50

代
日

本
横

断
-

速
食

い
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）
下

位
尺

度
：

摂
食

行
動

・
ど

ん
ど

ん
口

に
入

れ
る

・
早

食
い

・
詰

め
込

み
食

い
・

食
べ

て
後

悔
・

休
日

に
太

る
・

よ
く

噛
ま

な
い

で
食

べ
る

体
格

BM
I

BM
I

一
口

量
VA

S 
値

自
己

の
平

均
的

な
一

口
量

の
自

己
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て

・
“早

食
い

で
あ

る
”，

“よ
く

噛
ん

で
食

べ
な

い
”，

“口
一

杯
詰

め
込

む
よ

う
に

食
べ

る
” と

い
っ

た
食

べ
方

を
表

現
す

る
質

問
項

目
に

対
し

て
は

BM
I，

一
口

量
VA

S 
値

と
も

に
有

意
な

正
の

相
関

が
認

め
ら

れ
た

。

15
9

佐
藤

佑
太

　
ほ

か
20

16
地

域
14

62
男

性
　

52
．

2±
15

．
3

女
性

　
49

．
8±

15
．

8

日
本

横
断

-
速

食
い

食
べ

る
速

度
（

質
問

紙
調

査
）

食
べ

る
速

度
・

遅
い

・
普

通
（

基
準

）
・

速
い

体
格

BM
I

BM
I

や
せ

群
標

準
群

肥
満

群

・
男

性
に

お
い

て
，

食
べ

る
速

度
が

「
速

い
」

の
「

肥
満

」
に

対
す

る
オ

ッ
ズ

比
（

95
％

Cl
）

は
1.

60
（

1.
10

－
2.

33
）

で
あ

っ
た

。
女

性
で

も
同

様
の

，
や

や
強

い
関

連
が

認
め

ら
れ

た
オ

ッ
ズ

比
2.

68
（

1.
81

－
3.

99
）

。
・

多
変

量
調

整
モ

デ
ル

の
オ

ッ
ズ

比
が

男
性

1.
65

（
1.

11
－

2.
47

）
，

女
性

3.
11

（
2.

04
－

4.
74

）
）

。
・

食
べ

る
速

度
が

「
遅

い
」

の
「

痩
せ

」
に

対
す

る
関

連
は

女
性

の
み

で
認

め
ら

れ
，

オ
ッ

ズ
比

は
2.

26
（

1.
37

－
3.

68
）

で
あ

っ
た

。
男

性
で

は
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム
主
要
な
結
果

研
究
期

間
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分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム
主
要
な
結
果

研
究
期

間

16
0

服
部

朝
美

　
ほ

か
20

16
病

院
12

33
20

~6
5

日
本

横
断

-
速

食
い

食
べ

る
速

度
（

質
問

紙
調

査
）

食
べ

る
速

度
・

遅
い

・
普

通
（

基
準

）
・

速
い

健
康

状
態

身
体

的
健

康
上

腕
一

足
首

間
脈

波
伝

播
速

度
br

ac
hi

al
－

an
kl

e
pu

ls
e　

w
av

e
ve

lo
ci

ty
；

ba
PW

V

・
男

性
の

若
年

群
に

お
い

て
，

食
べ

る
速

度
が

は
や

い
人

は
，

普
通

の
人

に
比

べ
て

，
ba

PW
VI

40
0c

m
／

s以
上

保
有

に
対

す
る

多
変

量
調

整
オ

ッ
ズ

比
が

3.
34

（
1．

26
～

8．
88

）
で

あ
っ

た
．

・
男

性
の

中
年

群
及

び
高

年
群

，
女

性
に

お
い

て
は

全
て

の
年

齢
群

に
お

い
て

，
早

食
い

と
ba

PW
Vに

有
意

な
関

連
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
．

16
1

Y.
 H

ur
st

 e
t a

l.
20

18
病

院
59

71
7

40
~

日
本

横
断

-
速

食
い

食
べ

る
速

度
（

質
問

紙
調

査
）

食
べ

る
速

度
・

速
い

・
普

通
・

遅
い

体
格

BM
I

BM
I

・
一

般
化

推
定

方
程

式
モ

デ
ル

に
よ

り
、

ゆ
っ

く
り

食
べ

る
こ

と
が

肥
満

の
発

生
を

抑
制

す
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

食
べ

る
速

度
が

遅
い

者
の

肥
満

の
発

生
抑

制
の

オ
ッ

ズ
比

0.
58

、
普

通
速

度
の

オ
ッ

ズ
比

0.
71

で
あ

っ
た

。
・

固
定

効
果

モ
デ

ル
で

も
、

ゆ
っ

く
り

食
べ

る
こ

と
で

BM
Iと

ウ
エ

ス
ト

周
囲

径
が

減
少

す
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

早
食

い
の

人
と

比
較

し
て

、
ゆ

っ
く

り
食

べ
る

人
と

普
通

の
速

さ
の

人
の

BM
Iモ

デ
ル

の
係

数
は

、
そ

れ
ぞ

れ
-0

.1
1と

-0
.0

7で
あ

っ
た

。

16
2

千
葉

綾
乃

　
ほ

か
20

19
職

域
18

33
20

～
34

日
本

横
断

-
速

食
い

食
べ

る
速

度
（

質
問

紙
調

査
）

人
と

比
較

し
て

食
べ

る
速

度
が

速
い

・
速

い
・

普
通

・
遅

い

体
格

BM
I

BM
I

や
せ

群
標

準
群

肥
満

群

・
早

食
い

の
者

の
割

合
は

，
高

BM
I 群

で
や

せ
群

と
標

準
群

に
比

べ
高

か
っ

た
．

16
3

千
葉

綾
乃

　
ほ

か
20

19
職

域
20

13
年

男
性

14
46

20
14

年
女

性
18

33

20
－

34
日

本
横

断
-

速
食

い
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）
人

と
比

較
し

て
食

べ
る

速
度

が
速

い
・

速
い

・
普

通
・

遅
い

体
格

BM
I

Y 1
：

高
BM

I（
男

性
≧

25
.0

，
女

性
≧

23
.6

）
Y 2

：
過

去
1年

間
の

体
重

増
加

≧
3k

g，
Y 3

：
就

職
後

の
体

重
増

加
≧

5k
g，

Y ４
：

40
歳

ま
で

の
予

測
体

重
増

加
≧

5k
g

・
食

べ
る

速
度

が
速

い
も

の
は

普
通

、
遅

い
も

の
に

比
べ

、
男

性
の

高
BM

Iオ
ッ

ズ
比

2.
12

（
1.

71
－

2.
62

）
女

性
の

高
BM

Iの
オ

ッ
ズ

比
1.

54
（

1.
12

-2
.1

1）
で

あ
っ

た
。

・
食

べ
る

速
度

が
速

い
も

の
は

普
通

、
遅

い
も

の
に

比
べ

、
男

性
の

過
去

1年
間

の
体

重
増

加
オ

ッ
ズ

比
1.

43
（

1.
16

－
1.

77
）

女
性

は
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

食
べ

る
速

度
が

速
い

も
の

は
普

通
、

遅
い

も
の

に
比

べ
、

男
性

の
就

職
後

5㎏
以

上
体

重
増

加
オ

ッ
ズ

比
1.

33
（

1.
10

－
1.

60
）

女
性

は
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

16
4

樋
口

温
子

　
ほ

か
20

20
定

健
康

診
断

を
受

検
52

95
8

52
.2

±
7.

7
日

本
横

断
-

速
食

い
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）
人

と
比

較
し

て
食

べ
る

速
度

が
速

い
人

を
「

早
食

い
」

と
し

た
健

康
状

態
身

体
的

健
康

中
性

脂
肪

（
TG

）
・

基
準

非
該

当
者

と
該

当
者

（
15

0m
g／

dl
以

上
）

該
当

者
の

う
ち

・
高

値
者

（
15

0~
50

0m
g／

dl
）

と
異

常
高

値
者

50
0m

g／
d以

上

・
積

極
的

支
援

該
当

者
の

中
で

中
性

脂
肪

（
TG

）
基

準
該

当
者

は
、

男
性

で
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
。

女
性

は
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

16
5

穴
井

美
恵

20
20

施
設

80
名

(男
性

14
名

、
女

性
66

名

80
名

(男
性

14
名

、
女

性
66

名

日
本

横
断

-
速

食
い

食
べ

る
速

度
（

質
問

紙
調

査
）

食
べ

る
速

さ
の

自
己

認
識

・
早

食
い

・
や

や
早

食
い

・
ど

ち
ら

で
も

な
い

・
や

や
遅

食
い

・
遅

食
い

噛
む

咀
嚼

回
数

〔
咀

嚼
行

動
〕

総
摂

食
時

間
総

咀
嚼

時
間

総
咀

嚼
回

数
噛

む
速

さ
一

口
口

中
時

間
一

口
咀

嚼
回

数

・
早

食
い

群
で

は
，

噛
む

速
さ

以
外

の
総

摂
食

時
間

，
総

咀
嚼

時
間

，
総

咀
嚼

回
数

，
一

口
口

中
時

間
，

一
口

咀
嚼

回
数

の
項

目
に

お
い

て
，

他
の

2 
群

よ
り

も
値

が
小

さ
か

っ
た

．

16
6

高
山

直
子

　
ほ

か
20

12
学

校
70

5
平

均
17

.4
日

本
横

断
-

速
食

い
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）
・

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

早
食

い
で

あ
る

・
よ

く
噛

ま
な

い
で

食
べ

る
体

格
BM

I
BM

I
・

食
行

動
は

因
子

分
析

の
結

果
，

「
バ

ラ
ン

ス
食

」
「

間
食

」
「

イ
ン

ス
タ

ン
ト

食
」

「
高

カ
ロ

リ
ー

食
」

「
偏

食
」

「
早

食
い

」
「

好
き

嫌
い

」
7 

因
予

に
分

類
さ

れ
，

因
子

負
荷

量
と

信
頼

性
係

数
を

基
準

に
，

こ
れ

と
対

応
す

る
7 

尺
度

が
作

成
さ

れ
た

。
・

BM
I と

有
意

な
相

関
関

係
を

示
し

た
食

行
動

は
，

「
早

食
い

」
「

間
食

」
「

好
き

嫌
い

」
の

3 
尺

度
で

あ
っ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム
主
要
な
結
果

研
究
期

間

16
7

L.
 B

ar
re

a 
et

 a
l.

20
21

病
院

18
7

43
.6

 ±
 1

6
イ

タ
リ

ア
横

断
-

速
食

い
食

事
時

間
調

査
食

事
時

間
の

中
央

値
に

よ
り

群
分

け
・

早
食

い
群

（
FE

G）
（

朝
食

10
分

未
満

、
昼

食
20

分
未

満
、

夕
食

20
分

未
満

）
・

遅
食

い
群

（
SE

G）
（

朝
食

10
分

以
上

、
昼

食
20

分
以

上
、

夕
食

20
分

以
上

）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
心

代
謝

系
疾

患
（

2型
糖

尿
病

、
脂

質
異

常
症

、
高

血
圧

）
の

発
症

リ
ス

ク

・
脂

質
異

常
症

の
有

病
率

は
、

昼
食

と
夕

食
に

お
い

て
、

早
食

い
群

（
FE

G）
は

遅
食

い
群

（
SE

G）
に

比
べ

2倍
以

上
で

あ
っ

た
。

・
す

べ
て

の
主

食
に

お
い

て
、

未
調

整
モ

デ
ル

で
は

FE
Gは

SE
Gに

比
べ

脂
質

異
常

症
の

リ
ス

ク
が

有
意

に
高

か
っ

た
。

・
年

齢
、

BM
I、

身
体

活
動

、
喫

煙
・

飲
酒

、
服

薬
で

調
整

し
た

モ
デ

ル
で

も
、

昼
食

と
夕

食
で

有
意

な
結

果
が

残
っ

た
。

16
8

穴
井

美
恵

　
ほ

か
20

14
施

設
22

早
食

い
群

80
±

５
、

遅
食

い
群

81
±

８

日
本

横
断

-
速

食
い

ビ
デ

オ
観

察
法

咀
囑

リ
ズ

ム
（

1秒
あ

た
り

の
咀

噌
回

数
）

健
康

状
態

身
体

的
健

康
血

液
生

化
学

検
査

値
末

梢
血

液
検

査
肝

機
能

血
清

脂
質

値
食

後
血

糖
値

Hb
Al

c
血

清
ク

レ
ア

チ
ニ

ン
値

・
速

食
い

群
で

は
食

後
血

糖
値

が
有

意
に

高
か

っ
た

．
・

食
後

血
糖

値
以

外
の

項
目

に
は

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

．

16
9

下
方

浩
史

20
18

人
間

ド
ッ

ク
53

14
1

男
性

47
.7

±
10

.0
女

性
46

.5
±

10
.3

日
本

縦
断

追
跡

期
間 1.
9±

2.
0年

速
食

い
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）
人

と
比

較
し

て
食

べ
る

速
度

が
速

い
体

格
BM

I
非

肥
満

者
が

代
謝

性
異

常
と

な
る

こ
と

・
男

女
全

体
で

、
人

と
比

べ
て

食
べ

る
速

度
が

速
い

こ
と

は
、

非
肥

満
者

の
代

謝
異

常
と

な
る

オ
ッ

ズ
比

1.
13

9（
1.

07
8-

1.
20

3）
で

あ
っ

た
。

38
横

井
彩

　
ほ

か
20

18
職

域
11

4
36

～
63

日
本

縦
断

3年
間

速
食

い
食

べ
る

速
度

（
質

問
紙

調
査

）
ゆ

っ
く

り
よ

く
噛

ん
で

食
事

を
し

ま
す

か
「

毎
日

」
を

早
食

い
な

し
，

「
時

々
・

い
い

え
」

を
早

食
い

あ
り

健
康

状
態

身
体

的
健

康
M

et
S

・
発

症
群

・
非

発
症

群

・
3年

後
に

M
et

Sを
発

症
し

た
者

は
，

全
員

早
食

い
の

自
覚

が
あ

っ
た

．
・

M
et

S発
症

に
お

い
て

，
早

食
い

と
腹

囲
異

常
に

よ
る

相
加

効
果

が
み

ら
れ

た
．

17
0

A.
 K

. W
hi

te
 e

t a
l.

20
15

研
究

参
加

者
28

18
～

45
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド

介
入

実
験

速
食

い
咀

嚼
速

度
測

定
値

咀
嚼

回
数

（
速

度
、

持
続

時
間

、
パ

ワ
ー

）
の

時
間 咀

嚼
速

度
1回

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

に
お

け
る

咀
嚼

行
為

の
頻

度
に

つ
い

て
、

米
と

ピ
ザ

を
摂

取
し

て
測

定

体
格

BM
I

BM
I

・
標

準
・

過
体

重
・

肥
満

・
咀

嚼
速

度
は

高
BM

I群
と

標
準

BM
I群

の
間

で
差

が
な

か
っ

た
。

・
高

BM
I者

は
通

常
BM

I者
よ

り
も

強
く

噛
む

傾
向

に
あ

っ
た

。
・

そ
の

他
の

咀
嚼

特
性

に
つ

い
て

は
、

BM
I群

間
で

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

自
然

環
境

（
ピ

ザ
）

と
実

験
室

（
米

）
に

お
い

て
、

参
加

者
の

咀
嚼

速
度

は
同

程
度

で
あ

っ
た

。

17
1

J. 
Pa

ph
an

gk
or

ak
it 

et
al

.
20

19
研

究
参

加
者

30
18

-2
4

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

介
入

実
験

速
食

い
咀

嚼
速

度
測

定
値

卵
チ

ャ
ー

ハ
ン

を
摂

取
し

て
測

定
、

試
験

食
を

満
腹

感
を

覚
え

る
ま

で
習

慣
的

な
速

度
で

食
べ

て
も

ら
い

、
咀

嚼
速

度
と

一
口

あ
た

り
の

咀
嚼

回
数

を
記

録

食
事

食
事

摂
取

量
食

事
摂

取
量

・
咀

嚼
速

度
は

1口
あ

た
り

の
咀

嚼
回

数
と

相
関

が
な

か
っ

た
。

・
食

事
摂

取
量

は
咀

嚼
率

、
食

事
時

間
、

BM
Iと

有
意

に
正

の
相

関
が

あ
っ

た
が

、
一

口
あ

た
り

の
咀

嚼
回

数
と

は
逆

の
相

関
が

あ
っ

た
。

17
2

M
. S

ha
h 

et
 a

l.
20

14
地

域
65

正
常

体
重

者
33

.3
±

12
.5

過
体

重
・

肥
満

者
44

.1
±

13
.0

ア
メ

リ
カ

介
入

実
験

速
食

い
早

食
い

条
件

、
遅

食
い

条
件

で
摂

食
ゆ

っ
く

り
と

食
べ

る
ス

ピ
ー

ド
と

速
く

食
べ

る
ス

ピ
ー

ド
【

正
常

体
重

者
】

と
【

過
体

重
・

肥
満

者
】

は
同

じ
食

事
を

ア
ド

リ
ビ

タ
ン

で
摂

取
し

た
が

、
2つ

の
食

事
条

件
で

は
異

な
る

速
度

で
摂

取
し

た
。

各
試

験
日

の
試

験
食

は
、

野
菜

パ
ス

タ
の

ミ
ッ

ク
ス

ミ
ー

ル

食
事

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

食
事

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
・

食
事

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
は

、
標

準
体

重
群

は
、

ゆ
っ

く
り

と
食

べ
る

ス
ピ

ー
ド

の
方

が
速

く
食

べ
る

ス
ピ

ー
ド

よ
り

有
意

に
低

か
っ

た
が

、
過

体
重

・
肥

満
群

に
お

い
て

は
、

ゆ
っ

く
り

食
べ

る
状

態
と

早
く

食
べ

る
状

態
で

有
意

に
は

低
く

な
っ

て
い

な
か

っ
た

。
・

両
群

と
も

、
ゆ

っ
く

り
食

べ
る

条
件

と
速

く
食

べ
る

条
件

で
は

、
食

事
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
お

よ
び

摂
食

速
度

が
低

か
っ

た
。

・
標

準
体

重
の

被
験

者
で

は
、

食
事

開
始

60
分

後
の

満
腹

感
が

、
早

食
い

条
件

と
比

較
し

て
、

遅
食

い
条

件
で

は
よ

り
多

く
報

告
さ

れ
た

。

17
3

Y.
 H

am
ad

a  
et

 a
l.

20
14

不
明

21
24

±
1

日
本

介
入

実
験

速
食

い
早

食
い

条
件

、
遅

食
い

条
件

で
摂

食
健

常
者

（
10

0 
kc

al
 試

験
 1

1 
名

，
30

0
kc

al
 試

験
 1

0 
名

）
早

食
い

試
験

と
遅

食
い

試
験

の
 2

 つ
の

試
 験

に
参

加
し

た
．

食
事

時
間

と
咀

嚼
回

数
が

記
録

さ
れ

た
。

10
0k

ca
lま

た
は

30
0k

ca
lの

固
形

食
（

カ
ロ

リ
ー

メ
イ

ト
、

大
塚

製
薬

、
日

本
）

を
摂

取

噛
む

咀
嚼

回
数

食
事

誘
導

性
熱

産
生

（
DI

T）
脾

臓
BF

・
10

0k
ca

lと
30

0k
ca

lの
食

品
サ

ン
プ

ル
で

は
、

腹
腔

動
脈

と
上

腸
間

膜
動

脈
の

食
事

誘
導

性
熱

産
生

（
DI

T）
と

食
後

の
脾

BF
は

、
早

食
い

試
験

よ
り

も
遅

食
い

試
験

で
有

意
に

大
き

か
っ

た
。

・
10

0k
ca

lお
よ

び
30

0k
ca

l試
験

に
お

い
て

、
す

べ
て

の
変

数
が

他
の

す
べ

て
の

変
数

と
相

関
し

て
い

た
が

、
10

0k
ca

l試
験

に
お

け
る

咀
嚼

回
数

と
累

積
DI

Tの
関

係
、

30
0k

ca
l試

験
に

お
け

る
累

積
DI

Tと
食

後
累

積
脾

BF
の

関
係

は
例

外
で

あ
っ

た
。

246



分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

年
齢

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

文 献 番 号

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

予
測

因
子

/介
入

方
法

ア
ウ

ト
カ

ム
主
要
な
結
果

研
究
期

間

17
4

K.
 T

oy
am

a 
et

 a
l.

20
15

大
学

女
性

9名
19

～
26

歳
（

平
均

22
.0

±
2.

1歳
）

日
本

介
入

実
験

速
食

い
早

食
い

条
件

、
遅

食
い

条
件

で
摂

食
【

早
食

い
】

5分
で

食
べ

る
パ

タ
ー

ン
【

普
通

食
い

】
15

分
で

食
べ

る
パ

タ
ー

ン 2種
類

の
食

事
パ

タ
ー

ン
で

試
験

食
（

巻
き

ず
し

）
を

食
べ

る

熱
生

産
食

事
に

よ
る

熱
生

産
食

事
に

よ
る

熱
生

産
（

TE
F）

50
kc

al
の

食
事

後
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

自
律

神
経

系
活

動

・
早

食
い

の
食

事
開

始
後

15
分

間
の

温
熱

効
果

（
TE

F）
は

、
普

通
食

い
に

比
べ

て
有

意
に

低
か

っ
た

。
・

総
咀

嚼
回

数
、

一
口

あ
た

り
の

咀
嚼

回
数

は
、

早
食

い
の

方
が

普
通

食
い

に
比

べ
て

有
意

に
少

な
か

っ
た

。
・

1分
間

あ
た

り
の

咀
嚼

回
数

お
よ

び
一

口
で

食
べ

る
量

は
、

早
食

い
の

方
が

普
通

食
い

に
比

べ
て

高
か

っ
た

。

17
5

竹
内

倫
子

　
ほ

か
20

12
大

学
43

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

群
24

．
0

±
5.

6歳
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

＋
食

行
動

記
録

群
23

．
5±

3.
4歳

日
本

介
入

2週
間

速
食

い
早

食
い

の
自

覚
（

質
問

紙
調

査
）

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

早
食

い
を

自
覚

し
て

い
る

者
【

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

群
】

早
食

い
防

止
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
た

群
【

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

＋
食

行
動

記
録

群
】

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
し

，
さ

ら
に

食
行

動
記

録
を

指
示

し
た

群

食
事

食
行

動
一

口
あ

た
り

の
量

お
よ

び
咀

噛
速

度
食

行
動

：
ゆ

っ
く

り
よ

く
噛

む
た

め
の

9項
目

の
実

践
法

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
＋

食
行

動
記

録
群

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

時
と

比
較

し
て

2週
間

後
で

は
早

食
い

と
自

覚
す

る
者

が
有

意
に

減
少

し
て

い
た

．
・

2週
間

後
で

は
，

「
お

腹
一

杯
に

な
る

ま
で

食
べ

ま
す

か
」

の
項

目
に

お
い

て
「

い
い

え
」

と
答

え
た

者
が

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
群

よ
り

も
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
＋

食
行

動
記

録
群

で
有

意
に

多
か

っ
た

．
・

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

時
と

2週
間

後
の

比
較

で
は

，
介

入
前

の
お

に
ぎ

り
の

一
口

あ
た

り
の

量
を

1.
0と

し
た

場
合

，
介

入
後

の
お

に
ぎ

り
の

一
口

あ
た

り
の

量
は

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
＋

食
行

動
記

録
群

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
群

そ
れ

ぞ
れ

0.
82

と
1.

00
で

あ
り

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
＋

食
行

動
記

録
群

の
ほ

う
が

有
意

に
減

少
し

て
い

た
．

17
6

林
　

浩
範

20
16

地
域

52
2

40
－

74
日

本
介

入
1年

間
速

食
い

早
食

い
に

関
す

る
指

導
【

A地
区

参
加

者
】

通
常

の
保

健
指

導
に

加
え

て
早

食
い

に
対

す
る

指
導

を
行

い
（

早
食

い
指

導
群

）
【

B地
区

参
加

者
】

通
常

の
保

健
指

導
の

み
（

標
準

指
導

群
）

【
A地

区
非

指
導

群
・

B地
区

非
指

導
群

】
特

定
保

健
指

導
に

参
加

し
な

か
っ

た
者

の
う

ち
か

ら
参

加
者

と
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ

た
者

体
格

BM
I

体
重

・
BM

I
・

早
食

い
指

導
群

は
他

の
3群

に
比

べ
て

，
体

重
・

BM
Iの

減
少

量
が

有
意

に
大

き
か

っ
た

．
・

ま
た

早
食

い
を

自
覚

し
て

い
る

者
で

体
重

・
BM

I・
腹

囲
変

化
量

を
評

価
し

た
と

こ
ろ

，
早

食
い

指
導

群
で

1年
後

の
体

重
・

BM
I・

腹
囲

は
有

意
に

減
少

し
た

が
，

他
の

3群
で

は
変

化
が

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．
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表
3-

11
　

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
と

口
腔

機
能

、
食

事
、

健
康

状
態

と
の

関
連

分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

17
7

松
井

美
咲

　
ほ

か
20

20
研

究
参

加
者

男
性

13
 人

女
性

7 
人

24
～

52
 歳

、
 

日
本

介
入

実
験

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
実

験
室

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
ガ

ム
咀

嚼
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

摂
取

口
腔

機
能

唾
液

中
の

免
疫

物
質

唾
液

中
の

分
泌

型
Ig

A(
S-

Ig
A)

（
抗

体
）

唾
液

量
 

・
試

験
食

品
摂

取
後

0〜
5分

間
の

唾
液

中
S-

Ig
A分

泌
率

(安
静

時
に

対
す

る
変

化
率

)は
無

摂
取

群
10

1.
8%

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

群
17

7.
8%

、
無

味
ガ

ム
群

18
4.

5%
、

市
販

ガ
ム

群
25

0.
1%

(各
中

央
値

)と
な

り
無

摂
取

群
と

比
較

し
全

サ
ン

プ
ル

で
有

意
に

増
加

し
た

。
市

販
ガ

ム
群

に
お

い
て

は
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
群

お
よ

び
無

味
ガ

ム
群

と
比

較
し

有
意

な
増

加
が

認
め

ら
れ

た
。

ま
た

安
静

時
と

比
較

し
て

、
無

味
ガ

ム
群

お
よ

び
市

販
ガ

ム
群

で
は

摂
取

中
で

有
意

に
増

加
し

た
。

・
唾

液
量

に
関

し
て

も
摂

取
後

0〜
5分

間
で

試
験

食
品

摂
取

群
は

無
摂

取
群

と
比

較
し

て
有

意
な

増
加

を
示

し
、

市
販

ガ
ム

群
で

は
タ

ブ
レ

ッ
ト

、
無

味
ガ

ム
群

と
比

較
し

て
も

有
意

な
増

加
が

認
め

ら
れ

た
。

17
8

E.
 P

ar
k 

et
 a

l.
20

16
地

域
50

18
～

ア
メ

リ
カ

介
入

実
験

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
実

験
室

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
【

肥
満

女
性

】
【

非
肥

満
女

性
】

ガ
ム

噛
み

・
GU

M
群

：
複

数
回

（
1時

間
に

15
分

×
3時

間
）

・
ガ

ム
無

し
群

：
Co

nt
ro

l

食
事

ス
ナ

ッ
ク

の
摂

取
量

空
腹

感

満
腹

感
の

主
観

評
価

そ
の

後
の

甘
味

・
塩

味
ス

ナ
ッ

ク
摂

取
コ

レ
シ

ス
ト

キ
ニ

ン
（

CC
K）

一
般

代
謝

反
応

GU
M

は
Co

nt
ro

lと
比

較
し

て
、

空
腹

感
、

食
欲

、
見

込
み

摂
取

量
を

有
意

に
抑

制
し

た
。

・
お

や
つ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
は

、
GU

M
に

よ
っ

て
9.

3％
減

少
し

た
が

、
Co

nt
ro

lと
有

意
な

差
は

な
か

っ
た

。
・

全
体

の
炭

水
化

物
摂

取
量

は
GU

M
に

よ
っ

て
減

少
し

た
。

こ
れ

は
、

高
炭

水
化

物
、

低
脂

肪
と

い
う

特
徴

を
も

つ
ス

ナ
ッ

ク
の

減
少

と
一

致
し

た
。

・
GU

M
は

肥
満

女
性

の
プ

レ
ッ

ツ
ェ

ル
摂

取
量

お
よ

び
健

康
体

重
女

性
の

オ
レ

オ
ク

ッ
キ

ー
摂

取
量

を
昼

食
後

3時
間

以
内

に
減

少
さ

せ
た

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。
・

代
謝

反
応

と
CC

Kは
、

実
験

条
件

間
で

差
が

な
か

っ
た

。

17
9

K.
 J.

 M
el

an
so

n 
et

 a
l.

20
17

研
究

参
加

者
33 男

性
17

女
性

16

21
.4

 ±
 6

.3
ア

メ
リ

カ
介

入
実

験
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

実
験

室
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

試
験

日
（

GC
）

に
は

無
糖

ガ
ム

を
合

計
1時

間
噛

み
、

対
照

日
（

NG
）

に
は

ガ
ム

を
噛

ま
な

か
っ

た
。

1時
間

の
ガ

ム
噛

み
は

、
空

腹
時

の
20

分
と

、
朝

食
と

昼
食

の
間

の
20

分
×

2回
を

含
む

。
被

験
者

は
測

定
さ

れ
た

安
静

時
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
の

30
％

を
含

む
朝

食
シ

ェ
イ

ク
を

摂
取

し
た

。
3時

間
後

、
昼

食
は

自
由

食
と

し
、

水
も

摂
取

し
た

。

食
事

食
事

摂
取

量
食

欲
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
食

欲
と

気
分

視
覚

的
ア

ナ
ロ

グ
ス

ケ
ー

ル
で

評
価

空
腹

感
の

評
価

は
、

試
験

日
（

GC
）

の
方

が
対

照
日

（
NG

）
よ

り
も

低
か

っ
た

。
・

ガ
ム

噛
み

後
、

パ
ス

タ
の

摂
取

量
は

、
試

験
日

（
GC

）
で

は
対

象
日

（
NG

）
に

比
べ

有
意

に
少

な
か

っ
た

18
0

C.
 B

ob
ill

o 
et

 a
l.

20
18

研
究

参
加

者
57 男

性
16

女
性

41

34
.3

 ±
 8

.8
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
介

入
実

験
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

実
験

室
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

(1
)活

性
ガ

ム
、

(2
)プ

ラ
セ

ボ
ガ

ム
、

(3
)ガ

ム
な

し
の

3種
類

の
治

療
ガ

ム
条

件
：

朝
食

後
、

ガ
ム

を
噛

む
よ

う
に

指
示

さ
れ

、
合

計
8個

（
昼

食
前

4
個

、
お

や
つ

摂
取

前
4個

）
ガ

ム
な

し
条

件
：

ガ
ム

を
噛

む
代

わ
り

に
休

む
よ

う
に

指
示

さ
れ

た

食
事

ス
ナ

ッ
ク

の
摂

取
量

と
空

腹
感

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

食
の

好
み

と
食

欲
感

は
、

Le
ed

s 
Fo

od
Pr

ef
er

en
ce

Qu
es

tio
nn

ai
re

と
vi

su
al

 a
na

lo
g 

sc
al

e

・
プ

ラ
セ

ボ
ガ

ム
と

活
性

ガ
ム

で
は

、
ガ

ム
な

し
と

比
較

し
て

低
脂

肪
甘

味
ス

ナ
ッ

ク
の

摂
取

量
が

有
意

に
減

少
し

、
活

性
ガ

ム
で

は
、

プ
ラ

セ
ボ

ガ
ム

と
比

較
し

て
高

脂
肪

甘
味

ス
ナ

ッ
ク

の
摂

取
量

が
減

少
し

た
。

・
総

カ
ロ

リ
ー

摂
取

量
は

、
活

性
ガ

ム
条

件
で

の
み

減
少

し
た

。
・

活
性

ガ
ム

条
件

と
プ

ラ
セ

ボ
ガ

ム
条

件
は

い
ず

れ
も

、
ガ

ム
な

し
条

件
と

比
較

し
て

、
空

腹
感

お
よ

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
を

有
意

に
減

少
さ

せ
、

満
腹

感
を

増
加

さ
せ

た
。

LF
PQ

に
お

け
る

甘
い

も
の

へ
の

欲
求

の
減

少
に

関
連

し
て

お
り

、
甘

い
ス

ナ
ッ

ク
と

し
ょ

っ
ぱ

い
ス

ナ
ッ

ク
に

対
す

る
好

み
の

相
対

的
減

少
が

一
貫

し
て

い
た

。

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文 献 番 号
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分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文 献 番 号 18
1

R.
 D

. M
at

te
s 

et
 a

l.
20

13
研

究
参

加
者

60
18

-5
0

ア
メ

リ
カ

介
入

実
験

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
実

験
室

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
【

痩
せ

型
女

性
】

【
肥

満
型

女
性

】
【

痩
せ

型
男

性
】

【
肥

満
型

男
性

】
硬

さ
の

異
な

る
ガ

ム
の

咀
嚼

健
康

状
態

食
事

身
体

的
健

康
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量

食
欲

感
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

胃
排

出
GI

通
過

時
間

グ
ル

コ
ー

ス
イ

ン
ス

リ
ン

GL
P-

1
グ

レ
リ

ン
膵

臓
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド

・
咀

嚼
に

よ
る

食
欲

感
や

腸
内

ペ
プ

チ
ド

濃
度

へ
の

影
響

は
観

察
さ

れ
な

か
っ

た
。

・
咀

嚼
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

は
、

痩
せ

型
で

は
減

少
し

、
肥

満
型

で
は

増
加

す
る

傾
向

が
あ

り
、

1日
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

は
、

い
ず

れ
か

の
ガ

ム
を

噛
む

と
瘦

せ
型

と
肥

満
型

の
2群

間
で

有
意

差
が

認
め

ら
れ

た
が

、
噛

ま
な

い
日

で
は

差
が

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

18
2

M
. O

ht
a 

et
 a

l.
20

17
高

齢
者

：
患

者
若

年
者

：
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

40
81

±
6

25
±

4
日

本
介

入
実

験
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

実
験

室
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

【
高

齢
者

群
】

【
若

年
群

】
ガ

ム
噛

み
3種

類
の

柔
ら

か
さ

の
ガ

ム

健
康

状
態

脳
活

動
〔

自
律

神
経

活
動

〕
R-

R間
隔

の
変

動
係

数
（

CV
RR

）
高

周
波

（
HF

）
パ

ワ
ー

低
周

波
（

LF
）

パ
ワ

ー
LF

/H
F比

総
パ

ワ
ー

・
安

静
時

と
す

べ
て

の
咀

嚼
・

圧
縮

条
件

に
お

い
て

、
自

律
神

経
活

動
の

高
周

波
（

HF
）

に
有

意
差

が
あ

っ
た

が
、

食
品

の
柔

ら
か

さ
に

は
有

意
な

差
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
総

電
力

は
、

安
静

時
と

す
べ

て
の

咀
嚼

・
圧

縮
条

件
で

有
意

差
が

あ
っ

た
が

、
食

物
の

柔
ら

か
さ

に
よ

る
有

意
差

は
な

か
っ

た
。

LF
、

LF
/H

F、
CV

RR
に

つ
い

て
は

、
す

べ
て

の
条

件
下

で
有

意
な

差
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

18
3

Ak
in

or
i T

as
ak

a 
et

 a
l.

20
18

研
究

参
加

者
28

30
±

2
日

本
介

入
実

験
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

実
験

室
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

ガ
ム

咀
嚼

VS
休

憩
30

分
間

の
算

術
計

算
に

よ
る

ス
ト

レ
ス

負
荷

の
後

、
10

分
間

休
息

ま
た

は
咀

嚼
す

る
よ

う
指

示

健
康

状
態

精
神

的
健

康
〔

ス
ト

レ
ス

状
態

〕
唾

液
コ

ル
チ

ゾ
ー

ル
値

・
安

静
時

に
比

べ
、

ガ
ム

咀
嚼

は
ス

ト
レ

ス
負

荷
10

分
後

の
唾

液
コ

ル
チ

ゾ
ー

ル
レ

ベ
ル

の
変

化
率

を
有

意
に

減
少

さ
せ

た
。

18
4

Ak
in

or
i T

as
ak

a 
et

 a
l.

20
14

大
学

14
26

～
33

日
本

介
入

実
験

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
実

験
室

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
ガ

ム
咀

嚼
の

時
間

ス
ト

レ
ス

負
荷

と
し

て
30

分
間

算
術

計
算

を
行

い
、

そ
の

後
、

0、
5、

10
、

15
分

間
ガ

ム
を

咀
嚼

咀
嚼

試
料

に
は

無
味

の
ガ

ム
1.

0g
を

使
用

健
康

状
態

精
神

的
健

康
〔

ス
ト

レ
ス

評
価

〕
唾

液
中

α
-ア

ミ
ラ

ー
ゼ

活
性

コ
ル

チ
ゾ

ー
ル

濃
度

・
α

-ア
ミ

ラ
ー

ゼ
活

性
の

変
化

率
に

は
、

咀
嚼

時
間

に
よ

る
有

意
な

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

コ
ル

チ
ゾ

ー
ル

レ
ベ

ル
の

減
少

率
は

、
5分

咀
嚼

よ
り

も
15

分
咀

嚼
の

方
が

有
意

に
大

き
か

っ
た

。
コ

ル
チ

ゾ
ー

ル
レ

ベ
ル

の
減

少
率

は
、

0分
咀

嚼
よ

り
も

10
分

咀
嚼

お
よ

び
15

分
咀

嚼
で

有
意

に
大

き
か

っ
た

。

18
5

D.
 L

. K
re

sg
e 

et
 a

l.
20

15
研

究
参

加
者

30 男
性

17
女

性
13

21
.5

±
6.

6
ア

メ
リ

カ
介

入
実

験
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

実
験

室
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

【
試

験
日

（
GC

）
】

無
糖

ガ
ム

を
合

計
1時

間
（

20
分

×
3

セ
ッ

シ
ョ

ン
）

噛
む

【
対

照
日

（
NG

）
】

ガ
ム

を
噛

ま
な

い

身
体

・
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

〔
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

〕
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
（

EE
）

呼
吸

交
換

比
（

RE
R）

血
糖

値
（

GL
C）

空
腹

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

（
EE

）
は

、
試

験
日

（
GC

）
の

方
が

対
象

日
（

NG
）

よ
り

高
か

っ
た

。
・

食
後

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

（
EE

）
も

対
象

日
（

NG
）

よ
り

試
験

日
（

GC
）

の
方

が
高

か
っ

た
。

・
空

腹
時

お
よ

び
食

後
の

呼
吸

交
換

比
（

RE
R）

と
血

糖
値

（
GL

C）
は

、
試

験
日

（
GC

）
と

対
象

日
（

NG
）

の
間

で
差

が
な

か
っ

た
。

18
6

Ö 
Ak

gü
l e

t a
l.

20
20

大
学

15
4

18
歳

以
上

65
歳

未
満

ト
ル

コ
介

入
3 

週
間

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
日

常
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

【
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

】
【

キ
シ

リ
ト

ー
ル

 群
】

被
験

者
に

は
、

1日
3回

（
毎

食
後

）
、

2個
の

ガ
ム

を
少

な
く

と
も

10
分

間
噛

む
よ

う
に

指
示

口
腔

機
能

歯
垢

と
歯

肉
歯

科
検

診
臨

床
評

価
と

微
生

物
学

的
評

価
TN

F-
α

IL
-6

IL
-8

S.
 m

ut
an

s

・
3 

週
間

後
の

キ
シ

リ
ト

ー
ル

群
で

は
，

歯
肉

指
標

と
歯

垢
指

標
が

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

値
に

対
し

て
有

意
に

減
少

し
た

．
・

TN
F-

α
、

IL
-6

、
IL

-8
の

唾
液

濃
度

は
3週

間
後

に
、

キ
シ

リ
ト

ー
ル

群
で

は
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

よ
り

も
有

意
に

減
少

し
た

．
・

ミ
ュ

ー
タ

ン
ス

連
鎖

球
菌

（
S.

 m
ut

an
s）

の
発

現
は

、
3週

間
の

キ
シ

リ
ト

ー
ル

使
用

で
約

5倍
減

少
し

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
と

比
較

し
て

統
計

的
に

有
意

な
差

が
認

め
ら

れ
た

。

18
7

R.
 S

. K
eu

ke
nm

ee
st

er
et

 a
l.

20
14

大
学

22
0

キ
シ

リ
ト

ー
ル

　
21

.6
(2

.7
)

マ
ル

チ
ト

ー
ル

21
.8

(2
.8

)
ガ

ム
ベ

ー
ス

21
.9

 (2
.3

)
が

む
な

し
22

.2
 (2

.8
)

オ
ラ

ン
ダ

介
入

3 
週

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
専

門
家

に
よ

る
歯

科
予

防
処

置
の

後
、

参
加

者
は

4つ
の

グ
ル

ー
プ

（
キ

シ
リ

ト
ー

ル
、

マ
ル

チ
ト

ー
ル

、
ガ

ム
ベ

ー
ス

、
ガ

ム
な

し
）

の
い

ず
れ

か
に

割
り

振
ら

れ
た

各
群

と
も

、
実

験
的

に
歯

肉
炎

を
発

症
さ

せ
た

下
顎

の
歯

は
ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
せ

ず
、

上
顎

は
通

常
の

口
腔

衛
生

手
順

を
維

持
し

た
。

口
腔

機
能

歯
垢

歯
肉

辺
縁

部
探

査
出

血
（

BO
M

P）
プ

ラ
ー

ク
ス

コ
ア

（
PS

）

・
ガ

ム
ベ

ー
ス

と
比

較
し

て
，

キ
シ

リ
ト

ー
ル

お
よ

び
マ

ル
チ

ト
ー

ル
群

で
は

BO
M

Pの
増

加
が

有
意

に
少

な
か

っ
た

．
・

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

し
た

上
顎

で
は

，
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
か

ら
試

験
終

了
時

点
ま

で
BO

M
Pに

有
意

な
変

化
は

認
め

ら
れ

ず
，

BO
M

Pと
PS

に
群

間
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
．

249



分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文 献 番 号 18
8

J. 
R.

 F
er

na
nd

o 
et

 a
l.

20
19

地
域

募
集

19
（

男
性

6 
名

、
女

性
 1

3
名

）

33
.3

 ±
 9

.2
歳

（
20

 歳
～

50
 歳

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
介

入
2週

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
・

カ
ゼ

イ
ン

ホ
ス

ホ
ペ

プ
チ

ド
安

定
化

非
晶

質
リ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
（

CP
P-

AC
P）

含
有

チ
ュ

ー
イ

ン
ガ

ム
：

1日
6

回
、

20
分

間
、

2週
間

・
無

添
加

の
無

糖
ガ

ム
：

1日
6回

、
20

分
間

、
2週

間
・

2週
間

の
間

ガ
ム

を
噛

ま
な

い
（

ノ
ー

ガ
ム

）
参

加
者

は
、

口
腔

衛
生

を
控

え
た

口
腔

機
能

歯
垢

中
の

細
菌

16
S 

rR
NA

遺
伝

子
の

V4
可

変
領

域
の

配
列

決
定

に
よ

る
細

菌
組

成

・
CP

P-
AC

Pガ
ム

に
よ

り
、

口
腔

内
連

鎖
球

菌
（

S.
 s

an
gu

in
is

）
お

よ
び

常
在

菌
で

あ
る

Ro
th

ia
 d

en
to

ca
rio

sa
、

コ
リ

ネ
バ

ク
テ

リ
ウ

ム
・

デ
ュ

ル
ム

（
Co

ry
ne

ba
ct

er
iu

m
 d

ur
um

）
お

よ
び

口
腔

連
鎖

球
菌

（
St

re
pt

oc
oc

cu
s 

m
iti

s）
の

割
合

が
ガ

ム
無

添
加

と
比

較
し

て
有

意
に

増
加

し
た

。

18
9

S.
 W

at
th

an
as

ae
n 

et
al

.
20

17
学

校
17

4
7～

18
タ

イ
介

入
1年

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
【

キ
シ

リ
ト

ー
ル

ガ
ム

＋
口

腔
衛

生
教

育
】

（
介

入
群

）
1日

3回
食

後
に

2粒
の

ガ
ム

を
5分

間
噛

む 【
口

腔
衛

生
教

育
単

独
】

（
対

照
群

）

口
腔

機
能

齲
蝕

歯
垢

う
蝕

発
生

率
プ

ラ
ー

ク
指

数
・

1 
年

後
の

乳
歯

列
の

う
蝕

発
生

率
は

，
対

照
群

に
比

べ
介

入
群

で
有

意
に

低
か

っ
た

（
相

対
リ

ス
ク

 0
.6

4，
95

%
Cl

 0
.4

4-
0.

96
）

 が
，

永
久

歯
列

の
う

蝕
発

生
率

に
は

有
意

差
は

な
か

っ
た

．
・

口
腔

衛
生

状
態

は
介

入
群

で
有

意
に

改
善

さ
れ

た
が

、
対

照
群

で
は

改
善

さ
れ

な
か

っ
た

19
0

T.
 H

as
hi

ba
 e

t a
l.

20
15

施
設

55
20

～
日

本
介

入
4日

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
試

験
群

：
自

己
申

告
に

基
づ

く
4日

間
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
中

に
、

1日
7回

、
2粒

の
ガ

ム
を

5分
間

噛
む

対
照

群
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

中
に

ガ
ム

は
配

給
さ

れ
な

か
っ

た
。

口
腔

機
能

唾
液

中
の

細
菌 VA

Sス
コ

ア

口
腔

内
の

状
態

（
主

観
的

評
価

）
Vi

su
al

 A
na

lo
g 

Sc
al

e
（

VA
S）

ス
コ

ア
刺

激
唾

液
細

菌
量

（
客

観
的

評
価

）
口

腔
内

の
健

康
状

態

・
口

腔
内

の
状

態
の

 V
AS

 ス
コ

ア
（

悪
臭

，
不

快
感

，
乾

燥
感

）
は

，
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

で
は

す
べ

て
有

意
に

上
昇

し
た

。
・

テ
ス

ト
群

で
は

 2
 つ

の
 V

AS
 ス

コ
ア

（
悪

臭
，

不
快

感
）

の
み

上
昇

し
た

．
・

唾
液

総
菌

数
は

、
対

照
群

で
は

有
意

に
増

加
し

た
が

、
試

験
群

で
は

有
意

な
変

化
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

19
1

P.
 A

. S
ah

ee
r e

t a
l.

20
19

学
校

48
14

～
15

イ
ン

ド
介

入
14

日
間

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
日

常
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

【
キ

シ
リ

ト
ー

ル
群

】
PE

RF
ET

TI
'S

HA
PP

YD
EN

Tの
チ

ュ
ー

イ
ン

ガ
ム

を
2個

/日
与

え
た

。
14

日
間

、
1日

2回
（

朝
食

後
と

昼
食

後
）

、
食

後
20

分
間

噛
む

【
ソ

ル
ビ

ト
ー

ル
群

】
W

RI
GL

EY
'S

オ
ー

ビ
ッ

ト
の

チ
ュ

ー
イ

ン
ガ

ム
を

2
個

/日
与

え
た

。
14

日
間

、
1日

2回
（

朝
食

後
と

昼
食

後
）

、
食

後
20

分
間

噛
む

【
対

照
群

】
ガ

ム
な

し
参

加
者

は
、

1日
1回

の
ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ

口
腔

機
能

歯
垢

と
歯

肉
歯

垢
ス

コ
ア

歯
肉

ス
コ

ア
出

血
ス

コ
ア

試
験

群
（

キ
シ

リ
ト

ー
ル

群
、

ソ
ル

ビ
ト

ー
ル

群
）

で
は

、
対

照
群

に
比

べ
、

歯
垢

、
歯

肉
、

出
血

の
ス

コ
ア

が
有

意
に

減
少

し
た

（
P 

<
0.

05
）

。

19
2

M
. C

. M
ar

tín
ez

-P
ab

ón
et

 a
l.

20
14

大
学

13
0

男
性

36
女

性
94

男
性

18
~2

9
女

性
16

~3
4

ス
ペ

イ
ン

介
入

30
日

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
【

カ
ゼ

イ
ン

ホ
ス

ホ
ペ

プ
チ

ド
・

ア
モ

ル
フ

ァ
ス

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

（
CP

P-
AC

P）
含

有
ヘ

キ
シ

ト
ー

ル
加

糖
ガ

ム
】

【
CP

P-
AC

P含
有

し
な

い
ペ

ン
チ

ト
ー

ル
加

糖
ガ

ム
】

【
ガ

ム
の

な
い

対
照

群
）

実
験

グ
ル

ー
プ

の
被

験
者

は
、

1日
3

回
、

食
後

に
2粒

の
ガ

ム
を

20
分

間
噛

ん
だ

。
す

べ
て

の
被

験
者

は
、

歯
ブ

ラ
シ

と
デ

ン
タ

ル
フ

ロ
ス

の
使

用
に

関
す

る
口

腔
衛

生
指

導
を

受
け

た
。

口
腔

機
能

唾
液

中
の

細
菌

カ
ル

シ
ウ

ム
/リ

ン
酸

イ
オ

ン
濃

度
総

顔
面

細
菌

量
St

re
pt

oc
oc

cu
s

m
ut

an
s

La
ct

ob
ac

ill
us

 s
pp

グ
ラ

ム
陰

性
化

率

・
介

入
後

の
ヘ

キ
シ

ト
ー

ル
/C

PP
-A

CP
ガ

ム
群

で
は

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
と

比
較

し
て

統
計

的
に

有
意

な
可

視
プ

ラ
ー

ク
ス

コ
ア

の
減

少
を

示
し

た
。

そ
の

効
果

が
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

の
群

間
差

唾
液

中
の

常
在

細
菌

数
と

S.
 m

ut
an

s菌
数

は
、

ヘ
キ

シ
ト

ー
ル

/n
on

-C
PP

-A
CP

ガ
ム

群
と

対
照

群
の

両
方

で
同

様
の

傾
向

が
見

ら
れ

た
。

こ
れ

ら
の

パ
ラ

メ
ー

タ
の

中
央

値
は

対
照

群
と

比
較

し
て

ヘ
キ

シ
ト

ー
ル

/n
on

-
CP

P-
AC

Pガ
ム

群
で

よ
り

有
意

に
減

少
し

て
い

た
。

・
唾

液
中

の
La

ct
ob

ac
ill

us
 s

pp
.の

変
化

は
、

pe
nt

ito
l/n

on
-

CP
P-

AC
P 

ガ
ム

群
で

の
み

示
さ

れ
た

。
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分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文 献 番 号 19
3

A.
 T

ak
en

ou
ch

i e
t a

l.
20

21
学

校
36

第
1期

：
20

.8
±

0.
3、

第
2期

：
21

.3
±

1.
9

日
本

介
入

対
照

４
W 介

入
4W

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
日

常
に

お
け

る
ガ

ム
の

咀
嚼

1日
7回

、
1回

10
分

間
、

ガ
ム

ベ
ー

ス
1

枚
を

噛
む

健
康

状
態

口
腔

機
能

精
神

的
健

康
唾

液
量

咀
嚼

効
率

無
刺

激
唾

液
流

量
咀

嚼
効

率
咀

嚼
回

数
〔

精
神

的
健

康
〕

PO
M

S2
GH

Q-
30

・
両

期
間

と
も

、
無

刺
激

唾
液

流
量

は
介

入
期

間
後

に
有

意
な

増
加

を
示

し
た

。
・

第
１

期
は

、
介

入
期

間
後

に
精

神
的

健
康

で
あ

る
GH

Q-
30

ス
コ

ア
と

咀
嚼

効
率

は
負

の
相

関
を

示
し

た
。

・
第

２
期

は
、

介
入

期
間

後
に

精
神

的
健

康
で

あ
る

 P
OM

S2
 ス

コ
ア

と
咀

嚼
回

数
は

負
の

相
関

を
示

し
た

。

19
4

菅
野

　
範

　
ほ

か
20

20
学

校
70 男

子
32

女
子

38

12
～

13
日

本
介

入
1か

月
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
【

ガ
ム

咀
噛

介
入

群
】

（
介

入
群

）
：

チ
ュ

ー
イ

ン
グ

ガ
ム

を
1回

2粒
5分

摂
取

，
こ

れ
を

1日
3回

実
施

す
る

よ
う

に
指

示
【

非
介

入
群

】
（

対
照

群
）

：
普

段
ど

お
り

に
生

活

口
腔

機
能

身
体

・
運

動
咬

合
力

運
動

能
力

咬
合

力
運

動
能

力
測

定
・

介
入

群
は

、
女

了
に

お
け

る
咬

合
力

の
増

加
と

短
距

離
走

の
加

速
局

面
で

の
疾

走
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

向
上

が
確

認
さ

れ
た

。

19
5

Ş 
Ya

m
an

-S
öz

bi
r e

t a
l.

20
19

学
校

10
0

20
.5

±
0.

9
日

本
介

入
2週

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
【

長
期

チ
ュ

ー
イ

ン
ガ

ム
群

】
試

験
14

日
前

か
ら

試
験

週
間

終
了

ま
で

（
計

5
日

間
と

19
日

間
）

、
1日

30
分

以
上

ガ
ム

を
噛

む
【

短
期

チ
ュ

ー
イ

ン
ガ

ム
群

】
試

験
の

2日
前

か
ら

試
験

終
了

ま
で

（
合

計
7日

間
）

、
1日

30
分

ガ
ム

を
噛

む
【

対
照

群
】

ガ
ム

を
噛

む
こ

と
を

禁
じ

た
。

健
康

状
態

成
績

精
神

的
健

康
試

験
成

績
ス

ト
レ

ス
不

安
抑

う
つ

自
己

集
中

試
験

成
績

・
長

期
チ

ュ
ー

イ
ン

ガ
ム

群
お

よ
び

短
期

チ
ュ

ー
イ

ン
ガ

ム
群

で
は

、
抑

う
つ

、
不

安
、

ス
ト

レ
ス

の
テ

ス
ト

前
得

点
が

テ
ス

ト
後

得
点

よ
り

有
意

に
高

か
っ

た
。

・
長

期
チ

ュ
ー

イ
ン

ガ
ム

群
の

学
業

成
就

平
均

点
は

、
他

の
群

よ
り

高
か

っ
た

。

19
6

庄
井

和
人

20
14

病
院

11
平

均
66

.1
日

本
介

入
4週

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
こ

の
実

験
義

歯
は

そ
れ

ぞ
れ

2週
間

使
用

さ
せ

た
（

ガ
ム

咀
嚼

時
、

空
咀

嚼
時

）
・

第
二

大
臼

歯
ま

で
人

工
歯

配
列

し
た

通
常

歯
列

・
大

臼
歯

を
配

列
し

な
い

短
縮

歯
列

健
康

状
態

脳
活

動
脳

活
動

機
能

的
磁

気
共

鳴
画

像
法

（
fM

RI
）

・
ガ

ム
咀

嚼
時

に
は

通
常

歯
列

の
両

側
中

全
頭

回
の

活
動

が
短

縮
歯

列
に

比
較

し
て

有
意

に
高

か
っ

た
。

短
縮

歯
列

が
有

意
に

高
か

っ
た

領
域

は
な

く
、

空
咀

嚼
時

に
は

歯
列

条
件

に
よ

る
有

意
差

は
な

か
っ

た
。

・
ガ

ム
咀

嚼
時

に
空

咀
嚼

時
よ

り
も

有
意

に
高

く
活

動
し

た
領

域
に

つ
い

て
、

通
常

歯
列

と
短

縮
歯

列
の

領
域

の
差

分
を

求
め

た
と

こ
ろ

、
通

常
歯

列
で

は
右

側
の

中
前

頭
回

の
活

動
が

有
意

に
高

か
っ

た
。

義
歯

大
臼

歯
部

に
よ

る
咬

合
が

存
在

す
る

時
の

咀
嚼

と
中

前
頭

回
の

活
動

と
の

関
連

の
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

19
7

井
上

広
子

　
ほ

か
20

16
大

学
19

19
.8

±
0.

8
日

本
介

入
9週

間
ガ

ム
を

噛
む

こ
と

日
常

に
お

け
る

ガ
ム

の
咀

嚼
毎

食
前

10
分

間
の

ガ
ム

咀
嚼

の
介

入
試

験
を

9週
間

実
施

、
9 

週
間

の
累

積
咀

嚼
時

間
に

よ
る

 群
【

高
咀

嚼
群

】
50

 パ
ー

セ
ン

タ
イ

ル
よ

り
大

き
い

【
低

咀
嚼

群
】

50
 パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

よ
り

小
さ

い
群

体
格

腹
囲

BM
I

体
重

BM
I

体
脂

肪
率

腹
囲

腹
部

脂
肪

・
低

咀
嚼

群
で

は
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

と
 9

 週
間

後
の

い
ず

れ
の

指
標

に
も

有
意

な
差

は
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
高

咀
嚼

群
で

は
、

体
重

、
体

格
指

数
（

BM
I）

、
体

脂
肪

率
、

腹
囲

、
M

RI
で

観
察

さ
れ

る
腹

部
脂

肪
が

、
9週

間
後

に
は

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

と
比

較
し

て
有

意
に

減
少

し
た

。
内

臓
脂

肪
お

よ
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

に
つ

い
て

は
、

有
意

な
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
肥

満
/過

体
重

女
性

に
対

す
る

ガ
ム

咀
嚼

介
入

は
、

M
RI

で
観

察
さ

れ
た

よ
う

に
、

体
重

、
BM

I、
お

よ
び

腹
部

脂
肪

を
減

少
さ

せ
た

。
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表
3-

12
　

よ
く

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

と
口

腔
機

能
、

食
事

、
健

康
状

態
と

の
関

連

分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

19
8

石
田

直
子

　
ほ

か
20

15
地

域
40

47
男

児
20

55
女

児
19

92

3
日

本
横

断
-

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

咀
嚼

習
慣

噛
み

こ
た

え
の

あ
る

食
べ

物
の

摂
取

・
取

り
入

れ
て

い
る

・
取

り
入

れ
て

い
な

い

口
腔

機
能

齲
蝕

う
蝕

の
有

無
・

う
蝕

の
有

無
に

影
響

を
与

え
る

リ
ス

ク
要

因
は

，
性

別
，

出
生

順
位

，
テ

レ
ビ

や
ビ

デ
オ

を
見

な
が

ら
食

事
を

す
る

習
慣

，
甘

い
お

菓
子

の
摂

取
甘

い
飲

み
物

の
摂

取
，

保
護

者
の

仕
上

げ
み

が
き

で
あ

っ
た

．
・

市
ご

と
の

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
分

析
か

ら
　

B，
D

，
K市

で
は

，
14

市
全

体
の

分
析

で
は

有
意

性
が

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

「
噛

み
こ

た
え

の
あ

る
食

べ
物

」
，

H
市

で
は

「
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
」

は
有

意
な

う
蝕

発
生

の
リ

ス
ク

要
因

と
な

っ
た

．

19
9

平
光

良
充

20
15

地
域

30
00

10
~3

0代
40

~5
0代

60
~

日
本

横
断

-
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
咀

嚼
習

慣
よ

く
噛

ん
で

味
わ

っ
て

食
べ

る
こ

と
に

関
す

る
意

識
・

気
を

付
け

て
い

る
・

気
を

付
け

て
い

な
い

・
意

識
し

て
い

な
い

体
格

BM
I

BM
I

・
低

体
重

群
・

普
通

体
重

群
・

肥
満

群

・
40

～
50

 歳
代

男
性

で
は

，
よ

く
噛

ん
で

味
わ

っ
て

食
べ

る
よ

う
に

「
気

を
つ

け
て

い
る

」
人

は
，

普
通

体
重

群
よ

り
肥

満
群

で
有

意
に

低
か

っ
た

．
・

10
～

30
 歳

代
男

女
お

よ
び

40
～

50
 代

女
性

で
も

，
有

意
な

差
で

は
な

い
が

同
様

の
傾

向
が

み
ら

れ
た

．
・

60
 歳

以
上

男
女

で
は

，
よ

く
噛

ん
で

味
わ

っ
て

食
べ

る
よ

う
に

「
気

を
つ

け
て

い
る

」
人

の
割

合
は

，
普

通
体

重
群

と
肥

満
群

で
同

程
度

で
あ

っ
た

．

20
0

井
邉

有
未

　
ほ

か
20

21
学

校
8,

70
4

小
1～

中
3

日
本

横
断

-
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
咀

嚼
習

慣
咀

嚼
習

慣
普

段
の

食
事

を
，

よ
く

か
ん

で
食

べ
て

い
ま

す
か

「
い

つ
も

よ
く

か
ん

で
い

る
」

「
よ

く
か

ん
で

食
べ

る
こ

と
が

多
い

」
「

よ
く

か
ん

で
食

べ
な

い
こ

と
が

多
い

」
「

い
つ

も
よ

く
か

ん
で

い
な

い
」

・
噛

む
群

・
噛

ま
な

い
群

体
格

肥
満

度
・

痩
身

傾
向

・
標

準
体

重
・

肥
満

傾
向

・
噛

ま
な

い
子

ど
も

は
，

噛
む

子
ど

も
に

比
べ

，
痩

身
傾

向
・

標
準

体
重

よ
り

肥
満

傾
向

で
あ

る
可

能
性

が
示

さ
れ

た
［

モ
デ

ル
1 

：
男

子
の

オ
ッ

ズ
比

2.
17

（
95

％
Cl

1.
69

～
2.

78
）

，
女

子
2.

06
（

1.
34

～
3.

20
）

、
；

モ
デ

ル
2 

：
男

子
2.

14
（

1.
67

～
2.

75
）

，
女

子
2.

04
（

1.
32

～
3.

16
）

；
モ

デ
ル

3 
：

男
子

1.
94

（
1.

50
～

2.
52

）
，

女
子

1.
89

（
1.

20
～

2.
98

）
。

20
1

Y.
 Z

hu
 e

t a
l.

20
13

実
験

参
加

者
男

性
21

18
歳

〜
40

歳
ア

メ
リ

カ
介

入
実

験
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

ピ
ザ

・
15

回
咀

嚼
・

40
回

咀
嚼

食
事

健
康

状
態

パ
ス

タ
の

摂
取

量 主
観

的
食

欲
糖

代
謝

ホ
ル

モ
ン

・
パ

ス
タ

：
参

加
者

は
、

満
腹

に
な

る
ま

で
食

べ
た

量 ・
食

欲
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
主

観
的

食
欲

・
満

腹
関

連
ホ

ル
モ

ン
、

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

、
イ

ン
ス

リ
ン

、
グ

ル
コ

ー
ス

依
存

性
イ

ン
ス

リ
ン

ト
ロ

ピ
ッ

ク
ペ

プ
チ

ド
（

GI
P）

濃
度

・
15

回
噛

ん
だ

場
合

と
比

較
し

て
、

1回
に

つ
き

40
回

噛
ん

だ
場

合
は

、
食

事
量

が
減

少
し

た
。

空
腹

感
（

P¼
＝

0-
00

9）
、

食
べ

物
へ

の
こ

だ
わ

り
（

P＝
 0

-0
05

）
、

食
べ

た
い

と
い

う
気

持
ち

（
P＝

 0
-

00
2）

で
あ

っ
た

。
・

血
漿

中
の

グ
ル

コ
ー

ス
、

イ
ン

ス
リ

ン
、

グ
ル

コ
ー

ス
依

存
性

イ
ン

ス
リ

ン
ト

ロ
ピ

ッ
ク

ペ
プ

チ
ド

（
GI

P）
濃

度
、

血
漿

コ
レ

シ
ス

ト
キ

ニ
ン

濃
度

は
、

40
回

咀
嚼

食
後

に
高

く
な

り
、

グ
レ

リ
ン

濃
度

が
低

く
な

っ
た

。
・

15
回

噛
ん

だ
場

合
と

40
回

噛
ん

だ
場

合
で

、
試

験
食

で
の

摂
食

量
に

有
意

な
差

は
な

か
っ

た
。

20
2

茅
田

義
明

　
ほ

か
20

20
病

院
74 男

性
33

女
性

41

22
.6

7±
4.

90
日

本
縦

断
小

中
学

生
時

を
回

想

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

咀
嚼

習
慣

小
中

学
生

の
頃

、
咀

嚼
回

数
が

自
然

と
増

え
る

よ
う

な
噛

み
ご

た
え

の
あ

る
食

物 ・
頻

繁
に

食
べ

て
い

た
・

頻
繁

に
食

べ
て

い
な

い

口
腔

機
能

歯
列

の
形

態
形

成
歯

列
の

形
態

形
成

小
中

学
生

の
頃

に
，

自
然

と
咀

嚼
回

数
が

増
え

る
よ

う
な

食
材

を
嗜

好
し

た
り

，
「

し
っ

か
り

噛
ん

で
食

べ
な

さ
い

」
な

ど
と

い
う

声
掛

け
を

さ
れ

る
よ

う
な

「
緩

や
か

に
」

咀
嚼

行
動

に
介

入
し

た
家

庭
環

境
で

育
っ

た
場

合
，

歯
列

幅
径

が
1.

5～
1.

7 
m

m
 程

度
大

き
く

な
り

，
歯

列
の

長
径

が
短

縮
す

る
と

い
う

歯
列

形
態

の
成

長
パ

タ
ー

ン
の

変
化

が
統

計
的

有
意

差
を

も
っ

て
認

め
ら

れ
た

．

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文
献

番
号
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分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文
献

番
号 20
3

S.
 H

ig
gs

 e
t a

l.
20

13
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
43 女

性
36

男
性

7

20
.3

5±
2.

82
イ

ギ
リ

ス
介

入
実

験
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

実
験

室
で

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

の
定

食
ラ

ン
チ

を
食

べ
た

。
条

件
1:

「
習

慣
的

咀
嚼

」
参

加
者

に
普

段
と

同
じ

よ
う

に
食

べ
て

も
ら

う
対

照
条

件
条

件
2:

「
休

止
条

件
」

参
加

者
が

普
通

に
咀

嚼
し

、
一

口
ご

と
に

10
秒

の
休

止
を

入
れ

る
条

件
3:

「
長

時
間

咀
嚼

条
件

」
参

加
者

に
飲

み
込

む
前

に
30

秒
間

継
続

し
て

噛
ん

で
も

ら
う

食
事

間
食

の
摂

取
量

そ
の

後
の

間
食

の
摂

取
・

長
時

間
咀

嚼
群

で
は

、
習

慣
的

咀
嚼

群
に

比
べ

、
間

食
摂

取
量

が
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

休
止

群
の

間
食

摂
取

量
は

、
長

時
間

咀
嚼

群
、

習
慣

的
咀

嚼
群

の
い

ず
れ

と
も

差
が

な
か

っ
た

。
・

長
時

間
咀

嚼
群

の
参

加
者

は
、

他
の

条
件

の
参

加
者

に
比

べ
、

昼
食

の
楽

し
み

が
少

な
く

、
満

足
度

も
有

意
に

低
か

っ
た

。
・

食
欲

の
評

価
に

は
群

間
差

は
な

か
っ

た
。

20
4

Y.
 Z

hu
 e

t a
l.

20
14

地
域

、
大

学
18 男

性
4

女
性

14

65
～

72
±

1
ア

メ
リ

カ
介

入
実

験
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

各
試

験
で

は
、

ピ
ザ

ロ
ー

ル
を

10
0％

、
15

0％
、

20
0％

咀
嚼

し
、

飲
み

込
む

こ
と

で
、

心
地

よ
く

満
腹

に
な

る
ま

で
食

べ
る

食
事

食
事

の
摂

取
量

お
い

し
さ

に
関

す
る

評
価

摂
食

量
・

食
事

時
間

お
よ

び
食

事
終

了
時

の
食

欲
の

変
化

に
は

、
試

験
セ

ッ
シ

ョ
ン

間
で

差
は

な
か

っ
た

。
・

習
慣

的
咀

嚼
回

数
（

H
N

C）
15

0%
お

よ
び

20
0%

時
の

摂
食

速
度

は
、

習
慣

的
咀

嚼
回

数
（

H
N

C）
10

0%
時

の
摂

食
量

と
比

較
し

て
有

意
に

減
少

し
て

い
た

。
・

咀
嚼

の
徹

底
は

、
食

後
の

試
験

食
の

お
い

し
さ

に
関

す
る

評
価

を
有

意
に

低
下

さ
せ

た
。

・
試

験
セ

ッ
シ

ョ
ン

間
の

摂
食

量
に

有
意

な
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

20
5

Y.
 Z

hu
 e

t a
l.

20
14

地
域

、
大

学
45

18
－

45
ア

メ
リ

カ
介

入
実

験
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

普
通

体
重

、
過

体
重

、
肥

満
の

参
加

者
参

加
者

は
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

の
咀

嚼
回

数
を

評
価

し
た

後
、

3回
の

試
験

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

し
、

昼
食

に
ピ

ザ
を

食
べ

、
飲

み
込

む
前

に
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
の

咀
嚼

回
数

の
10

0%
、

15
0%

、
20

0%
の

い
ず

れ
か

の
咀

嚼
を

行
い

、
快

適
に

満
腹

に
な

る
ま

で
食

べ
る

よ
う

に
指

示
さ

れ
た

。

食
事

食
事

の
摂

取
量

食
事

摂
取

量
食

事
時

間
平

均
摂

食
速

度
食

事
終

了
時

の
食

欲
評

価

・
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
の

15
0％

お
よ

び
20

0％
の

咀
嚼

回
数

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
お

け
る

食
物

摂
取

量
は

、
10

0％
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
と

比
較

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
9.

5％
お

よ
び

14
.8

％
、

有
意

に
減

少
し

た
。

・
咀

嚼
回

数
の

増
加

は
、

食
事

時
間

の
延

長
と

摂
食

速
度

の
低

下
も

も
た

ら
し

た
。

し
か

し
、

食
事

終
了

時
お

よ
び

食
後

直
後

の
主

観
的

な
食

欲
に

差
は

な
か

っ
た

。

20
6

Y.
 Z

hu
 e

t a
l.

20
15

大
学

64
18

歳
か

ら
45

歳
ア

メ
リ

カ
介

入
実

験
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

【
完

全
歯

列
型

の
健

常
成

人
の

群
【

完
全

歯
列

型
の

過
体

重
・

肥
満

成
人

の
群

】
試

験
食

を
5回

摂
取

さ
せ

、
咀

嚼
回

数
、

飲
み

込
む

ま
で

の
咀

嚼
時

間
、

咀
嚼

速
度

を
測

定
し

た
試

験
食

品
：

チ
ー

ズ
ピ

ザ
ロ

ー
ル

体
格

BM
I

肥
満

度
咀

嚼
回

数
咀

嚼
時

間
咀

嚼
速

度

・
過

体
重

・
肥

満
の

参
加

者
に

比
較

し
て

、
普

通
体

重
の

被
験

者
は

、
食

品
の

各
部

分
を

摂
取

す
る

の
に

、
咀

嚼
回

数
が

多
く

、
咀

嚼
時

間
が

長
か

っ
た

。
・

肥
満

度
と

咀
嚼

回
数

（
r ＝

-0
.2

96
）

お
よ

び
咀

嚼
時

間
（

r ＝
 -

0.
35

4）
に

は
、

統
計

的
に

有
意

な
負

の
相

関
が

観
察

さ
れ

た
。

20
7

濱
口

絢
子

　
ほ

か
20

16
大

学
52 男

性
28

女
性

24

平
均

年
齢

24
.8

7±
2.

49
歳

）

日
本

介
入

実
験

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

検
査

用
グ

ミ
ゼ

リ
ー

検
査

用
グ

ミ
ゼ

リ
ー

の
嚥

下
ま

で
の

咀
嚼

回
数

と
咀

嚼
時

間
体

格
肥

満
度

肥
満

度
・

肥
満

群
・

標
準

体
重

群
・

低
体

重
群

・
肥

満
群

が
標

準
体

重
群

、
低

体
重

群
よ

り
嚥

下
ま

で
の

咀
嚼

回
数

は
有

意
に

少
な

く
、

咀
嚼

時
間

は
有

意
に

短
か

っ
た

。
・

嚥
下

ま
で

の
咀

嚼
回

数
と

咀
嚼

時
間

の
間

に
は

高
い

相
関

性
が

認
め

ら
れ

た
が

、
咬

合
接

触
面

積
と

咀
嚼

回
数

、
咬

合
接

触
面

積
と

咀
嚼

時
間

の
間

に
は

相
関

性
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
姿

勢
の

変
化

に
伴

い
、

咬
合

接
触

面
積

は
他

の
3種

の
姿

勢
で

基
準

位
よ

り
有

意
に

減
少

し
、

嚥
下

ま
で

の
咀

嚼
回

数
、

咀
嚼

時
間

は
有

意
に

増
加

し
た

。

20
8

A.
 G

. W
ijl

en
s 

et
 a

l.
20

16
実

験
参

加
者

37
名

の
男

性
22

. 4
歳

オ
ラ

ン
ダ

介
入

実
験

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

試
験

食
修

正
偽

食
（

M
SF

）
：

ス
ポ

ン
ジ

ケ
ー

キ
食

事
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
食

欲

食
欲

の
評

価
実

験
後

の
自

由
食

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量

70
0k

ca
lの

経
口

摂
取

は
10

0k
ca

lの
経

口
摂

取
に

比
べ

、
そ

の
後

の
自

由
食

の
摂

取
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
35

％
少

な
か

っ
た

。
・

す
べ

て
の

食
欲

評
価

は
、

70
0k

ca
lの

方
が

10
0k

ca
lよ

り
も

低
か

っ
た

。
・

満
腹

感
は

、
8分

の
方

が
1分

の
修

正
偽

食
（

M
SF

処
理

）
よ

り
も

高
く

、
摂

取
消

費
量

は
少

な
か

っ
た

。

253



分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文
献

番
号 20
9

A.
 W

äl
ti  

et
 a

l.
20

16
病

院
20

ド
イ

ツ
介

入
実

験
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

【
高

繊
維

食
】

全
粒

粉
パ

ン
1個

、
 り

ん
ご

（
生

、
皮

付
き

）
、

 ブ
ラ

ッ
ク

ベ
リ

ー
ジ

ャ
ム

–、
バ

タ
ー

 、
 水

【
低

繊
維

食
】

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ミ
ー

ル
、

白
パ

ン
1個

、
カ

リ
ン

ゼ
リ

ー
 、

 バ
タ

ー

口
腔

機
能

口
臭

口
臭

摂
取

2.
5時

間
後

の
揮

発
性

硫
黄

化
合

物
（

VS
C）

の
測

定

・
食

事
摂

取
に

よ
り

、
試

験
食

、
対

照
食

に
か

か
わ

ら
ず

、
す

べ
て

の
試

験
項

目
（

VS
C、

口
臭

の
官

能
評

価
、

舌
苔

、
主

観
的

口
腔

感
覚

）
の

ス
コ

ア
が

有
意

に
低

下
し

た
。

・
高

繊
維

質
の

食
事

は
、

器
官

受
容

的
に

知
覚

可
能

な
口

臭
を

統
計

的
に

有
意

に
減

少
さ

せ
た

（
p<

0.
05

）
。

他
の

3つ
の

パ
ラ

メ
ー

タ
も

同
様

に
直

接
比

較
（

試
験

食
と

対
照

食
）

し
た

が
、

有
意

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

21
0

D
. S

. L
ar

se
n 

et
 a

l.
20

16
実

験
参

加
者

26
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド

介
入

実
験

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

試
験

食
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
• 空

腹
時

の
食

欲
は

食
欲

調
査

票
で

評
価

。
• プ

リ
ロ

ー
ド

（
模

型
用

食
品

）
を

摂
取

す
る

。
LC

と
H

Cの
ど

ち
ら

か
を

ラ
ン

ダ
ム

に
4個

ず
つ

割
り

当
て

• 被
験

者
が

食
欲

を
評

価
す

る
• 最

初
の

コ
ー

ス
は

、
自

由
食

（
ト

マ
ト

ソ
ー

ス
パ

ス
タ

）
好

き
な

だ
け

。
• 被

験
者

が
食

欲
を

評
価

す
る

。
• 2

回
目

の
食

事
は

デ
ザ

ー
ト

を
好

き
な

だ
け

。
• 被

験
者

が
食

欲
を

評
価

す
る

• 被
験

者
は

試
験

場
を

離
れ

、
3時

間
の

食
事

日
記

を
記

入
す

る
。

• 3
時

間
後

に
食

欲
を

評
価

し
、

次
の

主
食

の
時

刻
を

記
録

す
る

。

食
事

満
腹

反
応

満
腹

反
応

・
同

じ
風

味
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
、

経
口

処
理

時
間

で
あ

り
な

が
ら

、
食

感
の

複
雑

さ
が

低
い

「
ス

タ
ー

タ
ー

」
モ

デ
ル

食
品

を
摂

取
し

た
被

験
者

は
、

そ
の

後
の

食
事

を
有

意
に

多
く

摂
取

し
て

い
た

。

21
1

木
林

美
由

紀
20

16
学

校
70

16
.5

±
0.

5
日

本
介

入
1か

月
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

食
育

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
【

実
施

群
】

【
非

実
施

群
】

実
施

群
に

は
液

体
商

蕩
を

応
用

し
た

噛
み

応
え

の
あ

る
豆

乳
・

お
か

ら
ド

ー
ナ

ツ
（

け
っ

こ
う

か
み

こ
た

え
あ

る
ド

ー
ナ

ッ
Rl

，
株

式
会

社
白

帆
タ

ン
パ

ク
製

）
を

1日
1個

7日
間

よ
く

噛
む

こ
と

を
意

識
し

て
食

べ
る

こ
と

と
し

た
．

口
腔

機
能

咀
嚼

力
直

接
的

咀
噌

力
間

接
的

咀
囎

力
咬

合
力

表
示

面
積

，
平

均
圧

，
最

大
圧

，
咬

合
力

握
力

・
実

施
群

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

の
女

子
の

溶
出

糖
量

，
男

女
と

も
に

咬
合

力
表

示
面

積
と

咬
合

力
が

有
意

に
向

上
し

た
。

・
実

施
群

の
男

女
と

も
に

平
均

握
力

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

で
有

意
に

向
上

し
た

．
・

非
実

施
群

の
溶

出
糖

量
は

男
女

共
に

低
下

し
た

。
平

均
握

力
は

男
女

と
も

有
意

な
変

化
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．

21
2

M
. F

ar
oo

q 
et

 a
l.

20
17

実
験

参
加

者
18 男

性
15

女
性

3

27
.7

±
2.

8
ア

メ
リ

カ
介

入
実

験
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

：
自

己
判

断
に

よ
る

摂
取

量
と

咀
嚼

回
数

を
設

定
２

回
目

：
咀

嚼
回

数
に

関
す

る
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

目
標

咀
嚼

回
数

は
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
と

同
じ

か
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

の
咀

嚼
回

数
を

25
%

減
ら

す
か

の
い

ず
れ

か

食
事

3回
の

食
事

に
お

け
る

摂
取

量
3回

の
食

事
に

お
け

る
摂

取
量

、
食

事
時

間
、

空
腹

感
、

食
欲

、
喉

の
渇

き

咀
嚼

回
数

の
25

％
減

少
を

目
標

と
し

た
JIT

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
は

、
空

腹
感

や
満

腹
感

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
な

く
、

摂
取

量
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

を
減

少
さ

せ
た

。

21
3

S.
 R

ub
id

o 
et

 a
l.

20
18

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

20
名

20
±

25
 歳

ス
ペ

イ
ン

介
入

実
験

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

試
験

食
歯

を
磨

く
か

リ
ン

ゴ
を

食
べ

る
か

を
無

作
為

に
割

り
当

て
た

。
2週

間
後

、
順

序
を

逆
に

し
て

実
験

を
繰

り
返

し
た

。
食

べ
る

前
：

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

（
B）

食
べ

た
直

後
（

A）
24

時
間

後
（

24
）

口
腔

機
能

歯
垢

中
の

細
菌

唾
液

中
の

細
菌

プ
ラ

ー
ク

指
数

（
PI

）
全

唾
液

（
つ

ば
）

中
の

細
菌

生
存

率
（

BV
）

・
リ

ン
ゴ

を
噛

ん
だ

後
の

プ
ラ

ー
ク

歯
数

PI
-A

（
食

べ
た

直
後

）
は

PI
-B

（
食

べ
る

前
）

 と
PI

-2
4 

(2
4時

間
後

）
の

両
方

よ
り

も
有

意
に

高
い

値
を

示
し

た
。

・
り

ん
ご

を
噛

ん
だ

後
の

全
唾

液
の

細
菌

生
存

率
BV

-A
（

食
べ

た
直

後
）

は
BV

-B
（

食
べ

る
前

）
よ

り
有

意
に

低
く

、
BV

-2
4（

24
時

間
後

）
の

測
定

で
食

べ
る

前
の

値
に

戻
っ

た
。
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分
類

細
分

類
内

容
ア

ウ
ト

カ
ム

分
類

ア
ウ

ト
カ

ム
細

分
類

ア
ウ
ト
カ
ム

主
要
な
結
果

報
告
者

報
告
年

設
定

人
数

年
齢

調
査
地
域

研
究

デ
ザ

イ
ン

研
究
期

間
予

測
因

子
/介

入
方

法
ア

ウ
ト

カ
ム

文
献

番
号 21
4

N
. K

ito
 e

t a
l.

20
19

地
域

86
65

~
日

本
介

入
3ヶ

月
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
試

験
食

適
切

な
栄

養
素

を
含

む
食

感
の

良
い

食
品

を
導

入
し

た
い

わ
ゆ

る
「

も
っ

ち
り

ラ
ン

チ
」

介
入

群
対

象
群

口
腔

機
能

 咬
合

力
、

舌
圧

、
舌

・
唇

の
運

動
機

能
、

咀
嚼

機
能

（
グ

ミ
ゼ

リ
ー

）

〔
口

腔
機

能
〕

 咬
合

力
、

舌
圧

、
舌

・
唇

の
運

動
機

能
、

咀
嚼

機
能

（
グ

ミ
ゼ

リ
ー

）
〔

身
体

機
能

〕
 手

の
握

力
（

H
GS

）
、

通
常

の
歩

行
速

度
、

タ
イ

ム
ド

ア
ッ

プ
・

ア
ン

ド
・

ゴ
ー

テ
ス

ト
（

TU
G）

・
舌

圧
で

測
定

さ
れ

る
口

腔
機

能
は

、
介

入
前

後
で

、
介

入
群

で
は

有
意

に
増

加
し

た
が

、
対

照
群

で
は

増
加

し
な

か
っ

た
。

・
体

脂
肪

率
や

タ
イ

ム
ア

ッ
プ

＆
ゴ

ー
テ

ス
ト

の
結

果
な

ど
の

身
体

的
特

性
や

活
動

性
は

、
介

入
群

で
対

照
群

よ
り

も
有

意
に

低
下

し
た

。

21
5

木
林

美
由

紀
　

ほ
か

20
20

学
校

12
1

実
施

群
男

子
16

.0
±

0.
7

女
子

16
.1

±
0.

8
非

実
施

群
男

子
16

.4
±

日
本

介
入

1か
月

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

試
験

食
実

施
群

に
は

噛
み

応
え

の
あ

る
豆

乳
・

お
か

ら
ド

ー
ナ

ツ
（

け
っ

こ
う

か
み

こ
た

え
あ

る
ド

ー
ナ

身
体

・
運

動
運

動
能

力
運

動
能

力
・

実
施

群
の

男
子

の
10

0m
走

の
疾

走
タ

イ
ム

は
有

意
に

時
間

短
縮

し
，

咀
囎

力
は

，
溶

出
糖

量
，

咬
合

力
表

示
面

積
と

咬
合

力
が

有
意

に
向

ヒ
し

た
．

・
実

施
群

の
女

子
は

，
溶

出
糖

量
，

咬
合

力
表

示
面

積
平

均
圧

最
大

圧
と

咬
合

力
が

有
意

に
向

上
し

た
．

・
非

実
施

群
は

，
い

ず
れ

も
有

意
な

変
化

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

21
6

佐
藤

智
子

　
ほ

か
20

16
地

域
12

80
.5

±
9.

3
日

本
介

入
6か

月
噛

ん
で

食
べ

る
こ

と
咀

嚼
指

導
毎

食
30

回
以

上
咀

嚼
す

る
よ

う
指

導
1週

間
後

、
6ヵ

月
後

に
咀

嚼
力

、
短

期
記

憶
を

判
定

し
た

。

健
康

状
態

認
知

症
短

期
記

憶
か

な
ひ

ろ
い

テ
ス

ト
咀

嚼
力

咀
嚼

状
態

・
一

般
高

齢
者

が
毎

食
一

口
30

回
以

上
咀

嚼
し

て
食

事
を

摂
取

す
る

こ
と

で
、

咀
嚼

力
と

短
期

記
憶

が
1週

間
後

に
は

改
善

さ
れ

、
6ヵ

月
間

咀
嚼

運
動

を
継

続
す

る
こ

と
で

短
期

記
憶

が
維

持
さ

れ
る

傾
向

が
認

め
ら

れ
た

。
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（1）歯科医
師会単独の
活動

(2) 市区町村
行政が企画
した活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活 動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

北海道歯科医師会
イベントの
開催

岩手県歯科医師会

講演会、イ
ベントの開
催

岩手県食育
普及啓発
キャラバ
ン、イベン
トの共催

岩手県食育
普及啓発
キャラバン

岩手県食育
普及啓発
キャラバン

岩手県栄養
士会の岩手
県在宅歯科
医療連携室
整備事業事
業運営委員
会に参画

岩手県食育
普及啓発
キャラバン

宮城県歯科医師会

歯科保健教
育教材活用
講習事業
（H27年作
成「歯・口
の健康づく
り食育教
材」の効果
的な活用方
法等に関す
る講習を実
施

県栄養士会
主催「いい
日いい汗栄
養まつり」
への協力

宮城県栄養
士会主催
「いい日い
い汗栄養ま
つり」に参
加

宮城県栄養
士会主催
「いい日い
い汗栄養ま
つり」で相
談コーナー
を設置、ガ
ムによる咀
嚼効率の測
定

茨城県歯科医師会

噛むかむレ
シピコンテ
スト、噛む
かむレシピ
賞の表彰
（表彰式開
催）、レシ
ピ普及PR

レシピコン
テスト審査
依頼　お弁
当プロジェ
クト（噛む
かむ弁当の
開発、試食
会、研修
会）

噛むかむレ
シピコンテ
スト

噛むかむレ
シピコンテ
スト

噛むかむレ
シピコンテ
スト

噛むかむレ
シピコンテ
スト

栃木県歯科医師会
イベント等
でのパネル
展示

イベント等
でのパネル
展示

イベント等
でのパネル
展示

イベント等
でのパネル
展示

千葉県歯科医師会
ポスター製
作

学校参加型
食育体験プ
ログラム

学校保健会
でのシンポ
ジスト

講演 講演 講演 講演 講演 講演

埼玉県歯科医師会

歯科からの
生活習慣病
予防推進セ
ミナー

関係職種連
携による食
育について

東京都歯科医師会

多職種向け
食育支援講
習会

東京デンタ
ルフェス
ティバルで
のブース出
展

多職種向け
食育支援講
習会

東京デンタ
ルフェス
ティバルで
のブース出
展

神奈川県歯科医師会

食と口腔の
健康に係る
講習会

かながわ食
力向上会議

かながわ食
力向上会議
の委員とし
て参加

今、食力を
考える研修
会の開催

食育フェス
タへの参加

かながわ食
力向上会議
の開催

 シンポジウ
ムの開催

食育フェス
タ（県民向
け） の開催

リーフレッ
トの作成と
配布

山梨県歯科医師会

県主催の研
修会「歯科
保健関係指
導者講習
会」に参加

県歯主催の
イベン「県
民歯科保健
のつどい」
会場にて県
栄養士会に
よる栄養相
談、講演、
ブースの協
力

食育推進等
口腔機能維
持向上事業

長野県歯科医師会

県栄養士会
シンポジウ
ムへの参加

歯っぴーな
がの8020推
進県民大会
で食育推進
の座談会開
催

新潟県歯科医師会

大学、企
業、歯科医
師 会連携に
よる学童の
食 育プロ
ジェクト

静岡県歯科医師会

学校給食会
を通じて講
演活動

県学校給食
会研修事業
への講師派
遣

県学校給食
会研修事業
への講師派
遣

愛知県歯科医師会

研修会の開
催

歯ッピーレ
シピコンテ
スト

研修会の開
催

歯ッピーレシ  研修会開
催、リーフ
レッ
トの作成

歯ッピーレ
シピコンテ
ス
ト

講演会、研修企画・検討
していた
が、新型コ
ロナウイル
ス感染症の
影響により
中止

歯ッピーレ
シピコンテ
スト

もっと噛ん
で歯ッピー
レシピコン
テスト

もっと噛ん
で歯ッピー
レ シピコン
テスト

表4-1【実践事例】都道府県歯科医師会の食育に関する具体的事業

歯科医師会名

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
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（1）歯科医
師会単独の
活動

(2) 市区町村
行政が企画
した活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活 動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

（1）歯科医
師会単独の
活動

（2）都道府
県や市町村
が企画した
活動

（3）他職種
（栄養士会
等）との連
携活動

歯科医師会名

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

三重県歯科医師会

かむかむ
クッキング
コンクール

食と健康
フォーラム

食支援担当
者会議、食
と健康
フォーラム

 食支援担当
者会議

食支援担当
者会議

岐阜県歯科医師会 研修会の共
同開催

富山県歯科医師会

富山県健康
教育優良学
校への歯科
保健教育

いきいきと
やま・健康
と長寿の祭
典

「健康と長
寿の祭典」
にて健康
フェア実施

「ねんりん
ピック富山
2018」にて
健康フェア
実施

「第32回健
康と長寿の
祭典」にて
健康フェア
実施

食育リー
ダー研修会
の参加

福井県歯科医師会

ふくいの食
育・地産地
消推進県民
会議に参画

ふくいの食
育・地産地
消推進県民
会議の開催

滋賀県歯科医師会 講演会開催 食育に関す
るCDの制作

 食育に関す
るCDの制作

奈良県歯科医師会
研修会 高齢者いい

歯のコン
クール

講習会

京都府歯科医師会
学術講演会 きょうと食

育ネット
ワーク会議

兵庫県歯科医師会  食支援研修
会の開催

フレイル事
業

広島県歯科医師会

第3次広島県
食育推進
計画の策
定、食育功
労者に対す
る表彰事業

食育功労者
に対する表
彰事業。

食育功労者
に対する表
彰事業

山口県歯科医師会

県小児科医
会、県栄養
士会と連携
した「こど
もの食プロ
ジェクト」
の立上げ

県小児科医
会、栄養士
会、母子保
健推進協議
会と連携し
た講演会の
開催。

徳島県歯科医師会

食育フェス
タや講演会

講演会の開催県、JA,全農
と連携した
イベント

いきいき健
口フェアで
のブース展
示等

県､JA､全農
とくしまと
連携したイ
ベント

県歯主催の
歯科口腔イ
ベントに参
加・協力い
ただいた）

オーガニッ
クエコフェ
スタ に参加

県歯主催の
イベントに
参
加・協力頂
いた。

高知県歯科医師会

「口腔機能
発達不全症
予防マニュ
アル」の作
成

福岡県歯科医師会

健康増進課
に協力

健康増進課
に協力

健康増進課
に協力

講習会にて
講演いただ
いた

健康増進課
に協力

本会が作成
する訪問診
療に関する
食支援連携
システムへ
の意見交換
会を実施。

長崎県歯科医師会

九州歯科医
学大会“く
ち”から始ま
る生命(いの
ち)の環(わ)
～生きるこ
と は食べる
こと～

日本健康・
栄養システ
ム
学会第18回
九州地方会

大分県歯科医師会

第13回食育
推進全国大
会

おおいた食
育人材バン
クへの講師
派遣

鹿児島県歯科医師会

平成29年度
母子保健関
係者研修会

ライフス
テージ別の
勉強会を
行った

勉強会を
行った

注）47都道府県の調査結果のうち、いずれにも該当しない場合は、項目から削除した。 0
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
8020運動推進特別事業 8020運動推進特別事業 口腔保健推進事業 口腔保健推進事業 口腔保健推進事業
食育推進に関する事業 食育推進に関する事業 食育推進等口腔機能維持向上事業 食育推進等口腔機能維持向上事業 食育推進等口腔機能維持向上事業

北海道歯科医師会 フッ化物洗口普及支援事業

青森県歯科医師会

口腔保健支援センター事業/多職種連
携による歯と口の健康と食育推進事
業。「食育と歯科保健をテーマとし
た教育媒体3種類（小学校低学年・中
学年・高学年）を作成

口腔保健支援センター事業/歯周病予
防キャンペーン

岩手県歯科医師会 食育推進キャラバン事業 食育推進キャランバン事業
フレイル予防対策事業、第一大臼歯
保護育成事業

宮城県歯科医師会

歯科保健教育教材活用講習事業（宮
城県が作成した歯科保健教育教材
（「歯・口の健康づくり教育教
材」、「歯・口の健康づくり食育教
材」）の効果的な活用方法等に関す
る講習を歯科医師を派遣して実 施す
る。実施回数6回）

山形県歯科医師会 成人歯科保健対策推進事業
福島県歯科医師会 小児期う蝕予防対策事業

茨城県歯科医師会

フッ化物応用推進（フッ化物洗口普
及推進）、事業所出前教室（事業所
安全衛生管理者を対象とした従業員
の口腔保健に関する指導、情報提

栃木県歯科医師会
市町の小学校にブラッシング指導・
フッ化物洗口を実施

群馬県歯科医師会 オーラルフレイル関連事業、等 詳細不明
千葉県歯科医師会 フッ化物洗口事業

埼玉県歯科医師会
生活習慣病予防推進セミナー（歯科
と栄養からの生活習慣病予防に関す
る講習会）

東京都歯科医師会 多職種向け食育支援講習会
東京都8020推進事業 多職種向け食育
支援講習会

東京都8020推進事業 多職種向け食育
支援講習会

リーフレット配布

神奈川県歯科医師会 障害者歯科医療担当者研修会の開催

山梨県歯科医師会

講義：口腔機能、発達に合わせた食
形態、離乳食の開始時期について
実習：口腔機能に合わせた食形態の
介助方法の習得等

小学校における歯周疾患予防事業、
効果的な歯科疾患予防対策の普及啓
発事業、産前産後歯科保健教 室、食
育推進等口腔機能維持向上事業

新潟県歯科医師会
歯科疾患予防・食育推進等口腔機能
維持向上事業

食育推進等口腔機能向上事業
歯科疾患予防事業・食育推進等口腔
機能維持向上事業

静岡県歯科医師会 地域歯科保健推進研修会  地域歯科保健推進研修会 小児歯科疾病予防事業
愛知県歯科医師会 若い世代からの口腔保ケア推進事業

三重県歯科医師会 咀嚼機能向上推進会議の開催 咀嚼機能向上推進会議の開催
食支援担当者会議の開催、食と健康
フォーラム開催

 咀嚼機能向上推進事業
咀嚼機能向上推進事業、フッ化物洗
口推進事業

岐阜県歯科医師会 特別支援学校での口腔機能向上研修 特別支援学校での口腔機能向上研修会 フッ素提供、協会けんぽの歯科健診
富山県歯科医師会 働き盛り口腔機能維持向上事業
石川県歯科医師会 事業所等における歯周病予防推進事業

福井県歯科医師会
後期高齢者に対する歯科健診事業で
の嚥下機能評価並びに指導

後期高齢者に対する歯科健診事業で
の嚥下機能評価並びに指導

「フッ化物洗口」実施事業

滋賀県歯科医師会

歯周疾患予防対策推進事業－事業所
職員や地域健康推進派等へ講話等
フッ素でむし歯ゼロ作戦事業－市町
の集団フッ化物洗口事業の立ち上げ
時の検討会や研修会・保護者説明 会
への歯科有識者派遣

和歌山県歯科医師会 オーラルフレイル予防等 歯科疾患予防
京都府歯科医師会 フッ化物洗口

大阪府歯科医師会
大阪市生涯歯科保健推進事業（普及
啓発と口腔衛生指導）

大阪市生涯歯科保健推進事業（普及
啓発と口腔衛生指導）

兵庫県歯科医師会 肺炎予防事業 大学生歯科健診
鳥取県歯科医師会 口腔機能向上協力医養成事業  口腔機能向上協力医養成事業 むし歯予防フッ化物洗口事業
島根県歯科医師会 口腔機能維持管理研修事業
山口県歯科医師会 歯科検診歯科保健指導支援事業

徳島県歯科医師会 食育推進講演会 食育推進講演会
歯科疾患予防に関する事業、歯周疾
患に対する検診、指導に関する事
業、妊娠期からの8020運動事業

香川県歯科医師会
乳幼児むし歯ゼロ推進事業、離島住
民のための歯科健診事業

愛媛県歯科医師会
 歯科保健医療関係者を対象とした研
修会を開催

一部コロナの影響により調整がつか
ずマウスガード事業は中止

高知県歯科医師会  高齢者のオーラルフレイル対策
フッ化物を応用したむし歯予防対
策、歯周病予防啓発事業

福岡県歯科医師会 オーラルフレイルキャンペーン
学童期フッ化物洗口導入促進事業、
口腔ケア定着促進事業、歯周疾患予
防推進事業（県直轄事業）

佐賀県歯科医師会

保育園・幼稚園・小学校等の歯科保
健担当者を対象に、乳幼児口腔機能
育成と絡め、これに関わる人材の育
成確保のための研修会

平成30年度食育講演会開催 食支援連携推進研修会 食支援連携推進研修事業

大分県歯科医師会 フッ化物洗口モデル事業
注）47都道府県の調査結果のうち、いずれにも該当しない場合は、項目から削除した。

表4-2【実践事例】都道府県歯科医師会の厚生労働省「8020運動・口腔保健推進事業」8020運動推進特別事業として行った食育に関する事業
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都道府県歯科医会 2018年度 2019年度 2020年度

茨城県歯科医師会
摂食嚥下研修会、食育、特区別支援学校での摂食
相談指導

摂食嚥下研修会、食育、特別支援学校での摂食相
談指導

摂食嚥下研修会、食育、特別支援学校での摂食相
談指導

栃木県歯科医師会 摂食嚥下指導マニュアルの見直し 摂食嚥下指導マニュアルの普及 摂食嚥下指導マニュアルの普及。
群馬県歯科医師会 障害児嚥下機能支援事業（県事業）

千葉県歯科医師会
摂食嚥下機能講習会及び施設等にて摂食嚥下指導
等を行っている

摂食嚥下指導事業 摂食嚥下指導事業

埼玉県歯科医師会 埼玉県摂食嚥下研究会の運営 埼玉県摂食嚥下研究会の運営

東京都歯科医師会
都立心身障害者口腔保健センターにおいて教育研
修事業で集団研修を実施

都立心身障害者口腔保健センターにおいて教育研
修事業で集団研修を実施

都立心身障害者口腔保健センターにおいて集団研
修実施

神奈川県歯科医師会 摂食機能支援相談会 摂食機能支援相談会 摂食機能支援相談会

山梨県歯科医師会 障がい者等歯科医療技術者養成事業 障害者等歯科医療技術養成事業
歯科保健医療サービス提供困難者への歯科医療技
術者養成事業

新潟県歯科医師会 研修会・講演会の開催 研修会・講演会の開催

愛知県歯科医師会 口腔機能評価実習 口腔機能評価実習

三重県歯科医師会
口腔機能の発達と医療的ケア児の口腔健康管理に
関する研修会

岐阜県歯科医師会
口腔機能向上推進事業、障がい者等歯科医療技術
者養成事業

口腔機能向上推進事業、障がい者等歯科医療技術
者養成研修

障がい者等歯科医療技術者養成事業

福井県歯科医師会
会立福井口腔保健センター摂食外来、在宅口腔ケ
ア応援センター臨床研修

会立福井口腔保健センター摂食外来、在宅口腔ケ
ア応援センター臨床研修

会立福井口腔保健センター摂食外来、在宅口腔ケ
ア応援センターWEB研修

京都府歯科医師会 口腔サポートセンターと協力している 口腔サポートセンターと協力している
大阪府歯科医師会 専門医による診療 専門医による診療 専門医による診察・診療
広島県歯科医師会 研修会の実施 摂食嚥下機能研修会を開催 摂食嚥下機能研修会を実施。

島根県歯科医師会 摂食嚥下支援研修会・経口摂取支援研修会の開催
経口摂取支援協議会の設置、摂食嚥下支援研修
会・経口摂取支援研修会の開催

摂食嚥下支援研修会・経口摂取支援研修会の開催

山口県歯科医師会 摂食嚥下支援体制整備事業 摂食嚥下支援体制整備事業 摂食・嚥下支援体制整備事業

福岡県歯科医師会
在宅歯科医療講習会．ただし、障がい者（児）に
限っていない

在宅歯科医療講習会．ただし、障がい者（児）に
限っていない

長崎県歯科医師会 障害者歯科地域協力医制度 障害者歯科地域協力医制度
障害者歯科地域協力医制度、発達期における摂食
嚥下機能障害サポート指導医育成事業、特別支援
学校 における摂食障害実態調査事業

熊本県歯科医師会

障がい児（者）の歯科医療・保健の充実を図るた
め、地域のリーダーとなる歯科医療関係者を対象
に障がいの特性 について理解を深めてもらう研修
会を開催するとともに、障がい児（者） のロ腔ケ
アの実地実習の実施及び保護者・ 施設職員からの
個別相談に応じる

障がい児（者）口腔ケア地域リーダー育成事業

宮崎県歯科医師会 摂食嚥下における内視鏡検査 摂食嚥下における内視鏡検査研修会
沖縄県歯科医師会 沖縄県口腔保健医療センターにて診療
注1）47都道府県の調査結果のうち、いずれにも該当しない場合は、項目から削除した。
注2）2016年、2017年についてはいずれの都道府県の歯科医師会において事例はなかったため項目から削除した。

表4-3【実践事例】都道府県歯科医師会の障がい児（者）の摂食嚥下機能の維持向上に関する事業

259



表
4
-
4
　

【
実

践
事

例
】
歯

科
保

健
活

動
助

成
交

付
事

業
報

告
書

抄
録

対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴
障

が
い

者
/

要
介

護
、

虚
弱

高
齢

者
等

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果
成

果
課

題

1
2
0
1
6

高
齢

者
歯

科
受

診
者

個
人

・
初

回
調

査
：
4
3
名

(男
性

1
8

名
，

女
性

2
5
名

)
・
再

評
価

ま
で

の
調

査
：

3
3
名

(男
性

1
2
名

,女
性

2
1
名

)

・
初

回
調

査
：
年

齢
7
3
.5

±
8
.2

・
再

調
査

：
年

齢
7
2
.5

±
7
.8

1
 女

子
栄

養
大

学
栄

養
科

学
研

究
所

，
2
 東

京
医

科
歯

科
大

学
 歯

学
部

，
3
 女

子
栄

養
大

学
・
栄

養
学

部
・

臨
床

栄
養

管
理

研
究

室
，

4
 萩

原
歯

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

，
5
森

林
公

園
歯

科
医

院

歯
科

医
師

と
管

理
栄

養
士

の
連

携
に

よ
る

歯
科

外
来

に
お

け
る

栄
養

評
価

・
指

導
の

実
践

法
に

関
す

る
研

究

歯
科

外
来

に
お

い
て

食
事

記
録

に
よ

り
食

事
状

況
を

調
べ

管
理

栄
養

士
が

評
価

指
導

法
を

示
し

，
そ

の
結

果
を

対
象

者
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
り

，
食

事
状

況
の

改
善

度
を

示
す

こ
と

・
食

事
記

録
に

よ
り

連
続

し
な

い
二

日
間

の
食

事
の

内
容

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

記
入

し
，

そ
れ

を
管

理
栄

養
士

が
詳

し
く

評
価

：
欠

食
の

有
無

，
料

理
の

状
況

(主
食

・
主

菜
・
副

菜
を

揃
え

て
い

る
状

況
)，

食
材

種
類

数
，

食
品

群
別

摂
取

頻
度

・
管

理
栄

養
士

の
指

導
内

容
を

歯
科

外
来

に
お

い
て

歯
科

医
師

よ
り

対
象

者
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
，

そ
の

後
食

事
の

状
況

を
再

評
価

・
食

事
指

導
後

で
は

，
欠

食
の

頻
度

は
減

少
し

，
緑

黄
色

野
菜

の
摂

取
状

況
で

は
有

意
差

は
な

か
っ

た
が

改
善

傾
向

が
み

ら
れ

た
・
そ

れ
以

外
の

項
目

で
は

改
善

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

・
歯

科
外

来
で

実
施

す
る

栄
養

指
導

に
は

，
栄

養
学

的
な

専
門

性
の

高
い

ア
プ

ロ
ー

チ
を

取
り

入
れ

る
必

要
で

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

2
2
0
1
6

高
齢

者
後

期
高

齢
者

、
歯

科
口

腔
健

診
受

診
者

個
人

9
6
 名

（
男

性
4
0
％

、
女

性
6
0
％

）

7
8
.1

±
2
.5

歳
＊

島
根

県
歯

科
医

師
会

理
事

、
島

根
県

歯
科

医
師

会
地

域
福

祉
部

歯
科

医
療

機
関

に
お

け
る

栄
養

指
導

（
栄

養
を

加
味

し
た

保
健

指
導

）
に

向
け

た
検

討

口
腔

機
能

と
栄

養
状

態
、

摂
取

栄
養

素
の

関
連

に
つ

い
て

調
査

解
析

を
行

い
、

解
析

結
果

と
歯

科
医

療
と

栄
養

の
連

携
に

つ
い

て
考

察
す

る
こ

と

・
簡

易
的

自
記

式
食

事
歴

法
調

査
票

（
以

下
B

D
H

Q
）
を

使
用

し
た

食
事

調
査

・
デ

ー
タ

解
析

に
お

い
て

注
目

し
た

口
腔

機
能

と
し

て
、

咀
嚼

の
主

観
的

評
価

「
噛

め
る

／
噛

め
な

い
」
、

客
観

的
評

価
（
グ

ミ
1
5
秒

咀
嚼

検
査

）
、

現
在

歯
数

、
咀

嚼
の

複
合

指
標

（
主

観
的

評
価

「
噛

め
る

／
噛

め
な

い
」
と

客
観

的
評

価
「
噛

め
る

；
グ

ミ
1
5
秒

値
第

2
四

分
位

以
上

／
噛

め
な

い
；
グ

ミ
1
5
秒

値
第

1
四

分
位

」
の

組
み

合
わ

せ
4
カ

テ
ゴ

リ
）
と

し
た

・
L
E
D

O
-
B

D
H

Q
連

結
デ

ー
タ

の
解

析
で

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

充
足

率
1
3
0
％

以
上

、
ま

た
は

7
0
％

未
満

を
外

れ
値

と
し

て
除

外
（
9
6
名

→
6
5
名

）
し

、
口

腔
機

能
と

摂
取

栄
養

素
の

関
係

に
つ

い
て

解
析

し
た

・
B

M
I2

5
以

上
は

男
性

の
2
6
％

に
見

ら
れ

、
B

M
I1

8
.5

未
満

は
女

性
の

2
4
％

に
見

ら
れ

た
・
下

腿
周

囲
長

C
C

は
、

性
、

年
齢

、
B

M
Iで

調
整

し
て

も
、

咀
嚼

の
客

観
的

評
価

で
あ

る
グ

ミ
1
5
秒

値
と

有
意

な
正

の
相

関
関

係
が

観
察

さ
れ

た
・
口

腔
機

能
と

摂
取

栄
養

素
の

関
係

に
つ

い
て

解
析

し
た

結
果

、
歯

の
数

が
2
0
歯

以
下

に
な

る
と

炭
水

化
物

摂
取

が
増

加
し

、
タ

ン
パ

ク
質

と
脂

肪
が

減
少

す
る

傾
向

が
観

察
さ

れ
た

・
咀

嚼
の

複
合

指
標

で
「
主

観
；
噛

め
る

＆
客

観
；
噛

め
な

い
」
者

は
ビ

タ
ミ

ン
、

ミ
ネ

ラ
ル

、
食

物
繊

維
の

摂
取

量
が

さ
ら

に
減

少
し

、
咀

嚼
能

力
が

低
い

者
は

単
調

な
食

生
活

に
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
・
口

腔
機

能
（
咀

嚼
）
の

低
下

は
食

事
摂

取
の

多
様

性
を

阻
害

し
、

栄
養

障
害

か
ら

筋
肉

量
（
C

C
）
の

低
下

に
つ

な
が

り
、

自
ら

の
口

腔
機

能
と

栄
養

状
態

に
応

じ
た

情
報

を
食

生
活

に
活

か
す

試
み

は
、

高
齢

者
の

健
康

寿
命

延
伸

に
貢

献
す

る
こ

と
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

た
・
定

期
的

に
か

か
り

つ
け

歯
科

を
受

診
し

て
い

る
高

齢
者

は
5
0
％

に
止

ま
っ

て
お

り
、

今
後

開
拓

で
き

る
分

野
で

あ
る

こ
と

、
個

人
レ

ベ
ル

に
お

け
る

栄
養

素
の

過
不

足
を

B
D

H
Q

に
よ

る
推

定
値

で
論

ず
る

に
は

限
界

が
あ

り
、

特
に

高
齢

者
で

は
こ

の
調

査
シ

ス
テ

ム
の

理
解

や
記

憶
の

不
確

か
さ

な
ど

を
補

償
す

る
方

策
が

必
要

で
あ

る
こ

と
な

ど
が

話
し

合
わ

れ
た

3
2
0
1
6

成
人

、
高

齢
者

病
院
⻭

科
・

⻭
科

診
療

所
通

院
患

者
、

講
演

会
参

加
者

お
よ

び
施

設
職

員
と

家
族

個
人

1
,2

1
4

4
0
歳

以
上

1
)徳

島
大

学
大

学
院

医
⻭

薬
学

研
究

部
口

腔
顎

顔
面

補
綴

学
分

野
2
)九

州
⻭

科
大

学

⻭
学

部
口

腔
保

健
学

科
3
)徳

島
大

学
大

学
院

医
⻭

薬
学

研
究

部
口

腔
保

健
福

祉
学

分
野

フ
レ

イ
ル

、
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
お

よ
び

食
行

動
に

関
す

る
横

断
的

・
縦

断
的

研
究

高
齢

者
自

身
が

自
覚

す
る

フ
レ

イ
ル

、
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
の

兆
候

と
食

行
動

の
変

化
の

実
態

を
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
で

検
討

す
る

こ
と

・
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
の

実
施

：
フ

レ
イ

ル
に

関
連

す
る

質
問

項
目

と
し

て
、

体
重

、
疲

労
感

、
握

力
、

活
動

量
、

歩
行

速
度

に
関

す
る

5
項

目
を

、
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
に

関
連

す
る

質
問

項
目

と
し

て
、

咀
嚼

や
嚥

下
機

能
に

加
え

て
、

残
存
⻭
、

唾
液

、
舌

の
機

能
に

関
す

る
7
項

目
を

設
定

・
質

問
項

目
は

4
段

階
で

評
価

さ
せ

、
得

点
が

高
い

程
虚

弱
傾

向
が

強
く

な
る

よ
う

に
設

定
・
食

行
動

に
つ

い
て

は
我

々
が

開
発

し
た

Ｙ
Ｎ

式
食

行
動

質
問

票
を

使
用

し
、

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

ー
「
食

認
知

」
、

「
食

生
活

」
、

「
摂

食
行

動
」
を

各
6
項

目
、

計
1
8

項
目

で
評

価
し

た
・
4
0
歳

以
上

の
各

年
代

の
フ

レ
イ

ル
、

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

お
よ

び
食

行
動

に
関

連
す

る
兆

候
を

調
査

し
、

各
年

齢
に

お
け

る
フ

レ
イ

ル
、

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

、
食

行
動

の
兆

候
を

明
ら

か
に

し
た

・
フ

レ
イ

ル
関

連
項

目
は

、
5
0
〜

6
0
代

で
一

旦
減

少
し

た
後

、
再

度
上

昇
す

る
パ

タ
ー

ン
を

示
し

、
5
0
代

、
6
0
代

、
7
0
代

に
お

い
て

は
男

性
よ

り
も

女
性

の
得

点
が

有
意

に
高

い
値

を
示

し
た

・
筋

力
低

下
，

歩
行

速
度

の
低

下
を

示
す

得
点

は
年

齢
の

上
昇

と
と

も
に

高
く

な
る

傾
向

が
認

め
ら

れ
た

・
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
関

連
項

目
は

、
男

性
で

5
0
代

、
7
0
代

、
9
0
代

で
わ

ず
か

な
得

点
の

減
少

は
あ

っ
た

も
の

の
、

年
齢

の
上

昇
と

と
も

に
一

様
の

増
加

傾
向

を
示

し
た

・
と

く
に
⻭

が
悪

い
こ

と
、

唾
液

、
食

べ
こ

ぼ
し

に
は

そ
の

傾
向

が
強

く
認

め
ら

れ
た

・
食

行
動

に
つ

い
て

は
、

「
食

認
知

」
の

得
点

は
ほ

ぼ
年

齢
変

化
は

認
め

ら
れ

れ
ず

、
「
食

生
活

」
「
摂

食
行

動
」
は

、
4
0
歳

以
降

で
徐

々
に

減
少

し
、

適
正

な
食

生
活

の
方

向
に

推
移

し
た
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対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴
障

が
い

者
/

要
介

護
、

虚
弱

高
齢

者
等

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果
成

果
課

題

4
2
0
1
6

小
児

全
国

の
特

別
支

援
学

校
集

団
1
1
7
1
校

全
国

日
本

大
学

松
戸

歯
学

部
障

害
者

歯
科

学
講

座

歯
科

医
療

と
教

育
機

関
の

連
携

（
医

教
連

携
）
に

よ
る

食
事

指
導

の
地

域
格

差
の

実
態

調
査

効
果

的
で

円
滑

な
地

域
の

歯
科

医
療

と
教

育
の

連
携

（
医

教
連

携
）
に

よ
る

学
校

で
の

食
事

指
導

の
地

域
格

差
是

正
の

方
策

の
検

討

・
各

地
域

の
現

在
の

特
別

支
援

学
校

の
給

食
や

食
事

支
援

の
現

状
の

把
握

に
加

え
、

医
療

者
に

よ
る

食
事

指
導

の
現

状
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

：
独

自
に

無
記

名
自

記
式

の
質

問
票

調
査

を
作

成
し

、
郵

送
法

で
調

査

・
回

答
は

，
1
1
7
1
校

の
う

ち
3
7
0
校

か
ら

返
信

が
あ

り
，

回
収

率
は

3
1
.6

%
で

あ
っ

た
。

本
研

究
に

同
意

あ
り

と
の

回
答

は
全

体
の

3
0
.6

%
で

あ
っ

た
・
栄

養
教

諭
が

い
る

と
の

回
答

は
，

1
3
9
校

（
3
8
.8

%
）
で

，
実

際
に

栄
養

教
諭

が
給

食
指

導
を

行
っ

て
い

る
と

の
回

答
が

1
2
5
校

で
8
9
.9

%
と

高
い

割
合

で
あ

っ
た

・
食

事
時

間
は

小
・
中

・
高

と
も

に
2
1
~
4
0
分

が
多

く
，

そ
れ

ぞ
れ

1
6
3
校

（
5
4
.9

%
）
，

1
6
1
校

（
5
5
.6

%
）
，

1
1
7
校

（
3
9
.9

%
）
で

あ
る

も
の

の
，

高
校

で
は

2
0
分

以
内

が
8
1
校

（
2
7
.4

%
）
で

小
・
中

学
校

に
比

較
し

て
短

時
間

の
傾

向
を

認
め

た
・
食

形
態

は
小

・
中

・
高

と
も

に
普

通
食

の
提

供
が

多
く

，
2
2
1
校

（
7
4
.4

％
）
，

2
2
5
校

（
7
7
.6

％
）
，

2
2
9
校

（
7
7
.4

％
）
で

あ
っ

た
・
給

食
に

関
し

て
困

っ
て

い
る

こ
と

は
，

小
学

校
で

は
偏

食
1
9
5
校

（
6
5
.7

%
）
，

咬
ま

な
い

1
9
1
校

（
6
4
.3

%
）
，

中
学

校
で

は
，

咬
ま

な
い

1
7
3
校

（
5
9
.7

%
）
，

偏
食

1
7
2
校

（
5
9
.3

%
）
，

マ
ナ

ー
1
4
9
校

（
5
1
.4

%
）
，

高
校

で
は

，
咬

ま
な

い
1
8
3
校

（
6
3
.9

%
）
，

マ
ナ

ー
1
6
9
校

（
5
7
.1

%
）
，

丸
の

み
1
6
2
校

（
5
4
.7

%
）
で

あ
っ

た
・
給

食
時

の
窒

息
経

験
は

，
小

学
校

2
4
校

，
中

学
校

1
8
校

，
高

校
1
1
校

の
計

5
3
校

（
1
4
.8

%
）
に

認
め

ら
れ

，
小

学
生

2
例

は
病

院
搬

送
後

に
死

亡
の

経
過

を
た

ど
っ

て
い

た
・
給

食
に

関
す

る
連

携
で

，
学

校
医

と
は

な
い

1
6
0
校

（
4
4
.7

%
）
，

学
校

歯
科

医
と

は
な

い
1
8
4
校

（
5
1
.4

%
）
と

の
回

答
を

認
め

た
・
医

療
職

に
よ

る
食

事
指

導
実

施
校

は
1
2
4
校

（
3
4
.6

%
）
で

，
医

療
職

に
よ

る
食

事
指

導
の

実
施

率
に

は
地

域
差

が
認

め
ら

れ
た

・
歯

科
医

師
に

よ
る

指
導

は
4
3
校

（
1
2
％

）
で

あ
っ

た
・
各

地
域

で
医

療
と

教
育

の
連

携
（
医

教
連

携
）
に

関
し

て
は

約
3
割

が
実

施
し

て
い

た
が

，
実

施
率

の
地

域
差

を
認

め
た

・
食

事
指

導
・
支

援
の

地
域

格
差

是
正

を
図

る
必

要
が

あ
り

，
歯

科
医

療
者

と
し

て
“
食

べ
る

”
専

門
家

で
あ

る
こ

と
を

教
育

関
連

職
種

に
周

知
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

・
学

校
歯

科
医

に
よ

る
積

極
的

な
連

携
，

特
に

栄
養

教
諭

と
の

充
実

し
た

連
絡

が
重

要
で

あ
る

と
推

察
さ

れ
た

5
2
0
1
7

高
齢

者
後

期
高

齢
者

、
新

潟
南

病
院

に
お

け
る

フ
レ

イ
ル

患
者

で
、

A
D

L
低

下
に

よ
り

リ
ハ

ビ
リ

を
行

っ
た

患
者

個
人

4
0
 名

（
男

性
 1

6
 名

女
性

 2
4

名
）

 年
齢

7
8
.7

±
8
.1

歳

新
潟

大
学

大
学

院
医

歯
学

総
合

研
究

科

身
体

フ
レ

イ
ル

患
者

に
お

け
る

口
腔

・
咀

嚼
機

能
と

そ
の

改
善

に
関

わ
る

因
子

身
体

的
フ

レ
イ

ル
状

態
と

口
腔

，
嚥

下
機

能
低

下
が

相
互

に
関

連
す

る
と

い
う

結
果

か
ら

，
歩

行
機

能
改

善
に

伴
い

口
腔

・
嚥

下
機

能
も

改
善

し
得

る
と

仮
説

を
立

て
，

そ
の

身
体

機
能

と
の

口
腔

・
嚥

下
機

能
の

関
連

を
縦

断
的

に
検

証
す

る
こ

と

・
歩

行
機

能
を

中
心

と
し

た
身

体
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
：
荷

重
練

習
，

片
足

立
ち

，
立

ち
座

り
，

ス
テ

ッ
プ

練
習

を
中

心
と

し
た

立
ち

上
が

り
，

バ
ラ

ン
ス

動
作

を
主

体
と

し
た

訓
練

/
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

の
平

均
実

施
日

数
は

，
3
5
.2

±
2
2
 日

で
あ

っ
た

.
・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

開
始

時
と

終
了

時
（
退

院
時

）
の

口
腔

・
嚥

下
機

能
お

よ
び

身
体

機
能

評
価

を
実

施
し

た
。

・
口

腔
機

能
と

し
て

，
咬

合
力

，
グ

ミ
咀

嚼
能

力
，

舌
機

能
と

し
て

前
方

部
お

よ
び

後
方

部
の

舌
圧

，
口

唇
閉

鎖
力

を
評

価
し

た
・
嚥

下
機

能
は

 3
 オ

ン
ス

水
飲

み
テ

ス
ト
に

よ
り

評
価

し
た

・
身

体
機

能
の

評
価

と
し

て
，

握
力

の
他

，
歩

行
機

能
と

し
て

下
肢

伸
展

力
，

S
P
P
B

 （
S
h
o
rt

 P
h
ys

ic
al

P
er

fo
rm

an
ce

 B
at

te
ry

）
，

1
0
 m

歩
行

時
の

速
度

お
よ

び
歩

数
，

6
 分

間
歩

行
距

離
と

し
た

・
す

べ
て

の
機

能
評

価
項

目
に

つ
い

て
の

関
連

性
は

ピ
ア

ソ
ン

の
相

関
係

数
，

ま
た

は
ス

ピ
ア

マ
ン

の
順

位
相

関
係

数
を

用
い

て
比

較
し

た
・
各

評
価

項
目

に
お

け
る

前
後

比
較

に
は

，
対

応
の

あ
る

 t
 検

定
，

ウ
ィ

ル
コ

ク
ソ

ン
の

符
号

順
位

検
定

，
ま

た
は

χ
二

乗
検

定
を

行
い

比
較

，
検

討
し

た

・
身

体
機

能
，

口
腔

嚥
下

機
能

変
化

と
し

て
，

歩
行

訓
練

を
中

心
と

し
た

身
体

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

後
に

は
，

身
体

機
能

の
う

ち
，

S
P
P
B

，
1
0
m

 歩
行

歩
数

，
6
 分

間
歩

行
距

離
に

有
意

な
改

善
を

認
め

た
・
口

腔
機

能
，

嚥
下

機
能

に
つ

い
て

は
，

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

前
後

に
お

い
て

い
ず

れ
の

項
目

に
お

い
て

も
有

意
な

改
善

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
・
身

体
的

な
フ

レ
イ

ル
患

者
に

対
す

る
歩

行
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

歩
行

機
能

は
改

善
す

る
が

，
口

腔
・
嚥

下
機

能
の

改
善

を
も

た
ら

さ
な

か
っ

た

・
我

々
の

こ
れ

ま
で

の
先

行
研

究
で

は
，

口
腔

嚥
下

機
能

と
身

体
機

能
が

関
連

，
相

関
す

る
と

報
告

し
て

き
た

．
歩

行
機

能
の

改
善

が
一

定
量

認
め

ら
れ

た
の

に
対

し
，

口
腔

・
嚥

下
機

能
が

改
善

傾
向

を
示

さ
な

か
っ

た
理

由
と

し
て

，
今

回
実

施
さ

れ
た

歩
行

訓
練

や
基

本
動

作
訓

練
を

中
心

と
し

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

，
下

肢
・
体

幹
の

筋
力

バ
ラ

ン
ス

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

そ
の

改
善

の
み

に
留

ま
り

，
1
 か

月
と

い
う

限
ら

れ
た

期
間

の
中

で
は

，
口

腔
・
嚥

下
機

能
と

い
っ

た
他

の
要

素
に

効
果

を
及

ぼ
す

ま
で

に
至

ら
な

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

た
・
身

体
的

フ
レ

イ
ル

を
呈

し
た

患
者

は
，

も
と

も
と

歯
科

的
な

加
療

が
十

分
で

な
い

者
が

多
く

，
口

腔
・
嚥

下
機

能
の

低
下

は
義

歯
の

不
適

合
な

ど
に

よ
る

も
の

が
考

え
ら

れ
た

・
今

後
機

能
改

善
の

相
互

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
検

証
す

る
た

め
に

は
，

今
回

の
評

価
期

間
は

十
分

で
あ

る
と

は
言

え
ず

，
更

な
る

長
期

的
な

縦
断

研
究

を
含

む
検

証
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

た

6
2
0
1
8

平
成

 3
0
 年

度
介

護
予

防
教

室
に

参
加

し
、

調
査

に
同

意
し

た
者

個
人

7
5

島
根

県
立

大
学

地
域

で
生

活
す

る
高

齢
者

の
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
に

関
連

す
る

要
因

－
栄

養
と

歯
科

口
腔

機
能

の
向

上
が

高
齢

者
の

身
体

的
フ

レ
イ

ル
に

与
え

る
影

響
の

検
討

－

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

を
早

期
発

見
し

「
高

齢
に

よ
る

衰
弱

」
予

防
を

行
う

た
め

栄
養

と
口

腔
機

能
と

の
関

連
を

検
討

す
る

こ
と

・
栄

養
評

価
(身

体
計

測
、

簡
易

栄
養

状
態

評
価

表
)

と
口

腔
機

能
評

価
(R

S
S
T

、
O

D
、

咀
嚼

能
力

検
査

、
義

歯
も

含
め

た
咬

合
状

態
評

価
、

主
観

的
口

腔
の

健
康

状
態

)を
用

い
た

・
統

計
解

析
に

は
、

カ
イ

 2
 乗

検
定

、
M

an
n
-

W
h
it
n
ey

の
U

検
定

、
S
p
ea

rm
an

 相
関

関
係

係
数

を
用

い
た

。

・
現

在
歯

数
 2

 群
間

で
差

が
あ

っ
た

項
目

は
、

家
族

数
、

義
歯

の
使

用
、

下
腿

周
囲

長
、

咀
嚼

能
力

検
査

、
バ

タ
カ

の
5
 項

目
で

 2
0
 本

以
上

現
在

歯
数

群
の

方
が

良
好

な
結

果
を

示
し

た
。

・
栄

養
状

態
の

指
標

で
は

上
腕

周
囲

長
、

下
腿

周
囲

長
、

簡
易

栄
養

状
態

総
合

評
価

値
、

口
腔

機
能

で
は

、
咀

嚼
能

力
検

査
、

最
大

圧
、

咬
合

力
な

ど
5
項

目
で

2
0
本

以
上

現
在

歯
数

群
が

有
意

に
高

値
を

示
し

た
。

・
義

歯
群

間
比

較
で

は
、

栄
養

状
態

と
関

連
が

な
く

、
口

腔
機

能
評

価
に

お
い

て
現

在
歯

数
 2

 群
間

で
有

意
差

の
あ

っ
た

 5
 項

目
に

加
え

、
舌

運
動

の
巧

緻
性

を
示

す
「
タ

」
、

「
カ

」
の

 O
D

 値
に

有
意

差
が

認
め

ら
れ

た
。

・
栄

養
状

態
で

は
、

歯
の

喪
失

が
骨

格
筋

量
を

示
す

上
腕

周
囲

長
や

下
腿

周
囲

長
、

簡
易

栄
養

状
態

総
合

評
価

値
に

影
響

を
与

え
て

い
た

。

・
歯

の
喪

失
は

、
咀

嚼
能

力
の

低
下

と
関

連
し

て
食

欲
や

嗜
好

に
影

響
を

与
え

、
摂

食
可

能
な

食
品

の
範

囲
縮

小
に

つ
な

が
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
複

合
音

節
パ

タ
カ

の
 O

D
 値

が
現

在
歯

 2
0
 本

以
上

群
と

義
歯

が
必

要
な

い
未

使
用

群
と

も
に

有
意

に
高

値
で

あ
っ

た
こ

と
は

歯
牙

の
喪

失
予

防
が

嚥
下

の
維

持
に

関
わ

る
口

腔
機

能
の

一
端

を
担

っ
て

い
る

こ
と

を
示

唆
し

て
い

る
。

・
安

全
に

食
事

を
楽

し
む

た
め

に
は

、
「
む

せ
」

な
ど

自
分

自
身

の
食

形
態

と
嚥

下
の

変
化

に
早

期
に

気
が

付
く

必
要

が
あ

る
。

現
場

で
の

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

早
期

発
見

・
予

測
に

は
残

存
歯

数
(2

0
 本

が
境

界
)の

調
査

が
指

標
に

な
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。
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対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴
障

が
い

者
/

要
介

護
、

虚
弱

高
齢

者
等

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果
成

果
課

題

7
2
0
1
8

高
齢

者
東

京
医

科
歯

科
大

学
医

学
部

附
属

病
院

入
院

患
者

の
う

ち
栄

養
管

理
目

的
で

N
S
T

 依
頼

と
な

っ
た

者

個
人

2
3
1
 名

（
男

性
：
1
3
3

名
，

女
性

：
9
8
 名

）

平
均

年
齢

：
6
7
.4

±
1
6
.4

 歳

東
京

都
1
．

東
京

医
科

歯
科

大
学

 大
学

院
医

歯
学

総
合

研
究

科
 高

齢
者

歯
科

学
分

野
 2

．
東

京
医

科
歯

科
大

学
 大

学
院

医
歯

学
総

合
研

究
科

地
域

・
福

祉
口

腔
機

能
管

理
学

分
野

多
職

種
連

携
医

療
（
N

S
T

）
に

お
け

る
栄

養
と

口
腔

機
能

の
関

連
と

歯
科

介
入

効
果

の
検

討

N
S
T

 対
象

入
院

高
齢

者
の

口
腔

環
境

・
機

能
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

・
全

身
状

態
や

口
腔

環
境

お
よ

び
機

能
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
診

療
録

よ
り

後
ろ

向
き

に
調

査
し

た
。

・
ア

ウ
ト
カ

ム
は

，
身

長
，

体
重

，
B

M
I，

意
識

レ
ベ

ル
（
JC

S
）
，

P
er

fo
rm

an
ce

 s
ta

tu
s（

P
S
）
，

現
在

歯
数

，
機

能
歯

数
，

咬
合

支
持

状
況

（
E
ic

h
n
er

 分
類

）
，

口
腔

環
境

の
包

括
的

評
価

（
O

H
A

T
）
，

嚥
下

障
害

の
臨

床
的

重
症

度
分

類
（
D

S
S
）
，

栄
養

摂
取

方
法

（
F
O

IS
）
と

し
た

。

・
意

識
レ

ベ
ル

が
比

較
的

良
好

で
は

あ
る

も
の

の
，

日
常

生
活

に
は

制
限

が
あ

り
，

日
中

の
 5

0
%
以

上
を

ベ
ッ

ド
も

し
く

は
椅

子
で

過
ご

す
患

者
が

多
く

認
め

ら
れ

た
。

・
参

加
者

の
現

在
歯

数
は

 1
7
.5

±
1
0
.7

 本
，

機
能

歯
数

は
 1

9
.7

±
1
0
.3

本
と

，
本

研
究

参
加

者
は

比
較

的
多

く
の

残
存

歯
を

有
し

て
い

た
が

，
約

5
0
%
が

舌
，

口
腔

乾
燥

，
義

歯
，

口
腔

清
掃

の
問

題
を

有
し

て
い

た
。

・
D

S
S
 ス

コ
ア

の
平

均
値

は
 3

.9
±

2
.1

 で
あ

り
，

依
頼

時
の

 F
O

IS
 ス

コ
ア

と
歯

科
医

師
に

よ
り

推
奨

さ
れ

た
 F

O
IS

 ス
コ

ア
は

そ
れ

ぞ
れ

 3
.3

±
2
.5

，
3
.8

±
2
.4

で
あ

り
，

本
研

究
参

加
者

の
多

く
は

，
何

ら
か

の
摂

食
嚥

下
機

能
障

害
を

有
し

，
摂

食
嚥

下
機

能
と

食
形

態
と

の
間

に
乖

離
が

認
め

ら
れ

た
。

・
東

京
医

科
歯

科
大

学
医

学
部

付
属

病
院

N
S
T

 依
頼

患
者

に
お

い
て

は
，

比
較

的
多

く
の

残
存

歯
お

よ
び

機
能

歯
数

を
有

し
て

い
る

も
の

の
，

舌
，

口
腔

乾
燥

，
義

歯
，

口
腔

清
掃

の
問

題
を

有
す

る
も

の
は

半
数

以
上

を
占

め
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
・
N

S
T

 依
頼

患
者

の
半

数
以

上
が

，
何

ら
か

の
形

で
経

口
摂

取
を

し
て

い
る

も
の

の
，

摂
食

嚥
下

機
能

障
害

を
有

す
る

も
の

が
多

く
い

る
こ

と
も

明
ら

か
と

な
っ

た
。

・
N

S
T

 依
頼

時
の

 F
O

IS
 と

歯
科

医
師

が
推

奨
す

る
 F

O
IS

 と
の

間
に

有
意

な
差

が
認

め
ら

れ
た

。
・
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
急

性
期

病
院

に
お

け
る

N
S
T

 に
対

し
て

，
歯

科
医

師
が

積
極

的
に

参
画

し
，

歯
科

治
療

，
口

腔
機

能
管

理
・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

，
さ

ら
に

は
多

職
種

に
対

し
て

口
腔

ケ
ア

手
法

な
ど

を
含

め
た

指
導

・
助

言
を

行
う

こ
と

の
重

要
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

8
2
0
1
8

高
齢

者
後

期
高

齢
者

、
新

潟
南

病
院

に
お

け
る

フ
レ

イ
ル

患
者

で
、

A
D

L
低

下
に

よ
り

リ
ハ

ビ
リ

を
行

っ
た

患
者

個
人

6
5
 名

（
男

性
 3

0
 名

女
性

 3
5

名
）

平
均

年
齢

8
3
±

7
 歳

新
潟

県
新

潟
大

学
大

学
院

医
歯

学
総

合
研

究
科

摂
食

嚥
下

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

学
分

野

身
体

フ
レ

イ
ル

お
よ

び
そ

の
変

化
は

い
か

に
口

腔
・
嚥

下
機

能
に

か
か

わ
る

か

身
体

的
フ

レ
イ

ル
状

態
と

口
腔

，
嚥

下
機

能
低

下
が

相
互

に
関

連
す

る
と

い
う

結
果

か
ら

，
歩

行
機

能
改

善
に

伴
い

口
腔

・
嚥

下
機

能
も

改
善

し
得

る
と

仮
説

を
立

て
，

そ
の

身
体

機
能

と
の

口
腔

・
嚥

下
機

能
の

関
連

を
検

証
す

る
こ

と

・
平

成
2
8
年

度
よ

り
3
年

間
に

わ
た

っ
て

縦
断

的
に

検
索 ・
歩

行
機

能
を

中
心

と
し

た
身

体
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
：
荷

重
練

習
，

片
足

立
ち

，
立

ち
座

り
，

ス
テ

ッ
プ

練
習

を
中

心
と

し
た

立
ち

上
が

り
，

バ
ラ

ン
ス

動
作

を
主

体
と

し
た

訓
練

で
あ

り
，

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

実
施

の
平

均
実

施
日

数
3
5
.2

±
2
2
日

で
あ

っ
た ・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

開
始

時
と

終
了

時
（
退

院
時

）
に

加
え

て
，

退
院

1
年

後
に

身
体

機
能

お
よ

び
嚥

下
機

能
を

評
価

し
た

：
評

価
内

容
は

、
全

身
状

態
と

し
て

B
M

I，
総

タ
ン

パ
ク

数
値

，
ア

ル
ブ

ミ
ン

値
，

C
O

N
U

T
値

，
身

体
機

能
と

し
て

握
力

，
肢

伸
展

力
，

S
P
P
B

（
S
h
o
rt

 P
h
ys

ic
al

 P
er

fo
rm

an
ce

 B
at

te
ry

）
，

1
0
m

歩
行

時
の

速
度

お
よ

び
歩

数
，

嚥
下

機
能

と
し

て
，

3
オ

ン
ス

水
飲

み
テ

ス
ト
と

し
た

・
水

飲
み

テ
ス

ト
に

て
中

断
，

む
せ

，
又

は
S
p
O

2
の

2
％

以
上

の
低

下
の

う
ち

，
い

ず
れ

か
を

認
め

た
も

の
を

嚥
下

機
能

低
下

有
群

と
し

た

・
開

始
時

に
お

け
る

嚥
下

機
能

低
下

有
群

で
は

，
S
P
P
B

 の
値

が
嚥

下
機

能
低

下
無

群
に

比
べ

有
意

に
低

か
っ

た
一

方
で

，
体

重
減

少
や

栄
養

状
態

の
低

下
は

認
め

て
い

な
か

っ
た

・
退

院
時

に
評

価
が

行
え

た
の

は
 1

9
 名

（
男

性
 1

0
 名

，
女

性
 9

 名
 平

均
年

齢
 8

0
±

8
 歳

）
で

あ
っ

た
・
終

了
時

は
開

始
時

に
比

べ
 S

P
P
B

，
1
0
m

 歩
行

速
度

，
1
0
m

 歩
行

歩
数

が
有

意
に

改
善

し
嚥

下
機

能
低

下
群

の
人

数
も

減
少

，
R
S
S
T

 の
値

も
上

昇
し

た
・
1
年

後
に

評
価

実
施

で
き

た
の

は
 8

 名
（
男

性
 4

 名
，

女
性

 4
 名

 平
均

年
齢

 7
9
±

8
 歳

）
で

あ
っ

た
・
身

体
機

能
評

価
，

お
よ

び
嚥

下
機

能
評

価
が

実
施

で
き

た
患

者
は

，
栄

養
状

態
が

維
持

さ
れ

て
い

た
・
嚥

下
機

能
低

下
群

と
診

断
さ

れ
た

者
は

お
ら

ず
嚥

下
機

能
は

有
意

に
改

善
さ

れ
て

い
た

・
歩

行
機

能
に

関
し

て
も

，
開

始
時

に
比

べ
る

と
改

善
し

て
い

る
項

目
が

多
数

認
め

ら
れ

た

・
死

亡
，

ま
た

は
来

院
自

体
が

困
難

な
患

者
が

 2
6

名
，

来
院

し
た

が
身

体
機

能
お

よ
び

嚥
下

機
能

評
価

が
困

難
な

患
者

が
 1

4
名

，
今

後
評

価
予

定
の

患
者

は
 1

7
 名

残
っ

て
い

る
・
今

度
の

追
加

デ
ー

タ
と

共
に

，
心

不
全

の
予

後
を

探
る

因
子

と
し

て
，

開
始

時
の

口
腔

・
嚥

下
機

能
に

注
目

し
て

更
な

る
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
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対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴
障

が
い

者
/

要
介

護
、

虚
弱

高
齢

者
等

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果
成

果
課

題

9
2
0
1
9

小
児

、
高

齢
者

健
康

な
人

、
経

口
摂

取
を

行
っ

て
い

る
施

設
入

所
者

、
在

宅
要

介
護

高
齢

者

個
人

、
集

団
3
3
0
（
経

口
摂

取
を

行
っ

て
い

る
施

設
入

所
者

・
在

宅
要

介
護

高
齢

者
）

新
潟

大
学

大
学

院
医

歯
学

総
合

研
究

科
摂

食
嚥

下
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
分

野

咀
嚼

を
起

点
と

し
た

要
介

護
高

齢
者

の
食

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

高
齢

者
の

摂
食

嚥
下

機
能

と
栄

養
の

維
持

に
必

要
と

な
る

「
食

品
」
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

「
咀

嚼
」
と

捉
え

て
，

（
1
）
加

齢
に

伴
う

咀
嚼

・
嚥

下
機

能
の

変
化

を
生

理
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

り
明

ら
か

に
す

る
，

（
2
）
要

介
護

高
齢

者
を

対
象

と
し

て
，

咀
嚼

食
品

摂
取

の
継

続
が

健
康

維
持

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え
る

か
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
こ

と

（
1
）
健

常
若

年
者

お
よ

び
健

常
高

齢
者

を
対

象
と

し
て

物
性

の
異

な
る

 5
 種

の
米

菓
摂

取
時

の
筋

活
動

お
よ

び
食

塊
物

性
を

調
査

し
た

（
2
）
経

口
摂

取
を

行
っ

て
い

る
施

設
入

所
者

・
在

宅
要

介
護

高
齢

者
を

対
象

と
し

て
，

基
礎

デ
ー

タ
や

摂
食

嚥
下

機
能

と
実

際
に

摂
取

し
て

い
る

食
形

態
の

関
連

な
ら

び
に

予
後

を
調

査
す

る
こ

と
と

し
た

（
1
）
結

果
：
咀

嚼
全

体
の

評
価

で
は

，
米

菓
は

硬
い

/
大

き
い

ほ
ど

咀
嚼

時
間

は
長

く
，

咀
嚼

回
数

は
大

き
か

っ
た

。
咀

嚼
サ

イ
ク

ル
時

間
に

大
き

な
違

い
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

が
，

最
も

応
力

強
さ

が
小

さ
い

米
菓

（
H

H
）
に

お
い

て
有

意
に

長
か

っ
た

。
高

齢
者

が
若

年
者

よ
り

咀
嚼

時
間

，
咀

嚼
回

数
と

も
に

有
意

に
大

き
か

っ
た

が
，

咀
嚼

サ
イ

ク
ル

時
間

に
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

咬
筋

活
動

は
咀

嚼
時

間
や

咀
嚼

回
数

と
同

様
の

傾
向

を
示

し
た

の
に

対
し

て
，

舌
骨

上
筋

群
は

咀
嚼

サ
イ

ク
ル

時
間

と
同

じ
傾

向
を

示
し

た
。

す
な

わ
ち

，
H

H
 で

は
咀

嚼
時

間
が

短
い

に
も

関
わ

ら
ず

舌
骨

上
筋

群
の

活
動

が
大

き
く

な
る

傾
向

を
示

し
た

。
咀

嚼
の

進
行

に
従

い
，

咀
嚼

サ
イ

ク
ル

時
間

は
一

旦
短

く
な

っ
た

後
に

咀
嚼

後
期

に
向

け
て

延
長

し
た

。
こ

の
傾

向
は

高
齢

者
で

強
い

傾
向

が
認

め
ら

れ
，

さ
ら

に
そ

の
延

長
は

若
年

者
，

高
齢

者
と

も
に

 H
H

 に
て

最
も

強
か

っ
た

．
一

咀
嚼

サ
イ

ク
ル

当
た

り
の

舌
骨

上
筋

群
は

咀
嚼

サ
イ

ク
ル

時
間

と
同

様
な

傾
向

を
示

し
，

咀
嚼

後
期

で
大

き
く

な
り

，
そ

の
値

は
 H

H
 に

て
最

も
高

か
っ

た
．

嚥
下

時
食

塊
物

性
は

食
品

間
で

大
き

な
違

い
を

示
し

，
初

期
物

性
が

硬
い

/
大

き
い

ほ
ど

，
硬

さ
や

付
着

性
は

高
く

，
凝

集
性

は
低

か
っ

た
．

水
分

値
は

 H
H

 で
有

意
に

高
か

っ
た

．
米

菓
摂

取
時

に
は

，
高

齢
者

と
若

年
者

の
間

で
基

本
的

な
咀

嚼
パ

タ
ー

ン
形

成
能

に
違

い
は

な
い

も
の

の
，

唾
液

分
泌

能
と

思
わ

れ
る

違
い

が
咀

嚼
後

期
に

顕
著

だ
っ

た
こ

と
か

ら
，

高
齢

者
，

こ
と

に
要

介
護

高
齢

者
へ

の
食

品
提

供
に

あ
た

っ
て

は
，

そ
の

硬
さ

の
み

な
ら

ず
唾

液
分

泌
や

食
品

の
水

分
吸

収
な

ど
を

考
慮

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

，
咀

嚼
と

嚥
下

を
一

連
の

も
の

と
み

な
し

た
食

品
開

発
が

望
ま

れ
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
（
2
）
結

果
：
約

 3
3
0
 名

の
被

験
者

が
決

定
し

て
，

説
明

会
の

開
催

，
同

意
書

取
得

，
記

録
用

紙
の

決
定

ま
で

を
終

了
し

て
，

2
 月

か
ら

の
デ

ー
タ

採
取

を
予

定
し

て
い

た
も

の
の

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
を

受
け

て
，

収
束

す
る

ま
で

の
間

，
記

録
採

取
を

行
わ

な
い

こ
と

に
な

っ
た

。

1
0

2
0
1
9

高
齢

者
要

支
援

・
要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
な

い
一

般
高

齢
者

個
人

1
7
,6

0
7

6
5
歳

以
上

1
)名

古
屋

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
予

防
医

学
分

野
、

2
)千

葉
大

学
予

防
医

学
セ

ン
タ

ー
、

3
)国

立
長

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
老

年
学

・
社

会
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー

歯
の

喪
失

予
防

と
義

歯
利

用
が

高
齢

者
の

笑
っ

て
暮

ら
せ

る
生

活
の

維
持

に
果

た
す

役
割

の
検

討

地
域

在
住

の
一

般
高

齢
者

を
対

象
に

、
歯

の
喪

失
や

義
歯

の
利

用
に

よ
っ

て
笑

い
の

頻
度

が
異

な
る

か
を

検
討

す
る

こ
と

・
日

本
老

年
学

的
評

価
研

究
(J

ap
an

G
er

o
n
to

lo
gi

ca
l 
E
va

lu
at

io
n
 S

tu
d
y:

 J
A

G
E
S
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
環

と
し

て
、

全
国

 3
0
 以

上
の

自
治

体
の

 6
5
 歳

以
上

の
要

支
援

・
要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
な

い
一

般
高

齢
者

を
対

象
に

行
わ

れ
た

 2
0
1
3

年
の

調
査

デ
ー

タ
の

中
か

ら
、

笑
い

の
頻

度
の

質
問

を
含

む
自

記
式

郵
送

調
査

票
に

回
答

し
、

そ
の

中
か

ら
解

析
に

用
い

る
変

数
に

欠
損

値
の

な
い

 1
7
,6

0
7

名
の

デ
ー

タ
を

解
析

に
用

い
た

。
・
笑

い
の

評
価

は
、

4
 段

階
（
1
.ほ

ぼ
毎

日
、

2
.週

に
１

～
５

回
程

度
、

3
.月

に
１

～
３

回
程

度
、

4
.ほ

と
ん

ど
な

い
）
の

回
答

を
基

に
、

ほ
と

ん
ど

笑
わ

な
い

か
ど

う
か

を
解

析
の

ア
ウ

ト
カ

ム
と

し
た

。
・
歯

数
に

つ
い

て
は

、
4
 段

階
（
1
.０

本
、

2
.１

～
９

本
、

3
.１

０
～

１
９

本
、

4
.２

０
本

以
上

）
で

評
価

し
、

歯
数

と
義

歯
利

用
の

組
み

合
わ

せ
に

つ
い

て
は

、
7
 段

階
（
1
.２

０
本

以
上

、
2
.１

０
～

１
９

本
か

つ
義

歯
あ

り
、

3
.１

０
～

１
９

本
か

つ
義

歯
な

し
、

4
.１

～
９

本
か

つ
義

歯
あ

り
、

5
.１

～
９

本
か

つ
義

歯
な

し
、

6
.０

本
か

つ
義

歯
あ

り
、

7
.０

本
か

つ
義

歯
な

し
）
で

評
価

し
、

曝
露

変
数

と
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
調

整
項

目
は

年
齢

、
性

別
、

婚
姻

状
況

、
等

価
所

得
、

高
血

圧
既

往
、

糖
尿

病
既

往
、

喫
煙

習
慣

、
飲

酒
習

慣
、

社
会

参
加

を
用

い
、

多
変

量
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

に
て

、
歯

数
や

義
歯

利
用

の
状

態
別

の
ほ

と
ん

ど
笑

わ
な

い
オ

ッ
ズ

比
を

算
出

し
た

。

・
解

析
対

象
者

の
う

ち
、

声
を

出
し

て
笑

う
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

者
の

割
合

は
 1

,3
2
0
 名

（
7
.5

%
）
で

あ
っ

た
。

多
変

量
解

析
の

結
果

、
歯

数
が

２
０

本
以

上
の

者
に

比
べ

、
１

～
９

本
の

者
で

は
 1

.2
 倍

、
０

本
の

者
で

は
 1

.3
倍

、
そ

れ
ぞ

れ
有

意
に

ほ
と

ん
ど

笑
わ

な
い

割
合

が
高

か
っ

た
。

・
歯

数
が

２
０

本
以

上
の

者
に

比
べ

、
１

～
９

本
か

つ
義

歯
な

し
の

者
で

は
1
.5

 倍
、

０
本

か
つ

義
歯

な
し

の
者

で
は

 1
.5

 倍
、

そ
れ

ぞ
れ

有
意

に
ほ

と
ん

ど
笑

わ
な

い
割

合
が

高
か

っ
た

。
・
地

域
在

住
高

齢
者

に
お

い
て

、
歯

の
喪

失
は

ほ
と

ん
ど

笑
わ

な
い

リ
ス

ク
の

上
昇

と
関

連
を

示
し

た
。

・
特

に
、

歯
数

が
1
0
 本

未
満

で
義

歯
を

利
用

し
て

い
な

い
場

合
に

は
ほ

と
ん

ど
笑

わ
な

い
リ

ス
ク

が
さ

ら
に

上
昇

す
る

一
方

、
た

と
え

歯
数

が
 1

0
本

未
満

で
あ

っ
て

も
義

歯
を

利
用

し
て

い
れ

ば
、

ほ
と

ん
ど

笑
わ

な
い

リ
ス

ク
の

上
昇

と
の

関
連

を
認

め
な

か
っ

た
。

・
歯

の
喪

失
予

防
や

義
歯

利
用

は
高

齢
者

の
笑

い
の

頻
度

低
下

に
対

し
防

御
的

に
作

用
す

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
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対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴
障

が
い

者
/

要
介

護
、

虚
弱

高
齢

者
等

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果
成

果
課

題

1
1

2
0
1
9

高
齢

者
自

立
し

て
い

る
個

人
4
0
1
名

（
男

性
 8

7
名

、
女

性
 3

1
4

名
）

西
之

表
市

鹿
児

島
大

学
大

学
院

医
歯

学
総

合
研

究
科

 口
腔

顎
顔

面
外

科
学

分
野

「
種

子
島

ス
タ

デ
ィ

」
－

口
腔

か
ら

種
子

島
地

域
高

齢
者

の
健

康
寿

命
延

伸
に

つ
な

げ
る

包
括

的
高

齢
者

機
能

評
価

－

西
之

表
市

地
域

高
齢

者
の

口
腔

機
能

の
み

な
ら

ず
、

身
体

機
能

、
運

動
機

能
、

お
よ

び
社

会
性

の
評

価
を

加
え

た
包

括
的

機
能

評
価

を
行

い
、

高
齢

者
の

現
状

把
握

と
問

題
点

の
抽

出

・
介

護
予

防
拠

点
に

研
究

班
が

出
向

き
、

参
加

者
に

対
し

て
、

総
合

的
機

能
評

価
を

実
施

し
、

下
記

に
つ

い
て

解
析

を
行

っ
た

：
1
）
年

齢
と

歯
の

本
数

（
咬

合
力

）
、

口
腔

衛
生

状
態

（
口

腔
不

潔
）
、

口
腔

湿
潤

度
（
口

腔
乾

燥
）
、

舌
圧

、
咀

嚼
力

、
お

よ
び

口
腔

機
能

低
下

（
該

当
し

た
項

目
数

）
の

相
関

関
係

；
2
）
舌

・
口

唇
運

動
機

能
低

下
の

有
無

と
年

齢
の

差
、

お
よ

び
嚥

下
障

害
の

有
無

と
年

齢
の

差
；
 3

）
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
の

有
無

と
各

因
子

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
の

単
変

量
お

よ
び

多
変

量
解

析

・
口

腔
機

能
の

う
ち

、
舌

・
口

唇
運

動
機

能
、

舌
圧

、
咀

嚼
機

能
、

嚥
下

機
能

に
年

齢
と

と
も

に
悪

化
が

認
め

ら
れ

た
・
口

腔
機

能
低

下
の

該
当

項
目

数
は

、
年

齢
と

と
も

に
増

加
し

て
お

り
、

高
齢

者
に

お
い

て
も

一
律

の
対

応
で

は
な

く
、

世
代

に
合

わ
せ

た
口

腔
機

能
低

下
対

策
が

必
要

で
あ

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

・
口

腔
機

能
低

下
群

で
は

、
フ

レ
イ

ル
に

深
く

関
与

す
る

全
身

の
筋

力
低

下
（
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
）
、

運
動

機
能

低
下

（
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
）
が

認
め

ら
れ

て
い

た
・
フ

レ
イ

ル
の

程
度

の
悪

化
が

口
腔

機
能

低
下

の
悪

化
と

深
く

関
連

し
て

い
た

。
多

変
量

解
析

の
結

果
、

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

の
有

無
と

年
齢

、
歩

行
速

度
、

G
O

H
A

I、
そ

し
て

豆
類

ま
た

は
卵

を
毎

週
2
 品

以
上

食
べ

る
、

は
有

意
な

関
連

が
認

め
ら

れ
た

今
回

の
解

析
で

は
、

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

の
リ

ス
ク

因
子

と
し

て
、

運
動

機
能

面
・

栄
養

面
・
口

腔
環

境
の

い
ず

れ
の

因
子

も
深

く
関

わ
っ

て
い

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

た
め

、
今

後
さ

ら
な

る
参

加
者

の
追

加
と

解
析

が
必

要
で

あ
る

。

1
2

2
0
2
0

高
齢

者
後

期
高

齢
者

個
人

6
,5

9
9

7
5
歳

以
上

長
野

県
安

曇
野

市
お

よ
び

塩
尻

市

国
立

大
学

法
人

信
州

大
学

医
学

部
歯

科
口

腔
外

科
学

教
室

特
定

健
診

質
問

結
果

と
歯

科
健

診
結

果
お

よ
び

歯
科

受
診

行
動

と
の

関
連

平
成

 3
0
 年

度
か

ら
特

定
健

診
の

質
問

項
目

に
歯

科
に

関
連

す
る

項
目

が
導

入
さ

れ
た

特
定

健
診

質
問

項
目

 1
3
 が

、
そ

の
後

の
歯

科
受

診
行

動
、

お
よ

び
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
（
M

E
T

S
）
の

改
善

に
つ

な
が

っ
て

い
る

か
否

か
に

関
し

て
検

討
す

る
こ

と

・
2
0
1
8
 お

よ
び

翌
 2

0
1
9
 年

度
の

特
定

健
診

お
よ

び
歯

科
健

診
の

結
果

と
国

保
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
K

D
B

）
か

ら
医

療
費

の
デ

ー
タ

を
収

集
・
特

定
健

診
質

問
項

目
 1

3
 回

答
結

果
と

、
そ

の
後

の
歯

科
受

診
行

動
、

特
定

健
診

検
査

結
果

の
変

化
と

の
関

連
に

つ
い

て
検

討
を

実
施

（
特

定
健

診
結

果
の

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
治

療
薬

の
変

更
が

あ
っ

た
者

は
対

象
か

ら
除

外
）

・
特

定
健

診
質

問
項

目
 1

3
 の

回
答

結
果

は
、

「
な

ん
で

も
か

ん
で

食
べ

る
こ

と
が

で
き

る
」
と

回
答

し
た

者
は

 5
,4

3
2
 名

（
8
2
.3

％
）
、

「
歯

や
歯

ぐ
き

、
か

み
あ

わ
せ

な
ど

気
に

な
る

部
分

が
あ

り
、

か
み

に
く

い
こ

と
が

あ
る

」
と

回
答

し
た

者
は

 1
,1

4
3
 名

（
1
7
.3

％
）
、

「
ほ

と
ん

ど
か

め
な

い
」
と

回
答

し
た

者
は

 2
4
 名

（
0
.4

％
）

・
特

定
健

診
後

の
歯

科
受

診
率

は
、

「
な

ん
で

も
か

ん
で

食
べ

る
こ

と
が

で
き

る
」
と

回
答

し
た

者
で

は
 4

2
.7

％
、

「
歯

や
歯

ぐ
き

、
か

み
あ

わ
せ

な
ど

気
に

な
る

部
分

が
あ

り
、

か
み

に
く

い
こ

と
が

あ
る

」
4
0
.7

％
、

「
ほ

と
ん

ど
か

め
な

い
」
2
9
.2

％
・
質

問
項

目
 1

3
 回

答
結

果
毎

に
、

そ
の

後
の

歯
科

受
診

が
あ

っ
た

群
と

無
か

っ
た

群
で

,特
定

健
診

結
果

の
変

化
を

比
較

す
る

と
、

収
縮

期
血

圧
値

の
変

化
に

お
い

て
、

「
ほ

と
ん

ど
か

め
な

い
」
と

回
答

し
た

群
で

、
そ

の
後

の
歯

科
受

診
が

あ
っ

た
群

と
無

か
っ

た
群

の
間

に
有

意
差

を
認

め
た

（
t-

検
定

、
p
<
0
.0

5
）

・
歯

科
受

診
が

あ
っ

た
群

で
は

収
縮

期
血

圧
が

平
均

で
 1

1
.0

 m
m

H
g 

減
少

し
た

の
に

対
し

、
歯

科
受

診
が

無
か

っ
た

群
で

は
平

均
で

 8
.8

 m
m

H
g

上
昇

し
て

い
た

・
拡

張
期

血
圧

、
中

性
脂

肪
、

H
D

L
 コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
H

b
A

1
c、

eG
F
R

に
関

し
て

は
、

歯
科

受
診

の
有

無
で

検
査

値
の

変
化

に
統

計
学

的
に

有
意

な
差

は
認

め
な

か
っ

た

・
本

研
究

の
結

果
か

ら
、

質
問

項
目

 1
3
 で

問
題

が
あ

る
と

さ
れ

た
者

は
、

歯
科

に
関

す
る

関
心

も
薄

く
、

適
切

な
歯

科
受

診
に

も
結

び
つ

い
て

い
な

い
こ

と
が

示
さ

れ
た

・
「
ほ

と
ん

ど
か

め
な

い
」
と

回
答

し
た

者
が

歯
科

受
診

後
に

は
収

縮
期

血
圧

値
の

改
善

が
得

ら
れ

て
た

こ
と

か
ら

、
質

問
項

目
 1

3
 を

用
い

る
こ

と
に

よ
り

、
歯

科
保

健
指

導
や

歯
科

勧
奨

を
進

め
る

必
要

性
や

、
そ

の
こ

と
に

よ
り

 M
E
T

S
 の

改
善

効
果

に
も

結
び

つ
く

可
能

性
が

示
さ

れ
た

1
3

2
0
2
0

高
齢

者
調

査
参

加
者

個
人

5
3
5

長
崎

県
五

島
市

内
 A

地
区

1
)名

古
屋

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
予

防
医

学
分

野
、

2
)長

崎
大

学
大

学
院

医
歯

薬
学

総
合

研
究

科
 離

島
・
へ

き
地

医
療

学
講

座

高
齢

者
の

口
腔

機
能

と
死

亡
と

の
関

係
に

関
す

る
地

域
疫

学
研

究
―

日
常

の
生

活
環

境
と

習
慣

（
人

と
の

つ
な

が
り

・
発

声
頻

度
・
咀

嚼
）
は

予
後

に
影

響
を

与
え

る
か

―

口
腔

機
能

低
下

の
程

度
と

、
そ

の
後

の
死

亡
と

の
関

連
を

明
ら

か
に

し
、

さ
ら

に
、

高
齢

者
の

日
常

の
生

活
環

境
や

習
慣

（
人

と
の

つ
な

が
り

や
会

話
・
笑

い
、

咀
嚼

な
ど

）
の

媒
介

効
果

の
検

証
を

通
し

て
、

高
齢

者
の

生
活

に
即

し
た

口
腔

機
能

低
下

の
予

防
経

路
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

・
解

析
は

、
C

o
x 

比
例

ハ
ザ

ー
ド

モ
デ

ル
を

用
い

、
最

大
舌

圧
測

定
値

 ≥
3
0
.0

 k
P
a 

と
比

較
し

た
各

群
（
＜

1
0
.0

、
1
0
.0

-
1
9
.9

、
2
0
.0

-
2
9
.9

 k
P
a）

の
死

亡
ハ

ザ
ー

ド
リ

ス
ク

を
算

出
し

た
・
人

と
の

つ
な

が
り

の
規

模
、

笑
い

、
会

話
、

会
話

以
外

の
発

声
頻

度
、

咀
嚼

回
数

・
食

事
時

間
を

投
入

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
変

数
投

入
の

前
後

で
の

死
亡

ハ
ザ

ー
ド

リ
ス

ク
の

変
化

（
1
0
%
以

上
）
の

有
無

を
確

認
し

た ・
解

析
に

は
、

S
ta

ta
 1

6
 及

び
 S

A
S
 9

.4
 を

用
い

た

・
中

央
値

 4
.3

 年
間

の
追

跡
期

間
中

、
死

亡
者

は
 6

7
 人

だ
っ

た
・
C

o
x 

比
例

ハ
ザ

ー
ド

モ
デ

ル
で

は
、

最
大

舌
圧

測
定

値
 が

 3
0
.0

 k
P
a

以
上

の
者

と
比

較
し

た
場

合
、

1
0
.0

-
1
9
.9

 k
P
a 

の
者

で
は

 2
.2

 倍
高

か
っ

た
・
こ

の
関

連
は

さ
ら

に
 B

M
I 
調

整
後

減
弱

し
た

が
、

最
大

舌
圧

値
が

低
い

ほ
ど

全
死

亡
リ

ス
ク

が
高

い
と

い
う

傾
向

性
は

変
化

し
な

か
っ

た
（
傾

向
性

の
 P

 値
＝

0
.0

5
）

・
日

常
生

活
で

の
笑

い
の

頻
度

と
、

一
口

当
た

り
の

咀
嚼

回
数

は
死

亡
リ

ス
ク

と
関

連
し

た
・
声

を
出

し
て

笑
う

こ
と

が
「
ほ

と
ん

ど
な

い
」
者

で
は

、
調

整
後

の
死

亡
ハ

ザ
ー

ド
リ

ス
ク

が
 2

.4
8
 倍

高
か

っ
た

（
vs

. 
ほ

ぼ
毎

日
）

・
一

口
当

た
り

の
咀

嚼
回

数
が

 1
0
 回

未
満

の
者

と
比

べ
て

、
一

口
当

た
り

の
咀

嚼
回

数
が

 3
0
 回

以
上

と
回

答
し

た
者

で
は

、
調

整
後

の
死

亡
ハ

ザ
ー

ド
リ

ス
ク

が
 4

.0
8
 倍

（
vs

. 
1
0
 回

未
満

）
高

か
っ

た
・
最

大
舌

圧
値

を
調

整
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
こ

れ
ら

の
関

係
に

変
化

は
な

か
っ

た

・
口

腔
機

能
の

低
下

は
、

全
死

亡
リ

ス
ク

の
高

さ
と

関
連

し
た

こ
と

か
ら

、
高

齢
者

の
口

腔
機

能
低

下
予

防
対

策
の

重
要

性
が

示
さ

れ
た

・
日

常
生

活
で

の
笑

い
の

頻
度

は
死

亡
リ

ス
ク

と
関

連
し

た
も

の
の

、
こ

の
関

連
に

口
腔

機
能

低
下

に
よ

る
媒

介
効

果
は

な
い

可
能

性
が

あ
る ・
逆

に
、

一
口

当
た

り
の

咀
嚼

回
数

が
多

い
こ

と
は

、
そ

れ
自

体
が

口
腔

機
能

低
下

を
反

映
し

て
い

る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
た

・
口

腔
機

能
低

下
と

死
亡

と
の

関
係

は
、

B
M

I
調

整
後

大
き

く
減

弱
し

た
こ

と
か

ら
、

栄
養

状
態

の
維

持
に

よ
り

、
口

腔
機

能
低

下
に

よ
る

死
亡

リ
ス

ク
の

増
加

が
予

防
で

き
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た

264



対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴
障

が
い

者
/

要
介

護
、

虚
弱

高
齢

者
等

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果
成

果
課

題

1
4

2
0
2
0

高
齢

者
通

い
の

場
参

加
者

集
団

3
1
7

6
5
歳

以
上

日
本

歯
科

衛
生

士
会

 1
) 
、

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
2
)、

札
幌

市
保

健
福

祉
局

 3
)

通
い

の
場

に
参

加
す

る
嚥

下
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
視

野
に

入
れ

た
非

侵
襲

的
嚥

下
評

価
シ

ス
テ

ム
の

開
発

通
い

の
場

参
加

者
に

お
け

る
フ

レ
イ

ル
・

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

の
実

態
把

握
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
各

都
道

府
県

歯
科

衛
生

士
会

に
お

け
る

通
い

の
場

へ
の

参
画

状
況

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と

・
調

査
項

目
は

、
基

本
属

性
（
年

齢
、

性
別

、
既

往
歴

等
）
、

食
品

多
様

性
ス

コ
ア

、
食

欲
指

標
等

、
体

力
指

標
、

口
腔

調
関

連
指

標
（
歯

数
、

口
腔

機
能

、
口

腔
衛

生
状

態
、

か
か

り
つ

け
歯

科
医

の
有

無
、

歯
科

受
診

の
必

要
性

等
）
と

し
た

・
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
 2

5
 項

目
中

 8
 項

目
以

上
該

当
で

フ
レ

イ
ル

あ
り

と
し

た
・
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
の

有
無

は
、

6
 項

目
中

 3
 項

目
以

上
該

当
し

た
場

合
を

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

あ
り

と
し

た

・
フ

レ
イ

ル
該

当
率

は
 1

2
.9

%
、

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

該
当

率
 1

4
.5

%
で

あ
っ

た
・
対

象
者

の
 9

3
.4

%
が

か
か

り
つ

け
歯

科
医

が
あ

る
と

回
答

し
て

い
た

が
、

歯
科

受
診

の
必

要
性

が
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
者

の
割

合
は

、
2
1
.8

%
で

あ
っ

た ・
多

変
量

解
析

の
結

果
、

フ
レ

イ
ル

発
現

に
関

連
す

る
独

立
し

た
口

腔
関

連
因

子
と

し
て

、
か

か
り

つ
け

歯
科

医
な

し
（
オ

ッ
ズ

比
 3

.6
4
、

9
5
%
信

頼
区

間
 1

.2
3
-
1
0
.7

4
）
、

現
在

歯
数

（
オ

ッ
ズ

比
 0

.9
5
、

9
5
%
信

頼
区

間
0
.9

1
-

0
.9

9
）
が

抽
出

さ
れ

た
・
都

道
府

県
歯

科
衛

生
士

会
（
歯

衛
会

）
を

対
象

と
し

た
、

歯
科

衛
生

士
の

参
画

状
況

に
関

す
る

郵
送

調
査

で
は

、
4
4
 歯

衛
会

よ
り

回
答

が
得

ら
れ

た ・
7
5
.0

%
が

継
続

し
て

参
画

し
、

そ
の

う
ち

の
 7

2
.7

%
が

口
腔

機
能

に
関

す
る

評
価

を
実

際
に

行
っ

て
い

る
と

回
答

し
た

・
歯

科
治

療
の

ニ
ー

ズ
が

あ
っ

た
場

合
の

対
応

と
し

て
、

歯
科

医
療

機
関

と
連

携
し

て
い

る
と

回
答

し
て

い
た

の
は

 2
0
 歯

衛
会

で
あ

っ
た

・
通

い
の

場
に

お
い

て
歯

科
衛

生
士

が
活

動
を

促
進

し
て

い
く

た
め

の
課

題
に

つ
い

て
、

人
材

不
足

や
人

材
育

成
と

い
っ

た
歯

科
衛

生
士

サ
イ

ド
の

問
題

の
ほ

か
、

地
域

住
民

の
歯

科
へ

の
関

心
度

・
認

知
度

、
自

治
体

・
歯

科
医

師
会

も
含

め
た

他
の

機
関

と
の

連
携

に
つ

い
て

の
問

題
が

挙
げ

ら
れ

て
い

た

・
フ

レ
イ

ル
対

応
に

お
け

る
か

か
り

つ
け

歯
科

医
の

役
割

の
重

要
性

が
示

唆
さ

れ
た

・
通

い
の

場
を

利
用

す
る

高
齢

者
の

歯
科

介
入

の
ニ

ー
ズ

は
高

く
、

適
切

な
歯

科
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

の
た

め
に

も
、

積
極

的
に

地
域

に
歯

科
衛

生
士

が
参

画
す

る
た

め
の

人
材

育
成

と
運

用
シ

ス
テ

ム
構

築
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
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表
4
-
5
　

【
実

践
事

例
】
日

本
栄

養
士

会
行

政
栄

養
士

に
よ

る
活

動
事

例
対

象
者

1
対

象
者

２
対

象
者

３
対

象
者

４
対

象
者

５
実

践
事

例
番

号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴 障
が

い
者

/
要

介
護

、
虚

弱
高

齢
者

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果

1
2
0
1
7

全
ス

テ
ー

ジ
栄

養
管

理
の

必
要

性
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

利
用

者

個
人

市
民

愛
知

県
愛

知
県

知
多

市
健

康
推

進
課

歯
科

衛
生

士
、

栄
養

士
野

菜
を

食
べ

よ
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 野

菜
た

っ
ぷ

り
！

！
ヘ

ル
シ

ー
メ

ニ
ュ

ー

・
外

食
で

も
し

っ
か

り
と

野
菜

を
摂

取
で

き
る

環
境

づ
く

り
・
市

民
の

健
康

に
対

す
る

意
識

向
上

・
市

内
飲

食
店

に
お

け
る

健
康

に
対

す
る

意
識

向
上

市
内

飲
食

店
に

お
い

て
、

１
食

あ
た

り
①

野
菜

使
用

量
１

４
０

ｇ
以

上
、

②
エ

ネ
ル

ギ
ー

５
０

０
～

７
０

０
kc

al
程

度
、

③
塩

分
３

.０
ｇ
以

下
の

①
～

③
す

べ
て

満
た

す
も

の
を

「
ヘ

ル
シ

ー
メ

ニ
ュ

ー
」
と

し
て

市
が

認
定

し
、

提
供

し
て

も
ら

う
。

認
定

基
準

と
は

別
に

、
１

食
あ

た
り

の
咀

嚼
回

数
を

カ
ウ

ン
ト
す

る
こ

と
で

、
噛

み
ご

た
え

に
つ

い
て

も
３

段
階

で
表

示
。

平
成

２
８

年
度

か
ら

は
知

多
半

島
産

の
野

菜
が

使
わ

れ
て

い
る

メ
ニ

ュ
ー

に
地

産
地

消
マ

ー
ク

を
付

け
て

い
る

。
 令

和
５

年
４

月
１

日
現

在
で

１
４

店
舗

１
７

メ
ニ

ュ
ー

が
ヘ

ル
シ

ー
メ

ニ
ュ

ー
と

し
て

認
定

さ
れ

て
い

る
。

歯
科

衛
生

士
と

連
携

し
て

噛
み

ご
た

え
を

表
示

。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

事
業

を
始

め
た

平
成

２
７

年
度

は
市

内
飲

食
店

８
店

舗
（
８

メ
ニ

ュ
ー

）
か

ら
応

募
が

あ
り

す
べ

て
ヘ

ル
シ

ー
メ

ニ
ュ

ー
と

し
て

認
定

。
年

々
店

舗
数

を
拡

大
し

、
令

和
５

年
４

月
１

日
現

在
で

は
応

募
が

あ
っ

た
１

４
店

舗
（
１

７
メ

ニ
ュ

ー
）
す

べ
て

に
お

い
て

認
定

作
業

が
完

了
し

て
い

る
（
認

定
率

１
０

０
％

）
。

【
結

果
評

価
】

ヘ
ル

シ
ー

メ
ニ

ュ
ー

喫
食

者
や

提
供

店
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

実
施

。
ヘ

ル
シ

ー
メ

ニ
ュ

ー
喫

食
者

の
年

代
や

性
別

、
野

菜
摂

取
や

外
食

に
関

す
る

意
識

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
提

供
店

へ
は

ヘ
ル

シ
ー

メ
ニ

ュ
ー

を
提

供
す

る
上

で
困

っ
た

こ
と

等
を

聞
き

と
っ

て
い

る
。

ま
た

、
一

定
期

間
内

の
提

供
食

数
の

調
査

を
実

施
し

て
い

る
。

2
2
0
1
7

小
児

集
団

1
2
2

高
校

1
年

生
か

ら
3
年

生

愛
媛

県
八

幡
浜

保
健

所
健

康
増

進
課

高
校

教
職

員
、

養
護

教
諭

、
西

予
市

保
健

師
・
栄

養
士

、
在

宅
歯

科
衛

生
士

、
保

健
所

歯
科

衛
生

士
・
栄

養
士

食
育

推
進

モ
デ

ル
事

業
及

び
歯

科
保

健
指

導
事

業

第
２

次
愛

媛
県

食
育

推
進

計
画

及
び

愛
媛

県
歯

と
口

腔
の

健
康

づ
く

り
推

進
条

例
第

８
条

に
基

づ
き

策
定

し
た

愛
媛

県
歯

科
保

健
推

進
計

画
を

周
知

し
、

食
育

と
歯

と
口

腔
の

健
康

づ
く

り
を

総
合

的
・
計

画
的

に
実

施
す

る
た

め
、

高
校

生
を

対
象

と
し

て
、

食
に

関
す

る
知

識
や

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
望

ま
し

い
食

習
慣

及
び

歯
と

口
腔

の
健

康
管

理
に

関
す

る
知

識
を

習
得

す
る

講
座

を
開

催
し

、
生

涯
を

通
じ

て
健

康
的

な
生

活
習

慣
を

実
践

で
き

る
青

年
期

の
成

を
図

る
。

市
、

学
校

及
び

関
係

者
の

連
携

に
よ

り
、

高
校

生
を

対
象

と
し

た
、

望
ま

し
い

食
習

慣
と

歯
と

口
腔

の
健

康
管

理
に

関
す

る
講

座
を

開
催

し
た

。
・
講

話
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
、

実
技

及
び

事
前

・
終

了
後

ア
ン

ケ
ー

ト
等

・
食

育
教

室
（
5
0
 分

）
は

、
講

話
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

を
中

心
に

行
い

、
 1

 年
生

2
 組

、
 3

 年
生

 2
 組

は
、

そ
れ

ぞ
れ

学
年

ご
と

の
合

同
で

実
施

す
る

。
歯

科
教

室
（

5
0
 分

）
は

、
講

話
や

実
技

等
を

中
心

に
行

い
、

実
技

を
行

う
た

め
各

組
に

お
い

て
実

施
す

る
。

【
 講

座
内

容
の

検
討

】
意

識
の

変
化

が
あ

ま
り

見
ら

れ
な

い
も

の
は

、
目

標
の

再
考

及
び

実
施

時
期

（
食

育
と

歯
科

の
順

番
等

）
を

再
検

討
し

、
生

徒
の

実
態

に
即

し
た

内
容

を
展

開
で

き
る

よ
う

行
動

変
容

に
繋

が
る

内
容

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
取

組
み

の
継

続
】
教

育
に

携
わ

る
教

職
員

や
関

係
者

等
が

、
青

年
期

の
一

時
期

の
み

で
な

く
、

生
涯

を
通

じ
た

視
点

で
連

携
、

協
働

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

食
と

歯
と

口
腔

の
健

康
づ

く
り

教
育

が
学

校
の

教
育

活
動

の
中

に
位

置
づ

け
ら

れ
年

間
行

事
と

し
て

計
画

的
・
継

続
的

に
取

組
め

る
体

制
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
指

導
技

術
の

向
上

を
念

頭
に

置
き

講
座

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

3
2
0
1
8

高
齢

者
基

本
チ

ｴ
ﾂ

ク
リ

ス
ト
に

よ
り

低
栄

養
の

項
目

に
該

当
し

た
高

齢
者

集
団

1
7

長
野

県
山

ノ
内

町
長

野
県

歯
科

医
師

会
 、

同
課

内
介

護
保

険
係

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
「
栄

養
講

座
」

口
腔

機
能

の
低

下
や

体
重

減
少

が
み

ら
れ

る
高

齢
者

へ
早

期
に

介
入

し
、

介
護

予
防

の
実

現
、

健
康

長
寿

の
延

伸
に

努
め

る
。

（
８

月
１

０
日

）
「
最

後
ま

で
お

口
か

ら
食

べ
る

た
め

に
」
歯

科
衛

生
士

よ
り

 …
参

加
者

９
名

１
）
 口

腔
機

能
に

つ
い

て
の

講
話

口
の

機
能

が
低

下
す

る
と

、
口

の
し

ま
り

が
悪

く
な

り
、

い
つ

ま
で

も
噛

ん
で

い
て

む
せ

る
、

誤
嚥

性
肺

炎
に

よ
り

発
熱

す
る

心
配

が
あ

る
た

め
、

口
腔

ケ
ア

に
注

意
を

し
、

抵
抗

力
を

付
け

た
り

、
飲

み
込

む
機

能
の

維
持

に
注

意
を

す
る

。
２

）
 首

・
肩

・
口

・
頬

・
舌

の
体

操
誤

嚥
を

予
防

し
、

血
行

を
良

好
に

し
、

ス
ム

ー
ズ

に
摂

食
を

行
う

た
め

、
食

前
に

口
の

運
動

が
必

要
で

あ
り

、
し

ゃ
べ

る
・
歌

う
・
笑

う
、

咳
払

い
に

つ
い

て
も

、
各

部
位

の
運

動
が

大
切

に
な

る
。

（
９

月
６

日
）
「
低

栄
養

や
減

塩
の

推
進

に
努

め
る

」
管

理
栄

養
士

よ
り

 …
参

加
者

８
名

（
男

性
１

名
、

女
性

７
名

）
１

）
 高

齢
期

に
お

け
る

体
の

変
化

や
口

腔
機

能
に

応
じ

た
食

事
に

つ
い

て
の

講
話

加
齢

に
伴

う
体

の
変

化
や

口
腔

機
能

を
確

認
し

、
そ

の
機

能
を

低
下

さ
せ

な
い

た
め

の
食

事
を

ど
の

よ
う

に
考

え
る

か
フ

ー
ド

モ
デ

ル
等

を
活

用
し

て
提

示
し

た
。

２
）
 調

理
実

習
主

菜
・
副

菜
・
汁

も
の

３
品

を
作

り
、

主
食

は
ご

は
ん

と
し

、
減

塩
を

意
識

し
た

バ
ラ

ン
ス

食
の

１
食

分
を

試
食

し
た

。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

 参
加

者
の

感
想

か
ら

、
教

室
参

加
前

は
首

か
ら

上
の

部
分

の
不

調
が

あ
り

、
口

の
中

も
荒

れ
た

り
、

食
欲

・
体

重
減

少
の

悪
循

環
が

あ
っ

た
こ

と
に

気
づ

か
れ

た
方

が
い

て
口

腔
機

能
を

意
識

す
る

こ
と

の
必

要
性

を
感

じ
て

も
ら

え
た

。

 普
段

の
食

事
が

い
か

に
大

事
な

の
か

、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
や

減
塩

の
必

要
性

に
つ

い
て

再
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う

感
想

も
多

く
聞

か
れ

た
。

【
結

果
評

価
】

（
参

加
者

の
翌

年
の

健
診

結
果

を
も

っ
て

評
価

す
る

、
ま

た
は

こ
れ

か
ら

訪
問

等
を

行
い

食
事

の
変

化
を

確
認

す
る

予
定

。
）

4
2
0
1
8

高
齢

者
集

団
4
7
3

6
0
歳

以
上

静
岡

県
静

岡
県

富
士

宮
市

健
康

増
進

課
介

護
予

防
普

及
啓

発
事

業
 ～

健
康

講
座

（
複

合
教

室
）
で

の
栄

養
改

善
の

取
り

組
み

～

運
動

・
口

腔
・
栄

養
は

密
接

に
関

わ
っ

て
お

り
、

複
合

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

の
実

施
に

よ
り

介
護

予
防

効
果

が
期

待
で

き
る

こ
と

か
ら

、
介

護
予

防
・
健

康
増

進
等

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

し
、

日
常

生
活

の
改

善
を

図
る

き
っ

か
け

作
り

と
し

自
ら

の
健

康
意

識
の

向
上

を
図

る
。

特
に

栄
養

改
善

と
し

て
は

、
食

事
の

多
様

性
得

点
チ

ェ
ッ

ク
表

Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｅ

1
0
®

（
以

下
、

食
べ

た
も

の
チ

ェ
ッ

ク
表

）
を

活
用

し
て

自
ら

の
食

事
を

見
直

し
、

ま
た

体
重

を
維

持
管

理
す

る
こ

と
で

低
栄

養
を

予
防

す
る

・
運

動
器

の
機

能
向

上
・
口

腔
機

能
向

上
・
栄

養
改

善
等

の
複

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

1
ク

ー
ル

4
回

の
講

座
の

中
で

、
1
時

間
程

度
の

低
栄

養
予

防
講

座
を

入
れ

て
い

る
。

（
講

座
内

容
）

・
定

期
的

な
体

重
計

測
の

す
す

め
・
食

模
型

を
使

い
主

食
主

菜
副

菜
の

目
安

量
の

確
認

・
食

べ
た

も
の

チ
ェ

ッ
ク

表
の

活
用

、
共

食
の

大
切

さ
に

つ
い

て
・
食

べ
た

も
の

チ
ェ

ッ
ク

表
の

得
点

が
低

い
等

、
低

栄
養

傾
向

に
あ

る
人

に
は

個
別

栄
養

相
談

に
つ

な
げ

て
対

応
す

る
。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

・
市

内
1
4
会

場
で

健
康

講
座

実
施

 4
2
回

実
1
8
8
人

の
べ

4
7
3
人

（
内

、
栄

養
は

1
4
回

1
5
8
人

）
（
H

2
8
年

度
）

・
食

事
の

目
安

量
を

知
る

こ
と

で
食

べ
過

ぎ
や

不
足

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
た

、
食

べ
た

も
の

チ
ェ

ッ
ク

表
の

活
用

に
よ

り
食

の
偏

り
に

気
づ

き
食

事
を

見
直

し
を

し
た

と
の

感
想

が
多

く
聞

か
れ

た
。

【
結

果
評

価
】

・
食

べ
た

も
の

チ
ェ

ッ
ク

表
提

出
者

9
1
人

の
平

均
得

点
は

、
7
.7

8
点

／
1
0
点

で
あ

っ
た

。
ま

た
得

点
が

低
い

順
に

、
い

も
類

、
海

藻
、

卵
で

あ
っ

た
。
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対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴 障
が

い
者

/
要

介
護

、
虚

弱
高

齢
者

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果

5
2
0
1
8

成
人

管
内

の
介

護
保

険
事

業
所

（
居

宅
、

小
規

模
多

機
能

居
宅

）
お

よ
び

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

全
9
7

事
業

所
に

属
す

る
ケ

ア
マ

ネ

個
人

滋
賀

県
滋

賀
県

東
近

江
健

康
福

祉
事

務
所

滋
賀

県
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会

介
護

支
援

専
門

員
に

よ
る

栄
養

・
口

腔
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
実

態
調

査

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
時

の
介

護
支

援
専

門
員

（
以

下
、

ケ
ア

マ
ネ

と
す

る
。

）
に

よ
る

栄
養

・
口

腔
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

実
態

を
把

握
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

病
院

と
ケ

ア
マ

ネ
の

退
院

時
連

携
に

関
す

る
調

査
（
以

下
、

連
携

調
査

と
す

る
。

）
と

併
せ

て
実

施
し

、
平

成
2
9
年

6
月

の
１

ヵ
月

間
に

退
院

さ
れ

た
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

回
答

を
得

た
。

調
査

内
容

と
し

て
は

、
①

介
護

支
援

専
門

員
の

属
性

、
②

ど
の

よ
う

な
時

に
栄

養
ケ

ア
、

口
腔

ケ
ア

が
必

要
と

判
断

し
て

い
る

か
、

③
退

院
時

に
栄

養
、

口
腔

の
課

題
と

な
る

情
報

を
聞

き
取

る
職

種
と

そ
の

方
法

、
④

退
院

時
に

栄
養

・
口

腔
ケ

ア
が

必
要

と
思

わ
れ

た
数

と
実

際
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
反

映
し

た
数

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
反

映
す

る
上

で
の

課
題

等
。

調
査

方
法

と
し

て
は

、
郵

送
に

て
ア

ン
ケ

ー
ト
用

紙
を

送
付

し
、

郵
送

F
A

X
等

に
て

回
答

を
得

た
。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

連
携

調
査

を
併

せ
て

実
施

し
た

た
め

、
5
3
事

業
所

1
4
8
名

の
ケ

ア
マ

ネ
か

ら
回

答
が

得
ら

れ
た

。
回

収
率

5
4
.6

%
（
5
3
/
9
7
事

業
所

）
。

【
結

果
評

価
】

今
回

の
調

査
で

は
、

退
院

時
に

お
け

る
ケ

ア
マ

ネ
の

栄
養

・
口

腔
ケ

ア
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
の

実
態

が
把

握
で

き
た

。
栄

養
、

口
腔

ケ
ア

が
必

要
と

判
断

し
た

者
の

う
ち

ケ
ア

プ
ラ

ン
に

反
映

さ
れ

て
い

る
の

は
栄

養
ケ

ア
で

は
約

9
割

、
口

腔
ケ

ア
で

は
約

7
割

で
あ

っ
た

。

6
2
0
1
8

小
児

（
幼

児
）

手
づ

か
み

食
べ

を
す

る
乳

幼
児

の
保

護
者

個
人

奈
良

県
（
公

社
）
奈

良
県

栄
養

士
会

公
衆

衛
生

事
業

部

市
町

村
に

勤
務

す
る

行
政

栄
養

士
等

手
づ

か
み

食
べ

レ
シ

ピ
の

作
成

手
づ

か
み

食
べ

を
進

め
る

に
は

、
そ

の
児

の
口

腔
機

能
を

確
認

し
な

が
ら

実
施

 し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
月

齢
や

そ
の

児
の

口
腔

機
能

の
発

達
状

況
等

を
確

認
す

る
た

め
の

資
料

（
媒

体
）
を

作
成

す
る

こ
と

で
、

具
体

的
な

手
づ

か
み

食
べ

の
進

め
方

に
つ

い
て

保
護

者
が

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

そ
れ

ぞ
れ

の
段

階
に

あ
っ

た
レ

シ
ピ

を
知

る
こ

と
で

手
づ

か
み

食
べ

の
次

の
段

階
へ

進
め

る
こ

と
に

つ
な

げ
る

。

(公
社

)奈
良

県
栄

養
士

会
公

衆
衛

生
事

業
部

に
所

属
す

る
市

町
村

の
行

政
管

理
栄

養
士

に
よ

り
、

手
づ

か
み

食
べ

を
す

す
め

る
に

あ
た

り
お

薦
め

の
メ

ニ
ュ

ー
を

収
集

し
た

。
そ

の
際

、
材

料
が

手
に

入
り

や
す

く
、

作
り

方
が

簡
単

な
も

の
、

親
が

食
べ

て
い

る
料

理
か

ら
取

り
分

け
で

き
る

も
の

を
選

別
し

た
。

実
用

性
の

高
さ

を
検

証
す

る
た

め
に

試
作

し
、

分
量

や
手

順
等

を
再

確
認

し
た

。
対

象
児

の
咀

嚼
機

能
の

段
階

に
あ

わ
せ

て
レ

シ
ピ

を
分

類
し

レ
イ

ア
ウ

ト
し

た
。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

・
レ

シ
ピ

を
市

町
村

行
政

栄
養

士
か

ら
収

集
す

る
こ

と
で

実
用

度
の

高
い

も
の

を
採

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
栄

養
士

の
視

点
か

ら
取

り
分

け
で

き
る

レ
シ

ピ
を

掲
載

し
た

。
・
検

討
会

に
参

加
で

き
な

い
者

が
い

て
も

そ
の

都
度

決
定

内
容

を
連

絡
し

、
意

見
を

媒
体

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
結

果
評

価
】

・
口

腔
機

能
の

発
達

等
を

確
認

し
、

そ
れ

に
あ

っ
た

手
づ

か
み

食
べ

を
す

す
め

る
た

め
の

望
ま

し
い

レ
シ

ピ
の

提
案

が
で

き
た

。
・
親

の
料

理
か

ら
取

り
分

け
で

き
る

よ
う

に
保

護
者

の
調

理
の

軽
減

に
結

び
付

け
ら

れ
た

。

7
2
0
1
8

高
齢

者
個

人
6
5
歳

以
上

長
崎

県
大

村
市

長
寿

介
護

課
大

村
市

長
寿

介
護

課
 大

村
市

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

 大
村

市
の

医
療

機
関

 大
村

市
介

護
保

険
事

業
所

大
村

市
民

生
委

員
 大

村
市

民
間

宅
配

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

大
村

市
介

護
予

防
事

業
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
 食

の
自

立
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
事

業

目
的

：
身

体
的

又
は

生
活

環
境

の
理

由
に

よ
り

食
事

の
調

理
・
確

保
が

困
難

な
大

村
市

内
の

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

宅
を

訪
問

し
、

低
栄

養
や

栄
養

の
偏

り
が

み
ら

れ
る

高
齢

者
、

認
知

機
能

低
下

や
意

欲
の

低
下

等
に

よ
り

調
理

に
支

障
が

あ
る

高
齢

者
に

、
個

別
に

食
の

自
立

プ
ラ

ン
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
歯

科
衛

生
士

と
同

行
し

支
援

す
る

こ
と

で
誤

嚥
性

肺
炎

や
咀

嚼
力

低
下

を
防

ぐ
な

ど
、

食
生

活
の

改
善

及
び

健
康

の
増

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

概
要

：
管

理
栄

養
士

が
、

医
療

機
関

、
介

護
施

設
、

家
族

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
、

民
生

員
か

ら
相

談
を

受
け

て
、

在
宅

訪
問

を
行

う
こ

と
で

、
本

人
の

栄
養

状
態

の
改

善
だ

け
で

は
な

く
、

本
人

の
自

立
支

援
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
 管

理
栄

養
士

が
食

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
を

実
施

（
P
L
A

N
・
D

O
・
C

H
E
C

K
・

A
C

T
IO

N
）
し

、
継

続
訪

問
実

施
。

②
 歯

科
受

診
率

の
向

上
（
歯

科
衛

生
士

と
の

同
行

訪
問

）
③

 民
間

業
者

へ
の

幅
広

い
活

用
と

食
の

種
類

や
内

容
の

充
実

（
社

会
資

源
の

有
効

活
用

）
④

 多
職

種
を

活
用

し
た

食
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
支

援
（
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

等
と

の
連

携
）

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

・
食

の
ニ

ー
ズ

調
査

票
（
独

自
）
に

よ
り

、
食

生
活

、
生

活
習

慣
、

医
療

情
報

（
血

液
検

査
・
服

薬
等

）
を

把
握

。
※

血
液

検
査

等
の

栄
養

指
標

の
入

手
が

困
難

な
時

に
は

、
簡

易
栄

養
状

態
評

価
表

（
Ｍ

Ｎ
Ａ

）
を

利
用

。
・
食

の
プ

ラ
ン

（
P
L
A

N
・
D

O
・
C

H
E
C

K
・
A

C
T

IO
N

）
を

作
成

し
、

必
要

に
応

じ
て

定
期

的
に

継
続

訪
問

実
施

。
・
他

職
種

の
連

携
が

必
要

な
場

合
は

、
他

職
種

（
歯

科
衛

生
士

・
理

学
療

法
士

・
社

会
福

祉
士

・
ケ

ア
マ

ネ
等

）
と

同
行

訪
問

。

8
2
0
1
9

成
人

高
齢

者
地

域
の

在
宅

高
齢

者
及

び
そ

の
家

族

個
人

静
岡

県
静

岡
県

東
部

健
康

福
祉

セ
ン

タ
ー

給
食

施
設

（
病

院
、

老
人

福
祉

施
設

）
、

健
康

づ
く

り
食

生
活

推
進

協
議

会
、

市
町

や
わ

ら
か

く
て

食
べ

や
す

い
「
シ

ニ
ア

世
代

の
た

め
の

レ
シ

ピ
集

」
の

活
用

地
域

の
在

宅
高

齢
者

が
、

健
康

・
栄

養
状

態
を

適
切

に
保

ち
、

食
べ

る
楽

し
み

を
得

ら
れ

る
よ

う
な

食
環

境
整

備
は

、
今

後
ま

す
ま

す
求

め
ら

れ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
元

気
な

高
齢

者
が

今
後

も
元

気
で

過
ご

せ
る

よ
う

、
在

宅
高

齢
者

及
び

そ
の

家
族

に
レ

シ
ピ

集
を

提
供

し
、

低
栄

養
予

防
の

知
識

を
普

及
し

、
フ

レ
イ

ル
対

策
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

「
手

軽
に

お
い

し
く

低
栄

養
予

防
」
を

テ
ー

マ
に

、
次

の
４

つ
の

コ
ン

セ
プ

ト
に

基
づ

く
レ

シ
ピ

集
を

作
成

。
（
１

）
簡

単
に

作
れ

る
 （

２
）
美

味
し

い
 （

３
）
肉

・
魚

・
卵

な
ど

の
動

物
性

た
ん

ぱ
く

質
を

十
分

に
使

用
（
４

）
か

む
力

が
低

下
し

た
人

で
も

食
べ

や
す

い
！

レ
シ

ピ
集

は
、

市
町

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

、
給

食
施

設
、

温
泉

施
設

、
運

動
施

設
等

で
配

布
。

地
元

新
聞

で
も

紹
介

。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

配
食

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

て
い

る
給

食
施

設
等

、
関

係
機

関
と

の
連

携
の

も
と

、
低

栄
養

予
防

の
レ

シ
ピ

を
収

集
し

、
1
6
品

を
掲

載
し

た
レ

シ
ピ

集
を

1
0
,0

0
0
部

作
成

、
配

布
し

た
。

各
レ

シ
ピ

に
は

や
わ

ら
か

く
調

理
す

る
工

夫
等

の
ポ

イ
ン

ト
を

掲
載

し
た

他
、

低
栄

養
予

防
の

コ
ラ

ム
も

掲
載

。
配

布
は

、
レ

シ
ピ

集
作

成
時

の
連

携
機

関
の

他
、

高
齢

者
が

集
ま

る
施

設
、

関
係

団
体

等
を

経
由

し
て

実
施

。
【
結

果
評

価
】

レ
シ

ピ
配

布
と

と
も

に
ア

ン
ケ

ー
ト
を

配
布

し
、

レ
シ

ピ
集

に
対

す
る

意
見

、
感

想
を

集
め

た
。

食
に

関
す

る
課

題
と

し
て

感
じ

て
い

る
こ

と
の

問
い

（
複

数
回

答
）
に

は
、

硬
い

も
の

が
噛

め
な

い
4
3
.1

％
、

む
せ

や
す

い
2
8
.4

％
、

料
理

が
で

き
な

い
2
2
.5

％
等

の
回

答
が

あ
っ

た
。

今
回

作
成

し
た

レ
シ

ピ
集

は
こ

れ
ら

の
課

題
を

踏
ま

え
た

目
的

で
作

成
し

て
い

る
が

、
低

栄
養

傾
向

（
B

M
I2

0
以

下
）
の

割
合

の
増

加
の

抑
制

に
、

す
ぐ

に
は

結
び

つ
か

な
い

た
め

、
結

果
評

価
は

難
し

い
。
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対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴 障
が

い
者

/
要

介
護

、
虚

弱
高

齢
者

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果

9
2
0
1
9

全
ス

テ
ー

ジ
集

団
秋

田
県

秋
田

県
北

秋
田

市
医

療
健

康
課

母
子

保
健

推
進

員
、

食
生

活
改

善
推

進
員

、
北

鷹
高

校
家

庭
ク

ラ
ブ

食
育

フ
ェ

ス
タ

・
市

民
一

人
ひ

と
り

が
「
食

」
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
望

ま
し

い
食

習
慣

を
自

ら
考

え
選

択
す

る
力

を
身

に
つ

け
、

次
世

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
普

及
さ

せ
て

い
く

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

1
.「

5
ゼ

ロ
G

O
!歯

っ
ぴ

ー
キ

ッ
ズ

」
「
7
5
2
0
よ

い
歯

の
認

定
」
の

表
彰

式
虫

歯
が

で
き

た
こ

と
の

な
い

年
長

児
と

、
7
5
歳

以
上

で
自

分
の

歯
が

2
0
本

以
上

あ
る

市
民

を
表

彰
し

た
。

2
.特

別
講

演
公

認
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
士

で
、

東
北

女
子

大
学

教
授

の
松

本
範

子
氏

を
講

師
に

招
き

、
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

学
童

期
・
思

春
期

の
子

ど
も

の
望

ま
し

い
食

事
に

つ
い

て
ご

講
演

い
た

だ
い

た
。

3
.展

示
・
体

験
コ

ー
ナ

ー
①

健
康

チ
ェ

ッ
ク

コ
ー

ナ
ー

・
・
・
血

圧
、

体
組

成
、

足
指

筋
力

、
骨

密
度

②
野

菜
3
5
0
g計

測
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
・
・
3
5
0
gに

な
る

よ
う

に
野

菜
を

組
み

合
わ

せ
て

計
測

す
る

。
③

お
箸

d
e豆

つ
か

み
・
・
・
2
0
秒

間
に

割
り

箸
で

大
豆

を
ど

の
く

ら
い

運
べ

る
か

を
競

う
。

④
北

鷹
家

庭
ク

ラ
ブ

の
地

元
食

材
レ

シ
ピ

紹
介

⑤
砂

糖
・
食

塩
相

当
量

早
わ

か
り

コ
ー

ナ
ー

・
・
・
食

品
に

含
ま

れ
る

量
の

砂
糖

・
食

塩
を

展
示

⑥
北

秋
田

市
あ

い
う

え
お

塩
分

表
の

配
布

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

昨
年

ま
で

は
「
食

育
講

演
会

」
と

い
う

事
業

で
平

日
に

開
催

し
て

お
り

、
7
0
歳

前
後

の
参

加
者

が
多

か
っ

た
が

、
今

年
は

土
曜

日
の

開
催

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
子

ど
も

と
そ

の
親

世
代

(2
0
～

5
0
歳

台
)の

参
加

率
が

3
6
%
だ

っ
た

。
【
結

果
評

価
】

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、

「
と

て
も

よ
か

っ
た

」
「
よ

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

参
加

者
は

9
7
%
だ

っ
た

。
感

想
に

は
、

「
朝

ご
は

ん
の

栄
養

面
に

気
を

つ
け

た
い

」
「
体

を
大

き
く

す
る

に
は

肉
だ

け
じ

ゃ
な

く
野

菜
が

重
要

だ
と

わ
か

っ
た

」
な

ど
正

し
い

食
生

活
を

理
解

し
行

動
変

容
に

つ
な

げ
よ

う
と

す
る

回
答

が
多

か
っ

た
。

1
0

2
0
2
1

高
齢

者
在

宅
要

介
護

高
齢

者
（
要

支
援

認
定

除
く

）
で

在
宅

サ
ー

ビ
ス

利
用

者

個
人

6
5
歳

以
上

富
山

県
富

山
県

新
川

厚
生

セ
ン

タ
ー

保
健

予
防

課
地

域
保

健
班

管
内

3
5
 か

所
の

病
院

・
高

齢
者

施
設

、
郡

市
歯

科
医

師
会

、
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

協
議

会
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

新
川

圏
域

に
お

け
る

栄
養

管
理

体
制

整
備

事
業

誤
嚥

性
肺

炎
や

栄
養

状
態

低
下

を
防

止
す

る
た

め
、

病
院

・
施

設
・
在

宅
で

療
養

す
る

高
齢

者
の

嚥
下

機
能

や
嚥

下
調

整
食

に
関

す
る

情
報

を
相

互
に

把
握

し
、

切
れ

目
の

な
い

栄
養

管
理

連
携

体
制

を
整

備
す

る
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
 年

度
】

・
栄

養
管

理
体

制
整

備
事

業
W

G
（
1
 回

/
年

）
 ・

連
携

ツ
ー

ル
の

作
成

・
更

新
（
1
 回

/
年

）
・
研

修
会

等
の

開
催

（
1
～

2
 回

/
年

）
 ・

食
形

態
調

査
・
連

携
ツ

ー
ル

活
用

状
況

調
査

（
1
 回

/
年

）
・
在

宅
高

齢
者

の
実

態
調

査
（
元

年
度

）
 ・

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

予
防

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
作

成
・
配

布
（
2
 年

度
）

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

・
調

査
対

象
者

数
：
2
8
1
/
2
8
2
 名

（
9
9
.6

％
）
 ・

有
効

回
答

率
：
2
7
5
/
2
8
1
 名

（
9
7
.9

％
）

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

の
配

布
機

関
数

：
1
1
2
 施

設
【
結

果
評

価
】

在
宅

要
介

護
高

齢
者

の
6
4
.8

％
が

栄
養

状
態

に
問

題
を

抱
え

、
7
9
.6

％
が

口
腔

機
能

に
問

題
を

抱
え

て
い

た
。

1
 年

に
1
 回

以
上

歯
科

受
診

を
し

て
い

る
者

は
2
3
.6

％
で

、
栄

養
状

態
と

有
意

な
関

連
（
p
<
0
.0

5
）
が

あ
っ

た
。

高
齢

者
の

歯
科

・
口

腔
リ

テ
ラ

シ
ー

を
高

め
る

こ
と

と
、

専
門

職
が

適
切

適
時

に
介

入
で

き
る

連
携

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

1
1

2
0
2
1

高
齢

者
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
及

び
高

齢
者

世
帯

集
団

秋
田

県
秋

田
県

井
川

町
 健

康
福

祉
課

井
川

町
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会

高
齢

者
食

生
活

教
室

「
ら

く
ら

く
栄

養
教

室
」

低
栄

養
予

防
の

普
及

啓
発

を
図

る
地

域
の

高
齢

者
の

交
流

を
図

る
口

腔
ケ

ア
、

運
動

も
併

せ
て

実
施

す
る

こ
と

で
介

護
予

防
に

つ
な

げ
る

高
齢

期
の

食
生

活
に

つ
い

て
の

講
話

・
調

理
実

習
、

試
食

を
行

う
。

ま
た

フ
レ

イ
ル

予
防

も
兼

ね
て

、
口

腔
ケ

ア
、

運
動

も
併

せ
て

行
う

。
・
1
0
 回

の
開

催
の

内
訳

（
予

定
）

・
2
 回

：
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
口

腔
ケ

ア
（
講

話
、

実
技

）
+
調

理
実

習
（
よ

く
噛

む
献

立
等

）
・
3
 回

：
作

業
療

法
士

に
よ

る
運

動
（
講

話
、

実
技

）
+
調

理
実

習
（
タ

ン
パ

ク
質

、
カ

ル
シ

ウ
ム

摂
取

の
献

立
等

）
・
5
 回

：
調

理
実

習
（
郷

土
料

理
、

ク
リ

ス
マ

ス
メ

ニ
ュ

ー
 等

）
・
食

生
活

改
善

推
進

員
が

調
理

補
助

に
入

り
、

高
齢

者
と

交
流

を
図

る

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

・
当

初
：
4
 回

/
年

、
調

理
実

習
 →

 現
在

：
1
0
 回

/
年

、
調

理
実

習
+
口

腔
ケ

ア
・
軽

体
操

参
加

者
の

希
望

に
よ

り
低

栄
養

予
防

か
ら

フ
レ

イ
ル

予
防

へ
内

容
が

移
行

し
つ

つ
あ

り
、

参
加

者
の

意
欲

を
引

き
出

し
て

い
る

。
・
多

く
な

っ
て

き
た

男
性

参
加

者
か

ら
の

要
望

も
あ

り
、

男
性

の
料

理
教

室
も

令
和

元
年

度
か

ら
開

催
し

た
。

【
結

果
評

価
】

・
教

室
参

加
者

の
血

清
ア

ル
ブ

ミ
ン

値
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

評
価

す
る

予
定

。
・
参

加
者

は
独

居
あ

る
い

は
高

齢
世

帯
で

あ
る

た
め

、
教

室
に

参
加

す
る

こ
と

で
他

者
と

の
交

流
を

楽
し

み
に

し
て

お
り

、
高

齢
者

の
交

流
の

促
進

ま
た

は
閉

じ
こ

も
り

予
防

に
も

な
っ

て
い

る
。

1
2

2
0
2
1

高
齢

者
市

内
在

住
の

、
６

５
歳

以
上

の
ひ

と
り

暮
ら

し
又

は
高

齢
者

の
み

世
帯

の
人

個
人

8
8

群
馬

県
前

橋
市

⻑
寿

包
括

ケ
ア

課

介
護

予
防

サ
ポ

ー
タ

ー
、

社
会

福
祉

協
議

会
（
地

区
サ

ロ
ン

）

か
ら

だ
健

や
か

昼
食

会
共

食
の

機
会

を
提

供
し

、
実

施
に

昼
食

を
食

べ
る

こ
と

に
よ

り
低

栄
養

予
防

の
た

め
の

栄
養

バ
ラ

ン
ス

・
量

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
口

腔
ケ

ア
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

、
食

事
を

食
べ

る
た

め
に

口
腔

ケ
ア

が
大

切
で

あ
る

こ
と

に
気

づ
き

、
今

後
の

生
活

で
実

践
し

、
自

ら
介

護
予

防
を

行
う

手
立

て
に

な
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

方
法

：
地

区
公

民
館

を
会

場
に

市
内

を
巡

回
す

る
形

で
実

施
実

施
前

に
、

実
施

す
る

地
区

公
民

館
の

地
域

サ
ロ

ン
に

出
向

き
教

室
の

周
知

内
容

：
①

栄
養

バ
ラ

ン
ス

・
量

を
整

え
た

食
事

を
用

意
し

、
共

食
の

場
を

提
供

試
食

前
に

献
立

の
紹

介
と

と
も

に
栄

養
バ

ラ
ン

ス
・
適

量
に

つ
い

て
説

明
参

加
者

は
、

試
食

を
通

し
て

普
段

の
食

事
と

の
違

い
(バ

ラ
ン

ス
・
量

・
味

付
け

・
満

足
感

)に
つ

い
て

確
認

実
践

に
つ

な
が

る
よ

う
食

事
を

用
意

す
る

際
の

コ
ツ

や
代

替
方

法
、

調
理

方
法

な
ど

に
つ

い
て

説
明

食
品

摂
取

の
多

様
性

得
点

が
高

い
人

ほ
ど

生
活

機
能

の
低

下
が

緩
や

か
で

あ
る

こ
と

を
説

明
し

、
実

践
を

促
す

②
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
の

実
技

、
食

後
に

口
腔

ケ
ア

に
つ

い
て

説
明

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

実
施

回
数

6
 回

、
参

加
者

数
8
8
 人

、
平

均
参

加
者

数
1
4
.6

 人
/
1
 回

で
、

前
年

度
の

実
施

回
数

4
 回

、
参

加
者

数
3
9
 人

平
均

参
加

者
数

9
.8

/
1
 回

を
上

回
っ

た
。

し
か

し
、

実
施

地
区

が
異

な
り

地
域

性
も

あ
る

た
め

単
純

比
較

は
出

来
な

い
が

、
地

域
サ

ロ
ン

に
出

向
き

教
室

の
趣

旨
等

を
含

め
、

顔
を

合
わ

せ
る

形
で

周
知

で
き

た
こ

と
の

効
果

で
あ

る
と

考
え

る
。

【
結

果
評

価
】

教
室

後
ア

ン
ケ

ー
ト
の

結
果

、
普

段
の

昼
食

と
比

較
し

た
場

合
「
量

が
多

い
」
が

5
2
.4

％
、

「
同

じ
量

」
が

3
9
.4

％
で

あ
っ

た
。

味
付

け
に

つ
い

て
は

「
い

つ
も

よ
り

薄
く

感
じ

た
」
が

4
7
.7

％
と

最
も

多
く

、
自

由
記

載
で

も
バ

ラ
ン

ス
、

量
、

味
付

け
が

参
考

に
な

っ
た

と
の

回
答

が
あ

り
、

普
段

の
食

事
と

の
違

い
に

気
づ

く
き

っ
か

け
に

な
っ

た
と

考
え

る
。

ま
た

、
「
昼

食
を

ひ
と

り
で

食
べ

る
」
が

4
6
.6

％
と

最
も

多
く

、
共

食
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
3

2
0
2
1

高
齢

者
集

団
兵

庫
県

兵
庫

県
西

脇
市

く
ら

し
安

心
部

健
康

課

兵
庫

県
健

康
福

祉
部

健
康

局
健

康
増

進
課

、
兵

庫
県

栄
養

士
会

、
兵

庫
県

社
会

福
祉

事
業

団
「
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
研

究
所

」
、

兵
庫

県
歯

科
衛

生
士

会

フ
レ

イ
ル

対
策

強
化

推
進

事
業

「
噛

ん
で

、
食

べ
て

、
フ

レ
イ

ル
予

防
教

室
」

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
、

生
涯

を
通

じ
た

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
口

腔
機

能
と

栄
養

状
態

の
改

善
を

一
体

的
に

行
う

こ
と

で
、

フ
レ

イ
ル

を
早

期
発

見
し

、
い

つ
ま

で
も

い
き

い
き

と
生

活
で

き
る

こ
と

を
支

援
す

る
。

（
第

１
回

）
測

定
（

身
長

、
体

重
、

握
力

、
ふ

く
ら

は
ぎ

、
立

ち
上

が
る

だ
け

で
フ

レ
イ

ル
判

定
が

可
能

な
シ

ス
テ

ム
）

、
お

口
の

元
気

度
チ

ェ
ッ

ク
、

咀
嚼

能
力

測
定

、
食

習
慣

の
聞

き
取

り
と

目
標

設
定

、
低

栄
養

予
防

の
た

め
の

「
タ

ン
パ

ク
質

」
摂

取
の

啓
発

、
口

腔
機

能
の

紹
介

。
（

第
２

回
）

は
み

が
き

指
導

、
「

黒
っ

娘
お

ば
ん

ざ
い

」
に

よ
る

フ
レ

イ
ル

予
防

手
作

り
健

康
弁

当
を

活
用

し
た

食
事

量
と

食
事

バ
ラ

ン
ス

学
習

。
（

第
３

回
）

測
定

（
身

長
、

体
重

、
握

力
、

ふ
く

ら
は

ぎ
、

立
ち

上
が

る
だ

け
で

フ
レ

イ
ル

判
定

が
可

能
な

シ
ス

テ
ム

）
、

お
口

の
元

気
度

チ
ェ

ッ
ク

、
咀

嚼
能

力
測

定
、

食
習

慣
の

聞
き

取
り

及
び

第
１

回
と

の
比

較
説

明
、

食
べ

や
す

い
調

理
方

法
や

食
べ

方
の

紹
介

。
口

腔
体

操
の

復
習

。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

地
域

高
齢

者
通

い
の

場
で

の
開

催
が

で
き

ず
、

ポ
ピ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

行
っ

た
。

３
密

を
避

け
る

た
め

、
広

い
会

場
を

確
保

す
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

。
【

結
果

評
価

】
フ

レ
イ

ル
予

防
に

関
心

の
高

い
参

加
者

が
多

く
、

立
ち

上
が

る
だ

け
で

フ
レ

イ
ル

判
定

が
可

能
な

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
測

定
値

（
以

下
「

測
定

値
」

）
は

全
体

的
に

高
得

点
の

結
果

と
な

っ
た

。
特

に
、

以
前

か
ら

定
期

的
な

歯
科

健
診

受
診

が
あ

り
、

第
１

回
の

判
定

値
か

ら
身

体
の

衰
え

を
指

摘
さ

れ
た

参
加

者
は

、
野

菜
と

海
藻

類
の

摂
取

を
心

が
け

、
筋

肉
ス

ト
レ

ッ
チ

や
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
を

開
始

し
た

結
果

、
第

３
回

の
判

定
値

が
満

点
と

な
っ

た
。

高
齢

者
の

フ
レ

イ
ル

予
防

は
食

改
善

と
合

わ
せ

て
口

腔
管

理
が

重
要

で
あ

る
。
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対
象

者
1

対
象

者
２

対
象

者
３

対
象

者
４

対
象

者
５

実
践

事
例

番
号

報
告

年
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

小
児

/
成

人
/
高

齢
者

対
象

者
特

徴 障
が

い
者

/
要

介
護

、
虚

弱
高

齢
者

個
人

/
集

団
（
施

設
）

人
数

年
齢

地
域

事
業

実
施

主
体

連
携

状
況

事
業

名
事

業
の

目
的

介
入

内
容

（
事

業
内

容
）

主
要

な
結

果

1
4

2
0
2
1

小
児

集
団

山
口

県
周

南
市

あ
ん

し
ん

子
育

て
室

園
地

域
と

連
携

し
た

食
育

の
取

組
「
こ

ど
も

 あ
さ

ご
は

ん
ち

ゃ
れ

ん
じ

」

子
供

が
望

ま
し

い
食

習
慣

や
食

行
動

（
朝

食
・
野

菜
摂

取
、

よ
く

噛
む

、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
へ

の
配

慮
）
を

身
に

付
け

る
。

子
供

が
、

園
で

三
色

食
品

群
の

分
類

や
、

よ
く

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

の
重

要
性

を
学

ん
だ

後
に

家
庭

で
三

色
食

品
群

を
そ

ろ
え

た
朝

ご
は

ん
を

よ
く

噛
ん

で
食

べ
る

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

。
チ

ャ
レ

ン
ジ

に
使

用
す

る
卓

上
三

色
食

品
群

分
類

ポ
ッ

プ
や

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

カ
ー

ド
は

別
添

資
料

の
と

お
り

。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

>
本

事
業

に
よ

っ
て

、
子

供
の

食
育

及
び

歯
科

保
健

事
業

を
一

体
的

に
推

進
す

る
仕

組
み

が
作

ら
れ

た
。

単
発

の
食

育
事

業
で

終
わ

り
で

は
な

く
、

歯
科

保
健

事
業

の
取

組
も

連
動

し
て

取
り

組
ん

で
も

ら
う

こ
と

で
、

子
ど

も
と

保
護

者
に

何
度

も
働

き
か

け
る

体
制

が
で

き
た

。
ま

た
、

本
事

業
を

小
・
中

学
校

に
情

報
提

供
し

、
課

題
を

共
有

し
た

こ
と

で
、

新
た

な
食

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

広
が

っ
た

。
【
結

果
評

価
】

指
標

に
対

す
る

【
目

標
値

】
に

対
し

て
、

○
×

で
評

価
①

三
色

食
品

群
を

そ
ろ

え
る

チ
ャ

レ
ン

ジ
目

標
達

成
率

：
7
7
.9

％
、

よ
く

噛
ん

で
食

べ
る

チ
ャ

レ
ン

ジ
目

標
達

成
率

：
9
1
.2

％
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

評
価

×
②

チ
ャ

レ
ン

ジ
カ

ー
ド

提
出

率
9
7
.8

％
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

評
価

○
③

本
事

業
及

び
歯

科
保

健
事

業
に

参
加

し
た

、
ま

た
は

園
独

自
で

同
様

の
取

組
を

実
施

し
た

園
：
市

内
全

園
で

、
評

価
○

④
園

栄
養

士
と

小
・
中

学
校

栄
養

教
諭

の
情

報
共

有
の

場
を

設
け

る
こ

と
が

で
き

、
三

色
食

品
群

の
分

類
を

就
学

時
に

す
で

に
理

解
し

て
い

る
子

供
が

こ
こ

数
年

で
増

え
た

の
は

、
園

で
の

食
育

の
成

果
と

い
う

栄
養

教
諭

に
よ

る
発

言
が

あ
っ

た
。

歯
科

医
師

会
と

の
連

携
は

未
実

施
な

の
で

、
評

価
×

1
5

2
0
2
1

成
人

松
前

町
保

健
栄

養
推

進
協

議
会

(ヘ
ル

ス
メ

イ
ト
)の

各
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー

集
団

2
4

愛
媛

県
松

前
町

子
育

て
・

健
康

課
健

康
増

進
係

愛
媛

県
後

期
高

齢
者

医
療

広
域

連
合

高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
の

一
体

的
実

施
事

業
（
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
ロ

ー
チ

事
業

）

高
齢

者
の

健
康

寿
命

を
延

伸
す

る
た

め
、

高
齢

者
の

フ
レ

イ
ル

予
防

等
の

心
身

に
お

け
る

多
様

な
課

題
の

対
策

を
愛

媛
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
か

ら
受

託
し

、
国

保
保

健
事

業
及

び
地

域
支

援
事

業
と

一
体

的
に

取
り

組
む

。
通

い
の

場
（
栄

養
改

善
リ

ー
ダ

ー
養

成
講

座
）
に

お
い

て
フ

レ
イ

ル
予

防
の

普
及

啓
発

活
動

や
運

動
・
栄

養
・
口

腔
等

の
フ

レ
イ

ル
予

防
の

健
康

教
育

を
行

う
。

【
講

義
】
低

栄
養

予
防

低
栄

養
と

は
・
フ

レ
イ

ル
予

防
・
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
予

防
・
ひ

み
こ

の
歯

が
い

ー
ぜ

に
つ

い
て

※
次

回
1
 月

2
6
 日

の
提

出
課

題
に

つ
い

て
①

噛
む

力
チ

ェ
ッ

ク
（
東

京
医

科
歯

科
大

学
全

部
床

義
歯

補
綴

学
分

野
と

ロ
ッ

テ
が

開
発

し
た

咀
嚼

力
判

定
ガ

ム
を

使
用

）
:各

自
ガ

ム
を

1
 分

間
噛

ん
で

透
明

袋
に

入
れ

提
出

②
口

腔
内

状
況

に
関

す
る

質
問

用
紙

 ③
健

康
診

査
質

問
票

(後
期

高
齢

者
用

)回
答

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

低
栄

養
予

防
の

中
で

も
、

バ
ラ

ン
ス

の
摂

れ
た

栄
養

だ
け

で
な

く
、

口
腔

機
能

や
運

動
分

野
か

ら
の

チ
ェ

ッ
ク

や
予

防
対

策
が

重
要

で
あ

る
こ

と
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

た
。

簡
易

法
で

は
あ

る
が

、
ガ

ム
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
が

実
施

で
き

る
。

【
結

果
評

価
】

次
回

1
 月

2
6
 日

の
提

出
物

に
よ

り
、

対
象

者
の

リ
ス

ク
度

を
判

定
予

定
。

ま
た

、
各

リ
ー

ダ
ー

が
グ

ル
ー

プ
会

員
や

地
域

住
民

に
も

伝
達

講
習

し
、

ハ
イ

リ
ス

ク
の

考
え

ら
れ

る
者

を
把

握
す

る
予

定
。

1
6

2
0
2
2

成
人

高
齢

者
1
:管

内
3
 病

院
の

ス
タ

ッ
フ

、
入

院
中

の
患

者
等

、
2
,3

：
栄

養
委

員
、

愛
育

委
員

、
一

般
住

民

集
団

岡
山

県
岡

山
県

備
中

保
健

所
保

健
課

協
力

２
病

院
、

管
内

市
町

、
管

内
３

病
院

(歯
科

医
の

い
な

い
施

設
)、

地
元

歯
科

医
師

会
、

地
元

歯
科

衛
生

士
会

、
地

元
栄

養
士

会
、

地
元

栄
養

改
善

協
議

会
、

地
元

愛
育

委
員

連
合

会

自
分

の
口

か
ら

食
べ

る
こ

と
を

支
え

る
備

中
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
～

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

予
防

～

嚥
下

を
含

む
口

腔
機

能
の

維
持

管
理

が
行

え
る

よ
う

に
、

入
院

中
の

早
期

か
ら

歯
科

医
等

専
門

家
の

サ
ポ

ー
ト
を

受
け

ら
れ

る
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
低

栄
養

予
防

の
た

め
の

食
べ

や
す

い
食

の
啓

発
等

、
地

域
の

高
齢

者
が

身
体

機
能

を
高

め
在

宅
で

支
え

ら
れ

る
た

め
の

支
援

体
制

の
整

備
を

市
町

等
関

係
機

関
と

協
働

し
て

行
う

。

1
 入

院
中

か
ら

の
医

科
歯

科
連

携
の

推
進

（
総

社
市

に
お

け
る

モ
デ

ル
事

業
）

・
急

性
期

を
過

ぎ
た

回
復

期
に

あ
る

患
者

が
在

宅
へ

安
心

し
て

移
行

で
き

る
よ

う
、

入
院

中
か

ら
嚥

下
機

能
の

改
善

等
口

腔
機

能
維

持
向

上
の

た
め

、
専

門
歯

科
医

師
の

サ
ポ

ー
ト
が

受
け

ら
れ

る
医

科
歯

科
連

携
を

整
備

・
推

進
す

る
。

・
総

社
市

内
3
 病

院
、

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
、

総
社

市
担

当
者

、
栄

養
士

会
他

関
係

者
に

よ
る

研
修

会
・
勉

強
会

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
評

価
事

業
と

し
て

病
院

ス
タ

ッ
フ

へ
の

実
施

指
導

や
個

別
評

価
を

実
施

。
2
 低

栄
養

予
防

の
た

め
の

食
べ

や
す

い
食

事
の

普
及

啓
発

（
委

託
:備

中
保

健
所

管
内

総
社

・
早

島
栄

養
改

善
協

議
会

）
・
栄

養
委

員
と

協
働

し
、

代
表

者
に

よ
る

連
絡

会
、

全
体

へ
の

研
修

会
、

普
及

啓
発

媒
体

の
作

成
、

調
理

実
習

の
後

、
各

地
域

で
の

伝
達

講
習

等
に

よ
り

低
栄

養
、

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

予
防

の
大

切
さ

を
普

及
啓

発
し

た
。

3
 口

腔
機

能
維

持
体

操
の

普
及

啓
発

（
委

託
：
備

中
保

健
所

管
内

愛
育

委
員

連
合

会
総

社
・
早

島
地

域
）

・
愛

育
委

員
と

協
働

し
、

代
表

者
に

よ
る

連
絡

会
、

全
体

へ
の

研
修

会
の

後
、

地
域

の
い

き
い

き
1
0
0
 歳

体
操

等
の

場
面

を
活

用
し

、
口

腔
体

操
（
か

み
か

み
体

操
）
の

普
及

、
継

続
実

施
が

で
き

る
よ

う
定

着
を

図
っ

た
。

【
プ

ロ
セ

ス
評

価
】

・
研

修
会

や
、

専
門

医
・
歯

科
衛

生
士

か
ら

の
指

導
を

受
け

て
日

々
入

院
患

者
に

対
応

す
る

中
で

、
看

護
師

等
病

院
ス

タ
ッ

フ
に

「
自

分
の

口
か

ら
食

べ
る

よ
う

に
し

て
あ

げ
た

い
」
等

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

の
変

化
が

見
ら

れ
た

。
・
栄

養
委

員
、

愛
育

委
員

が
、

研
修

会
等

を
通

じ
て

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

予
防

の
重

要
性

を
理

解
し

、
普

及
啓

発
等

の
取

組
に

向
け

て
意

見
を

出
し

合
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

【
結

果
評

価
】

・
口

腔
ケ

ア
を

行
う

病
院

ス
タ

ッ
フ

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
や

、
地

元
歯

科
医

の
訪

問
診

療
に

よ
り

、
患

者
の

口
腔

状
態

に
改

善
が

見
ら

れ
た

。
（
ケ

ー
ス

数
は

少
な

い
が

、
O

R
A

L
 H

E
A

L
T

H
A

S
S
E
S
M

E
N

T
 T

O
O

L
:O

H
A

T
 に

よ
る

評
価

を
実

施
）

・
一

部
地

域
で

は
、

栄
養

委
員

・
愛

育
委

員
に

よ
る

低
栄

養
・
オ

ー
ラ

ル
フ

レ
イ

ル
予

防
の

講
習

や
か

み
か

み
体

操
の

普
及

を
一

般
住

民
へ

向
け

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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